ーー 


21 2021 | 
特 0 人 
12 月 4 日 発売 // 弟 3 巻 第 1 号 通 巻 21 号 


一 生 に 一 度 は 行き た い 絶 景 温泉 、 教 えま す ! 


ー 選 ゴ 只 Q し 時 


3 Ho っ 


1 
ピ 4 


ーー 
し いい ミカ レク am 


Ir 


ー 各 避 


〇 ーー 生 に 一 度 は 訪れ た い ! 絶景 温泉 13 〇 クリ エイ ター ズ 
温泉 ファ イル 〇 いま 飲む べき は 文化 を 紡ぐ 酒 新政 酒造 
寺田 本 家 ン 土田 酒造 日 本 酒 界 の 超新星 岡 住 修 兵 が 目指 
す 酒造 り ひ 最新 の 酒 事情 が まる わか り ! SAKE TOPICS 17 

〇 EXILE 橘 ケン チ 酒 の 帯 地 を マン ガ と た どる 。 村 袖 酒 造 グ 
加茂 錦 酒造 〇 名 酒販 店 が 選ぶ いま 飲み た い ニ ッ ボ ポン の 
酒 42 いま で や ノ 横 浜 君 嶋 屋 山 中 酒 の 店 住吉 酒販 
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デジ タル 版 に は 、 表 紙 画像 や 目次 に 掲載 し て いる 記事 、 画 像 、 広 告 、 付 録 が 
含ま れ な い 場 合 が あり ます 。 
人 @ 掲 載 情報 は 原則 と し て 奥付 に 表記 し て いる 発行 時 の も の で す 。 


以上 を ご 理解 の 上 、 ご 利用 くだ さい 。 


ェ | メラ ルド グリ ー ン の 湯 色 に 、 国 内 随 一 の 硫黄 含有 量 か 
1 肌 効 果 ち ああ る と いう 発 田 市 の 温泉 地 ・ 月 
岡 温泉 。 温 泉 街 と し て 賑わう 月 岡 温泉 足湯 「 湯 足 美 ] か ら す 
で の と ころ に で きた の が 「TSUKIOKA BREWERY] だ 
立ち 上 げた の は 、 市 内 の 酒販 店 で 日 本 酒 ソ ムリ エ の 資格 を も 
典 司 さん 、 市 内 の 観光 休憩 所 「 寺 町 た まり 駅 ] を 運営 
安 之 さん と る を の 店 青 香 さん の 3 名 。 現 
る 新保 さん は 栃木 県 の 醸造 元 で 修業 し ビー ル 
り を 習得 し た 。 ビ ピール は 4 種類 あり 、 併 設 し て いる 「 キ ッ チ 
ン Geppo] で は 、 食 事 メ ニュ ー と 瓶ビール も 販売 し て いる 
湯上がり に 新しい クラ フト ピー ル は いか が で すか ? 


デ 
り 
内 @Daw 
バ TSUKIOKA BREWERY 1・2) 「 月 岡 バ パー ガー] 1298 円 な 
! 住所 : 新潟 上 新発田 市 月 岡 温泉 552-111 ど フー ド も 充実 。 3) 左 か ら 月 較 温 
ジ Tel : 0254-28-9161 営業 時 間 :10:00 泉 の 湯 色 を イメ ー ジ し た [月岡 エメ 
ャ ー 17:00 (LO.16:00)、 金 ・ 土 曜 こ 21:00 ラル ド エ ー ル ]、「 月 岡 IPAl、「 月 岡 湯 
バ (LO.20.00) 定休 日 : 木 曜 上 り ペ ー ル エー ル ]、「 月 岡 ヴ ァ イ ツ 
内 https://tsukioka-breweryjjp ェ ン ナチ ュ ラ ル ] 各 600 円 
毎 
月 
6 
日 
発 
売 戸 時 代 か ら 続く 約 300 年 の 歴史 を も ちょ | つと > 
で 男 Ei リー イ > 
す ト ! な が ら も 2008 征 に 廃 華 し て し まっ た 、 林 訓 
寺下 1 前 橋 の 老舗 ・ 白 井 目 。 そ の 旅 
12 月 12 日 ( 土 )、 新 た ト * テ ル ょ 。 門 
し て 生ま れ 変 わる 。 設計 は 日 本 を 代表 する 建 に 、 誕 中 
築 家 ・ 藤 本 壮介 氏 。 全 25 室 の うち 特筆 すべ 
き は へ ヘリテージ タワ ー に ある 、4 つ の スペ シ ) 
ャ ルル ー ム 。 ジ ャ スパ ー・ モ リツ ソン 氏 、 ミ ケ 
ー レ ・ デ ・ ル ッ キ 氏 、 レ アン ドロ ・ エ ルリ ッ | 昧 
と 氏 、 藤 本 壮介 氏 を それぞれ が 内 装 計 
けた 世界 に ひと つ だ け の て 
素材 へ て の こだわ り 、 
@⑤Daw 
白井 屋 ホ テル SHIROIYA HOTEL ア / % 
住所 : 群馬 県 前 橋 市 本 町 2-2-15 Tel:027-231-4618 の 
料金 1 泊 3 万 円 -( 税 ・ サ 別 ) wwwshiroiya.com 9 伝 
右 ) コン クリ ー ト 構 人 く 
造 の 吹き 抜け が 特徴 レ > 
の へ ヘリテージ タワ ー 
内 、1 階 の オー ル デ スス 
イダ イニ ング 兼 ラウ 現 
ンジ 。 左 ) 旧 河 川 の 
地形 を 生か し [土手 ] の 4 
を 模 し た グリ ー ン タ 
3 ワー の 外観 
photo: Shinya Kigure photo: Katsumasa Tanaka 
O 
003 P text: DiscoverJapan 
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こさ ぺ ・ 


半 肖 溢 加 の 丘 着 ざ 


還 New Products 


音色 を 奏で る うつ わ と 暮らす 
| 佐 | 賀 ・ 嬉 野 の 肥前 吉田 焼 の 窯元 「224porce 

ピー」 lain] と 、 サ ウン ド デ ザ イナ ー・ 日 山 豪 さ 

ん が タッ グ を 組ん だ 磁器 プラ ンド 「 モ ノラ テト ] 

その 第 一 弾 商 品 「 音 が 鳴る カッ プ 」 が 12 月 8 日 

に 発売 する 。 音 と 暮らす を コン モ プ ト に 、 二 重 構 

D り カッ プ の 底 に 施さ れ た 仕掛 け に より 、 傾 ける 

と 心地 よい 音色 を 奏で る と いう 。 音 が 鳴る こと で 

者 に も 優し い デ ザイ ン に 


⑨ Da 
モノ ラ ト 


価格 : 3850 円 (カッ プ S) 、4180 円 (カッ プ L) サイ ズ : ゅ 78XH66mm (カッ プ S)、 ゅ 85XH74mm (カッ プ L)、 
素材 : 磁 器 問 :224porcelain Tel:0954-43-9322 http://224porcelain.com/monowoto 


ゆ ゅ うた ん メー カー・ オ リエ ン 
タル カー ペッ ト は 、 自 社 プ ラ 
ンド 「 山 形 組 通 ] の 新作 し し て 、 ト 
ラフ 建築 設計 事務 所 と 「MANYO] 
を 開発 。 国 内 最 古 の 歌集 万葉集 」 


統 
に 詠 まれ た 伝統 色 に 着想 を 得 て 、 十 色 
の 歌 と 色 を 抽出 。 組 の よう な 光沢 


ー モ ライ ズ 」 の 技術 を 
生か し 、 長 い 時 
の ある 風合い 
細 な 色彩 
無地 じゅ うた ん が 完成 


た よう な 深み 


日 本 


@Dawe 
MANYO ー 
色 : MASHIRO (まし ろ )、FUJI (ふじ )、MOMICHI (も みち )、SHIROKANE (し ろか ね )、AJISAI (あじ さい )、YAMAAI (や まあ い )、 \ー 


HANEZU (は ね ず )、AKANE (あか ね ) 、KURI (くり )、KAKITSUBATA (か きつ ば た )、MURASAKI (むら さき )、YORU (よる ) 
価格 :29 万 7220 円 (W1400XH2000mm)、42 万 4600 円 (W2000XH2000mm) 、53 万 750 円 (W2500XH2000mm) ※ オ ー ダ ー メ イド も 可能 
間 : オ リエ ンタ ルカ ー ペ ベッ ト Tel : 023-664-5811 http://yamagatadantsu.co.jp 


まる EtO()7 な クラ ス 


日 常に ある 現象 を すく いあ げ 、 ガ ラス で 表現 し た 「 ミ 
L ラス 」。 ま る で 水 が 漏 れ て いる よう な グラ ス は 手 仕上 
げ る こと で 有機 的 で 柔らか い 水 の 表情 を つく り 出し た 。 同 商品 は 、 の レア アア we 
大 広 の デザ が イン ユニ ッ ト 「Fenom] と 、 ハ ンド メイ ド の グラ スウ / i 1 

ェ ア 「Sghr スガ が ハラ] の コラ ボレー ショ ン か ら 誕 生 。 ユ ー モ ア あ 
ふれ る デザ イン が 家 時 間 を 彩っ て くれ る だ ろう 。 


出 上 具 
@paea ここ ーー ー ) 二 


Fenom 
価格 : 1 万 3200 円 サイ ズ : ゅ 62XH213mm 


(ホワ イト ワイ ン )、 ゅ 67XH217mm (レッ ド ワ イ ン )、46XH227mm (シャ ン パ ン ) | 
問 : スガ ハラ ショ ッ プ 青山 Tel: 03-5468-8131 www.sugahara.com | 


集 部 texe Discover japan 
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還 New Fashio 


ざ さ , 
E) 感 
ッ ハ 
NN 
ある タッ フル コー ト 
こ |] リタ リー 由来 の ダッ フル コー ト は 、 
ミ 
で | 今年 の も 大 人 気 5 
ミア を 使用 し た 贅沢 な 一 着 は 、2019 
So Aa HERILL 
に スタ ー ト し た 「 ヘ リル 」 の 人 気 商 品 
さり げ な く な 妻 材 感 と 大 人 っ ぽい Size : 0.1.2.3 
きり げ な くも こ な 素材 感 と 大 人 っ ぱ Material : Cashmere100% 
ベー シッ ク な デザ イン が 特徴 だ Color : Black Natural 
ウタ ー と し て 大 活躍 する こと 間違い な し erog9000 
Tel : 03-6434-0983 
に 生産 し へ Ng 呈 
デ | 山 EK ニット が 手 と ュ コ 
ス 掛け る プラ ンド 「ewam eal か ら 、 IN 
記 この 冬 も 温もり の ある ニッ ト 小 物 (さき > グ 1 月 
! が 登場 。 頭 、 腕 、 脚 と 全身 に > ey 
タ 身 に つけ られ る アイ テム は 、 心 も う 9 が 
バ 身体 も 温め て くれ る 優し い 存在 6 
は また 、 ク リス マス シー ズン の ギフ 上 前 
ト と し て も 最適 だ トト 日 
6 
上 Varm GVa 
売 Size : Free 
で Material : Cashmere1009% 
す Color : Stone Gray, Mocha, 
Charcoal, Ivory, Gray ーー 
Price : 右 か ら ハ ンド ウォ ー マ ー・ レ ッ グ ウォ ー マ ー・ 
ペリー ウォー マー・ ニ ッ ト キャ ッ プ 各 9350 円 に 
問 :evam eva 青山 店 Tel:03-5467-0180 6 
さ SN 
上 資 だ か ら 心 地 い い 
っ \ー 
男女 で 着 た い カ シミ アニ > 
FT | ~ ア 1 の 定番 アイ テム よし て 展開 中 の カシ ミア 
ニッ ト に 、 新 た に UV ネ ッ ク が 加わ っ た 。 軽く 
て 暖か いと いう カシ ミア 素材 の 魅力 が 詰まっ た ニッ ト | 
は 、 す で に 展開 中 の クル ー、 タ ー ト ル 、 カ ー デ ィ が ガン 1 
と 並ぶ 人 気 ア イ テ ム と し て 期待 大 。 一 杉 で の 着こなし 
は も ちろ ん 、 ニ ッ ト と の レイ ヤー ド も 
CONTEMPO 
Size : メン ズ 。 S, M.L レデ ィ ー ス 。 S,M Material : Cashmere100% 
Color : Navy. Light Beige, Charcoal Gray, Mid Gray Price :4 万 6200 円 
問 : YAECA HOME STORE Tel : 03-6277-1371 
007 雄 写真 = 伊藤 大 作 スタ イリ ス 消 優 texc: Shigeo Kanno phoro: Daisaku Iro Soylisc: Yu Sugiura 
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東 溢 副本 半 や 
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還 Exhibition 


地上 80m で 出会う ANIMALS 


日 本 を 代表 する 現代 木彫 家 、 三沢 
厚 彦 さん の 展覧 会 が あべ の ハル 

で 開催 。 ネ コ や 犬 と いっ た 
身近 な 動物 か ら 想 像 上 の 生き 物 ま で を 、 
クス ノ キ で 彫り 出す [ANIMALS] シ 
リー ズ は 、 ど っ し り と し た 存在 感 と 味 
ヨ 地上 80m と い 
美術 館 は 、 動 物 
い の 場 と し な る の か 


た ちと の どん な 


@pDaw 
三沢 厚 彦 
ANIMALS IN ABENO HARUKAS 
fAnimal 2012-01」 2012 樽 、 油 彩加 共 人 Animal 2016-01] 2016 憶 、 油 胸 提 影 / 湾 弘 
: 2021 年 1 月 17 日 (日 ) Atsuhko Misawa. Courtes of Nishimura Galery GAtsuhiko Misawa. Couresy of Nishimura Galery 


べべ の ハル カス 美術 館 
佳 阪 府 大 阪 市 阿倍 野 区 阿倍 野 筋 1-1-43 あべ の ハル カス 16F 時 間 :10:00 一 18:00 ( 火 一 金曜 は ー 20:00) ※ 入 館 は 閉館 30 分 前 まで 
休館 日 : 12 月 31 日 ( 木 )、2021 年 1 月 1 日 ( 金 ) 料金 : 一般 1400 円 、 大 高生 1000 円 、 中 小生 500 円 Tel: 06-4399-9050 www.ahamjp 


に 


詩人 の 眼差し が 
発見 する 建築 


築 と 文芸 た いう 、 表 現 と し て は まっ た (異な る か に 思え る 
領域 を 、 横 断 す る 展示 が 新 施設 「WHAT」 で 開催 。 谷 川 


ポ 販 和 ・ ボ 放 普 知 JouBfso 
直江 還 eu6fee oroe uy 


ーwXiOO コ テマ 「= ボ マキ ー 斗 キ 革 区 


詩 か ら 浮 か び 上 が る 空間 の 本 質 と は ? 


で あり 建築 家 の 立 原 道造 の 言葉 に 着想 し た か つて な い 企 画 に 注目 
⑤ Da 
岡 碧 子 は 1960 一 70 年 代 に 、 還 う 建築 
資生堂 や パル コ な どの アー 会 期 : 12 月 12 日 ( 土 ) 2021 年 5 月 30 日 (日 ) 


馬 8 会 場 :WHAT 展示 室 1 階 住所 : 東 京都 品川 区 東 品川 2-6-10 

ルー て 活躍 | た 

トディ レク ター と し て 活躍 し た 時 間 : 11:00 一 19:00 (入場 一 18:00) 休 和 館 日 : 月 曜 (祝日 の 場合 、 翌 火曜 
ポス ター や 書籍 な ど 、1960 一 70 料金 : 一 般 1200 円 、 大 学生 ・ 専 門 学校 生 700 円 、 

neel 了 > 高中 生 500 円 、 小 学生 以下 無料 ※ オ ン ライ ンチ ケッ ト 制 

の デザ イン だ 2 衝 カス し た Mail : infowhat@terrada.cojjp https:/archi-depot.com 
展示 が ギン ザ ・ グ ラフ ィ ッ ク ・ ギ 


ャ ラリ ー に て 開催 中 。 コ ラボ レー 
ター を “命がけ に させ た " と いう 
石岡 の 仕事 は 、 現 代 に どん な 熱い 
メッ セー ジ を 伝え る か 。 


の 


@ Da 
SURVIVE - EIKO ISHIOKA 石岡 表 子 
グラ フィ ッ ク デ ザイ ン は サバ イブ で きる か 
会 期 : 一 03 月 19 日 ( 金 ) 
会 場 : ギ ン ザ ・ グ ラフ ィ ッ ク ・ ギ ャ ラリ ー(gg9) 
住所 : 東京 都 中 央 区 銀座 7-7-2 DNP 銀 座 ビ ル 1F、B1 
時 間 :11:00 一 19:O0 休 錠 日 : 日 曜 ・ 祝 日 
12 月 28 日 (月 ) 一 2021 年 1 月 5 日 ( 火 ) 
料金 : 無 料 Tel: 03-3571-5206 
www.dnpfcp.jp/gallery/ggg 能 作文 「 本 大 井 の あ な ] 科 弄 @van Bo 舞 宣 「 攻 子 の 家 」 ら 洗 家 避 


文 = 申 礎 葉月 rexr Hazuki Nakamori 
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※ 掲 載 され て いる 価格 は 、 特 に 表記 が な い 場合 、 す べ て 2020 年 12 月 4 日 時 点 で の 税込 価格 で す ( 経 減 和 率 を 含む )。 


※ 宿 泊 笠 金 


写真 家 ・ 浅 田 政志 さん が 撮る 


三重 の 島 に 暮らす 人 々 


温泉 と 酒 ーー 


者 


縮 景 温泉 写真 = 杉本 圭 


し か り ベ つ 潮 コ タン (北海道 ) / 黄金 崎 不老 ふ 死 温泉 (青森 県) 
乳頭 温泉 部 米 乃湯 (秋田 県) / 鈴 の 湯 乳頭 温泉 郷 ( 秋 田 県 ) 
法師 温泉 長 圭 館 ( 群 馬 県 ) 四 万 温 泉 積善 館 (群馬 県 ) 
潮 の 湯 温 泉 犬 天 埼 観光 ホテ ル ( 千 葉 県 ) 里山 十 帖 ( 新 潟 県) 
いさ り 火 (静岡 県 )" 歴史 の 宿 金具 屋 (長野 県 ) 
宮島 対岸 の 宿 ( 広 島 県 ) 

: 島 村 大 東温 泉 ( 座 児 島 県 ) 


温泉 地 公 説 
「 旧 本 の 名 湯 ] で 温泉 気分 を 味わう 
湯 泉 好 き ク リエ イタ ー が と っ て お き の 温 、 教 えま す ! 


Creator's File to ONSEN 


小山 薦 堂 さ ん ご ロバ ー ト キャ ン ペ ル さ ん 幅 多 孝 さん 
橋 ケン チ さ ん 池田 晶紀 さん 小倉 ヒラ ク さん 


文化 を 紡ぐ 酒 ①) 秋田 県 秋田 市 


新政 酒 > 牛 | を 2. な 才 を っ なく 滞り 


文化 を 紡ぐ 酒 ② 千葉 県 香取 郡 


寺田 本 家 |@- 地 cz 


文化 を 紡ぐ 酒 ③ 群馬 県 川場 村 


土田 酒造 て 二村 る 


6 際 
白洲 信哉 さん が 行く ! 


祭 0 と 美味 で めぐ る 桑名 旅 
酒 処 ・ 栃 木 の 美 酒 を 
「 界 鬼 綴 川 ] で 味わい 尽く す 。 


関東 一 の 食材 の 宝庫 ! 


良質 な 美酒 と 酒 邊 ( 


日 本 酒 界 の 超新星 。 
岡 住 修 兵 は 何者 だ ? 


は 、 茨 城 に あり 。 


は 、 基 本 的 に 1 室 1 泊 2 名 利用 の 場合 の 1 名 分 を 表記 し て いま す 。 


表紙 写真 杉本 圭 (温泉 )、 鈴 木 規 仁 ( 酒 瓶 ) イラ スト ー タ クミ ユウ 
cover photo: Kei Sugimoto, Norhito Suzuki ilustation: Yu Takumi 
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いま 、 あ ら た め て 
AD た い [雑煮 ] の こと 。 


最 旬 ネタ 集め まし た ! 
ニッ ポン の 酒 = 月 1 
Hot Topics 17 ぼ 
て 
BMW 創造 が 生ま れる 場所 vol.05 沖縄 
宗像 堂 ・ 宗 像 堂 支 夫 さ ん 、 
みか きん と めぐ る 
沖縄 の 食 文 化 を ひも 解く 旅 


橋 ケ ンチ 、 次 な る 挑戦 は 


日 本 酒 の マン ガ 化 


造 / 加 茂 錦 酒 造 赤 
造 / 息 島屋 酒造 / 千 f 


【 


名 酒販 店 が 選ぶ 

いま 飲み た い 84 引 
ニッ ポン の 酒 42 』 

いま で や 横浜 君嶋 屋 山 中 酒 の 店 住吉 酒販 


知っ て いる よう で 知ら な い 酒 知識 Q&A 


ニ 井 総領 家 め かり の 地 
京都 ・ 一 条 城 前 に 誕生 ( 


HOTEL THE MITSUI KYOTO 


伝統 的 工 革 品 産業 功労 者 等 表彰 式 が 
「 伝 統 工 革 青山 スク エア 」 で 開催 ! 


未来 に つなが る 伝統 工芸 と は 
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014 今月 の Discover Japan Lab. 

130 黒い 787「36 ぶ ぷらす 3」 を 誌上 で 試乗 
九州 は 色 で 旅 する 最終 回 総集編 
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きか より の りこ (L.STUDIO) 


ー リ ー 企画 ・ オ ー ガ ナイ ザー 


ベン ジャ ミン 


河 主 門 写真 = 


壇 
texc Shumon Mikawa phoo: BENJAMIN LEE planning &r organizer Noriko Sakayori (LSTUDIO) 
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館 ・ 美 術 館 ・ 博 物 館 が 融合 し た 文 
化 複合 施設 。 監修 は 、 編 集 工 学者 ・ 
松岡 正剛 氏 、 博 物 学者 ・ 荒 俣 宏 氏 、 建 
染 家 ・ 隈 研吾 氏 、 芸 術 学 ・ 美 術 教育 の 
神野 真吾 氏 が 担当 し た 


限 研 理 

( ま * け ん ご 

建築 家 。 東 京 大 学 建築 学科 大 学院 修了 後 、1990 年 、 隈 研吾 建 角川 武蔵 野 ミ 

策 都 市 設計 事務 所 を 設立 。 20 カ 国 を 超す 国々 で 建築 を 設計 し 、 0 

日 本 建築 学会 賞 、 フ ィ ン ラ ンド より 国際 木 の 建築 賞 、 イ タリ 住所 : 埼玉 県 所 沢 市 東 所 沢 和田 3-31-3 と ころ ざわ サク ラ タ ウ ン Tel : 0570- 
ア よ り 国 際 石 の 建築 党 ほ か 国内 外 で 受賞 多数 。 土 地 の 環境 、 0170-396( 受 付 時 間 10:00 一 17:00) 開館 時 間 : 日 一 木曜 10:00 一 18:00 ( 最 
文化 に 溶け 込む 建築 を 目指 し 、 ヒ ュー マン スケ ー ル の や さ し 終 入場 17:30)、 全 ・ 土 曜 10:00 21:00 (最終 入場 20:30) ※ レ スト ラン の み 
く 、 和 柔らか な デザ イン を 提案 し て いる 。 主 な 著書 に 「 点 ・ 線 ・ 11:00 一 22:00 (LO.21:30) 休 角 日 : 第 1・3・5 火 曜 (祝日 の 場合 は 翌日 休 ) 
面 ]、「 ひ と の 住処 ]】 な ど 入館 料 : 入館 エリ ア に より 異な る 。 ウェ ブ / https://kadcul.com 


SG 普 


クリ スマ ス と 正月 の 
準備 は お 済み で すか が ? 
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ヨコ 
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Discover Japan 


生ま れ 変わ っ た 渋谷 
O1 階 に 小 誌 「Discover Ja 
pan] の 直営 店 が オー プン ! 
特集 や 企画 と 連動 し た アイ 
テム が 並び 、 実 際 に 能 れ ら 
れる リア ル メ ディ ア と し て 
日 本 全国 の "本当 に いい も 
の "を 発信 し ます ! 


data 

住所 : 東京 都 渋谷 区 宇田 川 
町 15-1 渋谷 PARCO1F 
Tel : 03-6455-2380 

営業 時 間 : 11:00 一 21:00 
定休 日 : 不定 休 


と ん が り サ ンタ 


価格 : 定 番 - 1 万 1000 円 、 
金銀 "1 万 6500 円 、 

プレ ミア ム ポ ボア 付 

2 万 2000 円 

サイ ズ : 
W45xD50xH350mm 

※※ 個 体 差 あり 

素材 : 木 

顔 、 ヒ ゲ 、 髪 型 、 ボ タン … 
それ ぞ れ に 個性 が ある 。 タ イ 
プ は 「 定 番 」、「 金 銀 」、「 プ レ 


ミア ム ボ ア 付 」 の 3 種 。 数 あ 

る 中 か ら 、 自 分 好み の サン タ 

を 見 つけ よう 
手彫り の 温か さ を 携 えた 、 個 性 豊か か サン タ SN 


グラ ム (@discoverlapan_lab) 
より ご 確認 くだ さい 


Shimoo Design 


富山 県 ・ 八 尾 町 


[Shimoo Design] は 、 
は 家具 修行 の 後 、1998 トリ エ を 

都市 高岡 クラ フッ トコ ン ペ ティ ショ ン ] で グラ ンプ リ 賞 し た 。「 河 合理 的 で 

し い 道 具 ] を コン モ プ ト に 、 日 本 の 文化 を 現代 の 生活 に 落と し 込む 作品 づ 

くり を 行い 、 代 表 作 に 「 立 礼 卓 」、「 縁 具 この 「 と ん が り 5 サンタ] は 

創業 当初 か ら の 定番 。 も と も と 下 必 人 々 へ の お ぉ 礼 と < 衣 

し て 家具 の 端 材 か ら 彫っ て いた サン タ を 、 上 の 声 が 多かっ た こと で 

商品 化 さ れ た 。 温 か み が あ り 、 愛 らし い サ ンタ は 、 贈 り 物 に る 最適 だ 。 底面 に は プラ ンド の ロゴ が 刻印 され て いる 


よる ユニ ッ ト 作 家 。 互 い に 木 Co べ 


林 和 世 rexc Discover Japan phoro: Kazuya Hayashi 01+ 


年 中 行事 の 中 で 最も 晴れ や か な 日 、 正 月 を 条 る 


Studio-GALA 


東京 都 


プロ ダク ト デ ザ イナ ー・ 小 林 良 一 氏 が 主宰 する プロ ダク ト プ ラ ン 
ド 「Smdio-GALA]。 日 本 各地 の 伝統 的 な 工芸 の 素材 や 技術 を 使 
い 、 現 代 の 暮らし に 溶け 込む 日 本 の 美 を 提案 し て いる 。 今回 入荷 
し た の は 、 緑 起 あ の を 中 心 に 展開 する Studio-GALA に よる プラ 
ンド 「HALE」 の 新春 飾り 。 ち な み に 正 月 飾り を 節 る の は 、12 
月 28 日 か 、12 月 30H と いわ れ て いる 。28 日 は 末広 が り の 8 が 付 
いて いる こと か ら 特 に 縁起 が よい と され 、 こ の 日 を 選ぶ こと も 多 
いそ うだ 。 正月 は 、 年 神さま や ご 先 福 さま が 家 に や っ て (る 日 。 
その 大 切 き を 感じ な が ら 、 新 年 を 迎え る 准 備 を し よう 。 


鏡 上 中 

価格 :1 万 8700 円 平 海老 包 

サイ ズ : W148※ 価格 : 8800 円 
D148xH200mm サイ ズ : 

素材 : 組 組 正絹 、 W202xD40xH372mm 

人 部 分 デシ ナ 、 三 宝 桐 和紙 素材 : 水引 和紙 、 本 体 / 桐 
移 職人 が ろく ろ 挽 き し て つく っ 水引 は 清浄 を 表し 、 紅 白 は 祝い 
た 餅 。 そ の 上 に 置か れる 椿 は 、 ご と に 用 いら れる 、 お めで た い 
五色 の 絹 の 唐 打 紐 を 組ん だ 、 魔 色 の 組み 。 床 飾り と し て 、 床 の 
除け と 長寿 と 富貴 を 象徴 する 間 は も ちろ ん 、 リ ビン グ の 壁 な 
「 旬 結び ]。 三 宝 の 飾り 結び は 、 ど に 飾り 、 新 春 や お めで た い 席 
延命 長寿 を 表す 「 菊 結び ] package な ど を 祝 お う package 


Discover Japan Lab. の オン ライ ン シ ョ ッ プ か ら お 取り 寄せ が で きま す ! 


冬 の 時 期 に 食卓 を 囲み た い 一 流 ホテ ル ・ 名 旅館 の 美食 ほか 、 贈 り 物 に も 最適 な 作家 の うつ わ 
な ど が 公式 の EC サイ ト に 揃っ て いま す 。QR コ ー ド か ら ア クセ ス し て お 楽し みく だ さい ! 


015 ※ 掲 載 商 品 は Discover Japan Lab. に て 取扱 予定 。 表 示 は 店 頭 販売 価格 (税込 ) で す 。 品切れ ・ 内 容 が 変更 に な る 場合 も ちり ます の で ご 了承 くだ さい 。 


上 間 衝 ーー 


三重 の 島 に 在 りす 人 々 


ー 三重 の 海 に 浮か ぶ 、 歴 史 と 文化 に 彩 ら れ た 美しい 鳥 々 。 の に た ざま し バテ 
ーー - し な や か に 生き る 鳥 の 人 々 . を 、 三 重 県 【 津 市 出 身 の 写 真 家 ュー 


マー ーーーー ーー コー ジー 


呈 HH 


一 ae 
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7 
人 き 


浅田 政吉 


7 志津 市 生ま れ 。 日 写真 門 学校 

生 下 家 W し で 独立 専門 学校 在学 中 か ら 撮り た め た 家族 写真 を 

表 乗 。( 浅 田家 『 ( 赤 々 仁 ) を 発表 し 、 第 村 伊 

真 貸 を 受賞 :・ 国 内 外 で 個展 を 開催 し 者 書 も 多数 。 新 
まん ね ん ( 縛 紀 舎 ) が 10 月 に 刊行 


みな さん 現役 | 神島 の 海 充 さ ん だ ち 。 先 頭 か ら 
細江 晴 代 さ ん 、。 小 久保 治子 さん 、 前 田 重 美 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 較 共 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 
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= 鳥 由紀 夫 の 名 作 
「 潤 叉 」 の 舞台 


神島 


鳥 羽 港 の 北東 約 14km に 位置 周囲 約 4 
km で 、 島 を 一 周 す る ウォ ー キ ング が 人 
enann 気 。 港 か ら 山 頂 に か け て 家々 が 階 邊 状 

= に 密集 し 、 島 の 南 敵 部 に は 石灰 石 が 風 
化し て で きた カル スト 地形 が あり 、 市 
の 天然 記念 物 に 指定 され て いる 。「 洒 
騒 | に ちな み 恋 人 の 聖地 と し て も 有名 


ーーーーー へ cwt 5Om 


か つて 、 島 の 時 間 を 知ら せ た 唯 一 の 時 計 だ っ た 時 計 台 。 八 代 神社 や 洗濯 場 へ と 続く 道 の 途 中 に ある 


し 』 
右 ) 宿 を 守る ご 家族 と 。 左 ) プリ ブリ の 刺身 盛り 合わ せ に 焼魚 、 [Al] 神島 訂 台 ⑳ が 
な ど が 付く 刺 1200 円 。 = 付き な ら 1600 
タコ 飯 な ど が 付く 刺身 定食 1200 円 。 写 真 の 煮 魚 付き な ら 1600 円 の 全便 を に し う 
見 守っ て きた 殺人 台 。 島 まっ て の ビ 
D| 潮騒 の 宿 山海 荘 ュー スポ ボット で 「 日 本 の 灯台 50 
創業 50 余年 、 神 島 近海 で 捕れ た 新鮮 な 魚介 を ふ 選 ] に も 選ば れ て いる 
9 が 6 と Aa うな 
ん だ 提供 する 、 ア ッ ト ホ ー ム な 民宿 。 斜面 の で 監 的 哨 跡 | 八代 神社 


リ 、 部 屋 か ら は 島 の 家 並 と 海 を 一 望 で き 
チ 利用 も 歓迎 (予約 が ベタ ー) 

地元 食材 を 使う 鳥沢 ダ 住所 県 人 市 神島 町 75 Tel:0599-38-2032. 
ル メ ・ と ば ー が 一 の た 料金 :1 泊 2 食 付 8000 一 1 万 5000 円 (税別 ) ラン チ の 
こ か つ バ パー ガー 500 円 は 3 日 前 まで wwwsankaisornet 


戦時 中 、 旧 陸軍 が 伊良湖 か 海 の 神さま 「 費 津 見 命 ( わ 
ら 試射 する 大 砲 の 落 弾 点 確 "た つみ の みこ と )] が 坊 ら 
認 の た め 建 て られ た 。『 潮 ” れ て いる 。214 段 の 石段 を 
騒 |」 の 名 シー ン で も 登場 上 が っ た 先 の 景色 は 圧巻 


リン ター ミ 口 制 多 行 良 師 じ に と Fm 続 
和幸 一 度 く 事 普 文 の や は も 朋 9 く 
利 だ な の 閉 こさ 浜 親 反 悪 呈 ぼ ? 
きけ : つづ 穫 宗 ん 口 大 発 いじ 
ん と ど て き の 3 は 康 よ も こ 寝 
2? いき だ 家 続き さり あと 屋 
実 難 た け に けん も っ も ゃ 子 
の 比 。 全島 ぁ ヵ 。 絆 た 連 仲 
K い 守 と ま s そ を な 芝 間 
TTP の 全 る 要 朋 や て を は 
/ か て う と で 任 ! 
鳥羽 を 基点 に 島 め ぐり を は な いみ は 屋 華 る も ! い 
鳥羽 湾 の 島々 へ は 鳥羽 駅 か ら 徒歩 約 5 分 の 鳥羽 マリ ンタ ー ミ ナル か ら | ま ー き | 週 親 の 一 い 思 ぇ 
の 定期 船 を 利用 し て 。 本 数 が 限ら れ て いる の で 計画 的 に 訪れ た い 。 た と た ス 末 に は 勢 と い 春 え 
運賃 鳥羽 一 和 具 550 円 、 鳥羽 一 神島 740 円 、 和 具 一 神島 510 円 人 違 浜 いも や 怖 力 漁 ま 期 こ 


定期 船 問い 合わ せ 先 : 鳥 泌 市 定期 船 課 Tel: 0599-25-4776 
観光 スポ ッ ト 問い 合わ せ 先 : 鳥羽 市 観光 課 Tel:0599-25-1157 


021 


鳥羽 へ の アク セス れ 軸 
【 名 古屋 方 面 か ら 】 名 古屋 駅 か ら 鳥 駅 まで 近 銚 特急 で 約 1 時 間 30 分 が プー 親 
【 大 孤 方 面 か ら 】 大 阪 難 法 駅 か ら 鳥羽 駅 まで 近鉄 特急 で 約 2 時 間 オ さま ゃ 兄 
【 フ ェ リ ー を 利用 する 場合 ] 浅 弟 
東名 ・ 新 東名 高速 道路 豊川 IC か ら 伊良湖 の り ば まで 車 で 約 1 時 間 30 分 W 田 2 
伊 良 清 の り ば か ら 鳥 羽 の り ば まで 伊勢 薄 フェ リー で 約 1 時 間 差 き 人 と 
し ん 共 
出 が ト に 
さ 尋 過 
れ ね き 
た る し 
の と S 
は ー ン 大 
央 | と ト 人 
寝 屋 子 制度 な が ど 
十 い 慣習 が 残る 
3 つの 集落 に 約 1900 人 が 暮らす 、 鳥 汐 
10 月 初旬 か ら 1 月 末 ま で の 期間 限定 で 食べ 湾 最 大 の 島 。 海 の 幸 に 恵まれ て いる た 
られ る 答志 島 トロ さわ ら ] の 活け 造り 。 ト め 漁 業 が 盛ん で 、 独 特 の 寝 屋 子 制度 は 
海女 小屋 で 炭火 を 囲み 、 漁 師 さ ん た ちと 団らん する 浅田 さん 日 の よう な 上 品 な 脂 が 美味 市 の 無形 民俗 文化 財 に も 。 戦 国 時 代 に 
活躍 し た 鳥羽 城主 ・ 九 鬼 嘉 隆 に まつ わ 
る 史跡 で も 知ら れ 、 夏 は 海水 浴 も 楽し 
め る 。 年 間 を 通し 魅力 が 尽き な い 
9 km 大 竹 を 白 和 海 水深 場 w 
2 5 
0)) 上 9 近 
近海 で 水 掲げ され た 伊勢 えび や ア 下池 な 内 
ーー as ee ワ ビ の 刺身 。 豊か な 甘み と 海 の エ ー Wo 業 
回 氏神 社 (和志) [人 美 きき キス が みな ぎる 4 Ye ] きま 
島 の 守護 神 で 、 大 漁 と 海上 ・ 家 内 風情 ある 海辺 に 位 わ 宿 。 仲 買 人 の 県 鳥 市 和志 町 415 本 補記 ma | 半 
安全 を 祈 原 する 八幡 祭 で も 知ら れ 資格 を も つ ご 主人 が 、 島 の 市 場 で 55211 oksz っ mm 缶 


る 。 入り 口 に は 柿本 人 麻 呂 が 島 を 
題材 に 詠ん だ 歌 の 歌碑 が 残る 


みた らし 
E| 美 多 雇 志 神社 


答志 と 和 具 地区 の 氏神 。 子 宝 と 緑 
結び の ご 利益 で も 知ら れる 。「 龍 
神 さ ん 」 と 呼び 親しま れる 龍 の 顔 
の か た ち を し た 椎の木 は 必見 


毎日 魚介 を 目利き する 。 答志 島 温 
泉 「 玉 藻 の 湯 ] で 寛ぎ た い 


料金 : 1 泊 2 食 付 9900 円 一 (税込 、 入 湯 税別 ) 
http:/misakiryokan.cojp 


[C] まる みつ 寿司 


成 させ て 旨み を 引き 出し た サ 
ワラ な ど 、 地 魚 に 丁寧 な 仕事 を 羽 
県 鳥 市 答志 町 1106 
し た 寿司 め る 。 上 に ぎり Tel:05g9-37-2314 営業 時 間 :11:00 一 2130 
2200 円 。 海鮮 井 も 名 物 定価 日: な し www.amigo.ne.jp/-marumitu 


唄 @ 帆 最 全 を 0 じ 0 つ S? 司 黙 号 SS 尺 曰 四 更 政 振 晶 交 妹 妃 人 っ 嘆 嘆 人 O じ 上 司 翼 で 玖 個 セ ? 
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北海 道 | し か り べ つ 湖 コタ ン 


写真 の よう に 周り は すべ て 雪 。 大 雪山 国立 公園 の 中 に ある た だ ひと つの 自然 湖 ・ 然 別 湖 の 氷 
上 に 設置 され た 吉 天 風呂 と 、 雪 と 水 で で きた アイ スバ パー や アイ スチ ャ ベル (写真 奥 の 建物 ) 
な ど 、 自 然 を その まま 利用 し た 人 造形 美 が 楽し め る 。「 泉 温 は 42C で す が 、 気 温 は 平均 一 15 で 
暑い の か 寒い の か わか り ま せん が 、 と に か く ロ ケー ショ ン は 朝 の ダイ ヤ モ ン ド ダ スト 
が 見 られ る 時 間 帯 が 個人 的 に は 好み で す 」 と 杉本 さん 。「 十 勝 晴れ ] と 呼ば れ 晴 れる こと が 
多く 、 夜 空 も 美しく 見 える こと が 多い と いう の も ボ ポイ ント の ひと つ 。 水着 OK な 混浴 風呂 


で 


住所 : 北海 道 河東 郡 鹿追 町 北 反 募 舞 番 地 開催 期間 :2021 年 1 月 30 日 3 
月 21 日 (予定) 営業 時 間 :9:00 一 20:00 (水上 材 天 風呂 )、17:00 一 18:30 
男性 専用 、18:30 一 20:00 女性 専用 (コロ ナ 補 に 伴い 時 間 の 短 締 、 人 数 の 
制限 あり ) Tel:0156-69-8181( 疾 別 湖 コ タン 実行 委員 会 ) 料金 : な し 
https:/kotanjp 

【 温泉 data ] 泉 質 : ナトリウム - 塩 化物 ・ 宏 酸 水素 塩 泉 (中 性 低 張 性 高温 泉 ) 
齋 温 53.6C 加 温 : な し 加水 : な し か け 流 し : 〇 適応 症 : 神 経 痛 、 筋 
肉 痛 、 関 節 痛 な ど 


の 湯 ] と いう 別名 を も つ 赤 褐色 の 湯 が 特徴 で 、 塩 分 濃 度 が 高く 鉄分 を 多く 含む こと か ら 探 


傷 や 美肌 に 効能 が ある と いわ れ て いる 。 写真 の 通り 海 と の 距離 か 、 
入浴 不可 。 [ [津軽 海峡 冬 景色 | が 頭 の 中 で 自然 に 流れ る くら い 、THE 日 本 海 の 景 色 が 楽 
ます 。 撮影 時 は 晴天 で す が 、 基 本 は 雪 。 耳 が 痛く な ら な いよ う タオ ル を 頭 か ら あ ご 
け て 包む お よう に 巻く "ほっ か むり 『 を 才 る こと を お すす めし ます 。 夕日 が 美しい 夏 も 


。 


ーー 


住所 : 圭 礎 上 津軽 如 示 清 町 大 入 作 宇 下 清光 15 料金 

2800 円 デ ( 和 日 帰り 入浴 は 600 円 営業 時 間 g 立ち 

内 風呂 ( 黄 全 0:00 新館 内 風呂 ( 不 衝 誠 死 の 温 )10:30 コ 

400、: 風呂 8.00 姓 6.00 M 

* は 30 欠 前 TelO173 he 
含 鉄 認 還 リウ ム - 者 化物 強 者 氷 氷 温 049G 加 温 所 
沈 じ 2 O 応 : 社 誠 上 后 な と 議 


絢 ト h コ 


紗 妃 湯 
写真 は 赴 天 風呂 の 金 6 で 、 若 干 の 鉄分 と 硫黄 が 含ま れ 
が 積もれ ば 、 隣 の 砂防 ダム 


秋田 県 | 鶴 の 湯 乳頭 温泉 郷 


乳頭 温泉 卿 の 中 で も 最も 古い 歴史 を も ち 、 邊 田 藩 主 の 湯治 湯 で も あっ た 由緒 ある 温泉 。 茅 代 
屋根 の 長屋 は 、 そ の 当時 に 警護 を 務め た 選 重 だ ちの 本 陣 で も ある 。「 日 本 らし い ピ ジュ アル 
が た まり ませ ん 。 湯 底 に は 玉 夏 利 が 敷き 詰 計ら れ て いて 、 写 真 奥 の 大 き な 岩 陰 あ た りか ら 湯 
が 湧き 出る 足元 湧出 で ある こと も 特徴 で す 。 温泉 ば か り に スポ ッ ト が 当たり ます が 、 名 物 の 
山 の 芋 鍋 も 絶品 で す 」。 露 天風 呂 の ほか 、 同 じ 泉 質 で 男女 別 の 内 も 用 意 さ れ で いる 。 温泉 
宿 の 入り 口 に は か まく ら も し つら えて お り 、 夜 に は 美しい ライ ト ア ッ プ が 楽し め る 。 


仁 所 : 秋田 県 仙北 市 田沢 湖 生 保内 字 的 ヶ 岳 2-1 

円 ~( 税 サ 込 )、 日 帰り 入浴 は 800 円 営業 時 間 10:30. 
(受付 は 14:00 | 火曜 休 ) Tel : 0187-46-2740 httpx pyu.com 
【 温泉 data ] 泉 質 : 金 の 

の 湯 単 純 泉 泉 温 56.3C 

加水 : な し か け 注 し : 〇 適応 古 : 神 経 痛 


住所 : 秋田 県 仙北 市 田沢 浦 先達 沢 国有 林 50 料金 : 1 泊 2 食 付 9830 1 万 
9950 円 ( 税 ・ サ 込 )、 日 帰り 入浴 は 600 円 営業 時 間 : 立 ち 寄り 湯 1000 
一 15:00 Tel:0187-46-2139 wwwtsurunoyucom 


【 温泉 data ] 泉 質 : 含 硫黄 - ナトリウム ・ カ ル シ ウ ム - 塩 化物 炭酸 水 素 者 泉 
提 温 59.6C 加 温 : な し 加水 : な し か け 流 し : 〇 適応 症 : 高 血圧 、 動 
硬 化 な ど 


右 馬 県 | 法師 温泉 長寿 郭 

上 信越 高原 国立 人 園内 に ある 秘 湯 の 一 軒 宿 法師 温泉 は 弦 法 大 師 の 発見 と 言い 伝え られ て い 
る 。「 法 師 湯 ] は 、 玉 石 の 間 か ら 直接 湯 が 湧き 出る 足元 少 出 で 、4 つ それ ぞ れ の 浴槽 で 温度 
が 異な る こと も 特徴 。「 深 さ が あ る の で 丸太 を 枕 や 手すり 代わ り に し で 玉 浴 する の が 定番 。 
湖 き 出る 量 が 浴槽 で 異な り 、 る 浴槽 の 湧き 出し の 勢い が 強く 、 軽 い ジ ャ グ ジ ー 
みた いな 感覚 。 に 浮か ぶ コ と 押さ れ な が ら の 入浴 スタ イル が 好き で す 
ね ]。 男 女 別 の 脱衣 所 が 設置 され て いる が 湯船 は 混浴 計 放 性 専用 の 時 間 帯 も あり 


左 馬 県 | 四 万 温泉 積善 


1691 年 に 建て られ た 、 現 存 
た ちの 人 遊 暑 地 と し て 愛 
写真 は 本 館 に あ 


936 年 に 建て られ 、 億 人 
人 0 きき か ヴ な る 東 > 


琶 置 され て いる 。 kd 
(かり た いで すね 。 四 万 の 
な り ま す よ ] こ = 


住所 : 群 馬 県 利根 郡 みな か み 町 永井 650 料金 :1 泊 2 食 付 1 万 7200 円 一 ( 税 ・ 
サ 込 ) 、 日 帰り 入浴 は 1000 円 営業 時 間 : 立 ち 寄り 湯 。 11:00 一 14:00 ( 受 
付 は 13:30、 水 曜 休 、 不 定休 あり 要 確 認 ) Tel:0278-66-0005 wwwho 
shi-onsen.com 


[温泉 data ] 泉 質 : 硫酸 井 泉 泉 温 :42.7C 加 湯 : な し 加水 : な し 
か け 渡 し : 〇 適応 半 : き りき ず 、 末 相 和 環 障害 、 冷 え 性 な ど 


住所 : 群 務 県 吾 雪 中之条 2 食 付 本 館 8800 円 -、 
山荘 2 万 5300 円 一 、 佳 松 亭 3 万 1 、 入 湯 税 150 円 別 )、 日 放 
り 入 浴 は 1200 円 営業 時 間 : 立 ち 守 り 湯 。 11300 一 17:O0 (受付 は 16:00) 
el:0279-64-2101 www. cojp 

[ 湯 泉 ata ] 朱 質 : ナ トリ ウム "ガル シウム 塩 者 温泉 泉 温 :67.4 
て 加 温 : な し 加水 : な し か け 渡し :O : り ウマ チ 性 疾 韻 運動 


千葉 県 | 潮 の 湯 温泉 犬 埼 観光 ホテ ル 


関東 最 東端 の 岬 で ある 犬 埼 に 1997 年 に 湧い た 潮 の 湯 温泉 。 ホ テル 内 に は 写真 の 岩 風呂 を 
は じ め 、 檜 風呂 や 欧風 露天 風呂 「 オ ピア 」 な ど 8 つ の 温泉 風呂 を 用 意 。 少 し 塩気 が 強い 濁り 
湯 で 身体 の 芯 か ら 温まる こと が で きる 。「 海 と の 一 体感 が 心地 よく 、 朝 日 を 真正 面 か ら 感じ 
られ る 師 地 よき が すてき 。 夜 な ら 遠 くに 見 える 灯台 (写真 左 奥 ) を ぼーっと 睦 め で と い 
う の お 豚 め | お 風呂 か ら の 絶 以 ば か り に 注目 し が ち で す が 、 ホ テル ロビ ー は ガラ ス 張 細 で 
そこ か ら 見 える 冬 の 高波 も 見 どこ ろ で す 。 足 を 運ば れる 際 は 忘れ ず に ぜひ 


新潟 県 | 里山 十 帖 


雑誌 「 自 遊人 』 を 手掛け る 会 社 「 自 遊人 ] が 、2014 年 に オー プン させ た 新潟 県 南魚沼 市 ・ 
大 沢山 温泉 の 温泉 宿 。 標 高 2000m 前 後 の 上 信越 国境 の 山々 を 望む 湯 処 「 天 の 川 ] は 、 周 辺 
地域 で も 珍し い ツル ツル の 泉 質 。 [写真 の 温泉 の 真ん中 に 大 き な 岩 が あり 、 こ こ で あぐら を 
か いて 長湯 する の も お すす めで す 。 冬 の 美しい 雪山 を 眺め る の は も ちろ ん で す が 、 浴 槽 周辺 
の 雪 に 裸 で ダイ プ と いう の も ひそ か な 楽し み で す ]。 天の川 と いう 名 通り 、 夜 に な る と 頭上 
に きり と 浮か び 上 が る 美しい 星空 を 眺め られ る の も 醍醐 味 の ひ と つ 。 


| 世 一 


住所 千葉 上 銚子 市 大 裁 10293 料金 :1 泊 2 食 付 1 万 3800 円 ご ( 税 ・ サ 込 ) 
日 帰り 入浴 は 1000 円 一 営業 時 間 : 立 ち 寄り 湯 12:00 一 21:00 (受付 は 
20.00) el:0479-23-5111 wwwnubou.cojp 


【 


1 


data ] 和泉 質 : ナトリウム ・ カ ル シ ウ ム 者 化 温泉 泉 温 :28.5C 
あり 加水 : な し か け 流 し : 〇 適応 症 : 神 経 痛 、 筋 内 痛 、 関 節 痛 な 


住所 : 新潟 県 南魚沼 市 大 沢 1209-6 料金 :1 泊 2 食 付 2 万 6600 円 一 (税別 ・ 
サ 込 ) Tel:025-783-6777 wwwsatoyama-jujo.com 


【 温 泉 data ] 泉 質 : ナ トリ ウム - 指 化物 ・ 炭 本 水系 者 泉 泉 温 :27C 加 温 : 
あり 加水 : あ り か け 注 し :O ( 筑 環 如 併 用 ) 適応 症 : 切 り 傷 、 や けど 、 
慢性 度 膚 症 な ど 
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静岡 県 | いさ り 火 


伊豆 大 川 温泉 に ある 、 全 室 源泉 か け 流 し の 露天 風呂 を し つら えた 温泉 宿 。 敷地 内 の 地下 
600m か らく み 上 げ る 湯 は 、73.3C と 泉 温 に 恵まれ た 鉄分 を 含ん だ に ご り 湯 。 写 真 の 霊 天風 
呂 と 大 浴場 は 奥 の 扉 で つなが っ て いる た め 、 気 分 に 合わ せ て 異な る 雰囲気 の 温泉 を 楽し むこ 
と が で きる 。「 大 浴場 は 温泉 マニ ア の 私 が プロ デュ ー ス させ て いた だ きま し た 。 全 方 向 か ら 
の か け 流し で 、 ギ リ シ ャ 風 の 意匠 と と も に 楽し ん で ほし いで す 。 朝 食 で 供 さ れる 伊勢 海老 が 
入っ た お 味噌 汁 も 美味 し い の で ぜひ ! ]。 


いさ り 火 露天 風呂 


いさ り 火 大 浴場 


ーー 


住所 : 静 岡 県 賀茂 郡 東 伊豆 町 大 川 31-4 料金 :1 泊 2 食 付 2 万 7000 円 一 ( 税 ・ 
サ 込 ) Tel:0557-23-1363 www.isaribi.co.jp 


【 温泉 data ] 泉 質 : ナトリウム ・ カ ル シ ウ ム - 塩 化物 ・ 硫 酸 塩 温泉 ( 低 張 性 、 
中 性 、 高 温泉 ) 泉 温 :73.3C 加 温 : な し 加水 : あ り か け 流 し : 〇 適 
応 症 : 神経 痛 、 筋肉 痛 、 関 節 痛 な ど 


1936 年 に 完成 し た 
ほど 建物 と じ つ ら 


選 8 づ の 浴 岳 を 残す 火山 性 高温 泉 の 源泉 10096 


円 月 


楽し め る [浴場 ご と に 天井 や 楓 の し つら 
ちろ ん 。/ 日 本 が 肖 し 


上 歴史 の 宿 金具 屋 
録 有 形 文化 時 を も つ 温 泉 宿 


に は 歴史 と 文化 が 語 


モダ ニズム 建築 が 楽し 


て きた お 風呂 や 温泉 文化 その も 


「 全 只 屋 文人 時 
も 温泉 は 、4 つ 


郡山 ノ 内 町 平穏 2202 料金:1 泊 2 食 付 1 万 7750 円 一 ( 税 ・ 
Tel : 0269-33-3131 


www.kanaguya.com 


斑 酸 塩 物 泉 ( 弱 酸 性 低 張 
C、 鎌 倉 風呂 54.4 で 、 浪 漫 風呂 
か け 流 し : 〇 適応 古 : 神経 痛 、 筋 内 痛 
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広島 県 | 宮島 対岸 宮 浜 温泉 庭園 の 奏 石 亭 


「 お 庭 と 温泉 は ふた つ で ひと つ で す 。] と いう コン セプト 通り 、 美 し い 庭 を ぐる り と 囲む よう 


に 客室 が 配 さ れ た 温泉 宿 。 そ れ ぞ れ の 容 室 や 内 濁 の ほか 、 寺 天 風呂 や ロビ ー、 通 路 な どか ら 
テー 美しい 日 本 庭園 を 味わう こと が で きる 。「 泉 質 も 心地 よい の で す が 、 な ん と いっ て も 容 室 そ 
れ ぞ れ に 用 意 さ れ た 浴槽 か ら 眺 め る 景色 が 魅力 。 庭 を 中 心 と し て 、 育 景 に 倍 む お 客 ま で も が 
借景 に な る と いう か 、 有 雰囲気 が と て も 素晴らし い の で す 。 庭 を 見 る た め に 館内 の 各所 に 椅子 

031 が 設置 され て お り 、 ま さ に 散策 し た く な る 宿 。 お 洒 や 食事 も 抜群 で す ]。 


住所 : 広島 県 廿日市 市 宮 浜 温泉 3-5-27 料金 :1 泊 2 食 付 3 万 8500 円 一 ( 税 ・ 
サ 、 入 湯 税込 ) Tel:0829-55-0601 www.sekitei.to 


1 


em 素 : 潮 人 22 加 温 
り か け 渡し :X 適応 症 : 神 経 痛 、 ト 
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鹿児島 県 | 三島 村 硫黄 島 東温 泉 


全国 の 秘 湯 フ ァ ン か ら 人 気 を 集め る パワ ー ス ト 温 泉 の ひと つ 。 江戸 時 代 か ら 愛 され て い 
た と いう 歴史 を も つ 、 三 島村 ・ 硫 黄 島 の 岩場 に 湧き 出す 温泉 。「 も は や 説明 不要 と も いう べ 
き 秘 湯 温泉 の ひと つ 。 移動 時 間 が 長い た め 、 最 低 で も 1 泊 2 日 の 時 間 が 必要 で す が 、 火 山 の 
ダイ ナミ ッ ク さ を 含め た 地球 の 息吹 を 感じ られ る の が 魅力 で す 。 湯 船 に 浮か べ ば 、 子 宮 の 中 
に いる よう な 不思議 な 感覚 に 包ま れ ま す 。 写真 の 東温 泉 の ほか 、 漁 船 を チャ ー タ ー し て 入る 
よう な 温泉 や 干潟 を 掘っ て 入る 温泉 な ども 周囲 に は ある の で そちら も 合わ せ て どう ぞ ]。 


住所 : 慶 児島 県 鹿児島 郡 三島 村 硫 黄 島 営業 時 間 :24 時 間 料金 : な し 
Tel : 09913-2-2370 (三島 村 観光 案内 所 ) 


【 温 泉 data ] 泉 質 : 硫 其 ミョウバン 泉 泉 温 : 上 か ら 順 に 52C、44C、38 で 
加 湯 : な し 加水 : な し か け 流し: 〇 適応 症 : 具 病 、 恨 、 肩 梁 り な ど 


お 時 付 き " 
日 本 の 名 湯 


の 入浴 剤 「 日 オ 
ー ザ ー で 9 ある 4 符 間 ア ザ オ ナー・ 析 2 
を 訪ね も らい まし た 1 


の 温泉 地 


る 人気 の 別府 温泉 


』 rexe Akiko Yamamoro』phoro: Hiroshi Abe 


別府 駅 か ら 
な が ら 、 輝 泉 か 6 
we 新鮮 な 温 が 満喫 で きる 症 ル 自 


すす EE 
… こっ ED "で 03+ 


右 ) 「 楠 湯殿 」 の 総 檜 の 内 風呂 。 も と も と プー ル だ っ た 空間 を リノ ベー シ 
が で きる の も 、 毎 分 602 と いう 豊富 な 自家 源泉 
橘 ]。 ベッ ドル ー ム の ほか に リピ ング 、 和 室 を 備え た 構成 で 、 最 上 級 の 定 ぎ を 体感 で きる 


含め この サイ ズ で か け 流 し 


ホテ ル 白 菊 


住所 : 大 分 県 別府 市 

上 田 の 湯 町 16-36 

Tel: 0977-21-2111 

料金 : 1 泊 2 食 付 2 万 1000 円 、 
特別 室 1 泊 2 食 付 5 万 1000 円 一 
(税別 ・ サ 込 ) 
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ョ ン し た 大 浴場 で 、 モ ダン な つく り と 大 き な 湯 船 が 特徴 。 露 天風 呂 
な ら で は 。 左 ) 「 ホ テル 白菊 」 の 源泉 か け 流し 内 風呂 付き 特別 室 「 山 


品 庄 思 っ wmC ざ で せ 中 8「 薄 慌 其 上 ] 


湯 温 期 ザ の 順 
温 一 泉 的 イデ ラ で 
泉 ユ フ に ナ ザ グ き Mi 
は | リ 1 イジ る 

ザ 伸 ・ ン シュ と 呆 
本 1 ) 前 倫 を ア い 
の し う 
2 1 る 閣 
る あ ギ ・ け の へ 
全 る M だ 
文 
化 
で 
す 


チ い 
ッ た 
ク と 
1 ご 
ン つう 
4 8 

っ る 会 
天 で 長 り 
人 ホ う っ 8 
の 7 本 湖 
湯 右 田 出 
日 陽 最 


1) 「 湯 けむ り 展 望 台 ] か ら 眺 め る 別府 市 内 。 鉄 輸 温 泉 の 湯けむり 、 火 まつ り が 行わ れる 扇山 、 雄 大 な 鶴見 岳 、 別 府 湾 を 一 望 。 
) 温泉 噴気 を 利用 し た 伝統 の 調理 法 「 地 獄 共 し 料理 ]。 [地獄 蒸し 工房 鉄輪 ] で は 、 食 材 を 釜 で 薬 す 工程 を 体験 で きる 。 塩 
化物 泉 の た め 、 薩 し た 食材 は ほん の り 塩 味 に 。3) 7 つ ある 別府 の 地獄 の 中 で も 最大 の 「 海 地獄 ]。 勢 いよ く 噴 出す る 含 食塩 
酸性 泉 は 、 見 た 目 は 涼し げ な コバ ルト プ ブルー な が ら 泉 温 は 98C。 海 地獄 の 熱湯 で ゆで た 温泉 た ま ご も 楽し め る 


の ES 
に に も | 


い 


ユー ザー 代表 相本 の 名 温 上 開発 
橋本 夕 記 夫 さん 杉浦 編ん 


別府 の 名 物 が イラ スト で ちり ば め ら れ 右 か ら 、 ホ テル 白菊 代表 の 西田 陽一 さん 、 パ スク リン 「 日 本 の 名 湯 開発 担当 の 杉浦 満 
た 「 日 本 の 名 湯 別府 ] の ボトル タイ プ 。 さん 、 空 間 デ ザイ ナー の 橋本 さん 。 上 談 は 、 実 際 に ホテ ル 白 菊 の 湯 に 浸かっ て 、 新 鮮 な 
「 別 府 市 旅館 ホテ ル 組 合 連合 会 ] や 市 別府 の 湯 を 堪能 し た 後 で 行わ れ た 。「 日 本 の 名 湯 別府 ]」 は 宿 の 源泉 を 参考 に し て いる わ 
民 の 協力 で 誕生 し た デザ イン け で は な い が 、 同 じ 央 酸 水素 塩 泉 で 、 湯 の 感 表 や 浴 後 感 は 近い も の が ある と いう 


湯 り て う を ん 西 い 代 ク 本 ん 合 の 揚 ^ 有 目 
に と い 話 つと 田 ` 表 連 i 本 : み Mi 
呈 よ 近 し た の ? 
量 泉 0 いた だ 名 7 朱 
は て 泉 分 う も 湯 き 湯 の 
を 開 に 析 れ う が の 触 ま 別 地 
は 人 へ 
ト 2 っ つう 感 で た ー 末 
ヽ て 思 て ご じい s$ 全 
3 2 交 と ぎ と 名 記 
3 ら て ス き の 湯 品位 
す 商 け す た の も ク た し % 肖 ょ ど HB 
ョ - 宿 し 使い 絢 リ "て ザ る エー テ 品 に は の 
最 私 る の っ わ ほ と 府 ン シン も 1 パコ ホル 許 の 開 昌 
、 た の 現 お と せい ご ご さき ら を ス 日 テ 組 己 名 発 地 秘 
1 人 
を 獄 ん イ き 日 を も 部 し な む 杉 よど ん 感 感 橋 地 ヶ 者 れ 妥 和 
取 菩 で ン に 本 の 開 分 ま 村 別 い り 浦 うん じ 本 を 1 と の の 
り し す に も の 還 発 る し 橘 府 っ 一 か な に だ 入 
入 一 " 住 オ 名 男 で あ た の の た と 別 ? イ 美 温 し デ 香 ろ 浴 
れ な を 上 メ 党 で 非 り 香 温 n ` 府 メ 果て か うぅ 剤 
た どこ げ l 衝 り 泉 柏 特 の 1 ほし に い イ を か 
パ 別 で て ジ と 街 橘 産 キ ジ 本 つい 入 ま ン 決 ? 
ッ 府 婦 い が リ 薄 の 類 の | で のみ の て も つ す 担 め 
ヶ な 作 き ゎ ] 合 緑 要 呈 カワ つ 名 商 の て “当る 
1 5 系 た き ズ : の 素 ボ | 〈 党 品 を ) の 記 
ジ で 斉 い ゃ 人 湯 を 得 ス ド っ 芝 開 食 街 3 香 
は ょ 共 ょ す 間 色 `" け や は た 別 発 べ の 人 師 
の ゃ 思い o 学 で 爽 せ ザー の 府 を て 空 で 
名 m と 和 り 表 や り ボ 湯 で 一 す “気温 
し 物 地 た ザ ょ : 現 か 漂 ン レン け し は る 五 を 泉 ツ 
い 地 い イ 名 杉 で て や 楽 な ま へ ろ れ ん の い 口 に が 橋 で わ 
い に た ド 湯 浦 す 温 お し ら す 足 が 湯 で 癒 お を 浸 た 本 ` る 
な 己 だ デビ ね 泉 酒 め 、 “を ` 質 すし 湯 つ か ま 貴 こ 
と を (バッツ を 温 古 " 気 を ま 気 を 運 ま や "の に いり っ 日 重 ほ 
思 運 こ ク 温 明 末 分 用 す 軽 ん ぶた ロ 日 象 浸 て た て 本 な は 
いぶ と 泉 地 を 意 ね に な の い ヶ 本 微か 出 い 〈 人 体 こ 
まき で よ 地 を の 演 し " 自 と が い | 全 に る まな る は 験 れ 
すす みよ 表 名 出 いそ 宅 き 難 " シ 国 な た す あ と 忙 で ま 
"か そ な 出 現 間 す 浴 の で こし ょ た = の っ い ょ ーー し し で 
けれ 感 合 (8 る 衣 温 $ 日 ひい は ン 温 て う ね と ゆか た に 
財 。 宅 久 て は の を 泉 温 示 こい も 太い こ る が 
な れ に い も 着地 泉 ふ と え 違 る と 〈 
っ の 使 め ょ 告 楽 た の 気 々 も ^ う そ を と が M 
に 温 つの す 国 し り 料 分 沼 あ 現 と た れ 思 心 温 
ら 泉 て ガ KS17 いし 理 が 己 り 地 こ ぞう 身 


※※ 各 温泉 地 で 温泉 に か か わっ た 活動 を し て いる 自治 体 また は 団体 に 、 コ ン モ プ ト 、 湯 触り 、 色 、 香 りな どの 品質 を 


し て も らい 発売 し て いる 036 


「 昌 本 の 名 光 」 公 有価 上 〆 あの 名 湯 を 表現 ! | 日 本 の 名 湯 」 で 気分 は 温泉 へ 
に 自宅 で 温泉 気分 を 味わえ る 入浴 剤 「 日 本 の 名 湯 ] シリ ー ズ 。 有 名 温泉 地 か ら マ ニア ッ 
人 ク な 秘 湯 ま で 、 調 査 員 が 実際 に 現地 を 訪れ て 温泉 を 調査 し 、 数 年 か け て 開発 を 行っ て 
登別 国際 製 光 旅 錠 協 同 組合 いる 。 商品 に は 湯 質 だ け で な く 温泉 街 の 景色 や 香り な ど 、 五 感 を フル に 使っ て 味わっ 
コン ペン ショ ン 協 会 た 世界 観 が 表現 され て いる た め 、 現 地 を 旅 し て いる か の よう な 非 日 常 感 を 楽し め る 。 
茹 温 泉 旅館 特徴 潜 色 8 協 力 団体 じ 販 売名 じ 
乳頭 温泉 組合 一 
只 子 温泉 卿 観光 協会 
野沢 温 朱 野 沢 会 
邊 飛 久 温泉 郷 抽 光 協会 者 原 温泉 観光 協会 日 本 の 名 温 登別 カル ルス 日 本 の 名 湯 十勝 川 モー ル 
吉海 観光 協会 
初 山 白 
を に 癌 
J に 内 る 
骨 神 温泉 協会 と 
湯原 町 旅館 協同 組合 具 
道人 温泉 旅 館 協同 組合 
別府 市 旅館 ホテ ル 組 合 連 人 会 を 表現 じ 乳 白色 
) じ 合 別 国際 観 光 コ り が 味わえ る じ 只 色 
時 川 則 朱 観光 旅館 箇 同 組合 問 夷 の 湯 登別 カル 透明 タイ 十勝 川 温泉 旅 
館 協 同 組合 じ 十勝 平原 の 湯 十 
の 条 勝川 モー ル Ab 
5 
ア 〆 日 本 の 名 湯 那須 塩原 日 本 の 名 湯 鳴子 


サ 潮 者 


。 人 
名 美 雪 
汗 し 景 
も 色 
を 


hs 八田 の 間 mmm も 


泉 組 合田 沢 の 湯 Aa 


日 本 の 名 温 奥 飛 騨 新穂 高 日 本 の 名 温 失 海 


日 本 
神泉 の 


旧 邊 あ 


香り は 、 が 手 高 1800m 


ー を 泉 。 原 生 本 


屯 青 色 3 
5 Z じ 衣 神 温泉 協 タイ プ ) 山代 温泉 観 じ 緑 急 色 (透明 タ 熱海 市 観光 
会 紀州 の 湯 龍神 E-a じ 光 協 会 加賀 山代 D-b じ ア ) じ 身 飛騨 温泉 導 携 光 会 じ 伊 豆 國 の 湯 熱海 Ba じ 
9 側 箱 (30g 006 奥 飛 騨 の 湯 新 季 高 C-ab 450g 
日 本 の 名 湯 嬉野 日 本 の 名 湯 黒川 日 本 の 名 湯 道後 日 本 の 名 湯 美作 湯原 
柔 知美 に 阿山 縁 
村 9 は 
な る 果 温 半 を 
=・ 湯 で 史 ま 
コ た 
日 本 三 大 美肌 の 濁 の 里 で あ 紀 下 8 
柔らか な 湯 質 濁 泌 触 
わっ た 負 方 じ 黄 全 出 じ 緑色 
プ ) じ 鐘 野 温泉 観 ) 墨 川 温泉 観 ィ プ ) b 湯 
光 協 会 肥前 の 湯 嬉野 Aa じ 館 協 同 組 合 じ 部 の 
個 箱 (3( Li 個 箱 (30g 


黒川 Aab 


原 Aa 


本 品 は 温泉 と まっ た く 同 一 と いう わけ で は あり ませ ん 


「 日 本 の 名 湯 」 


【 効 能 】 肩 の こり 、 腰 痛 、 疲 労 回 復 、 
し も や け 、 
ル 450g オー プン 価格 、5 包 個 箱 (30g x 5 包 ) 

間 : パス クリ ン お 客 様相 談 室 0120-39-8496 


冷え 症 、 荒 れ 性 、 し っ し ん 、 あ せ も 、 う ち み 、 く じき 、 神 経 、 思 「 日 本 の 名 湯 ] 
聞 、 リ ウマ チ 、 ひ び 、 あ か ぎれ 、 に きび 【 価 格 】 アソ ー ト タイ ププ オー プン 価格 、 ボ ト 記 | | と 凍 府 の 多 力 を 
500 円 (税別 ) 各 12 月 中 名 か ら 紹介 ! 
(9.00 一 17:00 ※ 士 ・ 日 曜 祝日 を 際 く ) 


estor 
住所 近県 了 頁 旭 村 河 隊 2327 Tel: 0967-67- 包 
0005 料金 :1 泊 2 食 付 2 万 2250 円 -( 税 ・ サ 込 ) 

http://iooku-onsen.cojp 東 質 単純 本 性 硫黄 温泉 泉 小 
温 :38 一 45C 加 温 : な し 加水 : な し 漂 泉 か け 流 し : 


適応 : 神経 痛 、 リ ウマ チ 、 憎 性 友 膚 病 な ど 


A.1 山形 上 
ド 湯 温泉 山形 座 


了 D 


Mu 


住所 : 山形 県 南陽 市 赤湯 3005 Tel: 0238-43-6111 料 
泊 2 食 付 3 万 5000 円 一 ( 税 ・ サ 別 ) http:/takina 


1 化 て 放 
micojp 泉 質 : 含 研 黄 ナトリウム ・ カ ル シ ウム 塩化 物 泉 へ 背 送 
泉 温 :61.2C 加 温 : な し 加水 : な し か け 渡し :O 適 年 と わ 作 の 
応研: アト ピー 性 友 上 炎 、 切 作 、 友 乾燥 圧 な ど 昇 な 家 温泉 に は 一 家 言 ある ! と い 
華 い ・ う ク リエ イタ ー の 方 々 へ 、 こ 
源泉 を その まま の 質 で 堆 能 し て ほし いと Je 
いう 想い か ら 、 各 部 屋 の 吉 天 風呂 は 空気 自生 県 の 冬 訪れ た いと っ て お き の 温 
に 触れ る こと な く 運 ば れ て きた 湯 が 、 浴 湯 る 浴 家 泉 を 教え て も らい まし た 。 
橋 の 底 か ら 満 き 出し て いま す 。 湯 守り に 道 ペ ー“ 
よる バル プ の 細やか な 開け 締め の み で 、 E た び 重 な る 災 文 く 行 日 で 1 この 冬 訪 れ た い 温泉 ( 窒 ) は ? 
湯 の 加 小 を 調整 する と いう 人 技 も 見 事 。 | 議 円 1 6 〇 2 合わ せ て 飲み た い 消 は 1 
| 具 ま で の 物語 を 臣 じ な が ら 浪 か る 異 道 突 が 3 温泉 に 入る と きのこ だ わり は ? 
A.2 男山 洒 條 当 は 、 や まで も 所 に 4 温泉 と は ? 
す 。 全 国 で も ま る の も 5 温泉 に まつ わる エピ リー ド は ? 
羽 陽 男山 きわ の は 次 出 る 当 朱 に 浪 か る こと が で き 、 大半 の 
和 質 も 抜群 設 "日 全 
本 と 
文 し 


A33 他 者 の こと を 虐 り つつ 、 入 浴 中 は 自 
分 自身 に 問い 掛け を する 。 温 浴 ・ 冷 浴 の 
交互 浴 を する 。 水 を 浴び て あがる 。A.4 
自然 へ の 異 怖 を 抱き 、 い ま 自 分 の 周り に 
ある 幸せ を 見 つめ 直す 場所 。A.5 アメ 


crentor 


ア ” 


温泉 も さる こと な が ら 、 ア 
ー ト 作品 を 楽し め る 旅館 で 
す 。 ホ ワイ トキ ュー ブ で は 
な く 、 老 財 旅 館 だ か ら こ そ 
味わえ る 「 美 」 っ て 確か に 
存在 する と 思え まし た 。 


A.2 ココ フ 
2017 第 


ロ 


や 
ピス 


A.1 神奈 川上 
湯河 原 温泉 石 葉 


住所 : 神奈川 県 足柄下 郡 湯河 原町 宮 
上 749 Tel: 0465-62-3808 料金 : 
1 泊 2 食 付き 4 万 円 一 (税別 ・ サ 込 ) 
www sekiyou.com 泉 質 : ナ トリ ウ 
ム ・ カ ル シ ウ ム 者 化物 泉 泉 温 :65. 
温 : な し 加水 : あ り 源泉 


ーー) 
GS 


creator 


xw デ 2 させ テー 


| 


右 つ 適応 症 : 神 経 痛 、 五 十 等 を 者 ニ 
幅 は 肩 関節 の こわ ば りな ど * 務 " ュ 
較 関東 国 で No.1 の 奥 質 だ と 思い ます 1 
元 : 住所 : 析 木 上 那 塩原 市 板室 856 Tel:0287-69-0226 お 湯 は 熱 め で す が 肌 に 合 し く 、 身 人 まる 
導 し 人 と 心 の 疲れ を 取っ て くれ ます 。 よ く ま 方 で ク 
ミ (9 泉 質 : ア ルカ リ 性 単純 泉 罰 温 :40C 前 後 加 温 : な A.2 条 邊 慢 酒造 2 生 誠 AR 
え 六 冬 場 の み 加 温 あり 加水 : な し 源泉 か け 渡し : 磯 自慢 温泉 街 の 座 か な 風情 も 気に入っ て い デ 聞 や 身 
適応 : 神経 痛 、 筋 内 ・ 関 節 の 諸 病 な ど 6 計 キ す ? 葉 
し ア 誌 メ 
で 連 ン 本 
ネ 」 双 8 AL1 大 放 県 es 消 晶 交 
EE Ag 1 宮城 県 "| 学 
と 斬 半 A 城崎 温泉 と きわ 別館 時 2 な 中 理研 
遇 を 箇 上 東 鳴子 温泉 田中 酒 店 評 | 究 
と 住所 : 兵庫 上 豊岡 市 城崎 町 湯島 1013 テ 和 ED 客 放 館 - た 党 
の る る 時 Te: 0796-32-2814 料金 :1 治 2 食 付 自 年 ゆ 宿 旅館 大 沼 天 音 
ラ 2 1 万 7600 円 一 ( 税 ・ サ 込 ) 
外さ ッ wwwkinosakiicojp 住所 宮城 県 大 崎 市 只 子 温泉 字 赤 湯 34 
好ま ク 泉 質 : ナ トリ ウム ・ カ ル シ ウ Tel : 0229-83-3052 料金 :1 泊 2 食 
ク 和 きき ざ デ ム 塩 化物 温泉 泉 温 :58.4 付 1 万 3200 円 一 ( 税 ・ サ 込 ) wwwoh 
が ま イ で 加 温 : な し 加水 : あ り numarcojp 秋 質 : 湾 酸 水素 塩 泉 ( 生 
+ 高 な レ 源泉 か け 流 し :() ※ 循 環 式 以前 た に 曹 泉 ) 泉 温 :65C 加 温 : な し 加水 : 
も 更 仁 泊まっ た と き に その : 
か 問 ト 併用 適応 症 : 神経 痛 、 筋 過 不 足 な いし つら え や ワ な し 源泉 か け 流し : 〇 ) 適応 症 : 身 体 
か < 褒 イ 肉 痛 、 療 労 回 復 な ど キ の し まっ た サー ビス に の 痛み 、 怪 性 友 膚 病 
わ 野 ラ * 感 鉛 を 受け まし た 。 敷地 豊か な 湯量 と 泉 質 で 当 め ぐり が 楽し い 。 
る 崎 イ 人 A.2 丹 波 ワ イン 真ん中 の 許 国 も 見 事 。 温 衝 土 料理 が 美味 し く 、 四 季 折 々 の 自然 
温 プ と 7 Eee 泉 は 最近 リニュ ー ア ル し の 力 を 全身 に 取り 入れ 、 疲 し と 再生 、 
泉 ラ 本 (上 み petit 日 た 「 御 所 の 温 ] 含め 外 湯 心 の 充足 を 感じ ます 。 現 代 湯治 の 場 と 
の リ の ーー ーーーーーー つ も 楽し ん で くだ さい 。 し て ぜひ 。 


4.3 の ぼ せ な いよ うに 温泉 に 入る 前 は 糖分 を 十分 に と る 。 お 
酒 は 控え め に 、 上 が っ た 後に 思い きり 増 能 す る 。A# 日 常 と 
は 違っ た 時 間 の 流れ を 味わい に 行く 。A.5 豊岡 市 長 と 初対面 
で 食事 を し た その 後 すぐ に 城崎 温泉 へ 入り 、 出 会 っ て 数 時 間 
で 探 の つき 合い に ! 


4-3 都会 の 空気 を 全部 吐き 出し 、 感 性 を 解き 放つ 。 温 泉 に 流れ る 、 ゆ っ た り と し た 時 間 を 味 
わい 、 身 体 に 取り 入れ る 。A.# 耕 と 身体 の デトック ス & リ フレ ッシュ 。A.5 温泉 に 仕事 を も 
ち 込む と 、 午 こう と し て いた テー マ と 異な る 内 容 に な っ て し まい 、 な ぜ か 世の中 の 気 に な る 
こと に つい て 書い て し まう 。 


iusranon:Toshiyuki Himno 038 


日 本 一 を 誇る 強酸 


性 の 泉 質 で が ん に 
効く と いう うわ さ 04 
も ある 湯治 場 で す 。 ーーーーー 


05 


で creator 


壇 妹 館 の 玉川 温泉 reator 
に は 、 涯 盤 か ら 先 ーー 
する 地 鱗 を 利用 し 
に が あ 人 
り 、 人 が 究 転 ぶ 交 
も 壮観 。 擦 養 、 静 
状 目 的 に も お すす 
めで す 橘 に 
久川 温泉 は 鐘 季 ち 
全 業 中 ケ ば 
な 
AA.1 秋田 県 貞 -』 秋田 県 A.2 飛 良 泉 本 倍 ン ! ゅ 
明 に 0 
ト 和田 人 幡 平 国立 新 玉 川 温泉 マル 飛 チタ 
理 机 y 村 > 具 > ム 古人 汽 上 P 
温 打 振 治 村 後生 掛 温泉 住所 : 秋田 県 仙北 市 田沢 湖 玉 川 Tel:0187-58-3000 料金:1 泊 2 食 付 1 万 
プイ ィ 写 2800 円 一 ( 税 ・ サ 込 ) wwwshintamagewajp 上 質 : 強 酸性 泉 泉 温 :97 
属 テ 真 住所 秋田 県 鹿角 市 人 由紀 還 有 林内 Tel: 0186- て 加 温 : な し 加水 : な し 座 一 部 あり 源泉 か け 流し :C) 適応 症 : 筋 内 疹 、 メア の 
な 多 イ 家 81-2221 料金 :1 泊 2 食 付 1 万 円 一 ( 税 ・ サ 列 ) 関節 リウ マチ 、 腰 痛 な ど ン を 品 さ 
ど 数 プ www goshougake.com 泉 質 : 単純 徹 黄泉 泉 濁 : ト 含 O 
2 の 88C 加 温 : な し 加水 : あ り 源泉 か け 渡し :( 適 構 むち の 
フ 写 イィ か 応 症 : 神経 痛 、 腰 痛 、 リ ウマ チ 、 事 故 の 後遺 征 人 の パ 
イ レ い だ け で 
ンク ま ここ に ある 藻 し 風呂 が お も し ろ い で す 。 よ い EE 担 へ イフ 
ラー タ 案 で も 入浴 で きる め ち ? 邊 タオ 
58 が た 目 が ひど く お も し ろ い ! ゃ くち ゃ 広い 岩 風 呂 け 和 1 1 
軸 A 1 これ ぞ 旅 の 本 本 味 と 言っ て よい で し ょ う 。 が ある 硫黄 泉 。 地 元 P 條 業 マ 
ウ N 新政 酒 民 か ら も 愛さ れる 。 5 バ ^! 
ナ A 人 .2 新 友和 温泉 後に 魚津 駅 前 の 馬 H 2 に 
「 wr rp7 pyE ね ん じ り 亭 で 地元 の の 
ち 新政 酒造 の 酒 い ろ い ろ 拓 の 条 代 と ご 拉 に 連 エ | 凶 
愉 む 満寿 泉 は 最高 で す 。 し 
会 も る Lm 
に ィ ァ ュ 
湧き 出る 地熱 を そ ンジ 証 
の まま 利用 し 小屋 構 田 酒造 店 4. 高山 県 
を 建て た 本 物 の 天 と な に 郎 湿 
拓 入 し 風 中 に 入 多大 郎 温泉 


住所 : 富山 県 魚津 市 天神 野 新 6000 Tel:0765-24-1220 
料金 :1 泊 2 食 付 1 万 3350 円 一 ( 税 ・ サ 込 ) wwwkin 
tarouonsen.cojjp 泉 質 : 硫 黄泉 と 塩化 物 泉 の 混合 泉 


じ ら れ る 絶好 の セ 泉 温 :73.5C 加 温 : な し 加水 : な し 源泉 か け 流し : 〇 
ッ ト ア ッ プ が 天然 適応 症 : 切り 傷 、 冷 え 性 、 う つ 状 態 、 皮 膚 乾燥 症 な ど 

の カカ を 利用 し て 完 

成 され て いま す 。 


A4.3 温浴 と 冷水 の 交代 浴 は 必ず し ます 。 家 で も する の で 
日 々 の 日 課 で す 。A.4 痛 し と 無 に な れる 時 間 。 忙 し く 生 


A.2 き て いる と 身体 だ け で な く 頭 も 誠 れ ます よね 。 リ セッ ト 

串 の 類 する こと で すべ きこ と が 見 えて きま す 。A55 宿 は 温泉 、 
州 の 焼 本 大 浴場 あり き で 探し ます 。 あ と は 皆 が 気持 ちよ く な れる 
いろ いろ 


住所 : 宮崎 県 えび の 市 末永 1470 Tel:0984-33- 
1104 料金 :1 泊 朝食 付 5000 円 一 (税込 ) 夕 食 
は 要 相 談 htp:/shirator-onsen.com 泉 質 : 単 
4.3 浴場 内 で し っ か り と 何 度 も タオ ル を 絞っ 純 温泉 ( 低 張 性 ・ 弱 酸性 ・ 高 温泉 ) 泉 温 :50 一 
て よく 拭く お じい さん スタ イル を 維 承 。A.# 70C 加 温 : な し 加水 : 一 部 あり 源泉 か け 流し : 
四季 を 楽し むこ と 。 温 泉 と セッ ト で 地元 の 食 適応 症 リウ マチ 、 腰 痛 、 冷 え 性 な ど 

材 や お 酒 、 そ れ に 対す る 地元 で 営む サー ビス 
を 全身 全霊 で 受け 止め る 場所 。A.5 人 が 贅沢 
を 感じ る と き は いろ ん な し が ら み か ら の 解放 。 
それ を 日 本 人 は 温泉 っ て 思っ て いる ん だ と 思 
いま す 。 サ ウナ ( 藻 し 風呂 ) も 同じ 。 そ うい 
うと ころ が も っ と も っ と 増え て いっ て ほし い 。 


creator 
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1 
を 
swNMIT 麗 テ 


A.1 山形 県 酵 を 上 発 

文 育 一 禁 

? 赤湯 温泉 山形 化 て オデ 

ャ マージ 塊 滞 示 山形 財 火 (な 2 

類 が ナイ 

住所 : 山 形 県 南 則 市 赤 温 3005 Tel:0238-43-6111 料金 : に 2 間 Nza 

A.2 ハン ガリ ー 1 泊 2 食 付 3 万 000 円 一 ( 税 ・ サ 別 ) http:/takinami.cojjp 時 
ュ 泉 質 : 含 硫黄 ナトリウム ・ カ ル シ ウ ム 塩 化物 泉 泉 四 計 0 

FIRST 61.2C 加 温 : な し 加水 : な し か け 流し:O 適応 症 : 人物 名 

っ っ アト ピー 性 友 炎 切り傷 、 友 席 乾 燥 症 な ど 発 世 皿 沢 

Craft IPA 林 全 用 

A.1 ハン ガリ ー 友人 の 須藤 兄弟 が 外部 の クリ エイ ター と と も に 、 リ ノ ベ ー 起 を 市 発 

う 5 9! ショ ン の レベ ル を 超え て 再 構築 され た モダ ン な 温泉 旅館 行 探 の 評 

ゲッ レー ルト 温泉 (: ) 須藤 さん の お 父さん が 石 マ ニア で 、 蔵 王 石 を くり 抜い た ー 抹 発 デ 

風呂 も お すす め 。 な や 許 パ 

泉 で 、 ロ ー マ の 古代 浴場 みた と ラ 

い 。 午前 中 は 地元 の お じ ちゃ に 

ん や お ば ちゃ ん が 温 A3 熱 過ぎ な く て 長く 入れ る ほう が いい 。 ス トイ ッ ク な 温泉 より 地元 の お じ ちゃ ん が だ ら っ と し て いる 温泉 が 好き 。A.4 ワン ダー ラン ド 。 温 所 

て 、 夕 方 に な る と DJ プー ス る こと か 目的 に な っ て いる 。 なぜ 温 泉 に 行 か = A.5 エス トニ ア の タリ ン で て 温 発 苗 ン 


が で き て 糧 音 パ ー テ ィ に な る 。 つて いた ら 隣 の お 兄さん と 仲よく な っ て 、 バ パレ ンタ イン の 夜 に 


(030  ※ イ ラス ト は イメ ー ジ で す 。 


= 病 昼 劇 _ 写 真 多 末 利 還 還 EN6DRWK6IW 有 BEhi phoro: Norihito Suzuki 040 


今期 の 造り の 25 ま の 5 
木 痛 訪 加 わけ 
38 林 の 末 精 < 始 


を 行 つきの 小 の ニュ 


アン ス は 、 新 政 の 酒 質 に ス 
に 不可 欠 な ビー ス だ レ 


【 イ 「 ロ 還 存 中 目 
ン 田 情 
グ 2 域 攻 た 
剛 (市 謗 に 性 の 
記 を 2 須加 
い の) 還 
る 譲 玉 Hm を 導 
> 肪 際 寺 - " 軸 見 介さ 
こ 日 肌 初 本 内 雇 出 地 人 較 油 衣 / 
を 本 臣 年 元 造 訂 計 3 四 
が の 還 請 久 評 E 肛 生 で 7 の 2 造 と 
伝 調 呈 = き 米 7 
ぁ 本 沈 還 議 議 清 %gg で 容 。 ー。 
る 物 文 衣 全 弓 雪 。 風 a 普 
~ へ 化 能 2 人 幸 %m6 土 Ha 
の ! 計 較 寺地 = 年 | を 
探 地 デ 鵜 家 ha 中 ws 醸 | 主 ei ーー ーー デー 


mi 


泌 ) 自 更 こり yeC-Sto 届 提議 失 
VS 公 崇 営 箕 規 G 党 で 中 べ で 


寒 営 典型 せ 了 握 IRG 震 勧 揚 め で 信 
べ 妃 つ 時 @S 叶 全 届 際 坦 が 6 
や 606 宮前 掛 称 閣 選 つ りか お" 
較正 慈 時 や 坦 交 蘭 So 中 秋 時 さり 7 
聞 唄 四 っ 裂 汁 算 晶 S 据 次 駐 桂 @ 二 
で 思 要 ※G 洋 避 擦 ^ 加 SG 苑 く ……" 
WS ぐせ やく て 四 末 い G 選 握 の 桂 で に 
記 ^ 選 握 天 S 環 で 閣 店 や だ SS ト 
ロー ゃ PS で 8? 

nA の GCESISN に 5:Yvt こ さら 
全 装 居 商 で 公 " 緒 天 け S ち 交 毅 @ 
ペー ペー つ S 虹 時 人 半 居 つつ 挫 衣 K 
り 躍 弁 WS で" 戦 四 や 8 中 の 起 @ 窟 公 
表 羽 緒 章 や 癌 人 るい 測 呈 共 四 遇 称 い ピロ 

っ no 振 営 重 下 や せ 由 記 つ 村 や 
駆 や 周囲 選 や ” 壮 軸 班 せ 取 衣 G 
宜 舞 や 握り りつ 公 間 輸 や " 民 普 
どり 揚 半 めで 拍 給 振 計 間 填補 で お 色 
哨 半 謀 天 公 構 間 SQ つ 滑 夷 選 畠 つ 
で " 財 選 り 介 や 志 衣 畠 時 か (下り 
衣 半 交 つ い 避 裾 写 宣夫 
や 家 演 課 や くり つや 沢 肝 剖 


転換 。2) 


1) 今期 の 酒造 りか ら 麹 米 の 洗米 は 手洗 い ほ 
燕 米 で は 木製 の 蒸 能 (せい ろ ) を 使用 。3) 製 麹 は 手 


間 の か か る 蓋 麹 (ふた こう じ ) を 採用 。「 蓋 麹 の ほう 
今年 か ら 半 切 桶 を 導入 


が 圧倒 的 に 麹 の 出来 が いい か ら 」 と 全量 導入 を 即決 。 
4) 本 摺 (も と すり ) 工程 は 新政 スタ イル と いわ れ た 


ポリ 袋 を 描 廃 し 、 
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秋田 市 に ある 鵜 養 地 区 に 自社 園 場 を 保有 。 「 酒 米 の 郷 ] に すべ く 、 地 元 
農家 に も 協力 を 仰ぎ 、 無 農薬 栽培 を 実現 。 現 在 、 酒 米 の 範囲 は 23ha に 
も 及ぶ 。 ま た 、 秋 田 杉 の 伐採 を 行い 、 木 桶 づく り を 行う 自社 工房 の 建造 
に も 着手 。 日 本 の 原 風景 と も いえ る 美しい 景観 を 守っ て いく 


無 農薬 栽培 を 成功 させ た 酒 米 責任 者 は 前 醸造 責任 者 の 古関 弘 さ ん ( 右 写 
真 ) 。 現 在 の 新政 を 率い る の は 若き 杜氏 ・ 植 松 誠人 さん ( 左 写真 )。「 私 
は プロ デュ ー サ ー タ イプ 。 私 の アイ ディ ア を 現場 で 具現 化し て くれ る 有 
能 な 人 材 な くし て 新政 の 酒 は 造れ ませ ん 」 と 佐藤 さん ( 左 写真 右 ) 


る 醸 し き 5 
か す る 
ら 酒 人 り そ 
だ の 及 し 枝 佐 の 
[ 本 す て ま 培 藤 蔵 
そ 本 質 る き つ を さき な 
う 物 や こ た わ 人 各 ん ら 
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る け 大 い いり リ り 質 つ 護 も 
" 政 た 切 蔵 エ は 甘 % 一 と 
今 は 偽 に 味 元 な 酸 え だ 宙 
期日 物 し よ 自 ど メ の と ぁ 
物 よ タ の 本 が て りら 5 が デベ バ 言 木 
の 5 1 酒 酒 池 い も 酒 高 イ ララ う に 


酵母 と は 、 ア ルコ ー ル 
発酵 に 欠か せな い 苗 類 
の 一 種 。 現 在 、 日 本 酒 
を 造る の に 適し た 清酒 
酵母 は 数 多く 存在 する 
が 、 新 政 酒造 で は 19 
30 年 に 自 蔵 で 採取 さ 
れ た 「6 号 酵 評 」 に 特 
化し た 酒造 り を 実践 し 
て いる 。6 号 酵母 は 低 
温 発酵 を 可能 に し た 超 
優良 酵母 だ 
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中信 近 吉 党 全 模 つ い ” 近 営 ぐつ っ 四 ロ 
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と を 決意 し て か 

ちの 者 智 の 結晶 
で ある 酒造 り に 真正 面 か ら 対 

尽力 し て いる 


ら は 、 先 人 た 


央 し 、 真 の 日 本 酒 文 化 を 根 づ 


学卒 業 後 、 ジ ャ ー ナ リス ト と 
か せる た め ( 


佐藤 祐輔 (さと う ・ ゆ うす け ) 
新政 酒造 8 代目 蔵元 。 東 京 大 


家業 を 継ぐ 


りら wm" 銘 工 
@G や つき さい 全 @ 
刀 失 着手 全部 詞 つ いっ xe 半 岩 章 で 
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ー 一 単 聖 沙 穴 定時 ※ せ ^ 眉 斉 の つい 
せ 号 さき GS や つつ です 愉 全 ・ 

林 せっ" 忠 軍 SoS 旨 班 い DS | 
昌 っ っ 三 椅 補 で さっ つつ 目 きぐ や や 
や で" ヨ 田 娠 や 型 い の 合い っ ら 避 握 送 
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い 難 で 佐 モ 場 い と 酒 の で 

Aramasa Hislory け し 醸 藤 デ 所 うぅ 胸 米 米 は 

ば い す 佐 ル が 構 ご を は を な 

、 志 こす 藤 に 想 自 張 ` 使 く 

1852 年 初代 創業 実 と と べ 祐 な 農 は 身 っ 秋 う て 
1925 年 全国 清酒 品評 会 3 年 連 統 金賞 の 現 で で て 輔 れ 業 あ が て 田 こ ` 
た め 「 名 堂 党 」 を 授与 れる で す ) 2 3 還 5 間 言 人 8 と そ 

な 国 新 洒 和 きけ を ね 酒 ん い 酒 ま げ ぇ 。 の 
財 人 4 で 生 
1928 年 全国 新 と な る と る を な り n す 地 
を 国 新酒 釧 評 会 と な る 四 王 で だ 交 : で 系 で 
1930 年 6 号 酵母 が 小穴 富 礁 氏 に より っ 歩 上 が ー の 9 っ 
発見 され る 花 且 引 体 間 〈 
1935 年 醸造 中 会 より 「 き ょ うか い 六 号 ] カ い 歩 な 化 れ 
全国 発売 きれ る に や る き と る 
Si っ の せ い 最 

1937 年 1、3、4、5 号 酵 母 か ー ィ で た うぅ う 高 


販売 中 止 と な る . o 1 ヽ 
1938 年 2 号 酵 母 が 販売 中 止 と な り 、6 号 能 
三 以 外 の 本 母 が すべ 
1939 年 全国 新酒 鑑 評 会 
1940 年 全国 新酒 第 評 
1941 年 全国 新酒 釧 評 会 
1942 年 全国 新酒 備 評 会 
( 更 上 初 主席 連 彰 ) 
1943 年 前 年 に 施行 され た 企業 則 
秋田 酒類 製造 本 社 工 場 ] と 
1952 年 「 新 政 酒造 ] と し て 再 独立 
2009 年 秋田 県 の 自然 と 先祖 の 功績 に 
最大 限 の 艇 意表 し 6 号 醒 母 の み 
よる 酒造 り を 開始 
2010 年 トレ ー サ ビリ ティ の 徹底 と 
地域 貢献 を 目的 に 秋田 県 産 米 に 
限り 酒造 り を 開始 
2012 年 全量 純 米酒 化 。 同 時 に 「 山 廃 酒 
母 」 を 主体 と し て 醸造 用 乳酸 と いう 
既製 品 の 酸味 料 を 加 し て つく られ 
る 「 速 醸酒 母 」 か ら も 決別 
2013 年 木 桶 で の 酒造 5 を 開始 
2020 年 現在 38 本 を 保有 ) 
2014 年 天然 由来 の 乳 上 に よる 酒造 
生 本 造り ] に 移行 
2016 年 山間 農村 「 滑 状 に て 酒 米 の 
女 約 杉 培 を 開始 
2017 年 汗 差 の 自社 の 岡 場 に て 
無 農薬 培 の 開始 
2020 年 全量 蓋 本 化 、 滴 状 全 域 で 無 肥料 
無 農薬 糧 培 の 開始 (現在 23ha) 


廃止 と な る 


遅 筑 焦 秋 櫻 2019 No.6 X-type: 
第 7 世代 ーCosmos 一 Essence 2019 
江戸 時 代 の 酒 の エッ セン ス 秋田 の 酒 米 の 個性 を 表現 す 唯一 の 定番 生酒 「No.6] の 
を 現代 に 欧 ら すべ く 、 低 精 る シリ ー ズ 「Colors] の 中 最上 級 モデ ル 。 精米 歩合 40 


呈 り 米 で 醸造 し た 木 桶 純 米酒 。 で 、 秋 田 で は じ め て 生ま れ % の 米 を 用 い 、6 号 酵母 の 
6 の 月 の 
うな な 二天 誰 本 造り の 技術 の 粋 を 凝ら 。 た 酒造 用 好適 改良 信 交 ] 清 半 に し て 力強い 存在 感 
材 化 が 進む し 、 エ レガ ント さも 表現 を 使っ た 一 本 鮮やか に 感じ 取れ る 

了 価格 : 1890 円 720m2 価格 : 2480 円 720me 価格 4074 円 720me 

kp 原料 米 : 酒 こま ち ( 渡 農 ) 原料 : 改良 信 交 原料 米 : 秋田 県 産 酒造 好 敵 米 
住所 : 秋田 県 秋田 市 大 町 6-2-35 精米 歩合 :90% 精米 歩合 :5596 精米 歩合 :40% 
Tel : 018-823-6407 日 本 酒 度 : 非 公開 日 本 酒 度 : 非 公開 日 本 酒 度 : 非 公開 
年 間 生産 量 : 非 公開 酸度 : 非 公開 酸度 : 非 公開 酸 度 : 非 公開 
wwwr.aramasa.jp アル コー ル 度 数 : 14 度 (原酒 ) アル コー ル 度 数 : 14 度 (原酒 ) アル コー ル 度 数 : 14 度 (原酒) 
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鈴本 規 仁 ex Ryosuke Fujicani phoro: Norihito Suzuki 


真 


藤谷 良介 生 ! 


に 


ーー 


衝 / 


1 


= ぅ = デー デー 


ンー プラッ デ 
BPSEYNOEERxtX だ ) 
舞 隻 宗 ご く へ へ 必 SG 


IAS 夫 一 S や RSPSS 放 天 Tm 
で ヾ m ぐ で 揚 突 髪 さ 表 守 上 ※ueCm ホ ー 


ーー 定 Sm デ ーー 


窒 己 得る Q 心 ” 呈 さ ざり 党 ね で お 韻 寂 


時 じ 宮 信 で で 中 っ 騙 各 虹 っ WO 
EE つう や ECC に こい で に :: っ 
で つ 還 xeS、 ミート や 宮 ーー“ 
吉 議 舞 め 交 長 ゃ や ※ つ 東 中 症 絆 
や や っ で や 「 岩 虹 っ 」 装 央 班 へ S 
名 " 四 人 KW や せき SOPG 中 代 志 


届 S 財 皿 っ 了 や 競っ で 全 で に En? 


「 六 中山 向 定 二条 きつ い 忠 還 型 溢 
守家 や ぐ PS つら か 誠 細 
会 構 全巻 営 遇 旧 舞 ^ 志 淫 額 ^ 毅 遇 
舞い ろり つ 舞 倒 補 つい ン で Q で 


Fe ぃ 寺 さ ug さや ロ 補 
EES に で TOR 


Wa&G 呈 村 あ あ o 眉 還っ せ Sm 
ーー MM 
滞 や 曰 写せ 還 科 生 づ つ 全 0 お?" や や 
S 世 誠 つ る 和信 じい 尋 提 っ きぐ や ゃ "の 避 
ゃ 届 上 つく や を で お 必 全 宮 の 押 で 
や ンー で Q 公 SS で ビ ] 

由 無 ロ い いら G 宮 っ 由 個 撮 守 " 時 橋 
や っ 選 革 季 で Q 把 衣 生 wwS パ 舞 会 
抑 光 問 、 人 る 〇 半 % 玉 りら xo? 


。 用 
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。 い どい さき 療 Re 


滞 二 婚 さ や 


南 二 


還 


性 隊 人 w 式 各 ら 計 


富吉 


杉 の 木 の 秋 (こし き 
桶 で 担い で 走っ て 運ぶ 手際 は 見 て いて すがすがしい 。「 木 も 呼吸 し 
て いる の で 水分 過多 に な ら ず 、 温 度 差 も で き な い の で ムラ な く 薬 し 
上 が り ま す ]」 


A 
夏 


商 


| SN 


骨 の 
な Mi 

府 ト と の 役 
撤 導 役 に 
癌 な 敵 線 害 立 
を 国 を つ 
人 し 紡 9 
豆 て い 

得 い で 醸 
に る 。 8 し 
変 信 た 長 〈 

3 議 7 だ 

る + ょ 5 の 


) で 燕 す 。 昔 な が ら の 木 の 台 に 乗っ て 掘り 、 木 


導 吐 〇 導 詳 Gr 酸 
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Mer 放 et 


ま 
を 
を 


べ ベストセラー の 著書 発酵 道 】 な ど 、 発 酵 レレ 人 
を 学ぶ こと で 人 間 の 生き 方 や 世の中 が 変え 

られ る こと を 説い た 先代 の 家訓 が 飾ら れ て 。 \、 ノ 
いる 。「 い まで も 壁 に 当たっ た と き は 、 先 

代 の 言葉 を 思い 出す 。 生 きる 指標 で す ] 


1) 蔵 見 学 や 試飲 、 音 楽 ラ イブ な ど 
が 楽し め る 「 お 蔵 フ ェ ス タ 」 は 5 万 人 
を 動員 (来年 度 も 開催 な し )。2) 寺 
田 さ ん は 近隣 の 小学 校 で 大 豆 を 育て 
る と ころ か ら 味 噌 造り を 教え る 。 3) 
奥さま で 酒 粗 料理 研究 家 の 寺 田 聡美 
さん が 発酵 料理 を 提供 する カフ ェ 


発酵 暮らし 研究 所 & カフ ェ う ふ ふ 


住所 : 千葉 県 香取 郡 神崎 町 
神崎 本 宿 1968-2 

Tel : 0478-79-8284( 営 業 日 の み ) 
営業 時 間 : 11:00 一 15:00 

(ラン チ は な く な り 次 第 終了 ) 

営業 日 : 不定 期 営業 、 主 に 木 ・ 全 曜 
※ 詳 細 は ウェ ブサ イト を チェ ッ ク 
wwwteradahonke.co.jp/ufufu 


国有 > ) 


さ 
ー| 
ー| 


( 潤 悪 


( 恋 融 問 対 下 ) 


「 仙 すさ とか 入 選 電 注い 


2010 年 より 全量 無 農 業 、 無 化学 肥料 の 酒 米 を 使用 。 
自然 酒造 り の 想い に 賛同 する 15 の 契約 農家 と 2ha の 
自社 田 で 栽培 する 。「 無 農薬 、 無 化学 肥料 栽培 は 本 当 
に 大 変 な の で 、 農 家 の 方 た ち に は 感謝 し か な いで す 」 


蔵 付き 麹菌 か ら 自 家 培養 し た 種 麹 で 麹 を 造る 。 取 材 時 
に 白衣 の 着用 義務 が な か っ た こと に 驚く と 「 そ れ も 含 
め て 寺田 本 家 の 味 、 と いう 考え な ん で す 」。 麹 室 の 四 
方 の 壁 に 炭 を 入れ 、 発 酵 に いい 場 を つく っ て いる 


ば ハ テ こい 然 
地 ブ | を とい に 
域 と マ の は も 発 
の し に 自 人 の 語 
典 て し に し 
家 の た な で 
が 役 地 あみ 
米 割 ト 域 。 き 
を が : 年 イ 手 
つ あぁ 言 べ 
〈( る ン 
らら 3 、 ト 
て 酒 や 
町 蔵 小 
が が 学 
元 あ 校 
気 れ で 


下 


5 然 い 入 2 
ビ ん 洒 ゃ 
| で の 代 
枯 の を 代 に 
ゝ の ルレ マー UM 
電 に 敬 
も ろ る YY が 
を 7 き 

き パ 


ご 議 
「 記 滞 」 の さ 


寺田 優 ( て 5 だ ・ ま きる ) 
1973 年 、 大 阪 府 堺 市 生ま れ ) 
横浜 国立 大 学 経済 学 部 卒業 後 、 に 《 な い 圭 出 | に 先 
カメ ラマ ン を 経て 2003 年 に な こい に 田 は 上 代 
寺田 本 家 に 妨 入 り 。 自 然 酒造 党 錠 昌和 た 記 生 遇 
り に 開眼 し 、 2012 年 に 蔵元 に だ 時 つれ 3 の ま 彼 
就任 。 2017 年 より 杜氏 を 半 任 か 代 な か す 先 し 5 
し 、 町 お こし 活動 な ど 、 他 方 ら の が ら か 代 た な 
面 で 発酵 の 魅力 を 伝え て いる 自 テ っ は 年 ? の 人 

然 | て 見 〈 思 間 

酒 マ いえ ぇ えら い 性 
ん 最 酵 
で 近 を 
す を 気 伸 
けり の づ ば 
ど 考 き す 
9 。 ま ら 手 
上 が し ょ 見 っ 過 
品 人 た が る 由 て い 
き の 次 と を こ 思 "が 
を 役 事 い 腐 当 も い を で 
兼 に 。 な い 敗 面 て 両 ま の き 
ね せ 。 ん 部 で か る 方 "〈 * グ し だ る 
備 と 多分 いら 人 人 あ 人 て 先 1 た き ` 
え な で 大 見 っ 間 大 代 ム け は 神 
だ っ あ き た を て つき は を ど ` き 
酒 て る 〈《 5 * で ゆい * 20 “ 何 ま 
答 発見 発 を ぃ 生酒 年 言 が 
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Teradahonke History 


1988 年 


2000 年 


1992 年 
2003 年 


2005 年 
2006 年 


2007 年 


2008 年 


2009 年 


2010 年 


2012 年 


2013 年 


2015 年 


2016 年 


2017 年 


1673 一 81 年 


か ら 来 て 
T 葉 ・ 神 崎 で 前 業 


等 田 牙 佐 きん が 矯 入 り 、 
23 代 当主 と な る 
経営 破 紀 よ 自ら の 病 を 
添加 物 の 酒 か ら 自然 酒 
移行 する 
自然 酒 の 先駆 け と な る 「 五 人 娘 」 が 
誕生 (アラ ラ ギ 派 歌 人 ・ 土 屋 文明 き 
ん が 命名 ) 

発 潮 玄 米酒 「 ひ す ひ ] な ど 、 健 康 に 
配 虚 し た 酒 を 商品 化 

自社 田 で 米 づ くり を 開始 
田 優 きん が 災 入 り 、 発 本 に 野 せら 
れ て 酒造 り を は じ 
祉 氏 の 招 陽 を や ゆ 社 員 評 造 に 転換 
等 田 本 家 の 蔵 開き 祭り 「 お 茂 フ ェ ス 
タ ] を 初 主催 

儲 量 を 生 本 造り に 切り 替え 

T 葉 神崎 を 発酵 の 力 で 元気 に する 
「 に うず き 発 評 の 協 議会 」 の 代表 
世話 人 を 務め る 

小学 校 で 大 純 の 種まき か ら は じ 6 
貴 哨 づく 0 投 業 を 行う ( 継 統 中 
全量 無 農薬 ・ 舞 化学 肥料 米 に 転換 
守田 優 さ ん が 24 代 目 当 主 よ な る 
木製 の 帆 ( ) を 導入 

世界 一 の レス トラ ン と 名 
「noma」 で 「 模 本 の し ずく 」 が 採用 
され る 

蔵 付き 交 を 採取 し 、 自 家 培 糞 し た 
炎 を 使用 

きき 田 本 家 の 敷 地内 に 「 発 長 暮 らし 
研究 所 & カ フェ うふふ ] を オー プン 


る 


2021 年 一 


人 も 自然 と 響き 合い 、 森 が 太 環 し 未 
米 へ と 続く 発酵 場 を 造る べく 、 楽 し く 
発 本 し 続け る 


蔵 は 千葉 県 の 市 町 村 で 最も 人 口 が 
少な い 、 利 根 川 流域 長閑 な 神崎 
町 に 建つ 。 販 売 コ ー ナ ー も 併設 


寺田 本 家 


住所 : 千葉 県 香取 郡 神崎 町 神崎 本 宿 1964 
Tel : 0478-72-2221 


年 間 生産 量 : 約 14 万 40002 (一 井 注 約 8 万 本 ) 
営業 時 間 : 8:00 一 12:00、13:00 一 17:00( 月 一 


金曜 営業 ) 


wwwteradahonke.coJjp 


に 1 


に 


で 郭 SO 


e 全 吐き 


ん 
EK 
も 

ぇ 
る 
体 
験 
の 
積 
み 


五 人 娘 
し ぼっ た まん ま 


「 五 人 娘 」 の 冬季 限定 酒 。 寒 
造り の 時 期 だ け 蔵 内 で 芳香 
を 放つ も ろ み の 華やか な 香 
り と フレ ッシュ な 甘み は い 
まし か 味わえ な い 


価格 : 1760 円 720m2 

原料 米 : 千葉 錦 

輔 米 歩合 :70% 

日 本 酒 度 : 一 1 

藤 度 :3.6 

アル コー ル 度 数 : 17 度 

※ 日 本 酒 度 な ど は 年 で 変動 あり 


5 日 い 酒 し 的 
コ 目 ま 造 いな 
きき 《 全 が 補記 
た だ 5 る つま た を 
き い 乳 て け は 
に か 酸 本 ど 背 
ー ら 5 発 当 ' 早 
っ 酵 本 に そ を と 
て 母 し ぉ れ し 
思 が た も る よ て 
い 湧 後 し り わ 
まき ' ろ る 楽 か 
す 出 水 、 し っ 
し し 入 ん き と 
PR て れ で 和 

き : 自 て 
見 た 4 あ然 ほ 


若 提 本 仕込 

醍醐 の し ずく 

生 本 の ルー ツ で ある 「 菩 提 
本 ] 仕込 み で 醸し た 日 本 酒 
世界 一 と 称 さ れる 
デン マー ク の レス トラ ン 
noma で も 採用 され て いる 


価格 : 1595 円 720m 
原料 米 : コシ ヒカリ な ど 
精米 歩合 :90 一 939%6 

日 本 酒 度 : 一 20 一 一 80 
酸度 :5 一 12 

アル コー ル 度 数 :6 一 17 度 


懐 継 

を い 

後 で 

進 優 実 

に さき 現 

教 ん さき 

ぇ え が た せ 味 っ 
て 解 造 た わ て 
ぃ い 釈 り ぃ いい 安 
まし や ゃ や “の 易 
だ バ に 
か 寺 先 ラ 香 
? 田代 ン り ひ 
本 か ス に 
家 ら の 振 
の 受 中 る 
本 け で ん 


五 人 娘 
純 米酒 
自然 の 恵み と 生命 の エネ ル 


ギー を 生か し た 、 寺 田 本 家 
の 自然 酒 の 先駆 け 。 細 胞 が 
喜ぶ 濃 酵 な 味 と ふく よ か な 
香り が 堪能 で きる 味わい 


価格 : 1457 円 720m2 
原料 米 : 麹 米 美 山 鏡 、 

掛 米 雪 化粧 、 美山 錦 
精米 歩合 : 移 米 70%、 
掛 米 70% 日 本 酒 度 : 十 4 
酸度 :2.7 

アル コー ル 度 数 : 15 度 

※ 日 本 酒 度 な ど は 年 で 変動 あり 


へ キーG 玉 っ 全 つ が や 


つき ら つ ーー トミ N ペ ボーン 40 一 
ーー 還 際 


湯 弄 得 守 正人 っ っ 6 
ーー + 則 


C* 握 6 忌 り IUOP2ke で つも 人 


と が わか る 


エネ ルギー が 土田 の 味 に な る 


空気 中 の 乳酸 菌 を 待つ 酒母 を 囲ん で 。 日 常 の 
様子 を 切り 取っ た 一 枚 か ら も 、 造 り を 楽し む 


の 析 戸 の 


牙 宮 性 自 @ や 選 ユ ー ロ 
1R 和 宮 Ose 玩 

朝 普 ・ 福 特定 舞 己 代 会 e 征 蝶 忠 
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S ぃ o 記 や ^ 擬 室 三 き 人 S | 器 尽 三 和 


環球 や 十 heS 違 公 守 填 弄 の つつ りゃ 
長 ぐ ぐ Q” wwS 租 群 S 更 艇 蝶 
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で 県 か 廷 り つぐ で で SS ら っ 班 で せ 
つる お 慰 全 で " 団 坦 せく HG 守 忘 燃 
長 つ っ 居所 並 定 や ぐ @ 革 志 ・ 居 央 章 
で 剤 職 や 玉 で 抑 ” 悦 民 控 次 @ 信 っ 
次 言 暴 や ] 忘 虹 医 つ きっ 班 っ 多 路 怠 
つい っ? 昌明 宮 SG KNNSS 
半 押 や 甘く い 避 並 下 や ※ 渦 更 り つ 
つ ” 軸 ※※ や せ 突 米 (直正 ※※) や 臣 
斉 つ つ ^ 義 半 名 迷 りや Q 申 角 @ 近 
軌 m や 興和 班 い い っ wm7 


まい 
@ 紅 

ホー さ RS 握 誠志 恨 や Ne 
凡 ン し 雪 つっ 章 こ つき 
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「 提 豆 全 で @S 選 語っ 遇 王 弄 いて 李 普 
記 じ ※ 製 や い ン Q り っ や ^ 所 ※※ 到 GS 
軍 っ 来 じ る ゃ 党 で っ 販 を 生出 志和 Se 
りつ 全 や mW 生 9 8/ 介 飛 攻 求 G 肖 
で っ 下地 皇 生 祥 信 7 飛 光 前 ので 
も 冠 〇 守り 愛 っ が や" っ 6G 呈 導 算 G 
癖 写 宛 じ せ ^ 先 迷 史 壮 民 二宮 で 層 


減ら せる 


会 介 由 折 つ 和 め 玉 っ が 生生 人 v 完 天 つ 
や いつ いり の 介 栄 史記 お 給 お G 営 休 求 
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る 党 問 り 橋 っ りつ " 反 康 り 表 や で 杏 


り 使わ れ な い パ ワ フ ル な タイ プ の 麹菌 を 用 い 


て 力強い 麹 米 を つく る 
酒 洲 で は な く 群 馬 の 飯 米 を 使用 。 精 米 歩合 


90% (玄米 を 白米 に する 程度 ) な ど 、 低 精米 


酒 の 味 の ペ ー ス に な る 麹 。 ほ か の 蔵 で は あま 
の た め 削 る 手間 、 削 り カ ス を 大 幅 


所 や で や か で 当 守 で お ンー きら つら 


せつ 
で 遇 WQH つ 6 Pd 
信和 3 mo 人 8 で が 生 ? 前 人 上 所 つり 2 
ト る er 素 RTra au 遂 (て JA6 北 a 
了 の し 1 遇 さ き 泊 な っ S3 せ のり 翌 軍 で や っ atm 人 削 で っ 
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レ 4 ES ュ 。 了 法 Saee 
EEPSYSNIICSES な 3 四 に 王 に ます まま て wtn ロ 7 らら O 代 康 半 つく で や 
1 ^ ee SC 間 の 
嘱 選 性 計 生生 分 きき こき 橋村 きつ 朗 し ぐも の る ね っ? 所 中 60 
SS 昌 
ー き 衣 せら 吾 人 る つつ で きら ちら 7 旦 つ 
時 当る DO ロン Se べ る 2nko5 tv で SS 算 G 
き S8 計 避 生計 再 丘 め 四 選 か や や つ の つ Q 


っ や や で SS" w で せっ やつ 全 つつ お 7 日 
所 墓 G 呈 窒 郵 り 昌 っ 消 肖 つ 選 S 公 
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士 田 ゆく りつ 慈 時 昔 選 厨 や させ 
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シン ツチ ダ 


精米 歩合 90% の 群馬 県 産 
飯 米 を 、 乳 酸 や 添加 物 を 使 
用 せ ず 、 し か も 蔵 付き 酵母 
と いう 江戸 時 代 の 製法 で 仕 
麹 室 の 温度 や も ろ み の 分 析 値 デー タ な ど 、 数 込ん だ 、 土 田 の 真骨頂 
値 や グラ フ を 遠隔 で も 確認 で きる シス テム 。 価格 : 1900 円 - 720m2 

菌 に ゆだね る 江戸 と 、 菌 を 生か す 令 和 の 違い 種類 : 生 本 純 米 

原料 米 : 群馬 県 産 販 米 
精米 歩合 :90%6 

日 本 酒 度 : 一 8 

酸度 :2.9 

アル コー ル 度 : 16 度 


だ Y 毎日 、 正 確 な 分 析 値 を 出す た め に 最新 機器 を 


錠 導入 し 、 目 標 に 向かう プロ セス を デジ タル 化 。 


デー タ は あく まで 菌 と 対話 する た め の ツ ー ル 
で あり 、 判 断 す る の は 人 。 五感 を 駆使 し た 人 
の 造り を 、 デ ー タ が 裏打ち する と いう 関係 


代 値 な いら も で 的 造る し 現 ら 野 母 
こす が っ わ ゎ 日 理 な は 酒 な 代 自 に ) 生 が 
受 る 5 た な 本 想 デ 質 い の 伏 富 だ 物 
け 日 10 意 い 酒 の 1 放 に 効 の を し を 
継 本 年 味 と 業 美 タ 度 な 菌 率 韻 も て 発 
ぎ 酒 後 で 産 界 味 を や ら の 化 を 呼 た は 揮 
た を も 業 が し 思 EE 活 アァ な ご の 相 ん ら に ・ 珍 す 
い 造 20 "は お いい な 用 ミ い ぃ 機 た 手 で し し る 
と 5 年 日 発 $ 酒 ま ま 造 す ノ こ 嫌 め に 大 て 《 よ 
考 ` 後 々 展 し を せま り る 酸 と に の すす 切 < も 
え を そ アレ し ろ 造 ん 用 と 造 ト ` も よ も を ぁ る に れ ア に 
て の 未 ツ まい り “いも り 5) いい る ア あ っ オ 注 し ぁ る ル な 
い 技 来 プ せ 上 ` 自 る い は と る こ ル る て り 造 て 音 コ っ 
ま 法 だ に ア ん 軒 著 直 こ まま ^* わ と コ 目 1 ち 5 いな 1 た 
す を 残 | "っ いな と る 捧 か 江 で | 土 標 が に ま ゐ ル と 
すす ド る で 和平 が "に ら 5 戸 "ん ル 田 と 通す で を い 
世に し うぅ う ゃ も に 伝 頼 な 時 毎度 酒 す 用 ホーム ト ^ 出 う 


を 補 轄 員 叶 ve 症 幸 品 束 や ポン 付 


村田 肌 提 G | 上 上 唄 度 球 」 ee Me 


ら 反 届 登ら"" | 忌 @ 長 
9 二 抽 40040 二 下 痢 第 者 県 合っ ピ 1 了 R@ 訟 凍る する 
瞳 で め 早 で や NG 坦 中 つ 選 家 @ 了 財 お も つね ? wwG 球 ” 振 競 揚 ( 呈 ) SM 
る 琴 量 出 つね つら 愉 肝 りら 皇 4mO い 
| SS 欄 和 CR" 部下 提 っ 時 3。 = ューcm 還 ue ce て 
へ PS19) Po トド で らき Sp 塞 生 代 ぐ P7 Se 
NII し 下 や = 了 6 
| RT 」 人 潤 補間 佑 っ m NG 箇 玉 人 半 軍 肥 つっ | 夫 つ い 
舞 G 李 各 机 ご 補 軸 二 革 て 笛 品 晶 層 先 来 ro 
守 由 G 提 交 紀 と 六 中 ま まま りさ 名 穫 め 還 下 vn つ 来る 6 つね 
還 昌 0 本 牙 りり 避 め や っ お ね らい 誠 沿 めで り 坦 
午 田 「 四 章 で 全 つ だっ] つ 囲 皿 生 倒 ] | 月 」 っ 環 和 や 22 ぴろ SQ けつ 人 KO 
朗 幅 や 人 る や PS 信 半 " 足 1 きら SW つね" 再 尽 3 芋 欠 半 覆 けつ 人 
| 
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や 完全 で お 9 や om 四 坦 る つ 
や る べく SQ つか く て 会 環 ざ ピロ ゥ ン S や “ 
つり 全 ン 所 衛 避 つぶ ポ つ る? 

午 田 因 刻 得 崇 営め く お や や 侍 ン 7 
ンー で S 擬 や 型 紀 つ いっ" 将 又 
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培 租 倒 台 GS で 人 る つつ お? 弧 咽 せ 
坦 和 全容 で の つ 「 パ 愉 和 を ン 密 -S で お] 
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を で 吐 ご @ 考 握 全 党 谷 っ 公立 」 
っ JO つら お 9 で 和 定 っ お つが リ 
S 由 悪さ で 款 扱っ っ の や S 史 班 つ 失 
わい 攻 穴 出 や * ゆ の いひ ロ 8 で つね 9 
国 路 起 上 S 還 型 選 44SG ふ ベー ロ 


舞 全 で Q 公 で 全 人 S で 全 ね ら りつ ロ 
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っ 軍 肖 つら つ 明 で pspxoeese 財 生 や か 
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056 


Tsuchida History 


1907 年 群馬 県 沼田 市 に 

1992 年 利根 郡川 場 村 へ 
1 

2003 年 上 田 祐 士 氏 (6 代 当主 ) 入社 

2004 年 土田 氏 、 広 島 の 酒鬼 合 研 

ヵ月 間 


2006 年 星野 元 希 氏 入 社 
2007 年 土 上 田 氏 、 柱 氏 就 任 
2008 年 土田 氏 、 代 表 取 を 
2009 年 土田 プラ ンド 発売 
2010 年 「 つ ぼ み ] ( 胸 100% の 酒 ) 製造 
2012 年 星野 氏 、 柱 氏 就任 


役 穫 任 


2013 年 は じ め て の 山 廃 造 り に 挑戦 
2015 年 〇 全国 新酒 鑑 評 会 で 純 米 に て 
彰 賞 を 取る こと を 宣言 。 結 果 、 入 党 


(2016) 
上 田 氏 、 星 野 氏 二 人 で 坊主 に 
0 新政 酒造 を 訪問 
は じ め て の 本 母 無 庵 加 造 り に 
失敗 
2016 年 星野 氏 、 新 政 酒 造 へ 修業 に 入る 
初心 者 で も 仙 
山 廃 仕込み 「 土 田 ] が で きる 
革 提 本 に 挑戦 し て 、 杉 訂 無 活 加 
の 酒 を 完成 させ る 


る 航 みや すい 


2017 年 ( 還 米 ・ 山 廃 f 
信 国 新酒 鑑 評 会 に て 金 質 受 泊 
2018 年 は じ め て の 生 了 例 造り 、 は じ め て 
の 精米 90% に 挑戦 
乳酸 菌 に よる 大 失敗 連続 で 「 イ 
シャ ル F」 が 誕生 
2019 年 全量 生 馬 化 へ 転換 


2020 年 中 本 酒 、 酒 米 、 米 の 品 租 に よる 
研究 醸造 を 販売 


2021 年 一 
攻 年 後に は 企業 自然 松寺 米 へ 
民 換 
造り で 出 た 酒 相 を 利用 し た 、 
箇 型 の シス テム 構築 を 目指 す 


言 る た め に 


日 々 研究 


1907 年 の 創業 か ら 連 國 光 と いう 地 
酒 で 親しま れ て きた 老舗 蔵 。 蔵 見 
学 、 併 設 の 店 舗 で 酒 の 購入 も 可 


土田 酒造 


住所 : 群馬 県 利根 郡川 場 村川 場 湯原 2691 

Tel: 0278-52-3511 

年 間 生産 量 : 約 10 万 80002 (一 旭 瓶 約 6 万 本 ) 
www.homare.biz 
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オー プン な Twitter 上 で の 
社長 と 杜氏 の や り と り 。 今 
後 の 咳 き に も 期待 ! 
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RESS 送 軸 基 上 


稲 と アガ べ 

秋田 は 石山 農産 の 自然 栽培 
ササ ニシ キ を 精米 歩合 9096 
で 使用 、 生 本 造り 。 土 田 酒 
造 に よる 委託 醸造 で 、01 は 
酵母 無 添加 、02 は 6 号 酵母 
使用 (と も に 完売 

価格 : 3300 円 720m2 
原料 米 : 秋田 県 産 ササ ニシ キ 
精米 歩合 :90% 

日 本 酒 度 : 一 6.6 

酸度 :1.5 

アル コー ル 度 数 : 14 度 


文 = 山 本 章子 写真 = 落 川 一 真 (PS9 一 61 人物) rexc Akiko Yamoro photo: Kazuma Takigawa 
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1988 年 福岡 県 出身 。 神 月 
大 学 経営 学部 卒業 後 、 秋 田 
の 新政 酒造 (P40) に て 4 年 
半 勤 務 し 米 麹 を 造り 続け た 
後 、 大 湯村 の 石山 農産 で 自 
然 坊 培 を 学ぶ 。「 稲 と アガ 
べ 」 の 名 で 新規 清酒 製造 免 


・ 許 を 取得 し 、 秋 田 に 酒蔵 を 


立ち 上 げ る プロ ジェ クト を ー 
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捨て な い 酒 造り 


きき 
同 大 坊 た 
目 多 2 い 、 不 芝 く 。 
、、 低 精 白米 上 
草 石山 自然 栽培 の 米 づ 
で 栽培 
飲 ィ で 」 と 、 低 精白 の 自然 
め 
ま 
す 
! 
トト 


期間 限定 の 醸造 責任 者 ^7 ク モリ ーTHE 大 


搾り の 工程 の な い どぶ 


や や ろく は も ろ み の 状態 で 
と 美味 し く な る よう 設計 。 
苦味 の 出 な い ぎり ぎり 
の アル コー ル 度 数 (12 
2021 年 の 春 ま で は 浅草 の どぶ ろ 度 ) で 酸 を 楽し む 
〈 醸造 所 「 木 花 之 醸 千 価格 :2178 円 500m2 
根 造 所 「 木 花 之 肖 折半 2279 野生 の 造り を 目指 す 


長 と し て 実働 。 そ の 後 は 、 解 トキ) 
定 の 輸出 向け 日 本 酒 の 人 


5 6 アル コー ル 度 数 : 12 度 レー スム 添 カ 
NN 完全 無 添 加 


トド の 味わい を 大 切 に 


木 花 之 哨 造 所 
住所 : 東京 都 台東 区 則 形 2-5-5 小宮 ビル B1F 


アガ べ ベ 」 は 、 磨 か な い 自 


M 伏 の 歯 の み 
Tel : 03-5811-1905 
https://konohanano-brewery.com/TOP 
と 時 生 本 、 低 精白 の 自然 才 培 米 は 、 日 本 酒 が 世界 に 打っ て 出る た め に 必 
上 ⑥ ぐ 秋田 と 日 本 酒 へ の 感謝 要 な コン セプト 。 そ の 酒 で 秋田 を 世界 的 に 知ら れる 日 本 酒 の 聖地 に 
第 住 
す 修 経営 者 と 杜氏 の 顔 を も つ 岡 住 さん 。 造り の 先 に 、「 旨 い 酒 の 追求 が 
に 〇 か か わる 人 すべ て を 幸せ (に 半 大 や 必用 を 生み 続け る 凶作 頂 に つなが る 」 こと を 見 据え る 
逢 が 
り の Ng リナ > へ 事 半 ーー 魅力 的 な 酒造 りや プラン を 発信 し 、 一 緒 に や り た いと 手 を 挙げ る 人 
〇 雇用 の た め の 事 業 拡大 を 増やす 。 そ の 全員 を 雇用 する た め に 事業 を 拡大 し 続け た い 
人 雇 秋 た ト を る 一 し 今 性 ココ えい に た 
か 用 田 秋 孝 計 た 6 を 0 大 る つ お ぉ 剛 
ら を は 田 ちえ 画 と 同 控 学 よ し ゃ 住 
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下 宅 準 で 術 れ 政 蔵 る 酒 だ 家 緩 ぼり で 験 う ご と 肖 り 
い て い い い の て の を た 業 わ と 和 や まき し と 放 で の が 
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061 稲 と ア が < wwwinetoagave.com 


白洲 信哉 さん が 行く ! 


祭 0 と 美味 で めぐ る 桑名 旅 


伊勢 神宮 参 語 の 去 関 中 で あ り 、 東 西 の 物流 の 拠点 と し て 、 ま た 東海 道 の 宿場 町 と し 
重 県 務 名 市 。 多 度 大 社 の 上 げ 馬 神事 、 春 日 神社 の 石 取 祭 な ど 伝 統 の 祭り 
味わえ る この 地 を 、 文 筆 家 の 白洲 信哉 さん が 訪ね まし た 


藤 貞 保 
laho Naito 


女 = 白 洲 信哉 (本 文 )、 増 本 幸恵 
text: Shinya Shirasu. Yukic Masumoto phoro: S 


加賀 瑞 
1944 年 、 3 京都 生ま れ 。 文筆 家 。 日 本 文化 の 
師事 し ま 名 萬 古 普及 に 勢 め 、 書 籍 編集 ほか 、 文 化 イ ペン ト を 
プロ デュ ー ス 。 父方 の 祖父 母 は 白洲 次 郎 ・ 正 
子 。 母 方 の 祖父 は 文芸 評論 家 の 小林 秀雄 


彼方 に 鈴鹿 山脈 を 見 渡す 高台 の 
穴場 に て 、 生 名 萬 古 焼 の 恋 承 者 ・ 
3 代目 加賀 瑞 出 さん と 、 日 本 扉 
化 の 継承 者 ・ 白 洲 さ ん 。「 酒 は . 
その 土地 の 焼物 で 飲め ば 格別 で 講 
文化 が つなが る 」 と 白洲 さん 


伊勢 太 神楽 


神宮 の 代理 参拝 人 で ある 神楽 師 た ち が 、 
閣 子 舞 を し な が ら 伊 勢 大 神楽 講社 の 神 
札 を 配布 し て 回 る 、 そ の 芸能 の 総称 。 
日 頃 各 地 を 旅 し て いる 5 つの 家 元 が 12 
月 24 日 に 増田 神社 に 集結 。 伝 承 さ れ 
て いる 8 舞 8 曲 の 16 演 目 すべ て を 奉納 


Fr 層 テ ニー トド で 守 W 汗 古 


\ い ご に 3 
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騨 rr いら er 


多 度 祭 ( 上 げ 馬 神事 ) 

多 度 大 社 御 例祭 の 神 岩 行 事 の ひと つ 。 
神 占 いで 選ば れ た 少年 騎手 6 人 が 、 武 
者 弓 で 約 2m の 絶壁 を 駆け 上 が る 。 最 
初 の 方 の 馬 が 上 が れ ば 早稲 、 後 半 が 多 
けれ ば 晩 稲 の 苗 が よい な ど 、 古 く よ り 
農耕 の 時 期 や 豊 凶 が 占 わ れ て きた 


桑名 石 取 祭 


江戸 時 代 初期 より 続く 祭り 。 ユ ネス コ 無 形 文化 道産 、 国 指 
定 重要 無形 民俗 文化 財 。 午 前 0 時 の 「 叩 き 出し 」 に は じ ま 
り 翌 日 の 深夜 まで 丸 2 日 間 行 われ 、 豪 華 絢 煽 に 装飾 し た 祭 
車 43 台 が 錠 や 太鼓 を 打ち 鳴ら し な が ら 市 中 を 練り 歩く 


2021 年 度 桑名 の 祭り カレ ンダ ー 


5 月 2 一 3 日 5 月 4 一 5 日 7 月 31 日 ・8 月 1 日 
金魚 まつ り 多 度 祭 ( 上 げ 馬 神事 ) 桑名 石 取 振 

鎮 国 守 国 神社 多 度 大 社 春日 神社 周辺 

三重 県 葵 名 市 吉 之 丸 9 三重 県 桑名 市 多 度 町 多 度 1681 三重 県 名 市 本 町 46 
Tel: 0594-22-2238 和 ma : 0594-48-2037 更 0594-22-1913 


4 月 1 一 2 日 11 月 23 日 12 月 24 日 

茎 名 要 天 大 祭 七福神 まつ り 伊勢 太 神楽 

大 福田 寺 十 念 寺 増田 神社 

三重 県 東名 市 東方 1426 三重 県 芸名 市 伝馬 町 53 三重 県 革 名 市 太夫 155 

Tel : 0594-22-0199 Tel : 0594-23-3388 Tel : 0594-23-2498 
※2020 年 は 中 止 
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疾 。m い の 直人 癌 さ 
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池上 い 土 溢 基 8 洪 書 > 
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鞭 
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江戸 時 代 の 焼き ハマ グリ に 思い を 馳せ て 


ハマ グリ 料理 の 老舗 「 丁 子 屋 」 で は 、「 東 海道 五 十 三次 之 内 又 名 之 図 ] に 描か れ た 焼き 
ハマ グリ を いま に 伝え る 。 松 ぼっ くり を 半 い て ハマ グリ の 目 番 ( め つ が い ) の ほう か ら 焼 
く と 、 上 貝柱 が 残ら ず 味 も よい と され る 当時 の 記録 まで 再現 


『 わ 一 
《 緒 
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に 僕 
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を だ み 
敷 さ じ 
《 っ み 
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と じ 
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松 人 る 
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に つい 


CYS 


テー NN で 表 


一 筆 で 富士 表し た 左 の 茶碗 は 
炎 と 灰 任せ 。 右 は 、300 年 前 の 
中 国 の 山水 画 を つけ た 盛 開 手 
住所 : 三重 県 到 名 市 中 央 町 2-46 
Tel : 0594-22-1849 


中 


を 
思 
い 
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ぇ rr ご 


届 激 けさ 如 回 や 
\ ふ w 


双 名 高 古 を 次 世代 に 受け 継ぐ 
加賀 瑞 山 の 窯 場 に て 


高校 を 卒業 し て 祖父 に 陶芸 を 学び 、 茶 道 、 日 
本 画 、 書 道 に も 造語 が 深い 3 代目 加賀 瑞 山 さ 
ん 。 成形 、 窯 焼き 、 絵 付け な どす べ て の 工程 
を 自身 で 手掛け る 。 傾 斜 地 を 掘り つく っ た 穴 
寮 は 、 登 り 窯 と 違っ て 単 室 ゆ え の 一 発 勝負 で 、 
秋 を 操る 難し さと お も し ろ さ が ある と いう 
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代表 
後藤 悦夫 さん 


小 規模 な ら で は の 自由 さ が あ る 酒蔵 

後藤 酒場 

量 より も 質 、 お 客 の 好み 、 地 節 ご と の 味わい を 大 事 に 、 家 族 で 洒 
造り を 行う 。 代 表 銘柄 青雲 」 の 純 米 大 吟醸 (中央 ) は 、 パ リ の 


ソム リエ コン クー ル で トッ プ 5 に 選出 。 左 は 後藤 さん 好み の 山 廃 
純 米 、 右 は 地元 の 酒 米 ・ 神 の 穂 を 用 いた 純 米 吟醸 「 終 (は や て )]」 


住所 : 三重 県 名 市 大 字 赤 尾 1019 
Tel : 0594-31-3878 
営業 時 間 : 9.00 一 17:00 定休 日 : 土 ・ 日 曜 、 祝 日 


木材 商 の 本 家 を 用 いた 一 棟 貸 し の 宿 
MARUYO HOTEL 


か つて 船 馬 町 で 材木 商 を 営ん で いた 「 丸 与 木材 」 の 、 築 70 年 の 古 
民家 を リノ ベー ト 。 土 壁 を 残し た ダイ ニン グ 、 ジ ョ サイ ア ・ コ ン 
ドル を オマ ー ジ ュ し た 洋室 、 現 代 ア ー ト と アン ティ ー ク な ど 、 古 
今 東西 が 心地 よく 交わ る 。 う つ わ は 内 田 鋼 一 さん の 作 

住所 : 三重 県 到 名 市 船 馬 町 23 


Tel : 090-2773-0004 
料金 : 1 泊 1 棟 6 万 6000 円 一 ( 税 ・ サ 別 ) 


っ 下 


代表 
細川 富 生 さん 


出来 た て の クラ フト ビー ル に 舌鼓 を 打つ 
細川 酒 遺 

多 度 山 の ふ も と に 位置 し 、 仕 込み 水 は 敷地 内 の 井戸 か ら 
くみ 上 げ る 養老 名 水 。 三 重 県 産 の 酒 米 を 使う [地酒 上 


げ 馬 」、 有 機 無 農薬 麦芽 と ホッ プ を 用 いる 「 三 重 路 ・ 上 
馬 ビ ー ル ] が 美味 。 ビ ピー ル は ドイ ツ ス タイ ル の 3 種類 


住所 : 三重 県 到 名 市 多 度 町 古野 1474 
Tel : 0594-48-4390 
営業 時 間 : 8:30 一 17:30 定休 日 : 土 ・ 日 曜 、 祝 日 


酒 
が 
あ 
れ 
ば 
食 
あ 
り 


桑名 名 物 、 焼 き ハ マグ リ を 堪能 する 


桑名 丁子 屋 


1843 年 創業 、7 代目 の 大 村 健 司 さ ん が 暖 矢 を 守る 。 節 
名 の ハマ グリ は 全国 で も 珍し く な っ た 日 本 古来 の 種 。 丁 
子 屋 で は 古風 に 習い 、 調 理 場 で 焼く 際 に も 松ぼっくり を 
敷い て 、 香 り を つけ て いる 


住所 : 三重 県 公 名 市 寿 町 3-56-1 Tel: 0594-22-6868 
営業 時 間 : 11:00 一 14:00 (L.O.13:30) 、 
17:00 一 21:00 (LO.20:30) 定休 日: 水 ・ 木 曜 


か つて 神体 山 と 仰 が れ た 多 度 山 の ふ も と に 鎮座 
多 度 大 社 


鳥居 を くぐり 、 白 い 神 馬 に 迎え られ て 本 暴 に 向かう と 、 あ た り は 静 議 な 空気 に 満た され 
て いる 。 創建 は 5 世紀 後半 と 伝わり 、 伊 勢 神宮 と の 関係 が 深く 、「 お 伊勢 参 ら ば 
か け よ 、 お 多 度 か け ね ば 片 参り ] と 謡 わ れる ほど 。 多 度 祭 の 上 げ 馬 神事 の 舞台 で も ある 


住所 : 三重 県 本 名 市 多 度 町 多 度 1681 
Tel : 0594-48-2037 
参拝 自由 


酒 処 : 栃 木 の 美酒 を 


界 鬼怒 川 


で 味わい 尽く す 。 


関東 甲信 越 随 一 の 酒 処 ・ 栃木 。 栃 木 県 内 の 「 星 野 り ゾー ト 界 」 3 施設 で は 、 多 
移 な を 料理 と 名 湯 、 満 府 で きる マイ クロ ツー リズ ム を 提案 し て いる 


文 = 藤谷 良介 写真 = 山北 茜 rexc RyosukeFujicani phoo:Akane Yamakita 


特別 会 席 の メイ ン 料 理 、 
山海 能 神 鍋 は 、800 で 
の 焼き 石 で 熱し 、 鬼 怒 
川 の 龍王 峡 に 残る 龍神 
伝説 を 表現 。 ま さ に 目 
と 舌 で 味わえ る 逸品 
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「 界 鬼 到 川 」 で 味わえ る 酒蔵 地酒 を 堪能 する だ た め の 
天 論 進 自 相 酒造 席 屋 本 店 

波 和 酒造 島崎 酒造 人 沼 多 本 至極 の べ ア リン グ コ ー ス 

栓 電 洒 人 井上 清吉 商店 西寺 

2% ア リ 

酒 劇 場 だ 。 


5 ぅ 一 6 種類 の 栃木 の 地酒 が 料理 と 供 き れる 
ング コー ス は 、 界 鬼怒 川 で し か 味わえ な 


伊勢 海老 と 牛 ロ ー ス の 位 神 鍋 会 席 と ペア リン グ コ ー ス 


マ N ン INk 
牛 ロ ー ス と らっきょ う の タ ル タ ル (と ち お と め ピ ュー レ ) 南京 の すり 流し 大 根 も ちの 揚げ 出し 八 寸 、 酢 の 物 
し 2 ※ x 
「 と ちあ か ね イチ ゴ 酵 母 仕込 み 」 「 澤 姫 大 吟醸 真 ・ 地 酒 宣言 」 「 松 の 寿 純 米 吟 醸 」 


八 寸 と 酢の物 は 、「 松 の 寿 」 の 純 米 吟醸 と 。 多彩 
の らっきょ う の た まり 漬け や くる み 味 噌 な ど を 刻 わ な 八 寸 の 中 で も フォ アグ ラ 和 干し 柿 や 鴨 煙 製 と りん 
み 、 栃 木 県 名 産 の 「 と ち お と め ] ビ ピューレ を か け ィ な 大 吟醸 の ふく よ か な 甘み ご 串 な ど に 忍ばせ た 果実 味 が 、 メ ロン の よう に 華 
た 斬新 な 先 付 。 骨 や か な 「 と ちあ か ね 」 の 笑 少 な が 南京 の 甘 さ を 際立た せ 、 合 わせ る こと で 栃木 の や か な 吟醸 香 で 引き 立て られ る 。 ク リア な 酒 質 は 
イチ ゴ 酵 母 が 醸す 爽やか な 酸味 と この 上 な く 合 う 大 地 そ の も の を 味わっ て いる よう な 体験 に 土佐 酢和え と の 相性 も 抜群 


ロー スト ピー フ 状 に 仕立 て た 邊 ロー ス と 日 光 名 物 


お 造り 鶏 と 根菜 の フォ アグ ラ 東 寺 揚 げ 山海 龍神 鋼 


X 3 メ 

ば 33 うろ ょ 
「 姿 特別 純 米酒 斬れ す が た 」 「 天 鷹 有機 純 米酒 」 「 部 赴 枯 山 廃 仕込 み 純 米酒 」 
借 業 200 年 以上 の 老舗 蔵元 ・ 飯 沼 銘 醸 の 代表 銘柄 根 菜 を 細か く 刻 み 、 鶏 内 、 フ ォ ア グラ と 殴 沢 に 合 メイ ン は 、 伊 勢 海老 や 牛 ロー ス 、 巻 き 湯 波 や か ん 
は 、 お 造り と と も に 。 噛む ほど に 口中 に 広がる マ わせ 、 湯 葉 を 衣 に し た 京 料理 の 「 東 寺 揚 げ ] に 仕 びょう 、 新 鮮 な 野菜 な ど が 楽し め る 「 山 海龍 神 鍋 ]。 
グロ の 深い 旨み 、 肉 厚 な ホタテ の 甘み 、 そ し て マ 立て た 料理 。 薄 衣 の 軽快 な 食 感 の 後に あふ れる フ 3 年 熟成 味噌 と 唐 が らし 味噌 を 合わ せ た コ ク は 
ス の 濃厚 な 脂 を 、「 斬 れ す が た 」 の すっ きり と し ォ ア グラ の 濃 本 な 味わい は 、「 天 應 有機 純 米酒 」 「 束 露 枯 ] の 個性 豊か な 熟成 香 と マッ チ 。 こ の 後 、 
た 議 口 が 心地 よく 流し て くれ る の 穏やか で 優し い 熟 味 で 至福 の 余韻 に ざり の 土鍋 ご 飯 と 斬新 な 甘み が 続く 


た 出し 合 ら 1 技 味 る 賞 は 気 見 り 栃 訪 だ の り 幅 を 後 上 気 再 美 
区 合 た う 選 度 ト 術 界 わる 率 * 人 す 当 木 半 *ー ツ 栃 す いい 品 立 ま 発 酒 
きい * べ も ` も で え の が 吉 風 る て 県 見 ぶ 栃 | 木 る た 洞 な つる 
に は を ア す 議 を ン は る 魅 関 く 土 ャ 内 一 う 木 ト 県 | だ 交 甘 鍋 で 昌 て 
満 い の り で 論 し タ ` 多 力 東 ょ で ィ 地 26 と の の | ( 交 み か 天 す と 
ち 地 一 レ り を て | 栃 様 は 甲 5 良 ク 元 蔵 い 選 地 界 小 "と 成 と ら に る も 
て 元 つ グ 重 酒 の 木 な ` 信 知 質 清 鬼 ロ の の うぅ , 酒 一 規 の 旨 牛 昇 至 に 
い 民 ひ コ 特 ね 蔵 日 県 個 あ 越 ら な 流 怒 ツ 新 地 意 こめ の 模 3 みのる 福 栃 
る で と 1 別 て と 本 酒 性 6 内 れ 米 1 た 酒 味 臣 っ 3 温 に ロ 重 の 木 
"も つ ス 会 ` 密 酒造 だ ゆで ざ が リ な を “* 栃 け 施 泉 舌 | 神 
知 の を 席 そ 接 の 組 "る 区 る 獲 ズ 魅 3 - 木 旅 設 旅 地 え の 旅 の 
ら 美 つの の に エ 合 タ 抜 酒 れ ム 力 施 ヵ の で 館 を を よ ょ へ 魅 
な 味 〈 料 美 連 キ を と イ け 処 る の を 設 。 方 が 開 _ 打 ひ う カ 
か し り 理 酒 携 ス 産 プ て と 栃 提 再 に さ 催 星 : つ と に を 
っ うい 出 に し 2 業 が めい し 本 条 発 割 信 中 野 た 日 得 


温泉 や 地元 作家 の 陶器 市 も 満喫 
プラ イベ ー ト な 客室 で 飲み 比べ も 楽し い 


1) 「 リ モー ト 益 子 賠 器 市 ] で は 、 益 子 町 の 22 作家 の 個性 豊か な 作品 に 堆 れ られ る 。 気に入っ た も の は 宿 
泊 者 限定 の ウェ ブサ イト で 購入 可 。2) 約 300 枚 の 豆 皿 を 常設 展示 。3) 3 一 5 種 自 由 に 選べ る 飲み 比べ セ 
ッ ト は 3 密 を 回 避 し た 空間 で じっくり 味わえ る 。4) 上 質 な 和 の 寛ぎ に 満ち た 客室 。 夫 天風 呂 付 き は 20 宣 


9 く と 市 思 た 知 気 な る 取 や み 民 羽 五 施 
み つ コ 連 一 いつ さき 見 分 が 時 材 比 感 土 
も ます た わ す 全 わ 
! 開 つ - コ 楽 酒 6 
時 時 リー ト 界 い 生 作 催 な 陶 ロ え し 上 蔵 き 堪 
住所 栃木 日光 市 中 川 温泉 滝 308 Tel:0570-0 か ト 品 "で 器 ビ て め め プ る 能力 
73-011 ( 界 予約 セン ター 10:00 一 18:00) 客室 数 :48 カ ト る 普 市 1 の す と 
室 料金 :2 名 1 室 利用 時 、1 泊 2 食 付 2 万 4000 円 ( 税 だ | 展 子 リー で れ 味 り イ 見 も る 上 
別 ・ サ 込 ) カー ド :AMEX、Diners、JCB、MASTER、 ろ ヶ 焼 モ に は る わ を べ な 和 案 う 嘉 質 
UC、VISA ほ か IN:15:00 OUT:12:00 と す の 1 携 ^ い 満 | が 内 れ 区 
夕食 日 本 料理 (食事 処 ) 朝食 : 日 本 料理 (食事 処 ) か ーー る 作 ト わ に 喫 ト ら 文 し びな 
アク セス : 車 日 光 宇 都 宮 道 路 今 市 IC じ か ら 約 30 分 で だ 家 益 る 止 奥 し 空 門 や い 寛 
電車 東武 鉄道 鬼 息 川 温泉 駅 か ら タ クシ ー で 約 5 分 詐 け や 子 人 に 行 て 間 を 酒 “ ぎ 
施設 : 大 浴場 、 食 事 処 、 ト ラベ ル ラ イブ ラリ ー、 シ ョ 家 で 職 陶 々 な きい に 傾 蔵 酒 を 
ッ プ https:/kairyokan.jp/kinugawa 本 な 人 器 の っ と る いけ を 蔵 
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| 栃木 め っ け 旅 ] は 以下 2 施設 で も 同時 開催 。 め ぐる 楽し み も ! 


「 界 川治 」 で 味わえ る 酒蔵 
片山 酒造 

菊 の 里 酒蔵 
富川 酒造 店 


辻 善 兵衛 商店 
第 一 酒造 若 駒 酒造 


外池 酒造 店 


里山 な ら で は の 猪肉 と 軟らか な 肉質 の 牛肉 を コク 深い 味噌 仕立 て で 
供 され る 「 特 別 会 席 和牛 と 猪 の 味噌 負 会 席 ] は 秋冬 だ け の 美味 


右 ) 温泉 で は 清流 の せせらぎ の 音色 を 聞き な が ら 、 殖 沢 な ひと と き 
が 堪能 で きる 。 左 ) 四季 折々 で 表情 を 変え る 里山 や 渓流 が 望め る 大 
き な 窓 が 開放 的 な 客室 は 、 森 林 浴 の よう な 癒し が 漂う 


星野 リゾ ー ト 界 川治 

住所 : 栃木 県 日 光 市 川治 温泉 川治 22 

Tel: 0570-073-011 ( 界 予約 セン ター 10:00 一 18:00) 客室 数 : 54 室 
料金 : 2 名 1 室 利用 時 、1 泊 2 食 付 2 万 円 (税別 ・ サ 込 ) 

カー ド : AMEX、Diners、JCB、MASTER、UC、VISA ほ か 

夕食 日 本 料理 (食事 処 ) 朝食 : 日 本 料理 (食事 処 ) 

アク セス : 車 日光 宇都 宮 道 路 今 市 IC か ら 約 30 分 電車 野 岩 鉄道 
川治 湯元 駅 か ら 徒 歩 約 13 分 施設 : 大 浴場 、 食 事 処 、 ト ラベ ル ラ イ 
プラ リー、 シ ョ ッ プ https:/kai-ryokan.jp/kawaji 


「 界 日 光 」 で 味わえ る 酒蔵 

渡邊 佐 平 商店 宇都 宮 酒造 北 関 酒造 
小島 酒造 店 惣 細 酒 造 小林 酒造 
せん きん 相良 酒造 杉田 酒造 


トマ 72】 
IFEi 


秋冬 の 「 ウ ニ と 和牛 の 東 照 湯 波 会 席 ] は 、 ウ 
まり 、 メ イン は 和牛 と 湯 波 の ミル フィ ー ユ し ゃ 


湯 波 の 先 付 に は じ 
し ゃ ぶ が 楽し め る 


) 温泉 は 、 開 放 的 な 内 風呂 と 野趣 あふ れる 岩 づ くり の 直 天 風呂 
重厚 な 木組み で で きた 檜 づ くり の 貸切 風呂 の 3 種 。 左 ) 全 室 60m 
以上 の 賛 沢 な つく り の 部 屋 か ら は 中 禅 寺 湖 と 男 体 山 の 美 景 が 望め る 


星野 リゾ ー ト 界 日 光 

住所 : 栃木 県 日 光 市 中 宮 詞 2482-1 

Tel : 0570-073-011 ( 界 予約 セン ター10:00 一 18:00) 寄 室 数 :33 室 
料金 :2 名 1 室 利用 時 、1 泊 2 食 付 2 万 2000 円 (税別 ・ サ 込 ) 

夕食 日 本 料理 (食事 処 ) 朝食 : 日 本 料理 (食事 処 ) カー ド :AMEX、 
Diners、JCB、MASTER、UC、VISA ほ か アク セス : 車 日 光 宇 都 
宮 道路 清滝 |IC か ら 約 30 分 電車 < 東武 鉄道 日 光 駅 か ら 東武 パス で 約 
40 分 、 中 禅 寺 温 泉 停留 所 か ら 徒 歩 約 10 分 施設 : 大 浴場 、 食 事 処 、 
トラ ベル ライ プラ リー、 シ ョ ッ プ https:/kai-ryokan.jp/nikko 


全国 各地 の 「 星 野 リ ゾー ト 界 」 で “美酒 の 旅 "に 出る 


客室 で テイ ステ ィング が で きる 「 旅 館 で ワイ ナリ ー 人 巡り] 
星野 リゾ ー ト 界 松本 
住所 : 長野 上 松本 市 浅間 温泉 1-31-1 Tel:0570-0 


73-011 ( 界 予約 セン ター 10:00 一 18:00) 料金 :2 
名 1 室 利用 時 、1 泊 2 食 付 2 万 2000 円 (税別 ・ サ 込 ) 
: 日 本 料理 (食事 処 ) 朝食 : 日 本 料理 (食事 処 ) 
、 ト ラベ ル ラ イブ ラリ ー、 シ ョ 

ッ プ https:/kai-ryokan.jp/matsumoto 


日 本 有数 の ワイ ン 産 地 ・ 松 本 の 地 ワ イン を 、 案 内 動画 と と も に セル 
フ テ イ ステ ィング や オリ ジ ナ ル ワ イ ン ガ イド の 60 種 類 が 味わえ る 


島根 県 すべ て の 酒 が 揃う 「 地 酒 の ん じ ょ ー か ね 滞在 ] 

星野 リゾ ー ト 界 出雲 

住所 : 島根 県 松江 市 玉 湯 町 玉造 1237 Tel:0570- 
073-011 ( 界 予約 セン ター 10:00 一 18:00) 料金 :2 
名 1 室 利用 時 、1 治 2 食 付 2 万 2000 円 (税別 ・ サ 込 ) 
夕食 日 本 料理 (食事 処 ) 朝食 : 日 本 料理 (食事 処 ) 
施設 : 大 浴場 、 食 事 穫 、 ト ラベ ル ラ イブ ラリ ー、 シ ョ 
ッ プ https:/kai-ryokanjp/izumo 


島根 県 の 36 種 の 地酒 案内 を 読み 、 客 室 や 日 本 酒 バ ー で の 飲み 比べ 
や 地場 素材 と の ベア リン グ コ ー ス て 出雲 地酒 の 魅力 を 再発 見 


老舗 の 酒蔵 ・ 瀬 戸 酒造 や リモ ー ト 見 学 で きる 


2021 年 2 月 より 神奈 川 県 の 界 2 施設 
で 、 創 業 1865 年 の 老舗 酒蔵 「 瀬 
戸 酒造 店 ] と 連携 し 、 リ モー ト 酒 
蔵 見 学 や 地酒 飲み 比べ が 楽し め る 


に ネン ルミ 


の へ へ 調 番 訳 


へ ニーロ へ 


星野 リゾート 界 箱根 

住所 : 神奈 川 県 足柄 下 郡 箱根 町 湯本 茶屋 
230 Tel:0570-073-011 ( 夫 予 約 セン タ 
ー10:00 一 18:00) 
1 泊 2 食 付 2 万 8000 円 (税別 ・ サ 込 ) 
夕食 : 日 本 料理 (食事 処 ) 朝食 : 日 本 料理 
(食事 処 ) 施設 食事 処 、 ト ラベ ル ラ イブ 
ラリ ー、 シ ョ ッ プ 
htps:/karryokanjp/hakone 


料金 :2 名 1 室 利用 時 、 


星野 リゾ ー ト 界 仙石 原 


住所 : 神奈 川 県 足柄 下 郡 箱根 町 仙石 原 
817-359 Tel:0570-073-011 ( 界 予 約 
セン ター 10:00 一 18:00) 料金 :2 名 1 
室 利用 時 、1 泊 2 食 付 3 万 7000 円 (税別 ・ 
サ 込 ) 夕食 : 日 本 料理 (食事 私) 朝食 : 
日 本 料理 (食事 処 ) 施設 : 大 浴場 、 食 事 
処 、 ト ラベ ル ラ イブ ラリ ー、 シ ョ ッ プ 
https:/kai-ryokanjp/sengokuhara 


関東 一 の 食材 の 宝庫 ! 


上 2 請 と 語 す は 、 共 基 に わり.。 


純 相 最 大 の 消費 市 場 。 東京 に ほど 近い 茨城 県 は 、 一 
畑 の 笠山 合え る 廊 材 の 室 庫 だ 。 今回 は 冬季 


ー・ 


し て 海 の 幸 、 山 の W 
し みた M ゅ 美味 條 往 目 し 却 ー 


信吉 写真 = 本 和 陣 較 Rexc DiscoverJapan phoro: Kazuya Hayashi 
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いばら き 食 文化 研究 会 代表 取締 役 社 長 
いばら き 携 光 マ イス ター 
井坂 紀元 さん リ 】 
渡 舟 ( 府 貴 ) 、 雪 の 舞 ( 須 藤本 家 ) 、 
水府 自慢 10 号 ( 明 利 酒類 ) 、 
彦 市 (月 の 非 酒造 店 ) 


常陸 秋 を ば 


忌 遍 浪 薄 当 


ハマ グリ の 甘辛 折 清 半 員 
常陸 の 輝き の 西京 味噌 柏 次 焼 


QR コー ド か ら ア ン ケ ー ト ト 
常陸 和牛 1009% の ハン バー 


店 頭 メニ ュー と 異な る 民 


ww 撮影 協力 ー 洒 趣 本 店 (住所 : 茨城 県 水戸 市 城南 1-5-16 Tel : 029-302-1103 営業 時 間 : 18:00 一 24:00、 人 金 ・ 土 曜 一 翌 1:00 定休 日 日曜 070 


地域 の 人 々 が 良質 で 豊か な 食 を 育ん で いま す 


右 ) 和 の 月 純 米 吟醸 60 
左 ) 彦 市 純 米 吟醸 


風土 を 醸し 、 
文化 を 育む 茨城 の 銘酒 

1865 (慶応 元 ) 年 創業 。 港 町 ・ 大 洗 の 地 
で 酒造 り を 続け て いる 。 メ イン ブラ ンド は 、 
漁 和 朋 の 出 舟 や 入 舟 の 祝い 酒 と し て 愛 芝 さ れ 
て きた 銘酒 「 月 の 井 ]」。 ほ か に 、 無 農薬 の 
有機 洲 を 使い 、 精 米 か ら 瓶 詰め まで の 工程 
すべ て を 有機 製造 で 造る 「 和 (な ) の 月 ]、 
地元 一 貫 造 り を テー マ に 大 洗 の 米 ・ 水 ・ 技 
術 で 醸す 「 彦 市 ] な ど が 人 気 


選ば れ だ 
最高 品質 の * 


生還 (…Sms) 


ロー ズ D-1 を 父 勝 と し て 交配 する 三 元 豚 で 、2018 年 
12 月 に 販売 を 開始 。「 豚 の 味 を 決め る の は 脂 、 脂 を つ 
くる の は 人 」 と いわ れる ほど 豚 の 餅 は 重要 。 専 用 飼料 I 
で 育て 上 げ 、 厳 し い 基準 を クリ ア し た 豚肉 だ けが 「 常 し 
陳 の 如 さ 」 と し て 出荷 され る 。 和 降 り で 軟らか い 肉質 紀明 
が 特徴 。 香り の よさ 、 脂 の 旨み を 楽し め る 


| 旬 


月 の 井 酒造 店 サン ゴク ファ ー ム 
住所 : 茨城 県 東 茨城 郡 大 洗 町 磯浜 町 638 右 ) 代表 取締 役 坂本 敬子 さん 住所 : 茨城 県 小 美 玉 市 世 楽 633 代表 取締 役 
Tel : 029-266-2168 左 ) 専務 取締 役 坂本 直彦 さん Mail : info@sangokufarm.com 山本 洋平 さん 


秋 
は 
メッ 


良質 な 漁場 が 育む 
超 稀 少な 国産 ハマ グリ 


全国 の 流通 量 の わずか 1 割 と いう 貴重 な 国産 ハマ グリ 
の うち 、 茨 城 県 産 は 8 割 を 支え て いる 。 茨城 ・ 鹿 島 灘 
で 捕れ る ハマ グリ は 大 玉 で 、 プ リプ リ と し た 食 感 と 、 
甘み の 強 さ が 特 徴 。 現 在 で は 、 大 洗 町 ・ 鹿 島 灘 ・ は さ 
き の 3 つ の 漁 協 が 協力 し な が ら 計 画 的 に 操業 を 行い 、 
サス テイ ナブ プル な 漁法 に も 取り 組む 


= as ら いい, 
香り 、 味 わい に 優れ た さ レ 
玄 そ ば の 最高 峰 

在 来 種 を 次 城 県 が 1985 (昭和 60) 年 に 胡 大 品 種 と し 

プラ ンド 品種 。 実 の 大 き さ 、 科 揃い の よさ 

口 に 含め ば 風味 豊か な 甘み と 香り に 感動 

品質 の 高 さか ら 国産 そば の 中 で も 高値 で 

、 職 人 や そば ツウ か ら の 信頼 も 厚い 。 あ プ る 


大 洗 町 漁業 協同 組合 茨城 で は 、 け ん ちん 汁 に つけ る 食べ 方 も スタ ンダ ー ド 慈 久 庵 つく ば 荘 
住所 : 茨城 県 東 茨城 郡 大 洗 町 磯浜 町 8253-10 参事 住所 : 茨城 県 つく ば 市 研究 学園 5-13-11 酒 趣 料理 長 
Tel : 029-266-2165 日 庭 明 伸 さ ん MYU-MYU ビル 203 Tel : 029-875-7373 永田 康幸 さん 
日 を 冶 の の 力 で だ 茨 は こ お で 時 の 〈 16 東 ご 室 
本 外食 が に も け 城 い 茨 と り は 代 食 な 年 京 の る ぁ る 広 ブ 生 
最 の 列 の `' い あ で は ス 城 が `` に 文 ど 連 都 生 豊 大 ラ 産 
古 種 食 元 の 魅 井 ち る な 生 タ 県 わ 歴 茨 編 化 ` 続 中 産 か な ン 量 
に の を 材 に ンカ 坂 早 “〈 産 | の か 史 城 代 全 関 日 央 量 な 大 下 日 
を 酒 取 を 足 年 > を 紀 く を ` 量 生食 る 的 県 き 体 東 本 外 を 自 地 食 本 
ぜ 蔵 ぃ 探 を に ト 発 元 人 陶 ん プ 日 産 が "に は れ を 圏 二 売 誇 然 と 
ひ を 指し 伯 オ ラ ぅ 信 さ れ な ラ 本 者 豊 も ゎ 理 だ 市 和 、 材 一 
茨 有 ま 求 び | ン す ん 込 茨 ンー の か 豊 想 : 場 れ 茨 長 一 
城 し 2 め 高 プー ベ “ み 城 ド の 活 で か 押 青 ん 城 い が と 
に る ) 品 ン 酒 5*《 地 県 食 食 躍 あ な と 果 こ 県 海 揃 
来 地質 "部: ' 元 着 の 材 材 も る 地 坦 年 物 ん せ は 岸 や 
a て 酒 な 自 地 ・ 目 食 の が 大 理 で わ ご 取 ・ 、 線 中 
ロ は 茨 ら 忘 産 黄 し の 宝 多 き 由 あれ に 扱 メ 全 を 
0 約 城 生 豆 地 城 た 魅 庫 い い に る て 逝 高 ロ 国有 
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N レ の N レ っ の 
以 人 3 妹 幅 ら ヤー 


SO し 竹 肖 足し 3 
ベ 紀 さく や -p レ や 倍 し 
福 全 軸 G 符 つつ し 党 で 協 で で レン や 


を 屋 届 本 人 ち シ 「 手 翌 閑 し 


で 


民 王 尿 つ ビ こ や や っ や * 


調 央 = 球 半 ※ 


「 絆 限 居 想 震 ] 州 ズ 半 係 " 和 
回 区 閑 林 選 上 朗 似 熊 ” | 突 尋 田 
者 べ 性 細 選 4 朋 4R 忠 ざ つ じ 
還 失 G 披 本 控 較 歌合 
揮 条 「 上 改 延 本 や K 事 】( 笠 王 

雪 ) し ふさ ミト ハ 判 馬 度 早 必 
3 貴裕 購 「 散 智 ] 
監 マ "アテ エ マ G 貴 雇 [SW て 上 
ル 得 証 外層 


近 析 「 析 臣 ]( そ エマ 

五 守 ) じ 国 由 G 養 押 さ や 名 

* や 明 た " テ エ マ SE 

一 忠 SG「S 

で 中 」 己 じ ” 諾 格 も く @ 電 林 洋 
老人 菩 つ 琴 


建 澤 I 


ee 


・ 小 西 
と 松本 


に SYS 


環 婦 圏 つじ ( 箇 忠 

) 革 福 ” 葉 早 関 \ 江 画 中 
志 「 舞 介 事 ] JJMSQ 刀 人 
祭 時 "時 取 普 所 @ 翼 紛 央 @ 
式 早 人 RW 器 ” 凌ぐ G 折 係 
回 中 民 WP0t" 野 度 急 人 
ニ @ 寺 本 (っ SM) 坦 稚 国 ・ 
民 置 放 周 届 円 展 麺 つ ′ 陣 
避 MN じ っ me 


さん ( 左 )。 有 職 料理 


萬 亀 楼 の 若 主人 
雄大 さん ( 右 ) 


坦 破 : 堪 際 世 殿 選 二 棋 鐘 
状 咽 馬 天 二 ミ 弁 財 ! 

員 : 2 寺 細 
写 : 仁和 
ト 交 史記 代 叶 
に よい た 
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ば れ て 〈 る 。 


献 ]。 山 海 の 幸 と 移 物 が 、3 つ の 膳 で : 


愛 の 酒 礼 「 式 


1S 抄 


幅 選 到 トト や 義 恩 ” 研 
革 人 澤 店 入 硬 (時 


に う 放 に に よ さ . コ ( 


世 看 較 さ ツネ 記 天 具 
S 棋 上 責 区” 臣 破 せ 末 針 
し ギ 医 )* 級 り きせ 
EE に | 
に し て コー ジュ ピリ 
っ で JIK も や 例 避 
医 っ ぐ で し じ っ や 


1 1@ 


膳 


間 二 全 Q 散 寺 回 や ビ " 
路 敬 交 医 GSG つ トト ST 
選 補 る で 中 で で く マ て 
臣 G 迷 東寺 G 琴 林 ? 
に よさ いた に そ こい 】 
に た ささ (AE 
介さ 3 ツー 
人 WIK つ つき さき 心 
で や GS? 臣 つ 照 田 じ 起 
宮 ロ や で 選 窟 つ せ 


1 人 
SS 


npS)” 娘 せ 看 上 や 
客 じ 粗 加 人 
こい ー と よさ 
GS” 舞っ ゃ せ 訓 
到 滞 マ ” 冥 開 Q9 
せ ぐ て で Gt で ロ p 
い J つ で 倒 軍 SS 


祝 丈 直ぐ S つ し きつ 名 り 
避 援 せ 境 団 咽 坦 ぐ GR ロー 作ら つぶ! 


合っ し 状 朱 震 較 人 坦 半 で ビス" 
共 葵 康司 じ せ "誤記 民 ゃ | マ 


や CS ゃ お 引 そ 華 足 生 る 辻 朱 


ロ 剛 て @SweS 鐵 wS 握 り 応 
*Q 処 記 祥 

St お 上 

斑 o 戦 や 

の AS 
"上 尽 人 衣 や SQ 「 1 S 朱 ] 


ロ 層 所 きめ で で 

「wS 吉 押 つ せ ” 是 朝 公 忠 所 つや 
っ 是 YS 沈 宅 も Se 明 @ 
人 Q ロ 選 信 NNS トト hnS ら の 喘 
弄 模 と 料 富 人 べつ の S" 区 芝 
せ 沈 要り 介 人 @ や お っ 龍 史 量 人 きっ 
で い ロ ー 茶 や 地 っ ね 曽 
人 で い 濁 つ や 負 % つ 前 ( 財 記 当 ) 
昌 や G 中 足り 醤 舞 
に 上 こと と いい よー も に そこ 


りつ や 品 知 っ 和 計っ 避 店 っ 


下っ ポ つ 


今や つや Mn 章 時 ロ 誰 党 四 
や ちせ 京 圭 く S 巡 民代 っ 7 環 全 
>< 二 つる つっ ロ S on や も 世 短 G 葉 
直 宮 記 Wo つ っ 届 明 っ を で 全員 人 
ざい っ GS や ヤセ 」 つ 突 桁 和 めで 

ト い や せ 「 宇 党 陣 つる 次 7 


昌 @l@RS 間 " ト PnS「 選 
由 」 つ折 弧 代休 米 坦 り 計 
っ りつ 会 生生 っ 仙 時 の お 
ゃ つや " 出 者 US キ Ne 
陽 握 せ " 下記 GS 刀 USwe 隅 共 
球 半 りお や G 

けり St い ロ / 謀 坊 せっ ox9 休 
人 る やや 貴 豆 仁和 季 に RS ホセ 
nh 台 揚 公正 っ 〇 で いね お ? 王 拓 

EAR 周二 組 G 杏 団 析 

温 正 電 還 KW] ロ 8"「 起 

触 HHS 央 朋 め 人 る ゼ の OO 弟 we 

や つ /「 つ 護 ペ や 拒 ン " 則 

お や で 虹 ( 陽 渡 )」/「 兎 

や 福 則 ご 季 肛 め 人 る ね の で 

還 )」「 「 明 衣 せ 斉 や ロン " 

折 ロ 瑞 和 we 結 ( 選 や で)」 信 や つ 

詞 め で いっ 7 CN で 舞 せき 吾 

部隊 国選 つ 遇 人 る じ 舞 深 認 衣 

や の で 相 陸 りつ 代 つ い 

で ww つ りり WM 倒 問 血 @ 還 H" 
翼 oK 弄 各 に めき つの 全 の 生理 

環 忌 SG 還 つ 二 倒 喜 1 
っ 明 *@ りつ 人 や to つら いい " 

DJG 乱 川 宜 りや wo 門 押 人 作 
坊や 美 室 喧 り 超 く で で ビス お 電 
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< 軸 で で” 選 連 りつ @ 貴 捉 党 
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S 尋 田上 て 万 耳 玉 


. 琴 演 S 売 夫 演 二宮 藤 時 S や 
貴 問 


S' 半 
屋 か la に ズ さ 2 イロ 


還 ! 


っ re で 


・ や ご 


「 歯 固め の 儀 ] で 上 が る 鏡 も ち 


「 萬 重 楼 ] に 伝わる 絵巻 物 より 再現 。 四隅 に 松葉 を 飾っ た 高 二 に 、 鏡 も 
ち に 栓 (ろう 。 木 か ら 摘 ん だ ば か り の 葉 の 総称 ) を の せ 、 押 し 鮎 、 大 根 
な ど 硬 いも の と 橘 を の せる 。 後 に これ が 菱 癌 へ と か た ち を 変え る 


潤 壮 み ぶ み ペ 


歯 岡 め の 儀 の 鏡 6 ち が 進化 し た 「 壮 命 ] 


江戸 時 代 後期 に は 白 も ち に 紅 に 柴 め た 普 も ちち を 重ね 、 白 味噌 と ゴボウ を め る 用 食 の 下 
挟む か た ち に 。 こ の 丸 も ち は 男性 (宇宙 ) を 、 紅 の 変形 は 女性 (子宮 * と 人 べ 本 則 
を 表し 、 重 ね て 包む こと で 子 陸 繁栄 や 五 筐 積 を 祈 願 し た 軟 刀 に い 家 さき 2 
ら 5 も おち お 外 で れ 
か ち も 裾 側 は る 
く は 分 の 凌 よ > 
者 硬 け 丸 も うぅ び 
戻 く さも ち に る 
し な れ ち と な と 
て っ た は 中 る と も 
食 て "分 身 も 
さい 持家 だ 2 に 
る る ちや け 家 - 人 
よ た 帰 御 を 上 生 新 
チ KN ち うう 
終 に に 
し と な 
て つり 
つっ 正 具 
Bi E 月 ーー 
ら で 外 を れ 
れ も 祝 “ 入 が 
る 3 う れ 汁 
菱 を 菓子 に し た 「 花 びら も ち 」 ょ も い 千 菓 る の 
う 家 チ 現 中 
今日 で は 新春 を 祝う お めで た い 菓 子 と し て 親しま れ て いる 。 菱 菌 と 比べ に の と 在 に 
て 小さ く 、 白 味噌 は 味噌 あん に 変わ っ た 。 押 し 鮎 に 見 立て て 甘く 煮 た ゴ ` な 初 * 字 の F 
ボウ を 挟み 、 自 も ち (近年 は 求 肥 で つく る 店 も 多い ) に も 甘み が つく っ 釜 て 雑 も 
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剛 0 まれ 

アス 1 所 ざり S 屋 
展 紅 燃 人 ほ で 6 EK 


振 G 販 吾 想 


肖 輸 @ モ る 刀 し "oo ご 叶 当 て 
沙 還 幸人 ぐ 逢 で し ゃ や 表し お 
ECKNo*-- キ さこ お 


定 N で で ヾ し せく 帳 中 羽 下 人 


4 
/ 


= 華 
きき 


さく)」 棄 環 賢 閣 て 所 
二 英 " 下 編 時 号 十 葉 % 
屯 係 せ 民 臣 必 識 本 深層 


の 結べ | 轄 S 認 つ ” 握 作 人 @ 示 
JR 灯 軸 を 


概 盟 : つ に p- の mーーouup oo 


http:/www.hata-kejp ー = 


I%G 琴 や S 選 ち 商 


三 催 


り が 謀 が る 


次 々 と も ち 米 が 燕 さ 
れ て いく 様子 は 秦 家 


宮 

ン 
ぐ 
※ 
際 
jp 
3 


も ち つ き の 日 、 大 き 
な 蒸 能 を 4 段 重 ね 、 


に 
に 
9 
欄 
に ) 


か な 香 


date 


12 月 7 日 


お むし ( 折 味 噌 ) づ く ① り 


白 味 噌 も 手づくり 。 冷 蔵 庫 で 保管 で き 
る 量 を 目安 に この 日 に 仕込 む 。 雑煮 に 
は この 自家 製 味噌 と 、 甘 み が 強 い 市 販 
の 白 味噌 を プレ ンド する 


前 夜 か ら 水 に 浸け た 大 豆 を コト コト と 
炊く こと 4 時 間 。 指 で 軽く つぶ れる ほ 
ど 和 柔らか く な っ た ら ミ キサ ー 


麹 に 塩 を 混ぜ 、 ペ ー ス ト に し た 大 豆 と 
合わ せ 、 豆 の ゆで 汁 で 固 さ を 調節 する 。 
この あん ば い は 長年 の 経験 に よる 


空気 が 入ら な いよ う 味 噌 を 投げ つけ る 
よう に 容器 に 入れ て いく 。 ラ ッ プ で 密 
閉 し 、 蓋 を し て 、 正 月 まで 冷蔵 庫 へ 


き 半 きき 
時 て 


避 
汁 し 計 す 叶 m 遼 mr 財 


ーー 計 


ゆい で 憶 層 k 


IE 


間 避 登 上 下 
選 滞 


EC 


( 軍 沈 下 ) 「 て 避 せ 」 喜 加 画 圏 


ゆら rme さて rr 


zOUNI 


date 


12 月 1 日 


お くも じ 大 根 仕込 み 


雑煮 に は 欠か せな い お く も じ 。 バ リバ 
リ と 歯 触 り よ く 、 白 味噌 仕立 て の 濃厚 
な 雑煮 や 白 が ゆ の 箸休め に さっ ぱり と 
し て ちょ うど よい 


使う の は 山田 大 根 と 呼ば れる 漬物 用 の 
品種 。 洗 っ て 2、3 日 陰干し し 、 皮 が 
柔らか く な っ た ら 葉 と と も に 漬け 込む 


ひと 冬 で 食べ きる 量 の 大 根 を 隙間 な く 
重ね て いく 。 大根 に 対し て 塩 は 12% 
ほど 。 茎 も 刻ん で 大 根 に 添え る 


重 し を し 、 軒 下 で 正月 を 待つ こと 1 カ 
月 。 右 が お くも じ 大 根 、 左 は 同じ く 聖 
護 院 大 根 で つく る 家 伝統 の 漬物 


ほん ば ぽ 和 干 間 
に で 5 し め 
We つる て の 
いね と か 
香 一 し ら り 
り と た 二 発 
松 け 酵 
3 る さき 
の こせ 
3 必 次 
ま 穫 
食 0 
ベ 皮 大 1 
る け 生 目 根 カ 
と で む が を 月 


草 


J 見 演 


に is た 
党 滞 


中 


ww ャ デー8%W 直 ぶ 


。ree ご eo き 選 下 


S 寺 豆 の w 


ェ ー 
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語 茶 如 ロビ 


癌 
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date date 
12 月 30 晶 12 月 29 晶 
正月 飾り の 準備 も ち つ き 
30 日 。 家 中 の 大 掃除 を 終え 、 上 和 神 、 も ち つ き と い えば 、 昔 も いま も 年 の 瀬 の メイ ン イ ベン ト 。「 二 重 若 」 を 連想 させ 
台所 の 神さま 、 宇 護 神 、 蔵 の 神さま な る と いっ て 、 も ち つ き や お 彼 り な どの 正月 支度 は 29 日 を 送 け る の が 一 般 的 だ が 
ど 神 々 の 正月 飾り を 施す 。 す る と いよ 秦 家 で は 昔 か ら 「 苦 を つき 込む 」 と 29 日 に 行う 


いよ 正月 を 迎え る 空気 に 変わ る 


クリ スマ ス が 開け る と ウラ ジロ や ユズ 業種 業 の 暖 矢 を 掲げ て いた 頃 は 番頭 さ 前 夜 か ら 水 に 浸し て お いた も ち 米 。 神 
リハ 、 し め 縄 と いっ た 材料 を 買い 求め 、 ん な ど 男 衆 の 仕事 だ っ た が 、 い ま は 助 さま の お 供え 分 、 雑 未 分 、 あ ん 分 な ど 
神さま ご と に お 委 り を 手づくり する っ 人 が 加わ り 、 皆 で も ち を つく 用 途 別 に 分 け て スタ ン バ イ 


神々 に 供え る お 光 を 準備 。 秦 家 で は 市 つき た て の も ち を 、 神 さま へ お 供え す 蒸 籠 に も ち 米 を 入れ る と き は 
販 の ロウ ソ ク で は な く 、 得 明 皿 に 灯 芯 る 鏡 も ち 用 の 丸 形 ・ 小 判 形 ・ 星 付き も 回 りや すい よう 真ん中 を へ こ 
を 並べ 、 ひ と つ ず つ 手づくり する ち 、 雑 者 用 の 小 も ちと 用 途 別 に 丸め る 神さま の 分 か ら 先 に 蒸す 


ャ ーーー 


日 蓮 宗 を 信仰 する 秦 家 で は 、 床 の 間 に 最後 の 蒸 籠 で 、 雑 素 用 の 頭 芋 と 祝い 大 
供え る 鏡 も ち に 限り 、 小 判 形 重 られ た 神仏 に 、 そ れ ぞ れ の 根 も 蒸す 。 芋 は 「 芽 が 出る よう に ] と 
ね で 、 中 央 は 票 を つき 込ん だ 粟 も ち スタ イル で も ち を お 供え する 芽 を 残し て 縁起 た か つぐ 


神 入 に 蒸 転 使 の る 込 
き も れ 雑 し さ う 分 分 せ 
ま ち っ 表 て せ と た な 一 
3 つ っ ょ 用 つ ` い 意 
と に 人 1 人 味 
に の 一 2 小 き 頭 "さき を か 
そ 後 と を も た 芋 そ ま 4 8 の ら 
れ は お 也 あ : の ち て と の の 段 ! ゎ も 29 
を 母 (の が * の 祝 同 分 の 10 も 日 
れ さき て 中 ュ 神 も いじ の 0 
お ま ね で ニニ き ち も ご 家 
節 " ポ 」 ま は ち 近 族 
りり 3 焼 つ ヶ ( に で 米 所 が 
いぶ お 工 次 トド さき 食 
つ で つ : 全 え 々 ん ベ 


079 


Kok きせ 」 


-「 


ey 人 苦 叶 選 党 


。rr( YO い cT 


うば こ =1 yi | 


家中 の 神 き ま に も 小さ な 雑煮 ! 


上 は 床の間 の 三 十 番 神 の お 供え も の で 、 右 が 雑煮 。 
下 は 上 人 台所 の 天井 か ら 吊 る す 恵 方 棚 に お 出し し 、 拝 
も 歳 徳 神 。 こ の 神さま の 供え も ち は 「 十 二 の も ち 」 


o 
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秦 家 に 伝わる 雑煮 。 
家長 や 長男 の 析 に は 
大 き な 頭 芋 が 入る の 
が 特徴 。 削 り た て の 
花 鯉 を の せ 、 お くも 
じ 大 根 を 添え る 


We 民 避 棒 せ S き ok 


共有 re 牙 


正月 3 が 日 、 雑 煮 を 祝う 


床の間 が ある 座敷 を 用 意 し 、 正 月 3 が 日 、 毎 
朝 雑 大 を いた だ く 。 お 膳 は 、 女 性 は 背 高 の 黒 塗り 、 
男性 は 朱 塗 り と いう 決ま り ご と が ある 


全員 


form http://13DL.TO 


\、 最 旬 ネタ 集め まし た ! / 


O ゃ 
ニッ ホン の 酒 Hot lopics17 
ニッ ポン ゥ 酒 Hot'Topics 
年 々 目覚 まし い 進 化 を 遂げ て いる ニッ ポン の 酒 。 そ の 美味 
し さ を ぜ ひ 体 感 し て も らい た 《、 さ ま ざ ま な ジャ ン ル か ら 
今年 な ら で は の トレ ンド 情報 を 集め まし た ! 


年 、 コ ロナ 袖 に より 苦境 に 立た され た 飲食 店 。 を こ で 4 月 に 立ち 上 が 

っ た の が 、 木 内 酒造 に よる 「SAVE BEER SPIRITS」 プロ ジェ クト だ 
ビー ル の 造 5 手 や 料飲 店 期限 が 迫る 樽 生ビール を 、 ク ラフ ト ジ ン に 無 
料 で 蒸留 し 返還 。 現在 は 木内 酒造 直営 店 と ウェ ブ に て 数 量 限定 で 販売 中 。 


SAVE BEER コ 
SPIRITS ク ラフ ト ジ ン 生 


o 


| 

人 ま 
2 口 \! 
56 


2 
ボタ ニカ ル で ある 山 相 が 、 記 
味わい の パラ ンス を ピリ に よこ 2 さ ゞ 
ッ と 引き 締め 、 夏 みか ん ーー 《 ンジ 
の 風味 が 更 快感 を 演出 
価格 :3850 円 (750m2) 原 貞 E GT ミ に 
KO EHP し SPARKLTNG が に 
ーー ルコ ー ル 度数 :40 度 販売 ee 発 生 
- 場所 森内 洒 直 営 店 ・ オ ン ーー 
ライ ン シ ョ ッ プ ・ 参 加 各 店 人 足 ま 
CRAFT GTN し 
ーー 寺 2 が 
IP 8, SAVE BEER SPIRITS っ 
に の や クラ フト ジン スパ バー クリ ング わ 
ド 】 ジン を 炭酸 で 割っ た 発泡 酒 の 355m2 る 
残念 な が ら 現 在 は すでに 木内 酒 
ヒュ ーー 造 で の 販売 は 終了 し て いる 。 
0 6 有 常 陵 野 ブル ー イ ング 東京 率 汐 所 と 木内 酒 
ー ヽ 癌 木内 河合 価格 :297 円 (355mi 街 ) 原材料 : ビ ー ル 、 m 
プ ON 肛 仙 yr 発光 酒 アル コー ル 度数 8 度 ”、 造作 押 薬 汐 所 で 未 留 。 ビ ー ル が 賞味 期限 
http:/kodawari.cc の な い ク ラフ ト ジ ン に 生ま れ 変 わっ た 
o 


酒 は 百 薬 の 長 ! ハー ブ ベ ー ス の ジン が いい ん で す 。 


ンー 

月 旬 1 

記 ブ 

天然 ヨモギ な どの 野草 ーーーー> 了 : < 一 pk と 痢 

に 】 り 

= な 味 

すわ ゎ 留 に 
5 近 
個 る 造 ジ 
l 性 と 5 ュ 
的 し れ ニ 
美 命 洒 製 和 OCG る . 
RAFT Py 
深 目 ピ べ 
80(YASO) GIN「103] C 香 の 守 (か の し ずく ) 0 り 
野草 本 素 の 研究 を 40 年 以上 重ね 5 | N 大 合 洒 酒造 か ら 技 術 を 駆使 し て つ 村 細 和み 9 
て きた 越後 朱 草 の 、 ボ タニ カル 計 ' くら れ た クラ フト ジン 。 長年 研究 (YO) 5 は 
103 種 類 を プレ ンド し た 2020 年 ヨ を 重ね て いる 和製 ハー ブ で 、 爽 や 3 る に 
限定 。 ま ろ や か な 飲み 心地 と ヨ モ 香寺 か な 閑 の 奉り が 特長 の 「 ク ロモ = を が と と 
ギ な どの 爽やか な アロ マ が 特徴 KANOSiHizuKu ジ 」 が ベー ス 0 22 
価格 :6380 円 (700m9) 原材料 : ヨ モ TP US 価格 :968 円 300) 原材料 : ク ロ じ の ン レ し 
ギ 、 ウ コン 、 ド クダ ミ な どの 野草 類 、 4 の 2 上 ピ の 上 た 
昌久 、 有 革 、 江 拓 ポタ ニ し れ 本 特 ハ 
カル アル コー ル 度 数 :41 el:0120-075-611 2 
問 : 直 薬草 Tel:0120-44-3050 wwwyomeishucojp 近 1 
https:/yaso80ginjjp - を が アプ 
ト ーーー ス れ 最 類 


文 = 岡井 振子 、 編 集 部 tex Shoko Okai、 Discover Japan 083 


目的 は “熟成 酒 ” を 世界 の 酒 へ ! 
時 を 刻ん で 現れ た 「 刻 SAKE] お 披露 目 。 


月 16 日 、 一 般 社 上 


計 人 刻 SAKE (と き さ け ) 2003 年 の 間 に 仕 込ん だ 熱 成 酒 7 本 と 、 ソ ムリ エ ・ 

協会 を 設立 し 、7 つ の 蔵元 が 共同 開発 し た 日 田崎 真也 氏 が 特別 に 7 本 を プレ ンド し た 1 本 を 加え 
本 酒 の * た 8 本 モッ ト 。 ワ イン や ウイ スキ ー 同 材 成 させ 
し た た 日 本 酒 の 魅力 を 伝え る 今後 の 展開 に も 注目 し た い 。 


月 っ 昔 


TSUKINo KATSURA 


刻 SAKE7 銘 柄 + 田 崎 真也 氏 プ レン ド 「 刻 の 調べ ]8 本 セッ ト 202 万 円 


(写真 左 ) 有 か ら 

木戸 泉 「 ア フス ] (1984 征 仕込 み ) 720m (森戸 泉 酒 造 千葉 県 ) 

月 の 棒 (1999 年 仕込 み ) 720m (増田 徳 兵 条 商 店 京都 府 ) 

東 力 士 「 杏 起 枯 」 (1987 年 仕込 み ) 720m (島崎 酒造 "栃木 県 ) 

南部 美人 「 オ ー ル コー ジ ] (1998 年 仕込 み ) 720mg (南部 美人 岩手 県 ) 

水 功 茶 軍 大 吟 本 水温 茜 成 (2003 年 仕込 み ) 720mg (永井 酒造 群馬 県) 
黒龍 「 無 二 」 (1996 年 仕込 み ) 720mg (黒龍 酒造 福井 県) 

出 到 桜 大 吟醸 大 古 酒 冷温 熟成 (1990・1998 年 仕込 ) 720m2 ( 出 弘 桜 酒造 山形 県) 
田 真 了 氏 アッ サン プラ ー ジ ュ 作 品 「 刻 の 調べ ] 720m6 


右 ) 1964 年 か ら 熟 成 さ せ た 「 月 の 桂 ] 
の デキ ャ ンタ ー ジ ュ も 登場 。 左 ) ゲス 
ト に は ロバ ー ト キャ ン ベ ペル 氏 も 


間 : 一 般 社団 法人 諸 (と き ) SAKE 協 会 
Mail: infogtokisakerorjp 
https:/tokisake.orjp 


右 ) 「 計 SAKE 協会] の 代表 理事 ・ 増 田 徳兵衛 氏 。 左 ) 7 蔵 の 代表 と 協会 顧問 、 日 本 労働 弁護 団 名 誉 会 長 ・ 山 
本 博 氏 、 サ ント リー スピ リッ ツ の 名 誉 チー フ ブ レ ンダ ー・ 奥 水 精 一 氏 、 日 本 ソム リエ 協会 会 長 ・ 田 崎 真 也 氏 


083 写真 林 和 世 photo: Kazuya Hayashi 


今年 こ を BAR で 飲ん で ほし い 、 


名 指し ウイ スキ ー2 本 。 


いま 世界 的 に も 注目 を 集め て いる 「 ジ ャ パニ ー ズ ウイ スキ ー」 
その 理由 が わか る 、 と っ て お き の 2 本 を 選出 1 


ND OF FIVE MAMORWHISK 


SUNTORY 


WORLD WHISKY』 


。 雪 ざい! ペ 宙 源 民 虹 一 せ パ て エル の 聞 圧 


畔 Ao 
価格 :5500 円 (700me) 原材料 : モ ルト 、 グ レー シン アル コー ル 
度数 :43 度 間 : サ ント リー お 客 様 セン ター Tel:0120-139-310 
wwwsuntory.cojp/whisky/ao 


界 五大 クタ イス キー と いわ れる 、 ア イリ ッシュ 、 ス 

コリ いた 7050005 カ 2 の (の 00 2Y マ ペー 
ズ 。 サ ント リー か ら 誕 生 し た の は 、 そ の 個性 豊か な 味 を 
区 の 技 に より 日 本 で プレ ンド し た 徐 沢 な 一 本 。 な め ら か 
で 甘い 飲み 口 、 ス モー キー さと スパ イス が 印象 的 。 


入 
手 


。 敬 選 量 捉 回 械 注 扶 補 一 モロ ルー ロキ ユ 


イチ ロー ズ モル ト き グレ ー ン 505 
(ワー ルド プレ ン デ ッ ド ウイ スキ ー) 
価格 : 飲食 店 に より 異な る ※ 飲 食 店 で の 販売 推奨 価格 1 万 5000 
円 一 内 容量 :700mg 原材料 : モ ルト 、 グ レー ン アル コー ル 度 数 : 
50.5 度 問 : ベ ンチ ャ ー ウ イス キー Tel: 0494-62-4601 www. 

facebook.com/ChichibuDistillery 


界 中 に 多く の ファ ン を も つ イ チロ ー ズ モル ト よ り 、 


6 月 27 日 に 発売 きれ た の は 、 コ ロナ 下 の BAR を 
中 心 と し た 飲食 店 へ 限定 販売 し て いる 特別 な 一 本 。 熟成 
を 深め た 世界 の 五大 ウイ スキ ー を 使用 し 、 モ ルト 原酒 の 
比率 も 大 幅 に 増やし て プレ ンド し て いる 。 


08+ 


085 


| 自 フ ドッ 赤 ブ ドウ 
プ ド ウ を つぶす を と 一 夢 プ ド ウ を つぶ す 
果 度 や 種 を 取り 除く 果 度 や 種 を 取り 除く 
Y 
果 記 や | -) 計 還 較 果 度 や 
| 竹 を 含ん だ 3 種 を 含ん だ 
、 ジュ ー ス 」 世 | ジュ ー ぇ 
RU RU RU と 
タン ク |。 3 
反 や 種 と と も に 発 本 発 本 発酵 度 や 種 と と も に 先 本 
RU RU 
! ワイ ン だ け を ワイ ン だ け を 
、 抜き 取る 抜き 取る 
RU ャ 
提 成 記 成 
N 有 RU 要り 
| 」 オレ ンジ 和 自 ロゼ 
イ ワイ ン 


世界 中 で ブー ム に ! 
ワイ ン の 第 4 カテ ゴリ ー 
オレ ンジ ワイ ン っ て ? 


ュ ン の イ っ 色 領 使 す 

ク 92000 GO 【 フ ) 
の ワ な 製 け ワ 醸 て 

あ ィ い 造 は イ 造 赤 体 い ん 
る 5 目 者 コシ 5 ピン は 1 
風 ラッ 2 
味 に 52 

を すろ すま 

表 上 


の 
順 4 
ム レ 
の ン 
82 


イラ スト = か わ べ し お ん llustration: Shion Kawabe 京 図式 は ワイ ン シ ョ ッ プ ・ エ ノ テ カオ ン ラ イン 協力 の も と 作成 


「 エ シカ ル 」 旋風 が 
スピ リッ ツ の 世界 に も 
や っ て きた ! 


LAST EPISODE 0 -MODEST- 


価格 :2200 円 (200m6)、3300 円 (375m%) 
(長野 | テ シ 


カ 
リッ ツ Tel:03-6317-4286 https:/lastgin.com 


[mW 


石 中 ry 


ュー で て い 見 選 W の て 宜 の 仁義 隊 RN “貴史 時 。 


ミ せ VH] の 組 溢 思 所 譜 紅 


業 
廃 
棄 
物 
と 
し 
w 
処 
分 
さ 
れ 
る 
酒 
| 
を 
リ 
に 
1 
ス 
し 


c 半 了 さ ー 
下 「 コ の ァ ビ 」 Y 普 前言 ミ させ VH て 肝 識 窟 一 避 。 桂 殴 は 「 テ マ 


HNW ロ NM・Y 


ン 
を 
紀 
回 
る 


定 王 さぶ 、 


ぶ へ い へ コミ ーh ボ 二 
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モン ガク 谷 2018 。。 モン ガク 谷 2018 
析 tochi 本 haku 


ぶ ざ ざ * 二 3 バン V ぐ で 


価格 : 札 tochi 4620 円 、 柏 haku 3960 円 ( 各 750me) 産地 : 
北 才 首 全市 品種 : ビ ノ ノ ワー ル 、 シ ャ ルド ネ % 
ピ プ グ り 。 ジー ンプ ラン な ど 7 種 間 : 


リー Tel: 0135-22-1533 https:/mongakuwinerycom 
【 フ ) ィ ー ル ドブ レン ド と は 、 同 じ 畑 に 異な る 品種 を 植え 、 実 っ た 
多 品種 の プ ブドウ を 混 醸 する こと 。 日 本 で は まだ 少な いこ の 製 


法 に 特 化し て いる の が 、 北 海道 余市 の モン ガク 谷 ワ イナ リー だ 。 極 
辛 ロ シャ ン パ ー ニ ュ の よう な 、 繊 細 で いて 複 禁 な 味わい が 楽し め る 。 


狂 祭 BAR marunouchi 


住所 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-5- 
1 新 丸 の 内 ビル 7 階 丸の内 ハウ 
Tel:03-3211-6999 営業 時 間 : 
17:00 一 24:00 定休 日 : な し 
wwwraimuraitojp/bar 


右 ) メニ 
内 装 デザ イン は 、 建 筑 家 ・ 
が 光る 仕様 に な っ て お り 、 


ュー は 獅 祭 ロッ ク の ほか 、 猟 祭 ス パー ク 


リン グ (360m 2000 円 )、 
川添 善行 が 担当 。「 人 が 主役 の 空間 ]」 と いう コン セプト の 下 、 提 供用 の グラ ス は 底 
この 明か り を も っ て 店 内 空間 が : 


完成 する 仕組 み 


期間 限定 ! 
“青く 光る 拓 祭 ” 飲め ます 。 


. タ ー サ ん 


me デー マユ 半 NUSmr テ き 


獅 祭 焼酎 (900 円 ) も 用 意 。 左 ) 


綾 釣 

さぬき オリ ー プ 

純 米酒 

オリ ー プ 酵母 性質 を 考 
應 し 、 爽 や か な 風味 の 中 
に 米 の 旨み も 感じ られ る 
よう パラ ンス を 重視 。 フ 
レン チ や イタ リア ン と の 
相性 も 抜群 


価格 : 1430 円 (720 め ) 
原材料 : オ オモ ト (香川 県 産 ) 


II 


ジン 


川 県 の 酒蔵 4 蔵 が 開発 し た の は 、 
実 か ら 採 取 し た 酵母 を 使っ た 日 本 


Tel : 087-878-2222 
https:/ayakiku.com 


@ ら 


オリ ー プ の 


県 』 


県 内 や 首都 
な どの 酒販 店 
で 販売 ! 


ERP 
PIE 


金陵 

瀬戸 内 オリ ー プ 

純 米 吟醸 

フレ ッシュ な マス カッ ト 
の よう な フレ ー パ バー に 、 
酸味 と 世 さ が ほど よく 、 
新緑 を 思わ せる 爽やか な 


Setouchi 
KAWATSURU 

純 米 吟醸 

さぬき オリ ー プ 酵母 
仕込 み 

も ろ み を 低温 で じっくり 
発酵 させ 、 し っ か り と し 


た 味わい を 出し た 一 本 。 純 堆 醸酒 。 冷 や し て 飲 
き みず みず し い 軽 快 な 酸味 む の が お すす め 
と キレ が 楽し め る N 価格 : 1650 円 (720m の ) 
MA 価格 :1870 円 / ノ 0 
5 1 0 精米 合 :58% 
原材料 : オ オセ ト (香川 県 産 ) い た 
問 : 西野 金陵 


1 
ーー 


Tel: 0877-73-4133 
www.nishino-kinryo.cojp 


精米 歩合 : 55% 『 人 4 ハ 
アル コー ル 度 数 : 14 度 
5 トー 】 
で wl:0875-25-0001 


https:/kawatsuru.com 


小豆 島 に オリ ー ブ の 
実 の な る ころ … 

小豆 島 の 棚田 で 育っ た 酒 
米 と 小豆 島 産 オ リー ブ の 
実 の 酵母 を 使用 。 ぼ っ て 


- す 


技術 モン ター 発酵 食品 研究 所 と 香川 県 酒造 組合 で 研 り と し た 甘口 が 人 気 

の 4 あ 2 価格 :2145 円 (720m9) 
完 を 重ね 、2018 年 に 酒造 り に 適し た 酵母 を 発見 示 原材料 : オ オヤ ト (小豆 委 産 
計 人 < 5ー コ 米 精米 歩合 :60% 

酵母 は 「 さ ぬき IS ae と 名 づけ られ 、 が Pa 時 

k と と も ne の 原料 で 仕込 まれ た 、 果 間 : 小豆 島 酒造 

水 に ル 香 川 " の 看 『 で 仕込ま れ た 果 リプ の 寺本 量 全 国 1 位 を 請 る 秋 ーー 
実 の よう な 香 N と トロ ピカ ル な 酸味 が 特徴 川 県 。 県 花 ・ 県 木 で も ある オリ ー ブ = wwwmorikunijp 


オリ ー プ 酸 母 洒 に つい て は 香川 県 県 産 品 振 叶 課 (Tel : 087-832-3386) まで 
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水 導 (CC 
ま 上 記 い 
Ep 酒 
適 司 で に 
, 温 入 の 
で 一 か 5 推 
保 な ? の 奨 
存 ら 日 温 
可 さき 本 度 
- 能 どく 〈 酒 は 
ZI 還 ら た 
で 問 
” い 的 
合 日 に 
わ 2 ーー 
由 
は ) 
き 1@ 
1 
ら と 
製 0 
E わ 
折 れ 
募 て 
NR 
る 
お 
『 気 


ぐー 横幅 36cm ーー ラテ 


ZERO CHILLED 


奥行 き 42cm の 省 スペ ー ス 設計 に 加え 、 パ ワ フ ル で 
強い 冷却 性 能 を 搭載 。 リ ビン グ や 書斎 に 1 台 あ っ て 
も 邪魔 に な ら な い ス タイ リッ シュ な デザ イン 

遇 式 名 :osk9 価格 :8 万 円 サイ ズ :W360XD425X 
H930mm 色 : ホ ワイ ト 、 プ ラッ ク 設定 温度 :0 一 22C (1 
で ビッチ) 収納 本 数 : 一 尋 瓶 2 本 + 四 合 瓶 6 本 


高き 141cm 


洲 ぶ 一 い いき 誤 呈 
ざい 党 晃 軍 司 


\Yr マ 


KON 


ーer ま っ ご 
5 


ZERO CHILLED 上 下 2 温 度 式 

上 室 と 下 室 別々 の 温度 設定 が 可能 な の で 日 本 酒 、 ワ 
イン 、 上 炭酸 水 な ど が 好き な 温度 で 楽し め る 。500m 
の ベッ ト ボ トル な ら 約 65 本 収納 で きる 

映 式 名 :osk20 価格 :12 万 5000 円 ー サイ ズ :W450X 


D425xH1410mm 色 : ホ ワイ ト 、 プ ラッ ク 設定 温度 :0 一 
22C (1 で ピッ チ ) 収納 本 数 : 一 拓 6 本 十 四 合 瓶 12 本 


夢 
tp/ 
選 
0) 
で と 
fy 
1 
\x 
) 
d 
・ う 


限定 酒 が 毎月 届く 特別 会 員 券 が 
数 量 限定 で 増 枠 中 ! 
これ を 機会 に プチ ョ ヘン ザ ! 


つけ た ろう 酒店 


https:/atsukanjp 


ーー 雇 8 邊 で 填 


熱 業 の ア を 筆 し す 

問 な プリ 探 押 電 ) 
の ど ロ ン 求 日 愛 

40 阪 吉 4 本 情 て 炉 
ロ 広 ユ コ 料 酒 を の 
フラ く 1 ラ 理 の 熱 日 伝 
ェ エ 活 スポ 人 温 移 本道 
ッ 赴 や と 度 で 酒 師 
シ す 酒 酒 の 甘 表 に と 
ョ る 販 問 べ 現 対 し 


ー 肖 
い 吉 吾 完 濃 品 


価格 : 1760 円 (720m) 原 材 
料 : 直 淡 散 、 移 米 珍 米 歩合 : 
K 入 


6096 アル コー ル 度 数 
れ 15.5 度 、 生 酒 、 に 
16.5 度 間 : 尾 畑 酒 千 
Tel: 0259-55-3171 www. 
obata-shuzo.com 


湯 県 ・ 佐 渡島 に ある 「 学 校 蔵 」 と 呼ば れる 元 ・ 小 学校 は 、 内 
閣府 の 「 日 本 酒 特区 ] 第 一 号 と し て 認定 され た こと で 話題 と 
な っ た 、 廃 校 を 活用 し た 尾 畑 酒造 第 二 の 酒蔵 。 新酒 「 学 校 蔵 」 純 米 
酒 は | レモ ング ラス や グレ ー プ フル ー ツ の 爽やか な 香り が 楽し め る 。 


IWA5 


プラ ンド 第 1 弾 の 日 本 酒 。 
名 称 の "5" は 「 酒 米 の 種 
類 ]、「 酒 米 の 産地 ]、「 酵 
母 ]、「 本 造 り の 手法 」、 
「 発 酵 方法 】 と いっ た 日 
本 酒 の 構成 要素 を プレ ン 
ド し た こと が 由来 

価格 : 1 万 4300 円 720m0) 
原材料 山田 負 、 雄 困 
石和 万 石 の 洒 米 

精米 歩合 : 50% 

アル コー ル 度数 : 16 度 
問 : 白 震 

Mail : info@iwa-sake.jp 
https://iwa-sake.jp 


ジョ フロ ワ 氏 自ら 選ん だ と いう 酒 \ 
日 本 アル プス が 磨い た 清らか な 水 が 流れ 、 広 
大 な 稲田 が 広がる 富山 県 立山 町 


。 甘 加 二 いい 誰 斗 可 の と で 


避 記 梁 恒 当 展 緒 い 1 いん 品 ! 


リシャール ・ ジ ョ フロ ワ 氏 

シャ ン パ バー ニュ の 象徴 、 ド ン ペリニヨン 元 
醸造 最高 責任 者 。 醸 造 家 時 代 か ら 日 本 文化 に 
イン スピ レー ショ ン を 感じ 、 日 本 と コラ ボ レ 
ーション する べく 、 新 た な 日 本 酒造 り に 挑戦 


こい 


提 

供 
sAKEorJAPAN さ 

れ さき 


ぷ 
田 己 


photo: Jonas Marguet 


今年 の バスト: オブザ 


給 央 ペスト 還 は 県 精 だ ! 


京 ウイ スキ ー& ス ピリ ッ ツ コン ペティ ショ ン と は ? 
日 本 初 の ウイ スキ ー と スピ リッ ツ ( 藻 留 酒 ) の 品評 会 


と し て 2019 年 に 初 開催 。 ウ イス キー な どの 洋酒 部 門 
に 加え 、 今 年 か ら 粗 酎 部 門 を 新設 。 焼 酎 で は 洋酒 の 専 
門 家 が 審査 に 入り 、 海 外 市 場 進出 の 後押し も 目指 す , 


の 


\ て rr 下 Sー 
avSNANuN 


ウゥ 年 
に イ f で 
2 ス 2 樽 熟成 に よる 独特 の 香り と 風味 、 淡 麗 な 中 に も 個 
ス キ 回 性 の し っ か り と 残っ た 味わい が 特徴 
ト | 目 
貞 ( と 
は て ろ ス な 長期 連 蔵 里 の 嗜 ゴー ルド 
Us の 価格 :850 幅 (720m2) 原材料 黒糖 、 米 、 
語 酎 を 高 N 7 東 米 競 アル コー ル 度数 :43 度 問 : 町 田 酒造 
て る の 再 金 2 Tl: 0997-62-5011 wwwsatoakejp 


家 飲 み 焼酎 は 「 黒 ツキ リボ ー ル 」 で 決ま り 5! 


昌孝 島 
霧島 酒造 の 代表 銘柄 。 黒 交 仁 込み に 
よる トロ ッ と し た 甘み 、 キ リッ と し ' 
た が 
後 切れ が 特徴 の 本 格 芋 焼 本 ーー 


価格 : 1016 円 (900m9) 
原材料 : サツマ イモ (黄金 千 商 )、 米 次 


アル コー ル 度 数 :25 度 wwwkidshima 回 回 | 
cojp/brand/kuro-kifehikne/kuroktdribeV 右 に 3 回 、 左 に 1 回 、 グラ ス に 氷 を 山盛り に 入れ 、 ミネ ラル ウォ ー タ ー 等 で 氷 を つく り 、 
氷 を 溶かす よう に ゆっ くり 混ぜ る 三 分 目 ま で 焼酎 を 注ぐ か ち 割 り 氷 を 準備 
\ フ ルー ティ !/ 員 EE 記 
< 一 < 一 < 
ニー ニニ | ーー ーーーー つ HHW 
回 
商 我 島 グラ ス の 表面 に 水滴 が 現れ た ら 、 炭酸 が 抜け な いよ うに 、 冷た い 炭 酸 水 を ゆっ くり 注ぐ 
茜 務 伺 飲み 頃 ! そっ と 一 回 だ け 混ぜ る 
明る く 色 鮮やか な オレ ンジ 芋 を 原料 
と し 、 桃 や オレ ンジ の よう な 番 り と 
人 
2 MR (お ぉ ) うち 時 間 が 増え 、 手 軽 に 飲め る 酒 の 需要 が 増え た 今年 。 数 ある 酒 の 中 で 、 焼 酎 は 
: サッ マ 8 了 了 の 生 NR 
イモ ( 下 茜 ) 、 米 凍 アル コー ル 度 数 :25 度 家 で 飲む な に は アル コー ル 度 数 し 、 癖 が ある か ら 苦 …o と いう 人 に 教え 
MNOO330GRNGOG20 た い の が 、「 黒 邑 島 」 で 知ら れる 焼酎 メー カー、 霧 鳥 酒造 が 提案 し て いる ハイ ボー ル な 
同和 委 酒 お 客 欄 相 話 室 ら ぬ 、「 キ ー ル 」。 料 理 の 旨み も 邪魔 し な い コ ク ェ と 後 切れ が 楽し め 、 本 格 焼酎 だ か ら 
Tl:0986-22-8066 wwwkishimacojp 精 質 も プリ ン 体 も 心配 する 必要 な し 。 家 飲み の ぉ 供 に 取り 入れ て みて は いか が ? 


ね っ か 
SPECIAL EDITION 


福島 県 産 ね っ か 用 酵 峡 を 使用 
し 、 マ スカ ッ ト の よう な 香り 
高く フル ー テ ィ な 味わい 。 米 
焼酎 らし く 和 食 全般 と 相性 も 
よい が 、 肉 料理 に も よく 合う 


価格 :2035 円 (720m り ) 
原材料 : 天 ( 五 百 万 石 ) 
持 米 ( 夢 の 香 ) 
自社 田 で 栽培 し た 
JGAP 語 証 米 の み を 使用 
アル コー ル 度 数 : 25 度 

: 合同 会 社 ね っ か 
会 当 基 留 所 

「 ね っ か 」 と は 、 只見 町 や 南会津 南郷 地域 で 使用 する 方 言 で 「 ま っ た く ]、「 ぜ |: 0241-72-8872 

ん ぜん ] を 意味 する 言葉 。 可 能 性 を 否定 し な い 縛 神 か ら 名 づけ た と いう https:/nekkaljp 


本 有数 の 豪雪 地 で あり 、 広 大 な 田園 風景 
で 、 福 島 県 初 と な る 「 特 産品 し ょ うち ゅ う 免 許 ] を 取得 し た 
られ る 米 焼酎 [ね っ か に 注目 。 酒 米 農家 が 造る 焼酎 は 、 ど 
た まろ や か な 飲み 口 で 、 焼 酎 が 苦手 と いう 人 に 試し て ほし い 一 本 だ 。 


広がる 福島 県 只見 町 。 そ の 町 
交 所 で 


。 理 判ら 深 甚 洲 。 選 活 年 芋 
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文 そ あ 
* 。 ss 直 素 
を ゆ 来 
| ゆ 衣 で る ゝ 
坪 が を つく る 際 最 初 に 吐き か 介 伝 も 
出す 糸 で 、 ひ と つの 黄 か ら 取 【 テ 続 の 
れる 約 1200m の の 約 3% の り 写 を が つ 
み 。 水深 性 の た ん ば く 質 を 豊 の + 継 画 er 37 
富 に 含み 、 高 い 保湿 や 抗 酸 ン 野 承 の い 
化 作用 が あり 、 ス キン ケア 商 ル まし 化 が 
品 に 使わ れ て いた ク 偶 な さす る 
胡 が る 
を 5 中 =1 
未 8 未 で 
製糸 委 す を 独 り 
オー ガニ ッ ク コッ トン や ウー 上 邊 。 ヽ 
ル 、 麻 と 合わ せ て 系 に 加工 し 、 上 還 カ 7 
ほか に は な い 綱 製品 に 。 写真 叶 の MMN 


臭 は 真綿 (キビ ソス ライ バ 
ー)、 手 前 右 は 麻 、 左 は ウー 
ル と 合わ せ た 混 紡糸 


へ さき 和 対 座 テテ 入口 


馬 美 玉 ー さ 吹き ささ ユース ささ の 帯 


世界 で も トッ プク ラス 
写真 提供 松岡 株 式 会 社 + 


= 
共 邊 次 

+ て 鳴 8 を 

紀 し に ゴ 

邊 た ょ うく 聞 を 上 成 山 

製 織 へ 多 さ て 手工 奉 8 し 
発 《 ま 鞍掛 も 引 ン て ン 
素 か ら 機 物 を つく る 工程 。 経 信 の ざ 新 け で し 上 い 形 
糸 と 紳 糸 を 交互 に 交差 させ た 人 を る アス 

平 纏 り と 呼ば れる 「 羽 二 重 ] い デ 給 プ と ど ハ 間 山 
が 庄内 の 綱 織物 の 伝統 。 老舗 る ロ 県 の ) 
の 松岡 株 式 会 社 の 製 織 技術 は ダ 由 旅 


捧 染 (な っ せん ) 

エコ ロジ カル な 集 料 と 彰 を 調 
合 し 、 村 物 に 手 作 業 で プリ ン 
ト す る 。 人 の 感性 を 大 切 に し 
な が ら 効 率 的 な 仕組 み で 、 迅 
速 か つ 精 直 な 特殊 加工 技術 は 、 
まさ に 鶴岡 な ら で は 


新 伝 
し 統 
いと 
介 現 鶴岡 シル ク 
代 5 ショップ 
由 の 2 和 2 上 シル クス トー ル kibiso ス トー ル 
る 性 住所 : 山形 県 鶴岡 市 沢 黒 困 赤い 実 し まし ま 青 
が 松 ヶ 岡 字 松 ヶ 岡 25 1 万 9800 円 全幅 1 万 4320 円 
NR シ ンド プリ ント の リバ ー きび そ と オー ガニ ッ ク コ ッ ト ン の 混紡 糸 
か シブ ル は 、 ほ か に は な い 鶴 岡 シ ルク な ら を 使用 。 合 わせ や すい デザ イン と 柔らか 
人 内山 シ ルク 代表 取締 役 定価 月曜 (日 の 場合 は 有 日 休 ) で は の 技術 。 デ ザイ ン は 「 き びそ ] を 見 い 手 航 り が 魅力 。 シ ョ ッ プ に は スト ー ル 
大 和 四 縛 き ん WWwtreWcoOjp 出し た 世界 的 な テキ スタ イル デザ イナ 以外 に も 、 ス カー フ や 帽子 、 傘 、 バ ッ グ 、 
ー ・ 須藤 珠 子 氏 に よる も の 。 全 4 色 展 開 マス ク な ど シ ルク や きび そ 製品 が 揃う 
続 王 果 ツ 当 ほ 。 が 国 の 日 東 山 伝 
工 を 国 椅 い 志 匠 誇 ポ 代 ま 継 内 す 本 京 庄 形 統 
芸 う ? の っ る や 和合 の た 承 唯 べ 最 ド の を 
や いと 産 た 山寺 “西部 E いさ ーー て 2 SN 
農 っ し 出 多 形 ぉ ほ 洋 っ E 山 れ の の の : 返 04 次 モ 
業 た て 領 彩 オ に か ナ を 形 て 地 工 奏 66 ほ の の 3 世 タ 
に 脈 も る が さる リキ ャ に シ は 県 いと 程 室 個 戦 _ 近 代 ン 
現 々 名 全 が ジ ら も の し し の る し を 群 分 争 人 代 7 に 
代 と 高 国交 ナ こ 江 生 め 果 "て 地 所 の で 山 化 ロ 受 
的 続い 4 カル と 戸 産 と 樹 。 、 寺 の 松 降 シ に は 
な " 位 の 加 時 量 し た 農 文 内 岡 価 伏 ん 頁 E 6 
エ の り 樺 ド 代 は た 楽 化 で 開 を 後 ク 評 い か ら 師 ク 継 
ッ ィ ン 祝 初日 サ と 行 眼 開 EE いと し る し 素 風 ト で 
セ KK ゴ 記 一 期 本 ク 技 え 場 全 西 ま みた "た 晴 土 
ン 伝 実 等 宮 ふ よー ラ 術 る 人 / 郷 っ の そ を 多 ら に 
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角材 を 組み 合わ せる 


耐久 性 を 高め る た め 風 の 基 ある 
当たら な い 環境 で 2 一 3 紀 で だ 
カ月 ゆっ くり 吉 燥 させ る 。 1 い だ 
さら に きれ いな 四角 形 に 4 
カッ ト し 、 木 を 合わ せ て し 


木の葉 に 見 立て て 並べ 、 
強力 な 木 エ ボン ド で 貼り 
合わ せる 


に が も: 


素材 は 県 内 の 約 20 農 家 か ら 


全て 甘 め 記帳 習 水 注 源 蓄 震 8 


」 
ー サ ユキ さ ロ 半 。 同 誠 只 1 科せ と 埋 口 半 S「 テ こい w 時 己 ビ | の 


守 で いき 記さ 当主 きい 。 ば てい き 誤 


2 


計 mn 基 開 ら さ は みき 避 迷宮 


ア 6 割 を 誇る 西洋 ナシ や 柿 、 
スモ モ 、 サ クラ ン ボ 、 プ ドウ 、 
梅 、 く る み 、 く わな ど 種 類 は 
さま ざま 。 ま ず 丸 太 を カッ ト 
し 、 角 材 に する 


に 
. 泥 如 ea 選 辻 細 吾 谷 さ の き 守 m 吉 の 計 。 ら みい さと 


ひい ゆい 品 滞 隻 出 ささ き 呈 さき の ほす 性 め 義 記 半 居 の 計 尊 す 


すり ぃ 'S 芝 | 石 遂 吐 か へ 0 証 上 呈 き と 可 


レー 
成形 
丸く カッ ト し 、 木 工 ろ くろ で 内 側 の 見 込み 部 分 を な め ら か に する 。 削 る た め の ろ くろ 
カン ナ も 型 も すべ て 手づくり 。 その後 、 最 終 的 な 木の葉 の か た ち に カッ ト し 、 ベ ルト 
サン ダー で 削っ て 裏側 の 緑 に 波形 を つく り 、 角 張っ た 部 分 を 落と す 面 取り を する 


。 ぷ きつ ペー 
に や いら こい 肖 ま So 
詳 な す 
況 計 。 


ぎっ e 語 。 
沈 
染 必 本 居 潜 灘 ら つ 羽 交 さい 。 計 三 に 活 圭 巳 い さ 沙 瑞 癒 寺 洒 如 r0k9rOk 


果樹 の 名 前 を 押印 


ーー つ ひ と つの 素材 に 、 使 
用 され て いる 果樹 の スタ 
ンプ を 押印 。 こ れ が ある 
こと で "生き て いた 樹木 " 
が 実感 で きる 。 そ の 後 、 
食器 専用 の 安全 な 塗料 を 
4 回 塗り 、 約 40C で 4 時 
間 ほ ど 乾 燥 させ て 完成 


DATE ak 
に はり :: に よさ こい N リ 


くだ も の うつ わ 
木の葉 皿 (中 ) 表 住所 : 山形 県 上 山 市 
7250 円 (箱入り ) 金 瓶 字 水上 6-2 


Tel : 023-672-5861 


に も 合い 、 テ ー ブ ル が 映 


ょ デザ イン 性 が 魅力 。 サ イズ 
は ミニ か ら 特大 まで 全 5 種 類 。 落 と し て 
も 割れ ず 、 日 焼け の 黒ずみ は 修理 で きる 


営業 時 間 : 10:00 一 17:00 
定価 日: 年 末年 始 
http:/kudamonoutsuwa.org 


の で 長く 使え る の も うれ し い 


SE 重り ニッ か 


teeTitcyd 


温 の ら 5 て に を し わ 取 いっ 活け 活 代目 国 / る 

太 幸 触 を そい つ 吹 て れ り 価 て 用 た 躍 を 標 連 ぶた の 

と が れれ る な き 伐 る し 値 い な 発 で 担 二 が ょ が 

も っ と 山形 県 産品 を 知り た いな ら 本 を が る と も 久 が が 生生 る 人 あ 失 の 呈 
ラ り こ ) 独 基 ろう 

「 い い の 山形 ] ウ ェ ブサ イト へ ! ほな を を 現 いれ が の 遂 自 第 提示 2 とう 
"上 質 な いい も の "が ト ロ 山 な "すこ の と 会 の た 

1 の に 2 ダ 形 い か こる の 牙 な づ 育 品 こ どす 

で 紹介 。 旅 する 前 に チェ ッ ク し よう し 個 か を を か 樹 き で の つう 精 よ ・ 准 可 

て 性 る 感 生 な の び 生 振 は 力 の 未 県 進 能 形 婦 

隊 ORAERRS2 1 c 生 隊 まき 

ト > 山 な 品 司 に 2 

放 Iw ゆ の 山 末 8 いな 海 が し 迷 命 を 使 移し 行 ! 向 総 次 発 は よい 
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美しい 海 を 望む 読谷 村 の 小 
妻 畑 の 前 で 。 地 元 農家 さん 、 
宗像 堂 スタ ッ フ 、 宗 像 家 の 
家族 、 み ん な で 力 を 合わ せ 
パン に 使う 雲 を 育て て いる 


宗像 堂 宗像 営 支 夫 さ ん 


信 島 県 出身 。 琉 球 大 学 の 大 学院 で 微 
生物 の 研究 を 行う た め 沖縄 へ 移住 
2000 年 より 酵母 パン づく り を は じ 
め 、 配 達 で 販売 開始 。2003 年 、 宮 
野 湾 市 高 数 に 「 宗 像 堂 ] を オー プン 


DiscoverJapan wi BMW 


BMW で 行 〈、 
創造 が 生ま れる 場所 


宗像 堂 ・ 宗 像 誉 支 夫 さん 、 み か さん と めぐ る 
沖縄 の 食 文化 を ひも 解く 旅 


伝統 と 新しい 感性 が 混在 し 、 独 自 の 文化 が 育ま れ て いる 
この 地 と 向き 合い 真琴 な る の づく り を 


パン の 店 「 宗 像 の 今 


宗像 みか さん 


奄美 大 島 出身 。 女 性 グル ー プ ・ ネ ー 
ネー ズ の マネ ー ジ ャ ー を する た め 沖 
縄 に 移住 。 1997 年 に 誉 支 夫 さ ん と 結 
婚 。 夫 婦 二 人 で 歴史 を 築い て きた 「 宗 
像 堂 ] で は 販売 、 宣 伝 な ど を 担当 


s 計 計 六 ーー 


EAAJEM Ti 


に 上 っ が た 勤 を 琉 母 営 に 食 れ 土 沖 
向 で て ど パ めす 球 パ セ 福 っ 文 ` 地 縄 
き あき う E ン * る 大 ンー 鳥 = 化 進 ょ の 
合 僕 た や づ 独 陶 KT1 に 化 4 
うら か っ く ク は を 向 礎 
5 が を で り な ` 続 きま 史 
と い 体 も ) を も ほけ 上 
が ま 験 の 土 は る う 文 
重 か す づ 地 じ も 化 
要ら る o と め を 3 を 
の だ りり で 二 の だ - ん の 衝 
を 〈 く と に 沖 土 関 な 補 

れる “ 向 縄 地 係 沖 沖 く 5 
に も を そ を き の の 縄 レ 然 得 5 

の の 合 人 歴 を で つっ 所 究 る 酵 が 実 の 入 


住居 開 店 舗 と し て 玄関 口 で の 販売 か ら ス ター ト し た 「 宗 像 堂 ]」「 こ の まま 車 を 借り て 高速 を か っ 
飛ば し て 、 こ の 車 の ポテンシャル を も っ と 体感 し て みた いね ! | と 話す 営 支 夫 さ ん と みか さん 


1) さと うき び 畑 や 木 
漏れ 隅 が : 
ン ネ ル な ど 、 
で は の 道 を ドラ イブ 。 
豊か な 自然 に 恵まれ た 
沖縄 は 、 暮 らし の 中 に 
感動 が ある 。2) 現在 
の 車速 や 前 車 接近 警告 
な ど 、 必 要 な 情報 が フ 


投影 され る 「 ヘ ッ ド ア 
ッ プ ・ デ ィ ス プレ イ ]」 
(オプ ショ ン 装 備 ) な 
ら 、 進 行方 向 を 向い た 
まま で も 安全 。3) 真 
っ 白 な 灯台 と 青い 海 が 
映え る 残 波 岬 。 沖縄 に 
は 車 で 訪ね た い 絶 景 ス 
ポッ ト が た くさ ん 


沖縄 本 島 か ら 車 で 平安 座 島 、 浜 比 吉 島 
宮城 島 、 伊 計 島 に 渡れ る 海中 道路 は 、 
人 気 の ド ライ ブ コ ー ス 。 開 放 的 な 大 空 
の 下 、 海 の 中 を 走る よう な 感覚 で 沖縄 
らし い 爽 快 な ドラ イブ が 楽し め る 


生き 続け る 酵母 と 
常に 変わ り 続け る パン 


高温 多湿 の 沖縄 で あっ て も 、 宗 像 
堂 の 酵母 は 掛け 継ぎ を 続け 、 元 気 
に 生き 続け て いる 。 目 指す の は 、 
言葉 で 表現 で きる 限界 を 超え た パ 
ン 。「 そ の 日 の ベス ト を 尽く し 改 
善 を 重ね る 。 だ か ら 宗 像 堂 の パン 
の 味 は 変わ り 続 け て いま す ] 


waewR き ふ 強 汗 


注 で て ざ 表 き へ 講 涯 


皆 
1) 夜明け 前 か ら は じ ま る 作業 。 川 実 
発酵 具合 を 指 で 堆 れ 確か め る な 24 は 
ど 、 経 験 と 薫 が も の を いう 世界 。 了 テ ミ 
2) 生地 を 打ち つけ る リズ ミカ ザ ペ 
ル な 音 が 響く 成形 。3) 自作 し 悪 も 訂 1 
た 石 察 は 5 代目 。 計器 は 付け ず 「 の ネ 
感覚 を 働か せ 火 の 状 態 を 見 る RA に ン 

SE 


パン を 焼く の は 週 3 回 
宗像 堂 の 酵母 パン 


「 パ ン は 焼き た て より 冷め た て 
が 美味 し い ] と 1 回 で 2 日 分 の 
パン を 焼き 上 げ る 。 家 に 持ち 帰 
っ て 食べ る 場面 を 想定 し 劣化 を 
遅らせ 、 冷 凍 か ら の 再現 性 を 高 
くす る 研究 な ども 重ね た 宗像 発酵 研究 所 
宗像 堂 主宰 の "発酵 ′ を 体感 で きる 施設 。 天 然 
酔 忌 を 使っ た パン 教室 や 、 発 酵 の ワー クシ ョ ッ 
プ を 開催 。 酒 店 「LABO LIQUID」 が 併設 


宗 
像 
さ 
ん 
の 
活 
動 
場 
所 


読谷 村 の 才 畑 
無 農薬 有機 栽培 を し て いる 農家 の 当真 調 平 さん 
と 一 緒 に 、 き 村 の 畑 で 小麦 栽培 を 行う 。 収穫 
し た 小 麦 は 宗像 堂 の パン に 使用 し て いる 


どちら も 畑 で 育て き 
っ ぷり 使用 。 宗 像 堂 の 酵母 の 味 
を 知る な ら 、 ま ず は スコ ー ン を 


い 琲 琲 あ れ 7 1 ピュ 5 族 発 自 
ィ の 談 る る シト くる I 4 体 見 然 
し じ は メ コー ひ え が ス 僚 人 日 の 
まみ 1 回 と ト 后 証人 は 剃 生 
ヽ いし ジジ 〇 す 虹 出 計 十 
た テ で 紹 き る "中 事 掛 娘 激 命 
ゲ 才 回 4 安 危 道 気 け き が 力 
ェ ル た 円 だ 金 機 ス 路 に る ん 続 ょ 
と が 5 由 攻 具 っ で エエ 
= ヽ 疾 に : 双 避 8 の 人. 
人 四 物 で 時 り ょ の が と 創 の 
守 8 が ` の ンド 多 一 造 縁 
20 RE た まき グ ニラ い 緒 の 
年 と サナ ェ イ と に 旅 
以 ボブ プ い 家 
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市 場 に は 自家 製 ハ ム に 使う 肉 の 仕入れ で 訪れ る 。 合 間 に 、 


山田 さん が 溢れ た 美味 し い 珈琲 で ほっ と ひ 


ノ 涯 並 We 生還 尋 和 NN 


ひっ きり な し に お 客 が 
訪れ る 珈琲 屋 さ ん へ 


栄町 市 場 に ある 2.5 坪 の 珈琲 豆 店 
世界 の 生産 者 を 訪ね 歩き 、 珈 琲 を 
通じ て 得 た 感動 を みん な で 共有 し 
た いと 、 こ だ わり の 一 杯 と と も に 、 
そこ に 息づく 物語 を 伝え 続け て い 
る 。 イ ンド ネシア 、 フ ィ リ ピン な 
ど で 買い 付 けた レア な 豆 も 


COFFEE potohoto 


と 息 。 煎 の 実験 報告 や 、 お 互い の “焼く " 仕事 の 情報 交換 な ど 、 表 現 者 同士 の 楽し い 話 は 尽き な い I 


た くま し く 伸び る ユ ス ラ ヤ シ の 生命 力 を 体感 


約 1300 種 類 の 亜 熟 帯 植物 が 観賞 で きる 植物 園 。 日 本 で は こ 
こ で し か 見 られ な いと いう 貴重 な ユ ス ラ ヤシ 並木 が 人 気 。 本 
土 で は 温室 で し か 育た な い ヤ シ が 天 高く 伸び る 景観 に 感動 


東南 植物 楽園 


ニュ ーBMW 318i 

ポ デ ィ カ ラー: ア ルビ ピン ホワ イト サイ ズ :L4715XW1825 xH1440mm 

ショ ン :8 速 AT エン ジン :2.09 直 列 4 気筒 
BMW ツイ ン パ ワー・ タ ー ボ 最高 出力 :115kW [156ps] /4500-6500rpm 
最大 トル ク : 250Nm [25.5kgm〕 /1300-4300rpm 価格 :489 万 円 

間 : BMW カス タマ ー・ イ ンタ ラク ショ ン ・ セ ンタ ー Tel: 0120-269-437 


Okinawa BMW ショ ー ル ー ム 
住所 : 沖縄 県 浦添 市 城間 2693 Tel:098-877-7733 


ンプ 35、 


旅 の 詳細 は BMW 
公式 ウェ ブサ イト 
で も 公開 中 ! 
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世界 遺産 に 登録 され た 沖縄 最 古 の グ ス ク 


「 グ スク 」 と 呼ば れる 城 が 多く 残る 沖縄 。 城 壁 の 曲線 が 美 し 
い 勝連 城跡 は 、 海 外 禄 . 易 な ど で 勢力 を つけ た 「 同 麻 和 利 」 が 


居城 し た と し て 有名 , 


KC パン 


先進 の 安全 装備 と し て 、 


三 眼 カメ ラ を 搭載 。 高 
角度 視野 で の 周辺 危険 
予測 、 横 の 死角 と な る 
歩行 者 も 検知 し て くれ 
る サポ ー ト ぶり 


頂上 か ら は 雄大 な 海 の 絶景 が 望め る 


『 上 記 写 真 は 特別 に 許可 を 得 て 提 影 


テー 半 和 きき 


今回 乗っ た 
ニュ ーBMW 318i と は ? 


シリ ー ズ の 新た な エン 
ル 。 新 世代 モジ ュ ラ 
ー エ ンジ ン で ある 1.59 直 列 3 気 
筒 BMW ツイ ン パ ワー・ タ ー ポ ・ 
ガソリン エン ジン を 搭載 し た 
と で 、 
ジン 本 体 が コン パク ト か つ 軽 量 
化し た こと で 車両 重量 が 軽く な 
リ り 、 よ り ス ムー ズ に スピ ー ド ア 
ッ プ が 可能 。 思 い の ま ま に 車 を 
操り 、 軽 快 な 走り を 楽し め る 


いま 泊まり た い 日 本 の ホテ ル & 名 旅館 が わか る ! 


DiscoverJaDan _TRAvEL 


ニッ ポン の 一 流 ホ テル 名 旅館 


校 々 開業 | 注目 の ホテ ルレ リゾート や 憧れ の 名 旅館 …… 旅 の 日 的 地 に な る 福 、 集 め ま し た ! 
DiscoverJaDam_TRAvEL 
@@o=m AMAN 020 和 10 月 呈 和 
ーー ム 、= 2020-2021 
Jrss て 
京 y \ 
* き 7 ルン 
旅 最 ス 憧 お 〇 い 過 ⑩ ホ 注 
計 新 テ れ 得 3 ま ざっ うっ デ チ 引 
画 ホ イ の に いで チ す 〈 く ル す 
に テ ケ ヶ 名 旅 ェ こ 5 や べ 
役 ル | 宿 行 に ッ と 上 リ りき 
立 着 シ 則 が 剛 フ だ が 質 
つ 情 ョ 溝 で ら 江波 ュ 
完 に ン 在 き ako、 RE た き 時 1 
例 5 や する に - フ カレ の い る 問 か オ 
和 像 フラッ る い 宿 名 を ら 5 1 
存 オ | チ ま 円 & を 旅 * 妥 
版 | ヶ * こ > 還 の や 還 アッ ン 病人 ニーク ご 館 ン 
で カ | ン を ハイ アオ 雪上 か 全 KS 紹 ま の 
ず ス シス ee ッ の 介 で 
* 選 結 イン ター コン チキ ンタ ル 測 且 リサ ソート に 
た ン スパー 主 芝 ポテ ルー 赤本 
な 人 ホル だ の ミト ター ペラ ピス タ ス 
内 旅 7 マリ ー ナ 電電 
Te Oea pwro オテル 天 
WW ウタ ン ドキ の ト 
es テー ショ ンチ アルン あ 6 
娠 山 稚 オー ペル ジュ 県 較 の 相 …ー 
* お 日 


定価 1980 円 


フク ハイアット 京都 


日 本 を 代表 する 建 築き アート に 新しい ホテ ル 、 


名 旅館 の 秘密 


日 本 文化 の “ 粋 " が 凝縮 し た 、 世 界 が 憧れ る 
旅館 「 あ さば ]。 伊 豆 ・ 修 善 寺 の 地 で 室町 時 
代 か ら 530 年 近く 続く 、 日 本 を 代表 する 名 旅 
館 で す 。 時 代 に 合わ せ て 進化 し て きた 宿 の 魅 
力 は どこ に ある の か 、 詳 細 に ひも 解き まま す 


注目 し た い ホ テル 


泊まる だ け で な く 、 新 た な 体験 を 提供 する 宿 
が 増え て いま す 。 伝統 ある ロビ ー を 再現 し た 
「The Okura Tokyo] な ど 、 建 築 や アー ト が 楽 
し め る ホテ ル を ご 紹介 。 ホ テル を 旅 の 目的 地 
と し て 選ん で みて は いか が で し ょ うか 


続々 オー プン し て いま す ! 


いま 日 本 は ホテ ル の オー プン ラッ シュ 。 国 内 
外 の ラグ ジュ アリ ー プ ブランド が 次 々 と 開業 す 
る 中 で 、2019 年 に 誕生 し た ば か り の 「 パ ー 
ク ハイ アッ ト 京都 ] な ど 、 特 に 注目 を 集め 
て いる ホテ ル の 秘密 を ご 紹介 し ます ! 


京都 パー ク ハイ アッ ト 京都 


ふ ふ 奈良 K5 プ ハ レク ラ 


沖縄 シギ ラ セブ ンマ イル ズ リゾ 


ズ ホ テル ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル 別府 リゾ ー ト & ス バン 志摩 観光 ホテ ル ." 赤 倉 観光 ホテ ルウ 
スタ スパ & マ リー ナ 尾道 箱根 ・ 層 松園 The Okura Tokyo ホテ ル 雅 叙 園 東京 デザ が ・ サ ウザ ンド キ 
ョ ウト 東京 ステ ーション ホテ ル あ さば 洋々 閣 紅 鮎 / 山 水 閣 / と お の 屋 要 。 徳 山 鮮 マ オーベル ジュ 飛騨 の 森 …… 


加 19 局 揚 攻 


回 6 
* 3 購入 は コチ ラ ! 
IPI 
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酒 サ ムラ イ と し て の 活動 や 本 誌 で の 連載 、 
コラ ボレー ショ ン 日 本 酒 な ど 、 日 本 酒 の 魅力 を 
精力 的 に 発信 し 続け て いる 橘 ケ ンチ さん 
次 な る チャ レン ジ と し て 、 

人 気 漫画 家 ・ タ ク * ユ ウ さ ん と タッ グ を 組み 、 
日 本 酒 を 擬人 化し た マン ガ 「 あ ら ば し り 」 の 
プロ ジェ クト が 堂々 スタ ー ト ! 


文 = 座 谷 良介 写真 = 奥山 智明 (P98-107) 、 穫 本 規 f 
(P97.108-111) イラ スト ニタ クミ ュ 

tex Ryosuke Fujitani phoro: Tomoaki Okuyama 
Norihito Suzuki ilustrarioni Yu Takumi 


全 6 種 類 の キャ ラク ター を 先行 公開 


| 日 本 屈指 の 酒 処 ・ 新 潟 の ふた つの 革命 蔵 へ | 


酒 の 聖地 を マン ガ に する ! 


「 エ ンタ ー テ 
ら 日 本 酒 を 
日 本 酒 に 親 
味 を も っ て 
も と も と 好 | 
な る よう な 


ン メ ント 業界 か 
と 盛り 上 げ て 。 
が な い 方 で も 異 
Ii で いた だ いた り 、 
方 も より 好き に 
に し た いで す 」 
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活 を 豊か に する 
ん や 銘酒 の 魅力 を 、 も っ と 多く の 人 ! 
する 新潟 の 個性 的 な ふ 
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叶 ^ 二 角 雇 衝 窟 時 寮 の 
や つり 六軒 @ 濾 剖 咽 公 生 つや" ロー ドミ 
8 剃り 羽生 逢 お ゆり つや せわ いね 
婁 トー3PwwS 功 SO SS 人 ヘ 「 禄 
民 肖 糧 ] や きつ 人 る つつ お 賑 暴 @ 呈 導 和 
7 WW 守 式 肖 。 掲 梁 つね G 公 「 振 杏 層 
邊 = 次 麗 埋 口 」 つっ 心 困 恨 守 @" 
ロ | 加 幸 つ ね GS 公証 吉 虹 更 Sm 還 
握 IR 寺 史 ・ 評 志 静 家 め ぐね? 
記 控 軸 境 な 叶 悪 幸 ? 畠 民 


著 畔 財 骨 揚 証 @ 慰 寂 了 電 り 逢 で お 定 
ヨ % で 3 加 環 G 束 看 むー 叶 寂 
@ 漂 名 由 じ 作 圭 くる お ? 定員 S 娠 
思 公 乱用 村 つ い 箕 人 @ い 商会 当 で 
いっ ね つり KO 名 租 や きつ の 人選 唄 で 


む 所 天 臣 G「 拒 食 刻 ] 公 計 匠 虹 癌 
証 や 介 細 選考" | 隊 証 玉 や 年 や お" 
や つい ^ 下心 ぐ や つい 振 突 慰 算 
@ 貴 林 尿 、 つ 由 人 で つき SG 多 

生計 丈 手 つね お 「 証 捧 ] " だ さ 加 蒲 
つつ しか ね 「 ロ 親 お で 会 悦 全 ン ” 所 
難 欠 つ キュ 内 つ e 虹 | や 土 つ つ 立会 
ぐ 「 モ ロ 」 つ 「 で 人 る で を や め 」 史 抄 団 
上 

「 折 K 聞 G 聖 溢 や ー ャ へ いで へ 人 人 
ント GS 柚 舞っ 細い AN 中 で めで っ 
Q り つの 韻 了 っ? で 本 っ 持 つい 環 
誠 人 ぐ く お の 下 ぐ 人 和合 り 党 で っ 祭 多 *m" 
に に = うく が ひぃ に ひい ドミ ン プ こり 
2nSS WS 補 医 土生 る る や っ 


水 を 使用 。 麹 室 は 羽 が 回 る 量 を 調整 で きる 換気 
扇 を 付け る な ど 、 各 工程 に 村 祐 酒造 な ら で は の 


米 は 新潟 県 産 米 、 水 は 2km 先 の 山 か ら 引い た 軟 
創意 工夫 を 取り 入れ て いる 


所 の G 師 喉 し * 自 〇 NN や や S 拉 臣 


"で さく や っ つ で 会 や を や っ] 

堀 製 祥 后 さ つ 家 と 公 豆 諸 SS 赴 
忘 野 ※ 虹 「 舞 ] 弄 婁 人 所 SG く 心 
K 全 つの で お 埋 玉 全 泌 四 G「 表 酸 操 」 
や つい コ 本 る で 圧 還 所 計 全 論 壮 で で 


時 ※※K 全 衣 昧 「 帯 堪 」 ぐ 判 豆 目 門 皿 せ 


群 全 りつ ロ 杏 や 所 会 珂 給 や 
選 で we 交 で ろり 詳 武 つ っ no" 

口 性 先 計 か り 選 六 衝 で で 揚 本 で 
「 下 吉 人 S で ポ や | つ 電 上 雪 で 皇 衝 で 
on っ SQ 全 。 半 洋 咽 8 酸 
民 つ る きっ? 記 雪 % ぐ くき 「 表 か ンー 

くさ てく の: ぐだ 
ざっ 直 で mnw 交 到 7 
WS 捉 SmG 暴 ご 肖 
還 む 舞 軸 の で て 環 下 で 
つっ 中 和 光信 @ 押 SRAQn" 
で WE 宇 台 で つ m 代 応 ” 章 ゃ 
Sd に 妥 せ 措 導 史 り モウ 
1 べり 冒 吉 や っ ke y 
りや 中 りつ いっ eSSW サ 


つ 長 堂 ” 班 や い 「 肌 ※ 


会 門 つ S や モビ ンマ で Q つ の 全 守 


男 AotENe8 る ぐ 多 咽 財 宰 


S 鶴 拓 和 "GS 削っ 7 


人 
人 
2 品 叶 SE 
ざき で 口 m 
AP つつ に 6 ・ 
Ma っ 
に コト いさ っ の 当 下 人 8 
ピ 到 * 内 
ce 衣 上 
S 男 辻 っ 
いや ve? 


「 昌 了 10 ら つつ O 全 表 が で つ か 全 | 
晶 や る つや っ ら も や ゃ 全 / 軒 邊 や で コパン 
や か ね くつ を る っ 全 信 いて 手 換 つ だ 人 
ぶ 剖 で いら] 

WS 六 ご 宮下 雪 で 公司 電 の 開 
で NG 党 ン で ヨ つ SS や ST 
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情 回 対 SQ る @ じ 周 届 持つ 「 定 沖 」 


ーー 」 
*T っ の 
記 長 時 時 % ど や つい の つつ りら で ちや 
各 王 つい っ お せき っ? 評 雪 ル ぐせ 導 齋 SGRS 
が 畠 記 ぐ マ ペー 公 富 所 僅 夫 も 宗 ご "回 2 き A AN ミロ 涼 
僅 で ye 時 部 党 つ ン ピ 叩く つや G で いっ 
補い で つ つり 谷 で っ が 「 昌 突き て 送 品 潜 で や も” お 宏 導 肖 
( 起 つ いろ やぶ っ "win 人 で で だ っ ね で や か 」 
に きこ か を さ WS 芝 め 「 振 記 ぶ や つ ン 8 っ 」 っ つ 押 回 
並 家 り 手 や 誤 つや ね りつ | 缶 の 人 っ ? 
思 全 雪が で お 「 岩 椅 憧 軸 せ ※ 陰 埋 HS ャ ペー 公 全 
ロ SS 下 叶 起 ね " 計 が っ っ が 生生 の つつ の つの ら QOS 
可 で 窒 蘭 に て ト S 人 SO お で や で" 全 @ 〇 けり で の 近 


時 
の 
米 
5 も 
* あ 
っ 
た 
そ 
ん 


吾 G 還 で ぐね 4 PJ)S 玩 SG 尋 員 半 


た 


銘 
柄 の 
を が 


や SG く くさ 全 リ ンー で お 時 器 お や で 因 品 鍛 の りら 
鹿 上 や 半 表 つ に くま SG やむ "mm お G 先 むい 畠 喘 避 軸 G 渦 や 
ーS つ で で SS 羽 eS ね xn で つら や ゃ 層 」 
や 齋 8ー 間 ま > 5 売 の 
さ 二 る も や 全 ね ろり つや 心 つ 明 て や つつ 泡 で や 要り GS 定 ) ら さ 避 や さ 
SN EE コー いし だ さく) 避 " 営 2 ね つ 雇 下 ヨッ ぐり ふま A ホ で 公 凡 ら く 
直 き きる @ 着 計ら "る っ と っ 系 で 僅 e お の す Sm 会] RG 
本 ミン キャ ンー や 避 思 eve" 「w で や シン 次 欠 せ つ 生 時 WS つね 
判 想 他 ロ 詞 提 捧 や 対 国 加 K ロ GS 電 玖 人生 べ で ” 中 更 り 間 々 つら 8 円 末 押 や 導 御 GS 肖 や 
全長 で 肌 り つり? とめ つ ン SS で 本 交会 計算 り 短 
リボ べく 較 や 冠 ww 所 で お ンー ぜ ン て ー 選 且 SteS NG 壮 N 移 キ キ 心 へ ペー 
抵 ※※ 到 m る で 和 m" KY マ YS へ 避 湖 や 羽 ン ③ べ ロ 環 で ね っ や や 」 
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recommend 


花 越路 大 吟 本 


創業 当時 か ら 受 け 継が 
れ て いる 村 祐 酒造 の 伝 
統 銘柄 。 大 吟醸 は 、 口 
当たり 軽やか で フル ー 
ティ な 吟醸 香 と 上 質 な 
甘 さ 、 米 の 旨み が 引き 
立っ て いる 。 す っ きり 
と し た キレ も 魅力 


価格 :3410 円 720me 
原料 米 : 非 公開 
日 本 酒 度 : 非 公開 
酸度 : 非 公開 
アル コー ル 度 数 : 
15.6 16 度 


dae 

村 袖 酒造 

住所 : 新潟 県 新潟 市 秋葉 
区 舟 戸 1-1-1 

Tel: 0250-38-2028 
創業 年 : 1948 年 
年 間 生産 量 : 約 5 万 % 
(一 井 瓶 約 3 万 本 ) 


characier 


村 祐 紺 瑠璃 ラベ ル 
無 濾過 本 生 


透明 感 の ある 甘 さと 酸 の バ 
ラン ス が よく 、 移 や か な 余 


韻 を 感じ る 純 米 吟醸 タイ プ 。 


「 村 山 さ ん の 人 柄 か ら 芯 が 
強く ワイ ルド で 、 近 寄り 難 
いで す が 実 は 甘党 と いう キ 
ャ ラク ター で す 」 

価格 : 1733 円 720m% 
原料 米 : 非 公開 

日 本 酒 度 : 非 公 開 

酸度 : 非 公開 

アル コー ル 度 数 : 16 17 度 


recommend 


肉 容量 7207/ の 


に に お 上 た 3 
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ンコ 
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表 


る 
2 
人 


> て 誤 


「 荷 札 酒 ] は 全量 純 米 大 吟醸 。 
麹 米 は 山田 錦 で 固定 し 、 備 前 
雄 町 や 八反 錦 、 五 百 万 石 な ど 
さま ざま な 掛 米 と 合わ せ 、 酒 
米 の も つ キ ャ ラク ター を 引き 
出す 酒造 り を し て いる 
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ホー ムセン ター で 集め た 素材 で DIY し た 特許 レベ ル の 吸水 装置 を 見 
父親 に 小遣い や 


て 驚く ケン チ さ ん 。「 ま だ 酒造 り に 参加 する 前 に 、 
る か ら と 言わ れ て つく っ た ん で す 」 と 悠一 さん は 笑う 


つき 店 叶 で 点 


民 
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普 
に 


冷凍 麹 は 極限 まで パラ 
バラ に 仕上 げ て 保存 。 
も ろ み の 温度 を 常に 低 
温 で キー プレ し 、 挫 り も 
冷蔵 室 に 入れ た ヤ プ タ 
で 行い すぐ 瓶詰 めす る 
な ど 、 鮮 度 管理 を 徹底 


「 ぶ へ ひい 狂 さ て 守 ] 


鋭 門 の な 
と で 因 デ 
し 金 名 ザ 
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華 を 〇 ン 
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普通 酒 か ら 高級 酒 、 超 限定 酒 ま で 、 毎 
日 哨 き 酒 し て 味 の 方 向 性 を 探る 。「 エ 
ッ セ ンス と し て 取り 入れ 、 た と えば フ 
レッ シュ な の に 柔らか いな ど 、 相 反 す 
る 複雑 性 で 特別 感 を 造り た い ] 


同 コ 挑 し 分 
じ 自 戦 ` け 
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ゞ 堂 高 cw 当 お 加 王 
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Perl2 
伝統 を 昇華 させ る 新 時 代 を 


加茂 錦 酒 造 【 か も に し き し ゅ ぞう 


つ み 来 柄 そ ズー の 努 撃 向 
を 毎 を テ る を ト こ 久 取 年 EE カカ だ 上 常 先 
し 日吉 ィ 日 中 ッ か 呆 り < 生 の が す に 進 
て 毎 読 ン も 心 プ 5 田 立 の 物 ' る ア 時 
大 日 し グ 林 来 に ヒラ 亡 ga 頃 語る を 酒 ッ 性 
学 が た し 避 ぁ 名 ン 維 年 了 が の 質 プ 
も 死 "て 下 日 だ ナ な ? ー 酒 酒 あむ 背 き デ と 
休 に 分 。 た | 研 ・ 條 好 蔵 胃 る 景 評 | 和 
学 物 析 ム 責 る 、 完 " 海 き を * に 価 ト 情 
5 狂 し 親日 王 が 岬 や 引 机 ま 
造 い  ) 類 き 本 着 は 夫人 き 並 一 る 0 
り で 20 グ 次 酒 いじ mm な 継 大 見 千 2 
に し 年 ラフ を を 最 ま 加 〈 M 抵 す 5 
参 た 分 ノ フ す 取 先 る 導い だ で る と そ 
加 の に る 5 端 仁 当 父 は と と し 
し 業 ポ こ 寄 の 時 親 な 快 も 
8 界 イ とせ 銘 の は K が 進 に 上 
す で _ 豊 母 と 一 引 を ラ 出 
が 加 玄 か の いこ が し | 来 | 
` 茂 人 な プ ブ れ は て ボ 上 
ま 錦 の 造 レ れ じ じ ビ > が ム 
だ ら 飲 り ン 3 吾 : 事 有 ダ ク っ / 
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みり ン も “" 
な ーー シ 秘 い ぃ 6 
が で て め ま 上 
65 早 ル ん た で を 
杯 《 を も 目 
を 皆 荷 十 指 
傾き 今 札 分 す 
け ん 回 酒 美 向 
を に の 一 忠正 
ほ 伝 マ と し 心 
し 移 衝 だ 
だ ガー“ 総 
で いつ さき 未 共 
す "あぁ あん 来 感 進 
ー ぜ ら の の し 化 酒蔵 は 長 時 間 労働 が 常 だ が 、 加 茂 鐘 酒 造 は 1 日 8 時 間 労 働 と 現代 的 な 労働 現 境 だ 。 蔵 人 の 平均 年 齢 
ひば ポ 輝 ま を は 30 代 半ば と 若い 。 「 全 員 が 全 工 程 を 担 え た ます 。 酒 造り は 一 人 で は で きま せん か ら ] と 悠一 さん 
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recommend 


荷札 酒 備前 雄 町 
純 米 大 吟 本 


「 濃 厚 な 甘み と 雄 町 の 
酸味 の 表現 が 魅力 ] と 
ケン チ さ ん が 絶賛 し た 
火入れ 酒 。 ラ ベル の 
Ver. は 酒 質 が 向上 する 
ご と に 数 字 が 上 が る の 
で 飲み 比べ も 楽し め る 
価格 : 2068 円 720me 
原料 米 : 岡山 県 産 雄 町 80% 
精米 歩合 :50% 

日 本 酒 度 : 非 公開 

酸度 : 非 公開 

アル コー ル 度 数 : 15 度 (原酒 ) 


dato 


加茂 錦 酒 和 


住所 : 新潟 県 加茂 市 仲町 3-3 
Tel : 0256-52-0035 

創業 年 : 1893 年 

年 間 生産 量 : 非 公開 
https:/kamonishiki.com 

※ 見 学 不可 。 店 頭 販売 は な し 


chorocier 


荷札 酒 月 白 
純 米 大 吟醸 


磨き 40% の 山田 錦 と 9 号 酵 
母 を 使用 し 、 新 潟 の 淡 衣 系 
を 加茂 錦 流 に 解釈 し た クラ 
シカ ル な 味わい 。「 キ ャ ラ 
クタ ー は MIT 卒 業 の 理系 の 
異才 。 飾 ら な い 優し い 人 柄 
を イメ ー ジ し まし た 」 


価格 : 1848 円 720me 

原料 米 : 山田 鐘 100% 

精米 歩合 :40% 

日 本 酒 度 : 非 公開 

酸度 : 非 公開 

アル コー ル 度 数 : 15 度 (原酒 ) 


recommend 


168 169 


に に po 


六 疾 良 
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『 民 部 濡 中 テーVS で 時計 RR 


| 
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character 
AKABU 


赤 武 純 米 酒 


価格 : 1430 円 - 720me 
原料 米 : 吟 ぎん が 
精米 歩合 :609% 

日 本 酒 度 : 非 公開 
酸度 : 非 公開 

アル コー ル 度 数 : 15 度 


daia 

赤 武 酒造 
住所 : 岩手 県 盛岡 市 
北 販 岡 1-8-60 

Tel : 019-681-8895 
創業 年 : 1896 年 

\ 年 間 生産 量 : 非 公開 
リ www.akabu1.com 


頑固 な 職人 肌 の 杜 
氏 が 未来 へ の 挑戦 
と し て 醸す 酒 を 武 
由 な キャ ラク ター 
で 表現 し て いる 


沼 適 洲 対 叶 避 思 き 「 民 3 部 浴 」 


記 m 手 県 の 赤 ょ 、 地 元 に 根づい た 

を 醸し て いた 老舗 酒蔵 。2005 年 より 酒 質 向 
上 に 取り 組み 、 数 々 の 賞 【 し て いた が 、 東 日 本 
大 岩 災 で 壊 減 的 な 被害 を 受け た 。 その後 、 歴 史 の あ 
る 地酒 を 未 該 で ぐ べ ( 春 走 し 、 多 (の 助け を 得 て 
2013 年 盛岡 市 で 復活 。 翌 年 、 大 学 時 代 に 咽 き 酒 大 
会 の 全国 チャ ン ピ オ ン に な っ た 6 代目 が 22 歳 で 杜 
氏 に 就任 し 「 日 本 を 代表 する 銘酒 ] を 目指 す 「 赤 武 」 
が 誕生 し た 。「 こ こ 数 年 、 周 り の 玄人 筋 か ら を 
聞い て いて 、 飲 ん だ と き の 第 一 印象 で 次 世代 の 味 を 
感じ まし た 。 その 中 に クラ シッ ク さ も 見 え 隠れ する 。 
その 酒 質 と 復活 蔵 と いう 不屈 の 物語 性 、 を し て 赤 武 
と いう 名 前 か ら 、 武 道 を 時 ん を で いる スト イッ ク な 肉 
体系 の “ 漢 " と いう 人物 像 が 浮か びました 」 


recommend 
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「 キ リ っ と 綺 雇 な 
辛口 な の で シャ ー 
プ な 細身 で 、 性 別 
問わ ず 葛 われ る 好 
男子 の イメ ー ジ 」 


る 自然 豊か な 福島 ・ 古 殿町 

『 時 代 よ り 酒 造り を 行っ て いる 豊国 
【 来 の 伝統 と 格式 を 重視 し た 「 東 豊国 ] は 長き 
こわ た っ て 古殿 町 の 地酒 と し て 愛さ れ て きた が 、9 
代目 の 若き 蔵元 、 矢 EE さん が 2011 年 に 生 
し た 新 銘柄 が 「 己 」 だ 。 阿 武 隈 山系 の 伏流 水 と 
の 美山 鈴 を 使用 し 、2 種 類 の 醒 
も た せ た 味 わい は 、 ク ラ シ カ ル な “地酒 "文化 に モ 
ダン な 現代 嗜好 を 取り 入れ た も の 。「 昨 年 訪れ 
て 飲ん だ と き に 、 数 年 前 より 甘み と 旨み 、 ほ の か な 
み の バ ラン ス の 取れ た 酒 
じ ま し た 。 毎日 蔵人 全員 で 酒 
造り が 実直 で 「 一 歩 ずつ 積み 重ね る 」 
5 、 一 本 芯 が 通っ て いる キャ ラク ター で す 」 


当 


recommend 


に に ネン と た て > あい れい OSN に 


ー 歩 己 
純 米 吟 醸 


価格 : 1580 円 - 720m2 
原料 米 : 夢 の 香 
精米 歩合 :559%6 

日 本 酒 度 :1ー2 
酸度 : 非 公開 

アル コー ル 度 数 : 16 度 


住所 : 福島 県 石川 
古殿 町 竹 負 114 

Tel: 0247-53-2001 
創業 年 :1841 年 
年 間 生産 量 : 約 19 万 4 
(一 井手 約 10 万 5000 本 ) 
http:/ 
azuma-toyokuni.com 


characier recommend 
屋 守 純 米 中 取り 
無 調整 


価格 : 1606 円 / 720me 


「 ク ラプ に 通う 都 
会 派 で す が 、 実 は 
郊外 在住 で 、 マ イ 
ナー 球団 ファ ン の 
よう な 人 間 味 も 」 


アル コー ル 度 数 : 16 度 


doia 
豊島 屋 酒造 


住所 : 東京 都 東村 山 市 
久米 川町 3-14-10 

Tel : 042-391-0601 

創業 年 : 1935 年 
年 間 生産 量 : 約 17 万 1000 
(一 井 瓶 約 9 万 5000 本 ) 
http:/toshimayasyuzoU. 
cojp/?page_id=25 


人 
% 9 
の ネ 
/ | し ぁ 
AN、 5 5 
い B 
) 東 タ 
| | ar / 5 を 
| 舎 1 
| ( 3 に 


は じ め 
造 は 、 数 少な 
を を 重視 し た 


台地 の 地下 150m か ら 
くみ 上 げた 水 で 無 加水 。 そ の 
銘酒 を 触 を 使っ た イベ ント 、 
角 打ち な ど 多 彩 な 取り 組み で 人 と 人 の 縁 を 結ぶ 日 本 
酒 文化 を 伝え て いる 。「 は じ め て 飲ん で 記 
美味 し さき を 感じ まし た 。 酒 質 は も ちろ ん 、 蔵 に DJ 
フェ ス を 開催 する な ど 、 異 

ミッ クス し て 日 本 酒 の 魅力 を 発信 する 活動 も 
素晴らし い 。 そ こ か ら 都 会 的 な 個性 派 キ ャ ラク ター 
を 発想 し まし た ] 
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choracier 


人 の 
涯 部 


篠 放 の 魅力 的 な 複 
雑 味 を 、 余 容 の あ 
る ちょ い 悪 な の に 
根 は 一 途 と いっ た 
多面 性 で 表現 


「 長 の 地酒 を 推し て いた 日 本 酒 の 名 店 で 飲ん だ 

3 で と き 、 い い 意味 で 奈良 っ ぼく な い 、 エ レガ ン 
ト か つ ジ ュー シー な 味わい が ずっ と 心 に 残っ て いま 
し た 。 そ を そこ か ら イ マジ ネー ショ ン を 膨らませ 、 人 色香 
と 包容 力 が ある 表情 豊か な 大 人 の キャ ラク ター を 考 
えま し た 」。 日 本 酒 発 挫 の 地 と 伝わる 奈良 筆 地 の 南 
西部 、 御 所 市 に 位置 する 千代 酒造 は 、 小 仕込 み ・ 高 
品質 な 酒造 り に こだわ る 酒蔵 。 良 質 な 葛城 山 の 伏流 
水 と 選び 抜い た 酒 米 を 使用 し 、 老 舘 ソ イナ リー で 醸 
造 を 担当 し て いた 異色 の 杜氏 ・ 堺 哲也 さん が 、 和 柔軟 
な 発想 で 日 本 酒 の 特長 を 最大 限 に 引き 出し て いる 。 
「 篠 峯 ] は 自家 栽培 の 山田 負 を は じ め 、 雄 町 、 八反 錦 、 
愛山 な ど 、 酒 米 の 種類 に よっ て 変わ る 日 本 酒 の 味 わ 
い の 多様 な 魅力 を 伝え る 限定 流通 商品 。 


recommend 


骨 期 へ 迷 適 記 二 也 計 所 S 衣 装 


篠 話 純 米 山田 錦 
超 幸 無 濾過 生酒 
価格 : 1485 円 - 720m2 
原料 米 : 山田 錦 

精米 歩合 :66% 

日 本 酒 度 : 士 10 

酸度 :2.0 

アル コー ル 度 数 : 17 度 


doa 

千代 酒造 

住所 : 奈良 県 御所 市 

大 字 枝 角 ば 621 

Tel : 0745-62-2301 
創業 年 : 1873 年 
年 間 生産 量 : 約 18 万 % 
(一 井 瓶 約 10 万 本 ) 
wwwrchiyoshuzorcoJjp 


作者 : タク ミユ ウ さ ん 


マン ガ 家 。 ポ ボー イズ ラブ 系 の タ 
ッ チ を 得意 と し 、「 殺 し た い ほ 
ど 」、「 遊 び じ ゃ ね えん だ 」、「 負 
け 犬 ROCKI な ど を 手掛け る 。 
2020 年 12 月 末日 、 講 談 社 の ア 
プリ 「 マ ガ ポ ケ 」 に て 、 格 ケン 
チ さ ん と の 日 本 酒 マ ン ガ 「 あ ら 
ば し り 」 の 連載 を スタ ー ト 
http:/dfs.stripperjp 


まず は 6 人 
(銘酒) が 登場! 


日 本 酒 マ ン ガ 「 あ ら ば し り ] 
% の ネー ム 、 を の 一 部 を 独占 公開 ! 


ー ざ ht 上 W こ いす 
吾 W 潮 


橘 ケン チ さ ん が 企画 原案 し た マン ガ 「 あ ら ば し り 』 
が 、12 月 18 日 より 少年 マガ ジン 公 : 漫画 ア 
プリ 「 マ ガ ポ ケ 」 に て 連載 を 開始 する 。 誰 6 が 抱 
える 悩み に 寄 ! 、 次 の 一 歩 を 踏み 出す 勇気 を 
与え て くれ る 日 本 酒 マ ン ガ と は 一 一 。 い わ ゆ る 娯 
楽に た とどまら な い 、 文化 背景 も 伝え る 新しい メデ 
ィ ア の 先駆 けし な る だ ろう 。 配信 を お ぉ 楽し み に ! 
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> 溢 党 (2 半 下 
区 由 半 避 必 


の た IfpyexP た は 
て 


D) 


みお むろ 艇 袋 し ぼり 
純 米 大 吟醸 三輪 山 


山 と も 呼ば れ 山 を ご 
神体 と する 大 神 神社 は 、 古 来 酒 
の 神 と し て 信仰 を 集め て きた 
1660 (万 治 3) 年 創業 の 今西 酒 
造 は 、 そ の 三 輸 山 の ふも と に | 
を 構え る 。「 み むろ 杉 」 は “ 
輪 を 飲む " が コン セプト の シリ 
ー ズ で 、「 袋 し ぼり 純 米 大 吟醸 
山 ] は その 最高 峰 。 吉野 杉 
の 木 箱入り で 、 自 家 栽 培 の 格 ( 
う ぞ ) に 吉野 艇 の 甘皮 を 混ぜ 
和紙 の ラベ ル が 貼ら れ て し 
「 自 桃 の よ うな 香り が 華やか 
広がり ます 。 口 当たり は と て も 
な め ら か で 軽やか 。 口 の 中 で 広 
が り 、 全 身 を 包み 込む か の よう 
な 佑 し い 甘み と 旨み は 、 至 極 の 
ひと と き を も た らし ます 」 


価格 :2 万 2000 円 (720m6) 原 
料 米 : 山 田 銀 (奈良 県 産 ) 精米 
歩合 :35%6 日 本 酒 度 : 非 公開 
酸度 : 非 公開 アル コー ル 度 数 : 
15 度 問 : 今 西 酒造 Tel:074 
4-42-6022 https:/imanishi 
syuzou.com 


ひさ で 融 ③ き 叶 革 か 


上 上川 大 雪 酒 造 
土川 大 雪 山 廃 本 特 別 純 米 
有機 只 風 


1806 (文化 3) 年 創業 で 、 自 然 派 原料 を 用 2017 (平成 29) 年 に 、 三 重 県 か ら 北海 道 
い 、 伝 吉 的 な 造り 方 に 現代 の 手法 を 交え な 上 川町 に 移転 。 北 海道 の 酒造 好適 米 の み を 
が ら 、 江 戸 時 代 の 醸造 方 法 を 再現 する 。 「 磨 使う 。「 軟 ら か い 水 が 特徴 で 、 出 来 上 が る 
る お 米 本 来 の 甘い 味わい が お 酒 も と て も 柔らか 。 北 海道 以外 で は 坊 寺 


、 余 閣 に 独特 の 酸味 が 心地 よく 広 が 難し いと され る 吟 風 の 有機 閑寺 米 を 使う 
が り ま す 。 し っ か り と 力強い 、 骨 格 を 感じ この お 酒 は 、 バ ナナ の よう な 香り と お 米 本 
る 酒 質 。 ワ イン ラバ ー や 、 甘 い だ け の 日 本 。 来 の 甘い 香り が あり 、 軽 や か さと 心地 よさ 
酒 に 飽き た 方 に お すす めで す 」 を 感じ る 飲み ロ 。 会 韻 に は キレ が あり ます 」 
還 コ EEEEB 回 区 J 


価格 :2000 円 (720m8) 原料 米 : 亀 ノ 尾 ( 栃 価格 : 2640 円 (720me) 原料 米 : 吟 風 ( 北 

木 県 産 有 機 農 法 米 ) 精米 歩合 :90% 日 海道 当別 町 産 JAS 有 機 認証 米 ) 靖 米 歩 合 : 

本 酒 度 : 非 公開 酸度 : 非 公開 アル コー ル 60%6 日 本 酒 度 : 非 公開 醒 度 : 非 公開 

数 :14 度 問 : せ ん きん Tel:028-681- アル コー ル 度 数 : 15 度 間 : 上 川 大 寺 洒 千 

0011 http:/senkin.cojp Tel : 01658-7-7380 https:/kamikawa- 
taisetsu.cojjp 


つく り 手 の 想い と と も に 


味わっ て くだ さい 


西河 
天 敗 純 米 吟 醸 

1845 ( 弘 化 2) 年 神業 の 西 酒造 
は 、 相 橋 系 の 爽やか な 香り と キ 


レ の いい 口当たり で 、 芋 焼酎 に 
らし た 「 富 宝 山 ] 


は 、 現 代 の 酒造 
り の 技術 が 惜しむ こと な く 注 が 
れ て いま す 。 今期 は 純 米 吟醸 の 


綿 あ め や バ ナナ の よう な 香り が 
一 体感 を 有 し な が ら 広 が り ま す .。 
味わい に は 優し い 甘 み と 控え め 
な 酸味 を 感じ る と 同時 に 心地 よ 
い ミ ルキ ー さ が あり 、 余 韻 に は 
洗練 され た 透明 感 を 覚え ます 
日 本 酒 を よく 知っ て いる 方 に こ 
そ 、 ぜ ひ 飲 ん で ほし い お 洒 で す ] 


価格 :1980 円 (720m2) 原料 米 : 
山田 鐘 精 米 歩合 :509% 日 本 
酒 度 非 公開 酸度 : 非 公開 

度数 :15 度 間 : 西 酒 


nishi-shuzo.cojp 


還 還 洒 
七 本 錯 無 有 生 本 


450 余 年 の 歴史 を も つ 酒 蔵 。 滋賀 県 で 主流 
の 酒造 好 千 米 ・ 玉 栄 、 中 で も 単 一 農家 さ ん 
に よる 無 農薬 坊 培 米 を 使用 し て いる の が 特 
徴 。 ま ず 、 雑 味 を 感じ な い 族 きた て の お 米 
の 番 り が 立ち 込め 、 生 本 造り な ら で は の 乳 
酸 の 香り が 漂い ます 。 ミ ルキ ー さ や コク が 
あり 、 お 米 本 来 の 香り と 味わい を 増 能 で き 
る お 酒 で す ]」 


EEE 
価格 :2860 円 (720my) 原料 米 : 玉 栄 ( 滋 
加 県 産 押 率 半 培 米 ) 精米 歩合 :60% 


日 本 酒 3.5 酸度 :2.1 アル コー ル 度 数 : 
16 度 問 : 富 田 酒造 Tel:0749-82-2013 
www.7yari.cojp 


み の 発売 。 フ ロー ラル な 印象 で 、 


1962 (昭和 37) 年 創業 、 
千葉 県 千葉 市 に 本 店 を 構 
える 。 酒 の 本 質 や 価値 と 
と も に つく り 手 の 想い を 
伝え 、 よ り よ い 酒 文化 の 
創造 を 目指 し て いる 。 
MADEYA GINZA] で は 、 
1000 種 類 余 り の 酒 を 揃 
え 、 つ くり 手 を 招い た イ 
ベン ト や セミ ナー を 開催 
する こと も ある 。 


ーーーーーーーーー 


IMADEYA GINZA 店 
(いま で や 銀座 ) 


住所 : 東京 都 中 央 区 銀座 6-10-1 
GINZA SIX B2F 

| : 03-6264-5537 

登 業 時 間 : 10:30 一 20:30 
定休 日 : 施設 に 準ずる 
wwwrimadeya.coJjp 


さる 洪 お 席 革 崇 
ぶ 溢 詞 革 S 和 溢 海 


日 本 ワイ ン 


勝沼 品 和 
アル ガー ノ ボ シ ケ 2017 


1937 (昭和 12) 年 創業 、 日 本 固有 の 品種 で ある 甲州 発祥 の 地 と され る 甲州 市 勝沼 地区 で 、 甲 州 に 特 化し て ワイ 
ン を 造る 。 フ ラッ グ シ ッ プ プラ ンド の トッ プ キ ュ ヴ ェ 「 ア ル ガ プ ラン カ ・ イ セハ ラ 」(P126) の プ ド ウ を 育む 伊 
勢 原 地区 近 及 の 金川 流域 産 プ ド ウ を 使用 。 「 山 梨 県 勝沼 町 に 根ざし 、 日 本 を 代表 する 甲州 種 ワイ ン の つく り 手 で す 。 
[アル ガー ノ ボ シ ケ 』 は 透明 感 拓矢 で 、 世 界 に お すす めで きる 白 ワ イン 。 グレープフルーツ や 和 相 橘 を 感じ る 上 
品 な 爽やか さ に 、 プ ドウ の エキ ス も きち ん と 友 じ られ 、 抜 けが よい 酸味 が 輸 痢 を 鮮やか に つく り 出 し て いま す 。 
甲州 を 知ら な い 人 は も ちろ ん 、 海 外 の ワイ ン を 飲み 慣れ た 方 に こそ 試し て いた だ きた い 白 ワ イン で す 」 


価格 : 3300 円 (750m) 原材料 : 甲 州 アル コー ル 度 数 :11 度 間 : 騰 沼 隙 造 Tel:0553-44-0069 


| する 3 喧 


wwwikatsunuma-winery.com 
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池 作 堆 合 プ ドウ 園 な どの ブドウ 六 培 者 
さん 、 東京 洋 さ 
ん が 中 心 と な っ て 2005 (平成 17) 年 に 立ち 上 
げた 醸造 用 プ ド ウ の 勉強 会 グル ー プ 「Team 
Kisvin] に は じ ま る ワイ ナリ ー。「^ 質 の 高い プ 
ドウ が で き さ え すれ ば 、 酸 造 と は シン プル か つ 
平易 な も の "と いう 考え の 下 、 酸 千家 自ら も 日 
常 的 に 畑 へ 出向 まさ 、 ス タッ フ と 連携 し つつ 吉 培 
に 参加 し て いま す 。 こ の ワイ ン は 31 種 類 の マ 
スカ ッ ト 系 ブドウ か ら 造 られ る 、 宝 箱 の よう な 
ワイ ン で 華やか さ が 印 象 的 !」 

価格 :3542 円 (750my) 原材料 : ブ ドウ ( 山 和 
県 甲州 市 産 ) アル コー ル 度数 : 12.5 度 

間 : Kisvin Winery Tel: 0553-32-0003 
www.kisvin.cojp 


甲州 市 塩山 の ブドウ 工 家 3 代目 ・ 萩 原 康弘 さん 、 


み 旨 
ずみ 
し め ゅ 
味 だ 
わ 
0 い 


| RAR 】 


98WINEs 


本 SOU ロゼ 2019 


長年 、 メ ル シ ャ ン で 醸造 責任 者 を 務め た 平山 繁 
之 さ ん が 2017 (平成 29) 年 に 設立 し た ワイ ナ 
"自分 た ちの カ だ け で は 完 
あら ゆる 人 た ちと の 出 会 
い に よ っ て 不 完全 な 98 が 100 に も 200 に も な 
れる "と いう 想い が 込め られ て いる 。「「 北 SOU 
ロゼ 』 は 、 マ スカ ッ ト ・ ベ ペー リー A に 、 甲 州 を 
アク セン ト に し た 絶妙 過ぎ る パラ ンス 。 ス モモ 
や ベリ ー の 香り が ほど よく 、 旨 み を 感じ る 味 わ 
いで す 。 赤 ワイ ン で は 重い けど 、 白 ワイ ン で は 
いと 感じ る と き 、 た と えば 魚 料理 や 天ぷら な 
ど に 合わ せる の に お すす めで す 」 


価格 : 2420 円 (750mZ) 原材料 : 甲 
マス カッ ト ・ ベ ペー リーA アル コー ル 度 数 :11 度 
則 :98WINEs Tel:0553-32-8098 
https:/798winesjp 
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5) 
平川 ワイ ナリ ー 

サン パ オリ ジ ナ ル 
ブラ ン 2019 


大 学卒 業 後 、 フ ラン ス で プ ド ウ 坊 培 、 


わっ て きた 平川 孝雄 さん 
成 27) 年 に 開い た ワイ ナ 
リー。「 平 川 さん が 何より も 大 切 に 
て いる の は “世界 の 美食 の 舞台 で 楽 
まれ る ワイ ン 造 り "。 [サンバ パ オリ ジ ナ 
ル ブラン] は 、IMADEYA ス タッ フ も 
ワイ ン の アッ サン プラ ー ジ ュ (調合 ) 
に 参加 し た ワイ ン 。 白 枚 や アン ズ の 香 
り が ふわ っ と 広がり 、 花 の 幸運 
せる よう な 味わい 深い 果実 味 で 、 
感 、 凝 縮 感 が 特徴 で す 。 語ら れる 
は 爽やか で 、 従 味 は さっ ぱり と ドラ イ 
ほど よい ポリ ュー ム 感 が 絶妙 で す 」 


価格 : 6424 円 (750me) 原材料 : 非 公 
開 アル コー ル 度 数 : 1.5 度 間 : い まで 
や Tel:03-6264-5537(IMADEYA 
GINZA 店 (いま で や 銀 族 ) 
wwwimadeyarcojp 
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時 上 】 
ドメーヌ ナカ ジマ 


ペティ アン ・ ナ チュ ー ル ・ 
ロゼ 2019 


2014 (平成 26) 年 の 開業 で 、 千 曲 川 
流域 に 広がる ワイ ン 産 地 ・ 千 曲 川 ワイ 
ン バ レ ー の 中 心地 で ある 長野 県 東御 市 
の 中 で も 注目 の 生産 者 。 畑 は 急 余 面 
位置 し 、 低 農 薬 で 栽培 し た ブドウ を 用 
い 、 野 生 酵母 で ワイ ン を 醸す 。「 こ の 
ロゼ は 、 食 用 プ ドウ 品種 ・ 巨 峰 を 使用 
し た 後発 泡 の スパ ー ク リン グ ワ イン 。 
独自 の 製法 で 巨峰 の エキ ス を 胡 繕 し て 
お り 、 巨 話 な ら で は の フル ー テ ィ な 香 
り が 泡 に の っ て 豊か に 広がり ます 。 心 
地 よ い 甘 み と 作 韻 の 醸 味 に 、 何 杯 で も 
飲み た く な り ま す 。 日 常 の 食卓 で も 、 
お 祝い ご と の 席 で も 、 ど ん な シー ン に 
も 寄り 添う 一 本 で す ] 

可 1980 円 (750mg) 原材料 : 巨 峰 
ー ル 度数 :10 度 
M マ Tel:0268-64-5799 
http:/monvignoble.blog90.fc2.com 


キャ メル ファ ー ム 


ケル ナー 2019 


北海 道 の 一 大 ワイ ン 産 地 ・ 作 市 町 に 
2014 (平成 26) 年 に 設立 。1980 年 代 
か ら 余市 で ワイ ン 用 プ ブドウ を つく る 藤 
本 帝 さ ん か ら 技 術 と 知恵 を 、 イ タリ ア 
人 醸造 家 の リ カル ド ・ コ タレ ッ ラ さん 
か ら イ タリ ア の 伝統 的 製法 と 最新 技術 
を 受け 継ぎ 、 学 びな が ら ワ イン 人 造り 
陳 む 。 ド イツ 原産 の ケル ナー は 寒さ 
強く 、 冷 涼 な 気 候 に 適し て お り 、 北 海 
道 で 多く 坊 培 され て いる 品種 。「 凛 と 
し た 酸味 と 、 海 か ら の ミネ ラル を 感じ 
ます 。 余韻 の 塩味 も 特徴 的 。 新 し い ワ 
イナ リー で 知ら な い 方 も 多い か も し れ 
ませ ん が 、 北 海道 の ワイ ン に 興味 を も 
つき っ か け に し て いた だ きた いで す 」 


価格 :3850 円 (750me) 原材料: ケル 
ナー アル コー ル 度 数 :13 度 問 : キ ャ 
メル ファ ー ム Tel: 0120-934-210 
https:/camelfarm.cojp 


洪 功 


3 


尽き さす ひ rk き < 池 
いこ 持 こう 


| き M 7) 
都農 ワイ ン 
プラ イベ ー ト リザ ー ブ 


マス カッ ト ・ ベ ペー リーA 2014 


1996 (平成 8) 年 、 宮 崎 県 尾 鈴 山 の ふ 
も と に 設立 され た ワイ ナリ ー。 多雨 や 


台風 な どの 過酷 な 自然 条件 と 開い つつ 、 


地元 産 の プ ド ウ の み を 使っ て ワイ ン を 
造る 。「 宮 崎 の 気候 、 風 土 に 合わ せ た 
ブドウ を 補 数 種類 植え 、 ど の ブドウ が 
宮崎 の テロ ワー ル に 最適 か を 追求 。 進 
化 が 止ま ら な い 注目 の 生産 者 で す 」。 
マス カッ ト ・ ベ ペー リー A は 日 本 固有 の 
黒 プ ドウ 品種 。「4 年 間 の 樽 部 成 を 経た 
プラ イベ ー ト リザ ー プ は 、 マ スカ ッ ト ・ 
ベー リーA の 個性 を し っ か り と 感じ る 
イチ オシ ! 土 の ミ ネ ラル 、 紅 茶 や ス 
バイス な ど 問 成 由来 の フレ ー バ ー に 、 
し な や か な 口当たり が 秋 力 で す 」 

価格 :3300 円 (750me) 原材料 : マ ス 
カッ ト ・ ベ ー リ ーA アル コー ル 度 数 :11 
度 間 : 都 虹 ワ イン Tel:0983-25- 
5501 https:/tsunowine.com 
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本 ET 了 
山崎 ワイ ナリ ー 
PINOT GRIS 2019 

4 代 に わた り 北 海道 で 農業 に 従事 し て きた 家族 が 2002 


(平成 14) 年 に 設立 。「 家 族 5 人 で プ ド ウ の 裁 培 か ら 醸 造 、 


ポト リン グ ま で の すべ て を こなす 小さ な ドメーヌ で す . 
灯 き の ある 黄色 が か っ た 色調 で 、 ト ロビ ピカ ルフ ルー 
マン ゴー の 香り が 広がり ます 。 厚み の あ る オイ リー な 果 
実 味 が あり 、 余 韻 に は ミネ ラル を 感じ ます ] 


価格 :3000 円 (750m) 原材料 : ピ ノ ・ グ リ 
アル コー ル 度 数 : 13 度 間 : 山 崎 ワ イナ リー 
Tel: 01267-4-4410 wwwyamazaki-winery.cojp 


ご ざさ 中 ミー キー ト R 


芯 二 コ ひ 史 人 で 等 下記 時 呈 
に 23 


Domaine des Tengeijis 

甲州 エリ オン ト 2019 

本 造 責任 者 を 務め る 天花 寺 弓 子 さん が 2017 (平成 29) 
町 に 設立 し た ワイ ナリ ー。 サ ステ イナ ブ 

ル 農 法 で つく っ た プ ド ウ を 用 い 、 伝 統 的 な 手法 で 自然 の 

味わい を 引き 出す ワイ ン を 造る 。「 革 み を し っ か り と 感 

じ ら れ る 甲州 。 み ずみ ず し い フ ルー ツヤ や 白い 花 の 香り が 

心地 よく 広がり 、 旨 み と 酸味 の パラ ンス が 絶妙 で す ] 


価格 :3190 円 (750me) 原材料: 甲州 
アル コー ル 度 数 : 12 度 間 :Domaine des Tengellis 
Tel: 非 公開 http://tengeilis.com 


ン ロ 
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て ささ Y エ マー 


MGVs ワ ィ ナリ ー 
B527 POSH GI Yamanashi N.V. 


山梨 県 勝 当地 区 に 2017 (平成 29) 年 に 誕生 し た ワイ ナ 
リー。 日 本 固有 の 品種 で ある 甲州 と マス カッ ト ・ 
ーA に 特 化し て ワイ ン を 造る 。「 華 や か な 席 に も お すす 
め の き れい な サー モン ピン ク の 色合い 。 パ ラ な どの 花 の 
アロ マ が ふわ っ と 立ち 上 が り 、 味 わい は キリ っ と し た 酸 
味 が 心地 よく 、 繊 細 な フル ー テ ィ さ が 特徴 で す 」 


価格 : 3740 円 (750m) 原材料 : マ スカ ッ ト ・ ベ ー リ ーA、 
甲州 アル コー ル 度 数 : 12.5 度 間 :MGVs ワ イナ リー 
Tel: 0553-44-6030 https:/mgvsjp 


味 策 

わ 丹 
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| ta い 土 

積丹 スピ リッ ト 半 を 
火 の 帆 KIBOU さじ | 

う 


2018 (平成 30) 年 に 積丹 半島 に 誕 
た 「 積 月 ス ピリ ッ ト 」 は 、 北 
海道 産 ボ タニ カル を 使っ た ジン を 
手掛け る 。 積 丹 で は 、 飼 し い 自然 
環境 の 中 で 多種 多様 な 植物 が 生育 
する 。「 中 で も 、 ア イヌ の 人 々 が 
森 の 女神 と 呼ん た だ アカ エゾ マツ は 、 
厳冬 期 に も 葉 を 落と さ ず に 凛と し 
て 立つ 、 希 望 の 象徴 の よう な 植物 。 
「 火 の 帆 KIBOU| は 、 こ の 現地 の 
テロ ワー ル を 生か し て 造ら れ た ジ 
ン で す 。 ア カエ ゾ マ ツ か ら は プラ 
ッ ド オレ ンジ の よう な 甘 若い 香り 
を 感じ ます 。 さ ら に 、 多 彩 な ポタ 
ニカ ル 由 来 の 清涼 識 の ある スパ イ 
シー さ 、 ハ ー プ 由来 の 礎 林 の よう 
な 爽やか な 香り も 広がり ます 」 


価格 :5940 円 (500mM) 原材料 : 
〔 積 丹 町 産 ・ 北 海道 産 ポ タニ カル ] 


ノ カ ワラ マツ パ ほ か アル コー ル 度 
数 :45 度 間 : 積 丹 ス ピリ ッ ト 
Tel: 0135-48-5105 https:/sha 
kotan-spiritcojp 
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尾 鈴 山 蒸留 所 


OSUZU GIN 


妻 焼酎 「 百 年 の 孤独 ] な ど を 手持 
ける 黒木 本 店 の 別 蔵 と し て 1998 
(平成 10) 年 、 尾 鈴 山 の 奥深 くに 
設立 され た 蒸留 所 。 尾 鈴 山 の 自然 
を 表現 する 焼酎 な ど を 手掛け て い 
る 。 「 中 で も 「OSUZU GINI は 、 尾 
鈴 山 藻 留 所 の 焼酎 を ペー ス に 、 宮 
箇 県 の 相 橋 や 尾 鈴 山 の 素材 を は じ 
め 、 さ ま ざ ま な カル を 漬け 
込ん で 薄 留 し た も の 。 最 初 に 感じ 
る 香り は な ん と いっ て も 相本 系 の 
アロ マ 。 そ こ に ハー ブ プ の 香り が 続 
き 、 ひ と 口 飲む と な め ら か な 甘み 
と 旨み 、 心 地 よ い 苦み が 広がり ま 
す 。 カ ク テ ル 好き 、 酎 好き の 方 
は も ちろ ん 、 蒸留 酒 の 入門 編 と し 
て も お すす めで す 」 (P127) 


価格 : 4290 円 (700m9) 
原材料 :[ ボ タニ カル ] ジュ ニ パ ー 
ベリ ー、 山 李 、 多 相 、 日 向 夏 、 ユ ズ 、 


アル コー ル 度 数 :45 度 問 : 尾 鈴 
山 聞 留 所 Tel:0983-22-3973 
https:/7osuzuyama.cojp 
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桶川 酒造 


桶 野 川 大 井 屋 純 米 大 吟醸 


1832 (天保 3) 年 信 業 の 橋 の 川 酒造 は 、 平 成 22 酒 千年 度 よ り 
山形 県 で は じ め て 全量 純 米 大 只 醸 の 酒蔵 と な っ た 。 原 料 米 は 
全量 契約 栽培 に よる 特別 栽培 米 以上 を 目指 し て お り 、2019 
( 令 和 元 ) 年 の 時 点 で 出 紀 泡 々 、 美 山 錦 、 亀 の 尾 は 実現 し て 
いる 。「 亀 の 尾 は 明治 時 代 に 山形 で 生ま れ た 品種 で 、 コ シ ヒ 
カリ や ひと め ぼ れ な どの ルー ツ で す が 、 六 培 の 難し さか ら 策 
少な 存在 と な っ て いま す 。 横浜 君 崎 屋 限定 の 『 橋 野川 大 井 屋 ] 
は 、 完 全 無 農薬 で 有機 栽培 し た 旬 の 尾 100% で 醸し た 純 米 大 
吟醸 。 口 当たり は きめ 細か く 、 雑 味 を まっ た く 感 じ ま せん 


冷や し た 状態 か ら カ ラフ ェ に 移し て 、 温 度 を 少し 戻し て か ら 、 


小ぶり の ワイ ング ラス で 味わう の が お すす めで す 」 
臣 ] 

価格 : 1980 円 (720mg) 原料 米 : 亀 の 尾 (有機 米 ) 
精米 歩合 : 489% 日 本 酒 度 : 一 20 酸度 :13 


アル コー ル 度 数 : 16 度 間 : 柄 浜 者 内 性 Tel:045-251-6880 
https:/7kimiimaya.cojp 


% 


衝 の は き rk ひ かい ・ 
YY へ TS 昔 北 共 


三 
王 


| km ] 
本 田 商 店 


計 蒲 渓 生 本 特 別 純 米酒 


1921 (大 正 10) 年 信 葉 の 本 田 商店 は " 米 の 酒 は 米 の 味 " 

旨 と し 、 そ の 土地 な ら で は の テロ ワー ル を 追求 する 。 [ 枯 
君嶋 屋 限 定 の 「 昔 蒲 注 ] は 、 兵 庫 県 の 山田 錦 特 A 地 区 の うち 
特に 上 質 と され る 秋津 に 隣接 する 小 分 谷 (しょう: 
山田 錦 だ け を 使っ て いま す 。 ほ の か に フル ー ツ の 香り が 
舌 に か ら み つく よう な テク スチ ャ それ を は ね 返す 酸味 
も あり ます 。 お すす め の 飲み 方 は ひと つ は 自 ワイ ン 
と 同じ 温度 著 で 、 ブ プル ゴー ニュ 型 の グラ 品 な 香り と 洗 
練 さ れ た 味わい を 堪能 する 飲み 方 。 も う ひ と つ は 48 で の お 
畑 で 、 味 わい の ふく よ か さ を 本 立た せる 飲み 方 。 い ずれ も テ 
ロワ ー ル を 体感 で きる 上 質 な 味わい を 楽し め ま す ] 


価格 :3300 円 (720m2) 原料 迷 : 山 田 鏡 (兵庫 県 特 A 地 区 東 
条 少 分 合 産 ) 精米 歩合 :65% 日 本 酒 度 : 十 3.5 酸度 :20 
アル コー ル 度 数 : 16 度 間 : 模 浜 君嶋 性 Tel:045-251-6880 
https:/kimiimaya_cojp 


エレ ガン ト な 味わい こそ 
日 本 の お 酒 の 魅力 で す 
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1892 (明治 25) 年 、 神 奈 
川 県 横浜 市 に 創業 。 土地 
の 風土 気候 を 生か し 、 素 
材 を 慈しむ 生産 者 の 想い 
に 寄り 添い な が ら 、 食 文 
化 に 根ざし た 食 中 酒 を 中 
心 に 扱う 。 国 内 外 で イベ 
ント を 開催 する な ど 、 日 
本 の 酒 の 普及 活動 に を 
入れ て いる 。 フ ラン スワ 
イン の 直 輸 入 も 手掛け る 。 


ーーーーーーーーー 


横浜 君嶋 屋 


住所 : 神奈 川 県 横浜 市 

南 区 南吉 田町 3-30 

|: 045-251-6880 

営業 時 間 : 11:00 一 19:30 
仁 曜 10:00 -) 

定価 日: 日 曜 
https:/kimiimayacojp 
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千田 酒造 


栗駒 山 特別 純 米 


栗 暫 山 の ふも と に 蔵 を 構え る 千田 酒造 は 1920 (大 正 9) 
年 の 創業 。 名 峰 の 水 の 恵み を 大 切 に 、 越 密 な デー タ の 蓄 
積 と 受け 継い で きた 確か な 技術 、 最 新設 備 に よる "再現 
性 の ある 酒 ” 造り に 取り 組む 。「 地 元 で 愛さ れ 、 ほ と ん 
ど が 県 内 で 消費 され て し まう よう な 小さ な 酒造 が 飯 米 で 
造る 特別 純 米酒 。 サ サー シキ は 、 コ シ ヒ カリ より も 粘り 
気 が 少な く パ ラバ ラ と し て いま す 。 日 本 酒 も サラ サラ と 


し て 、 米 の 旨み を ひと 粒 ずつ 味わう よう な 美味 し さ で す 。 


甘み も あり ます が 透明 感 が あり 、 上 品 に 消え て いく 。 美 
味 し い ご 敵 の よう で 、 合 わせ る 食材 の 味 が 引き 立ち ます 」 


価格 : 1572 円 (720mg) 原料 米 : サ キ (宮城 県 産 ) 
精米 歩合 :559% 日 本 酒 度 :+2.0 酸度 : 非 公開 アル 
コー ル 度 数 : 15 度 問 : 千 田 酒造 Tel:0228-45-1024 
ttps:/(miyagisake.jp/kuramoto/chida 


洲 交 
1 つた In 
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な RAR 
三 輸 酒 人 
神 雷 特別 純 米酒 


1716 ( 各 保 元 ) 年 創業 の 三輪 酒造 は 、 中 国 山 碑 の 山間 
に 蔵 を 構え る 。 広 島 の 酒造 り の 特徴 で ある 伝統 的 な 電 水 
醸造 法 を 基本 に 、 軟 水 と 中 硬水 を 使い 分 け 、 広 島 県 産 の 
千本 錦 と 八反 錦 を 中 心 に * 米 味 豊 か で 清涼 感 の ある 酒 質 " 
の 酒造 り に 取り 組ん で いる 。「 柔 ら か さ が あ りな が ら 、 
後味 に は キレ も あり ます 。 洗 練 さ れ て いな が ら 都 会 過ぎ 
ず 、 茶 確 で 飲ん で し っ くり くる よう な 素朴 な お 洒 で す 。 
そこ に は 蔵元 の まじ め さ や 勤勉 さ が 表れ て いま す 。 ど ん 
な 料理 に も 合わ せ や すい の で 、 家 に 1 本 ある と と て も 重 
宝 する お 酒 で す ] 


価格 : 1485 円 (720mg) 原 科 米 : 八反 策 (広島 県 産 ) 
精米 歩合 :609% 日 本 酒 度 : 二 25 酸度 :1.5 
アル コー ル 度 数 : 15 度 以上 16 度 未満 問 : 三 輸 酒 和 
el:0847-82-0630 http:/shinra-1716.com 
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大 塚 酒造 

竹 雀 山 廃 純 米 火入れ 

選 尾 平野 の 西 問 に 位置 する 大 塚 酒造 は 、1884 (明治 17) 
年 の 創業 以来 、 地 元 の 米 を 使っ て 酒 を 造る 。 「 竹 雀 」 は 、 
6 代目 で 杜氏 の 大 塚 清一郎 さん が 立ち 上 げた プラ ンド 。 
「 に の 「 山 廃 純 米 火入れ | は 、 蔵 で 3 年 間 熟 成 させ て い 
ます 。 山 廃 な ら で は の ワイ ルド で スモ ー キ ー な 感じ と 、 
熟成 に よっ て 増し た 米 の 旨み が 相 ま っ た 力強い 味わい 。 
これ が お 煽 に する と 、 ス モー キー な 感じ を わずか に 残し 
つつ も 、 ま と まり が 増し て 、 き れい な ん だ けど し っ か り 
と し た 味わい に 変化 し ます 。 温 か い 料理 の 温度 に 合わ せ 
て 、 ぜ ひ お 煽 で 味わっ て いた だ きた い 一 本 で す ] 


価格 : 1540 円 (720m) 原料 米 : 山 田 錦 30%、 五 百 万 石 
70% 精米 歩合 :6096 日 本 酒 度 : 十 8.0 酸度 :17 
アル コー ル 度 数 : 15 度 以上 16 度 未満 問 : 大 塚 酒造 
Tel: 0585-45-2057 
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皿 5EE 生 
北海 道中 央 和 革 酒 ・ 千 蔵 ワ イナ リー 
北 ワ イン ケル ナー 2018 


1988 (昭和 63) 年 、 山 梨 県 甲州 市 に ある 中 央 条 医 酒 の 第 2 ワイ ナリ ー と し て 北海 道 
千歳 市 に 開業 。2011 (平成 23) 年 に 北海 道中 央 衛 殴 酒 ・ 千 歳 ワイ ナリ ー に 改称 し 、 
余市 町 の 契約 畑 産 の ケル ナー や ビ ノ ・ ノ ワー ル 、 千 歳 市 特産 の ハス カッ プ な どか ら 果 
実 味 豊か な ワイ ン を 造っ て いる 。 ケ ルナ ー は ドイ ツ 了 原産 の 白 ワ イン 用 品種 で 、 冷 
気候 に よく 合う こと か ら 、 北 海道 を 代表 する 品種 と な っ て いる 。「 北 ワイ ン ケル ナー] 
は 、 余 市 町 の 木材 農 国産 の 樹齢 約 25 一 35 年 の ケル ナー を 醸し た も の 。 上質 な アル 
ザ ス ワ イン を 思わ せる 克 や か さと 心地 よい 酸味 が あり ます 。2019 年 ヴィ ン テ - 
さら に 秀輝 で す 。 サ ラダ や 魚介 を 使っ た 冷 茶 な ど と 合わ せる の が お すす め ] 


価格 :2530 円 (750me) 原材料 : ケ ルナ ー アル コー ル 度 数 :12.5 度 間 : 北 海道 中 央 
世 田 酒 ・ 千 歳 ワ イナ リー Tel: 0123-27-2460 www.chitose-wineryjp 
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し さき 9 ) 
都農 ワイ の 
白水 アン フィ ルター ド シャ ルド ネ 斗 6-B 2019 


1996 (平成 8) 年 、 宮 崎 県 尾 鈴 山 の ふも と に 設立 され た ワイ ナリ ー。 多雨 や 台風 な ど 
の 過酷 な 自然 条件 と 闘い つつ 、 地 元 産 の ブドウ の み を 使っ て ワイ ン 造 り に 励む 。「 白 


水 アン フィ ルター ド シャ ルド ネネ 革 6-B 2019] は 、 自 社 農園 の シャ ルド ネ の み を 使い 、 


オー ク 樽 で 人 先 酵 、 閑 成 させ た も の 。2019 年 ヴ ゲ ィ ン テ ー ジ は 、 プ ブドウ が 成 映 期 を 迎え 
た 8 月 に 台風 の 直撃 を 受け た が 、 厳 し い 選 果 と 丁寧 な 酸 造 に より 、 ブ ドウ の 力 を 最大 
限 に 引き 出し 、 爽 や か な 酸味 と 濃縮 感 の ある 味わい に 仕上 が っ て いる 。「 日 本 の ワイ 
ン と は 思え な いよ うな 、 ブ プル ゴ ー ニ ュ の シャ ルド ネ を 思わ せる ふく よ か さ と 満足 感 が 
あり ます 。 矯 料理 を は じ め 、 白 身 の 肉 と の 相性 が 抜群 で す 」 


価格 : 3960 円 (750m) 原材料 : シ ャ ルド ネ アル コー ル 度 数 :11 度 間 : 都 農 ワ イン 
el : 0983-25-5501 https:/tsunowine.com 
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敷島 醸造 
甲州 シュ ー ル ・ 


ー 2019 


表 島 醸造 は 、1985 (昭和 60) 年 の 創業 以来 、 地 元 産 の 
プ ド ウ で ワイ ン を 造る 。「 甲 州 シ ル ・ リ ー」 は 、 自 
社 畑 ・ 若 提 農 場 産 の 甲州 を シュ ー ル ・ リ ー 製 法 ( 発 本 後 
に 引 き を せ ず 、 激 の 上 で 熟成 させ る 製法 ) で 醸し た も 
の 。「 優 し さ の 中 に 六 と し た 強 さ を 感じ させ る 味わい で 、 
日 本 酒 に 近い 感覚 で 和食 に も 合わ せ や すい 一 本 で す ] 


価格 : 1676 円 (750m) 原材料 : 甲 州 
アル コー ル 度 数 : 12 度 間 : 敷 島 醸 造 
Tel: 055-277-2805 wwwmountwine.cojp 
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Funky Chateau 
ラ ・ プ ルミエール ・ フ ォ ア ・ 

カベ ルネ ・ ソ ー ヴ ィ ニ ヨン 2016 


2008 (平成 20) 年 か ら 上 田 市 東山 地区 で プ ド ウ を つく 
り は じ め 、2011 (平成 23) 年 に ファ ー ス ト ヴ ィ ン テ ー 
ジ を リリ ー ス 。 徹底 し た 選 果 、 自 然 発 酔 、 無 ろ過 、 無 清 
浴 を 基本 に 、 風土 を 映す ワイ ン 人 造 り を 目指 し て いる 。「 特 
に 赤ワイン の レベ ル が 高い 。 果実 味 の 豊か さ は 世界 基準 
で 、 さ ら に 日 本 ワイ ン ら し い 上 品 さ が あり ます 」 


価格 :7150 円 (750me) 原材料 : カ ベル ネ ・ ソ ー ヴ ィ ニ ヨ 
ン アル コー ル 度 数 : 13.5 度 間 :Funky Chateau 
el:0268-49-0377 http:/funkychateau.com 
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サン マモ ル ワ イ ナリ ー 
下北 ワイ ン Ryo Classic 2017 


2002 (平成 14) 年 、 下北 半島 に 開業 し た 本 州 最 北 の ワイ 
ナリ ー。1998 (平成 10) 年 に 12 本 の 苗木 の 試験 栽培 か 
ら ス ター ト し 、 厳 し い 自然 環境 を 乗り 越え 、 ピ ノ ・ ノ ワ 
ー ル や メル ロー な どの 裁 培 に 成功 し た 。「 サ ンマ モル ワ 
イナ リー の ピノ ・ ノ ワー ル は 冷涼 感 が あり 、 日 本 な ら で 
は の 上 品 さや 優し さ を 感じ る 味わい で す ] 


価格 : 3520 円 (720m) 原材料 : ビ ピノ ・ ノ ワー ル 
アル コー ル 度 数 : 12 度 間 : サ ンマ モル ワイ ナリ ー 
Tel: 0175-42-3870 www.sunmamoru.com 


シン グル モル ト 
ウィ スキ ー 
「 松 井 サ クラ カス ク 」 


「 日 本 の ウイ スキ ー は 、 大 手 の も 
の は も ちろ ん 、 中 小 規模 の も の も 
クオ リティ が 上 が っ て き て お り 、 
世界 で 注目 され て いま す ]。 1910 
(明治 43) 年 創業 の 松井 酒造 は 、 
中 国 地方 の 最高 峰 ・ 大 山 を 望む 鳥 
取 県 倉吉 市 に 倉吉 務 溜 所 を 構え 、 
2015 (平成 27) 年 より ウイ スキ 
ー の 製造 を は じ め た 。 大山 の 人 流 
水 を 使う ウイ スキ ー は 、 口 当たり 


い 桜の 木 を 使っ 
「 松 井 サタ クラ カス ク ] は 、 モ ルト 
香 の 中 に 控え め に 楼 が 香り ます 。 
上 上 品 で 落ち 着く 味わい は 、 ロ ッ ク 
に し て 食後 の 一 杯 に じっくり 味 わ 
う の が お すす めで す ] 


価格 : 4950 円 (700me) 

原材料 : モル ト ( 妻 芽 ) 

アル コー ル 度 数 : 48 度 間 : 松 井 酒 
造 Tel: 0858-27-0381 
https:/matsuiwhisky.com 
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る | 衝 め 必 


LA 
佐多 守 二 商店 


AKAYANE CRAFT 
SPIRITS 山 概 


IAKAYANE CRAFT SPIRITS] は 、 
1908 (明治 41) 年 の 創業 の 佐多 
宗二 商店 が 2018 (平成 30) 年 に 
立ち 上 げた シリ ー ズ 。 薩摩 涯 の ス 
ビリ ッ ツ を ペー ス に 、 さ ま ざ ま な 
ボタ ニカ ル を 使っ て 独自 の 世界 を 
表現 する 。「 藻 留 吸 を いく つも 持 
っ て いて 、 い い 材料 を 使い 、 さ ま 
ざま な スピ リッ ツ を 造っ て いま す 。 
IAKAYANE CRAFT SPIRITS 山 析 | 
は 、 山 机 の 列 や か さ を は じ め と す 
る 奥深 い 香り に シャ ー プ な 味わい 
が 際立ち ます 。 食後 に 飲む な の は も 
ちろ ん 、 銀 の 薄焼き と 合わ せ て 山 
要 の 香り を 楽し む な ど 、 料 理 と 合 
わせ る の も お すす めで す ] (P127) 


価格 : 4964 円 (720me) 原材料 : 
芋 焼酎 (国産 )、 山 材 (国産 ) ア 
ルコ ー ル 度数 :45 度 間 : 佐 多 宗 
二 商 店 Tel:0993-38-1121 ww 
w.satasouji-shouten.cojp 
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美 吉野 醸造 
花 巴 純 米 咽 好み 
2019 酒 造 年 度 ver. 


1912 (明治 45) 年 創業 の 美 吉野 醸造 は 、 酵 母 を 添加 せ ず 、 
自然 酵母 の み で 酒 を 醸す 。 発酵 ・ 保 存 食 文化 が 根 づ く 地元 ・ 


奈良 県 吉野 の 風土 に 寄り 添う 中 で 、 発 本 に よる 酸 を 抑え 込む 
の で は な く 、 酸 と 旨み を 同調 させ る こと で 、 多 彩 な 表情 を 生 
み 出 す 酒造 り に た どり 着い た 。 地元 産 の 米 の 個性 を 最大 限 引 


き 出 し た 酒 は 、 酸 と 旨み が バラ ンス よく 溶け 合う 。「 酵 生 無 
添加 の 酒造 り を 進化 させ る 美 吉野 醸造 の 冬 の 新 タン ダ 
ー ド 。 鑑 え 抜か れ た 味わい の 骨格 を 、 特 徴 的 か つ 心地 よい 酸 
の 番 味 が まとい 、 飲 み 手 を 術 了 し ます 。 ヴ ァ ン ・ ナ チュ ー ル 
(自然 派 ワ イン ) が 好き な 方 な ど 、 酸 の ある お 酒 を 素直 に 楽 
し め る 方 に ぜひ 味わっ て いた だ きた いで す 」 


価格 : 1320 円 (720mg) 原料 米 : 国 産 米 (奈良 上 産 ) 

精米 歩合 :709% 日 本 酒 度 : 非 公開 酸度 : 非 公開 
アル コー ル 度 数 : 16 度 間 : 美 吉野 醸造 Tel:0746-32-3639 
www.hanatomoe.com 
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富久 人 
純 青 生 本 特 別 純 米 山田 伯 


1839 (天保 10) 年 創業 の 富久 鐘 は 、1992 (平成 4) 年 か ら 
全量 純 米 造 り の 酒 の み を 醸す 酒蔵 と な り 、1997 (平成 9) 年 
か ら は 全量 地元 産 米 に 切り 替え た 。 そ ん な 中 、8 代 目 蔵元 の 
稲岡 敬之 さん は 、 本 質 を 見 据え つつ も 既成 概念 に と ら わ れ な 
い 、 新 た な 挑戦 と し て 、 平 成 25 酒造 年 度 に プラ ンド 「 純 青 」 
を 立ち 上 に 全量 生 本 造 り で 、 無 ろ過 、 上 澄み 取り を 基本 
と し て いる 。「 次 の ステ ー ジ へ の ステ ッ プ アッ プ と し て 取り 
組ん だ 生 本 が ひと つの か た ちと な っ た 酒 。 地 元 ・ 加 本 市 産 の 
山田 錦 を 使用 し た この 一 本 は 、 ほ っ と 落ち 基く 優し い 香味 、 
な め ら か な 生 韻 を 楽し め る 酒 。 癒し の 一 杯 が 銘 し い 方 に お す 
すめ で す 」 


価格 : 1650 円 (720m) 原料 米 : 山 田 鏡 (兵庫 県 加西 市 産 ) 
精米 歩合 :60% 日 本 酒 度 : 二 3.0 酸度 :1.5 アル コー ル 度 数 = 
16 度 問 : 室 久 鐘 Tel:0790-48-2111 www.fukunishiki 
cojp 


飽く な き 挑戦 を 続け る 
つく り 手 を 紹介 し ます 


1970 (昭和 45) 年 に 開 
業 し 、 1982 (昭和 57) 年 
か ら は 地酒 専門 店 と し て 、 
全国 100 蔵 以 上 の 日 本 酒 
を 揃え る 。 誰 も が 知る 人 
気 銘柄 か ら 、 世 に 知ら れ 
て いな い 銘 柄 まで 1000 
種類 以上 を 取り 扱う 。 さ 
ま ざ ま な イベ ント を 開催 
する ほか 、 日 本 酒 と 酒 者 
を 主 と し た 飲食 店 も 経営 。 


ュー 一 一 ーーーーー 


山中 酒 の 店 


住所 大阪 府 大 阪 市 

浪 吉 区 表 当 西 1-10-19 

|: 06-6631-3959 

営業 時 間 : 10:00 一 19:00 
(土曜 、 祝 日 18:00) 
定価 日: 日 曜 
Https:/yamanaka-sakejp 
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還 可 沈 更 
鈴木 酒 店 


磐城 震 「 ア カ ガ ネ 」 
熟成 純 米 生 本 仕込 


鈴木 酒造 店 は 江戸 時 代 後期 の 創業 で 、 も と も と は 福島 県 
浪江 町 に 蔵 を 構え て いた が 、 東 日 本 大 震 災 に よる 津波 で 
哉 の すべ て が 流失 。 休業 を 余儀 な くさ れ た が 、 研 究 施 設 
に 預け て いた 蔵 付き 酵母 が 残っ て いた こと な どか ら 、 拠 
点 を 山形 県 に 移し て 酒造 り を 再開 し た 。 「「 ア カ ガ ネ 』 
胡 災 が 発生 し た 3 月 11 日 に 仕込 み 作業 を 行っ て お り 
日 の 目 を 見 る こと の な か っ た 酒 。 平成 24 酒 造 年 度 より 
毎年 、 山 で 醸し て お り 、 今 回 か ら 生 本 造り へ と パージ 
ョ ン ア ッ プ し まし た 。 2021 ( 令 和 3) 年 に は 、 岩 災 か ら 
10 年 に し て 福島 で の 醸造 も 一 部 再開 予定 と の こと で す 」 


価格 : 1650 円 (720m%) 原料 米 : 雄 町 (岡山 県 産 ) 
精米 歩合 :659% 日 本 酒 度 : 非 公開 酸度 : 非 公開 
アル コー ル 度 数 : 16 度 間 : 鈴 木 酒造 店 

Tel: 0238-88-2224 wwwiw-kotobukicoJp 
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御 祖 洒 人 
ゆう ほ の あ お 純 米 酒 


能 琶 半島 の 中 ほど に 蔵 を 構え る 御 祖 酒 造 は 1921 (大 正 
10) 年 創業 。 代 表 銘柄 の 「 ほ まれ ] は 、 地 元 で 古く か 
ら 愛 され 続け て いる 。 平成 17 酒 千年 度 に 立ち 上 げた ブ 
ラン ド 「 進 秒 ] の コン セプト は “料理 に 寄り 添う 酒 * 
純 米 酒 は 火入れ し て 手 詰め し た 後 、 蔵 内 で 難 成 させ る こ 
と で 、 ま ろ や か な 味わい に 仕上 が る 。「「 ゆ うほ の あお 
は 、 兵 庫 県 黒田 庄 産山 田 錦 の よさ を 引き 出す べく 、 肩 平 
精米 、 低 温 発酵 、 低 温 野 蔵 に 取り 組み 、「 遊 季 』 シ リー 
ズ の 新た な 可能 性 を 開い た 酒 。 き め組 や か さと 味わい 深 
さ を 兼 ね 備え 、 心 地 よい 米 味 の 余韻 を 楽し め ま す ] 


価格 : 1783 円 (720m) 原料 米 : 山 田 鏡 (兵庫 県 産 ) 
精米 歩合 :60%% 日 本 酒 度 : 十 4.0 酸度 :1.8 

アル コー ル 度 数 : 16 度 福 洒 造 

el: 0767-26-2320 http:/mioya-sake.com 
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三 輸 人 
神 雷 「 じ ゅ うさ ん ・ と 」 純 米 


1716 (部 保 元 ) 年 食 業 の 三 輸 酒 造 は 、 広 島 の 酒造 り の 
特徴 で ある 伝統 的 な 軟水 醸造 法 を 基本 に 、 軟 水 と 中 硬 水 
を 使い 分 け 、* 米 味 豊 か で 清涼 感 の ある 酒 質 " の 酒 を 醒 す 。 
「 神 雷 じゅ うさ ん ・ と ]] の アル コー ル 度 数 は 、 一 般 的 
な 日 本 酒 よ り 低 い 13 度 。 こ れ ラベ N 
酒 を 思い 思い に 楽し む 13 人 が 描か れ て いる 。「 こ の イラ 
スト は な ん と 蔵元 直筆 。 飲み 手 を ほっ と 和 ま せま す 。 低 
アル コー ル 酒 に あり が ちな 甘 さ は 抑え めで 、 食 と と も に 
軽やか に 飲み 進め られ る 酒 で す 。 食 中 酒 の 入門 編 と し て 、 
ビギナー の 方 に ぜひ 楽し ん で いた だ きた いで す ] 
価格 : 1430 円 (720mg) 原料 米 : 八反 鐘 (広島 県 産 ) 

精米 歩合 :6596 日 本 酒 度 : 非 公開 酸度 : 非 公開 

アル コー ル 度 数 : 13 度 問 : 三 輪 酒造 

Tel: 0847-82-0630 http/shinra-1716.com 


" 寸 ワ ピー で 活 弄 語 泊 


> ン AN 


に か 0) ハン あす こ ここ 


コー 


| ※ れ 店 』 
松本 酒 人 


澤 屋 まつ も と 守 破 離 ID530 


1791 (寛政 3) 年 、 澤 屋 の 屋号 で 京都 八坂 に 創業 し た 松本 酒 
造 は 、 大 正 時 代 に 現在 の 伏見 に 酒造 場 を 増設 し た 。 守 破 離 の 
精神 を 大 切 に 、 伝 続 と 革新 性 を 表現 する 日 本 酒 を 醸す 。 ID 
シリ ー ズ は 、 兵 庫 県 特 A 地 区 中 東条 地域 ・ 岡 本 で 育っ た 山田 
錦 を 田んぼ ご と に 仕込 み 分 けた も の 。 農 業 に スポ ッ ト を 当て 
る こと て 日 本 酒 を 未来 に つなぐ 、 い や 、 農 業 に スポ ッ ト ライ 
が 当たら な い 限 り 日 本 酒 に 未来 は な いと いう 、 強 い メ ッ セ 
を 感じ ます 。 毎年 の 収穫 に 合わ せ て 仕込 ん だ ID ナン バ 
ー が 存在 し 、ID530 は 住吉 酒販 限定 。 米 と 伏見 の 水 その も の 
を 味わっ て いる よう な 、 一 点 の 曇り も 無駄 も な い 美酒 。 さ ら 
に ID530 は ミネ ラル 感 が あり 後味 が 奏 や か で す ] 
EE 

価格 :2970 円 (720m2) 原料 米 : 山 田 錦 (兵庫 県 特 A 地 区 中 
東条 地域 岡本 産 ) 精米 歩合 : 非 公開 日 本 酒 度 : 非 公開 


酸度 : 非 公開 アル コー ル 度 数 :15 度 間 : 住 吉 酒 販 
el: 092-281-3815 https:/sumiyoshi-sake.jp 
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松 尊 造 
松 の 司 純 米 大 吟醸 AZOLLA 50 


滋賀 県 意 王 町 に ある 松 酒造 は 1860 (万 延 元 ) 年 創業 。19 
88 (昭和 63) 年 か ら 農家 と の 契約 栽培 に 取り 組み 、1992 ( 平 
成 4) 年 に は 全量 を 契約 栽培 に よる 原料 米 に 切り 替え た 。20 
03 (平成 15) 年 か ら は 靖 培 期間 中 無 農 業 ・ 無 化学 肥料 栽培 
米 に 取り 組ん で いる 。 そ の 米 を 使う の が 「AZOLLA] シリ ー 
ズ 。 「 意 王 町 と いう 地 を 表現 する た め 、10 年 以上 に わ ) 
続け る 地元 農家 と の 取り 組み 、 そ し て さま ざま な チャ レン ジ 
を 経て 到達 し た 石田 敬三 杜氏 スタ イル の 造り 。 歴 史 や 伝統 、 
ロー カリ ティ 、 手 仕事 と 、 日 本 酒 の 三 大 要素 が 充実 し た 名 作 
で す 。 し な や か で 美しく 、 凛 と し た 朋 か な 味わい 。 食 事 と 合 
わせ て も プレ な い 記 の 強 さ が あり ます ] 


EEEE 本] 


価格 :2640 円 (720m) 原料 米 : 山 田 錦 (滋賀 県 竜王 困 産 、 
六 培 期間 中 舞 農 華 ・ 舞 化学 乳 料 六 培 米 ) 精米 歩合 :50% 日 
本 酒 度 : 二 1.0 酸度 :1.4 アル コー ル 度 数 :16 度 問 : 松 瀬 
酒造 Tel: 0748-58-0009 www.matsunotsukasa.com 


偉大 な 自然 と 人 の 手 因 が 


真 の 美味 し さ を 生み ます 


1914 (大 正 3) 年 、 庄 島 
酒販 と し て 創業 。 "Field- 
to-Table 土 か ら 食卓 へ " 
を コン セプト に 全国 の つ 
くり 手 を 訪ね て 選 り す ぐ 
っ た 、 豊 か な 自然 と 誠実 
な つく り 手 が 生み 出す 真 
に 美味 し い 酒 を 揃え る 。 
地元 九州 を は じ め 、 郷 土 
に 根ざし た 全国 の 食品 も 
扱う 。 


ーーーーーーーーー 


住吉 酒販 博多 本 店 


住所 : 福岡 県 福岡 市 
博多 区 住吉 3-8-27 
|:092-281-3815 

営業 時 間 : 9:30 一 18:30 
定休 日: 日 曜 
https:/sumiyoshi-sakejp 
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び 晃 中 斑 に の 計 
二 S@w で NIS き 


(1 


山口 酒造 坦 
庭 の う ぐ で いす KITAJIMA 
ulala【CLASSIC】 


「IKITAJIMA ulalal は 、 弊 社 コ ン セ プ ト "Field-to-Table 
土 か ら 食 卓 へ " を 体現 する た め に 、 農 家 の 北 内 将 治 さん 
1832 (天保 3) 年 創業 の 山口 酒造 場 と 取り組ん だ オリ ジ 
ナル シリ ー ズ 。 味 わい 豊か な 膨らみ と 上 品 な 切れ 味 が あ 
北嶋 さん な ら で は の 山田 錦 の 魅力 を 存 分 ジ 
ます 。 パ ラン ス が と て も よく 、 あ ら ゆ る 料理 と 総 
落 な 相性 を 生み 出し ます 。 温度 帯 を 変え て 貯蔵 し た 
【CLASSIC】 の ほか 、 新 酒 生酒 の 【FRESH】、 定 番 の 
【STANDARD]】 の 3 つの ライ ン ア ッ プ で 、 そ れ ぞ れ の 人 角 
度 か ら 北嶋 米 の 多 力 を 引き 立て ます ] 


価格 : 1980 円 (720mg) 原料 米 : 山 田 鐘 (福岡 県 朝倉 産 ) 
精米 歩合 交 米 6096、 掛 米 8096 日 本 酒 度 : 非 公開 
酸度 : 非 公開 アル コー ル 度 数 : 15 度 問 : 住 吉 酒 販 
Tel : 092-281-3815 https://'sumiyoshi-sake.jp 


選 息 時 油 
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ぶ 信 豆 cw 


富士 洒 人 
出雲 富士 楽 登 (tacto) 


出雲 大 社 が 鐘 座 する 出雲 平野 の 中 心 に 蔵 を 橋 え る 富士 酒 
造 は 1939 (昭和 14) 年 創業 。 全 量 を 和 竣 蒸し 、 手 づく 
り 斑 、 本 欄 控 り で 造 る 「 地 酒 の 大 切な 要素 で ある “人 

"集まっ て 


名 づけ られ た 佐 香 線 を 使い 、 個 性 的 で クリ ア な 味わい を 
生 本 で 表現 し て いま す 。 常温 で 魚 料理 や お 総 某 と 大 ら か 
合わ せる の が お すす め 。 地 酒 の 本 来 の 魅力 を 感じ て も 
ら え る 一 本 で す ] 
区 区 EE 
価格 :2400 円 (720m2) 原料 米 : 佐 香 鏡 (島根 県 産 ) 
精米 歩合 4596 日 本 度 : 非 公開 酸度 : 非 公開 
アル コー ル 度 数 : 15 度 二 清 半 
el:0853-21-1510 wwwizumofujrcom 


っ いこっ 
の きら cw 届 涯 きす 井 


油 長 洒 
ALPHA 風 の 森 TYPE2 


室町 時 代 、 立 提 本 造 り を 生み 出し た 正 暦 寺 を 擁する 奈良 
県 は 、 日 本 清酒 発祥 の 地 と され る 。 そ の 奈良 に 1719 ( 
洋 し た 油 長 酒造 が 独自 の 技法 で 生み 出し た 
無 加水 の 生酒 の プラ ンド 「 風 の 礎 」。 米 の 
大 と 硬 き に よる 味 の 違い を 表現 する 。 さら に 「ALPHA] 
シリ ー ズ で は 、 和 柔軟 な 発想 と 独創 的 な ー 

能 性 を 追 示 する 。「 日 本 清 洒 発祥 の 地 ら こ そ 最 も 前 
衛 的 な 酒 を 、 と いう 蔵元 の 哲学 の 下 、 完 成 度 を 極め た 美 
酒 。 ク リス タル の よう な 研ぎ 浴 ま され た パラ ンス 、 緊 張 
感 の ある 味わい 。 単 独 で 味わう の が お すす めで す ] 


価格 : 3300 円 (720mg) 原料 米 秋津 穂 (奈良 県 産 ) 
精米 歩合 :2296 日 本 酒 度 : 非 公開 酸度 : 非 公開 
アル コー ル 度 数 : 16 度 問 : 油 長 洒 千 

Tel: 0745-62-2047 wwwyucho-sakejp 
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鳥飼 酒造 


さん な 


吟 香 鳥飼 


江戸 時 代 の 創業 以来 、400 年 の 歴史 を も つ 燈 酎 蔵 で 、 米 焼酎 「 吟 香 鳥 師 ] の み を 造る 。 
「 そ の 焼酎 造り は 、 周 囲 の 自然 環境 を 整え る こと か ら は じ ま り ます 。 圧倒 的 な クオ リ 
ティ を 誇る アイ テム 1 種類 の み で 勝負 する 酒蔵 は 世界 中 で も 島 飼 酒造 だ け で は な いで 
し ょ うか 。1994 (平成 6) 年 の デビ ュー か ら 時 間 が 経っ て いろ に も か か わら ず 、 い ま 
だ に 「 吟 香 鳥飼 |] な ら で は の 世界 と 味わい で 魅了 し 続け て いる 。 圧巻 で す 。 特 徴 的 
な 只 醸 午 は 華やか で 、 常 温 で 飲ん で も ひん や り と 感じ る よう な 涼し げ で 清らか な 味 わ 
い 。 ソ ー ダ 割り が 抜群 に 旨く 、 永 遠 に 飲み 続け られ る よう 。「 吟 香 鳥飼 | の デビ ュー 
か ら 25 年 。 同 じ 年 を 重ね て きた 、 若 い 世 代 に ぜひ 飲ん で いた だ きた い 一 本 で す ] 


価格 : 2200 円 (720me) 原材料 : 産 )、 米 麹 (国産 米 ) アル コー ル 度 数 :25 度 
問 : 鳥 所 酒造 Tel:0966-22-3303 http:/torikais.com 


日 本 ウイン 
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[ usR 】 
勝沼 醸造 
アル ガブ ラン カ ・ イ セハ ラ 2019 


1937 (昭和 12) 年 創 葉 の ワイ ナリ ー で 、 甲 州 発祥 の 地 と され る 甲州 市 勝沼 地区 で 、 
甲州 に 特 化し て ワイ ン を 造る 。 フ ラッ グ シ ッ プ プラ ンド 「 ア ル ガ プ ラン カ 」 の トッ プ 
キュ ヴェ で ある 「 ア ル ガ プ ラン カ ・ イ セハ ラ ] は 、 向 区 市 伊勢 原 地区 の 単 一 畑 で 収穫 
され た 甲州 の み を 醸し た も の 。「 在 来 種 で ある 甲州 の 最高 地点 を 飾ら ず 、 径 の スタ イ 
ル で 追い 堆 め る 。 そ れ は スト イッ ク な 糧 仕 事 と 醸造 が あれ ば こそ 実現 で きる も の 。 飲 
みう 手 自身 の 生き 方 すら も 照ら し て くれ る 真 の ワイ ン と は 、 こ の よう な 一 本 な の だ と 思 
いま す 。 引 細 で し っ と り と し た 質感 が 心地 よく 、 和 の 趣 を 感じ させ て くれ る 味わい 。 
細 な 料理 で あれ ば 、 和 洋 中 を 間 わ ず 寄 り 添い 、 素 材 感 を 際立た せ て くれ ます ] 


価格 : 6050 円 (750me) 原材料 : 甲 州 アル コー ル 度 数 :9 度 問 : 勝 沼 硬 造 
Tel: 0553-44-0069 wwwkatsunuma-winery.com 
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Yerwcrates wy 


油 長 酒造 
KIKKA GIN 


1719 (部 保 4) 年 創業 の 油 長 酒造 が 敷地 内 に ある 築 150 年 の 古 民家 を 
改装 し て 2018 (平成 30) 年 に 立ち 上 げた 大 和 藻 溜 所 が 造る ジン 。 ラテ 
イス スピ リッ ツ を ペー ス に 、 大 和 (奈良 ) に 根ざす ボタ ニカ ル を 原料 
に し て いる 。「 大 和 格 と いう 日 本 固有 の 相 橘 と 、 大 和 当 帰 と いう 日 本 
書 紀 の 中 で も 生 業 と 記さ れ て いる セリ 科 の 植物 を 使っ た 、 奈 良 で し か 
で き な い 一 本 。 ど こ か 隠 の ムー ド が 宿っ ンプ ブル な 香味 の 構成 な 
が ら 奥 行き を 感じ られ る 味わい 。 ジ ン ク に し て 甘み と 酸味 を 加 
える こと で 、 大 和 橋 と 大 和 当 帰 の 個性 が 鮮明 に な り ま す 」 


価格 :5500 円 (700mW) 原材料 :[ ボ タニ カル 
大 和 橋 大和 当 帰 アル コー ル 度 数 :59 度 
el : 0745-62-2047 wwwyamato-distileryjp 
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Ss=XS 江 此 祭 


尾 鈴 山 攻 留 所 
OSUZU GIN 


妻 机 「 百 年 の 孤独 ] な ど を 手持 
ける 黒木 本 店 の 別 蔵 と し て 1998 
(平成 10) 年 、 尾 鈴 山 の 奥深 くに 
設立 され た 聞 留 所 。 尾 鈴 山 の 自 舌 
を 表現 する 焼酎 な ど を 手掛け る 。 
「 ず ば 抜け た 哲学 、 ず ば 抜け た 味 
わい 、 ず ば 抜け た デザ イン 、 何 も 
か も パー フェ クト 。 す ご 過ぎ る ぜ 、 
黒木 信 作 。 [OSUZU GIN] が 生ま 
れ た こと に 心から 感謝 。 如 還 三 の 
底力 を 感じ られ る 珠玉 の 一 本 で す 。 
“大地 の 香水 " と いう に ふさ わし 
い 、 と に か く 唱 よ く 香 る 味わい 。 
最高 の パラ ンス を 楽し むために は 
ソー ダ 割 り で 相 醒 な し が お すす め 。 
食前 、 食 中 、 食 後 、 朝 、 昼 、 夜 
いつ で も 心地 よい ] (P117) 


価格 :4290 円 (700 
原材料 :[ ボ タニ カル 〕 ジュ ニ パ ー 
ー、 山 楓 、 金 相 、 日 向 夏 、 ユ ズ 、 
ショ ウ ガ 、 構 、 シ イタ ケ ほ か 

アル コー ル 度数 : 45 度 

間 : 尾 鈴 山 留 所 
Tel:0983-22-3973 
https:/osuzuyama.cojp 


rr 
佐多 宗二 商店 
AKAYANE CRAFT 
SPIRITS 山 概 

1908 (明治 41) 年 の 創業 で 、 芋 焼 
構 「 晴 耕二 読 ] な ど で 知 られ る 佐 


店 は 2018 (平成 30) 年 、 
ツマ イモ の スピ リッ ツ を ベース 


に 造る 「AKAYANE CRAFT SPIRI 
TS]」 シリ ー ズ を 立ち 上 げた 。「 い 
ち 早く スピ リッ ツ を 研究 し た 佐多 


粒 酎 蔵 が 世界 に 認め られ る に は 蒸 
留 を 李 め る こと だ と いう 蔵元 の 欠 
意 が あふ ぶれ て いる 。 ま 
眉 の み を 使 
新た な 感覚 の スピ リッ 


ソー ダ 割 り で 食 
か な り 多 く の 店 舗 
プレ イク し て いま す 」 (P121) 


価格 : 4964 円 (720m2) 
原材料 : 地 焼 酎 (国産 )、 


wwwrsatasouji-shoutencojp 


(日本酒 の 山 廃 本 の ルー ツ 知っ て る ? 


水 、 麹 に 酵母 を 加え て 培養 
し た も の で 、 和 雑菌 の 繁殖 を 抑え る た め に 乳酸 苗 を 加 
乳酸 菌 を 使う も の を 生 本 と いう 昔ながら 
る 。 中 で も 働 な の が 米 
を すり つぶ す 山 卸 の 工程 。 明 治 時 代 に 山 卸 を 省略 する 方 法 
が 考案 きれ 、 そ れ を 山 卸 廃止 配 、 略 し て 山 廃 本 と いう 


える も 
の 手法 の た め 時 間 も 手 間 も $ か 


同じ 原料 で ビール と ウイ スキ ー が で きる 
醸造 酒 と 蒸留 酒 の きい は ? 


醸造 酒 は 、 穀 類 や 果実 な どの 原料 に 酵 評 を 加え て 発 
本 さ せ た も の 酒 は 、 毅 類 や 果実 な どの 原料 を 
発酵 させ た も の を 蒸留 し て 造る 。 極端 に いえ ば 、 
1 日 本 酒 する と 、 ウ イス キ 
ン デ ー、 米 焼酎 に な る 。 た だ 実際 に は 、 工 程 や 製法 が 
る た め 、 美 味 し いち ゃ の が で きる と いう わけ で は な い 


知っ て いる よう で 
し 得 Qi 知ら な い 濱 知識 
最 
高 精白 低 靖 折 人 
典 。 日本酒 の 原料 で ある 女 ※ を 精白 。 て Q@* 仙 
する の 外側 の ぬか や 脆 芽 聞 
部 分 を 削り 取っ 上 げ る ) く 
米 の 9 削り 取っ た 部 分 の < 集 酒 く 美 二 
割合 を 精白 (ちな み に 精 米 に E 矯 者 叶 1 
歩合 は 、 残 っ た 白米 の 割合 の こと ) と 5 ま く シ 
放り は っ 5 円 ・ る な も 閣 
る と E い も 。 つ 豆 酒 っ 
Se 色 朋 と も 
の 技術 の 進 2 し 商 補 回 
上 か 
ーーーー 一 ーーーー- っ 


10 一 2096 と いっ た 低 精白 の 米 
使っ た 酒 を 手掛け る 酒蔵 が 増え て いる 


Q@ 日 本 ワイ ン と 国産 ワイ ン は 別物 !2 

内 つて は 、 国産 プ ド ウ を 原料 に 国内 で 製造 きれ た ワイ ン の ほか に 、 暫 
入 し た 濃縮 果汁 や バル クワ イン (原料 ワイ ン ) な どの 海外 使い 、 

国内 で 製造 し た り ワイン も 国産 ワイ ン と 呼ば れ て いた 。 この 状況 を 受け 、 よ り 

わか りや すい 表示 、 そ し て 日 本 ワイ ン の 国際 的 な 認知 向上 を 目指 し て 、21 

18 (平成 30) 年 に 適用 が は じ ま っ た 国税 庁 の 「 果 実 酒 等 の 製法 品質 表示 基準 」 

で は 、 前 者 は 日 本 ワイ ン 、 後 者 は 国内 製造 ワウ イン と 表示 する こと に な っ た 


倫 。 フ ラン スワ イン 、 特に プル ゴー 
円 

ニュ ワイ ン で よく 耳 に する ド メ 
ー ヌ は 、 畑 を 所 有 し 、 自 ら 栽 培 し た プ 


生理 通う へ > 


ド ド 醸造 し て ワイ ン 

時 メ ・ 意味 する 。 日 本 酒 

代 | め て 、 原 料 で ある 

も 又 る ろ いも ちの の 、 土 地 に 根 ざ 
近 


求 す る 中 で 、 自 社 で 
い 化 ・ つ (《 る と ころ か ら 取 り 組 む 酒 蔵 も 出 て 


さ 


き て いる 


ジン は 一 番 
自由 な 酒 !? 


内 。 ジン は サト 


ウキ ピ や ト み 


モロ コシ な どの 穀物 


は じゅ め ょ する 
基本 の 造り 方 。 ジ 
と する 酒 や 加え る ボタ ニー カ ル の 種類 
な い の が 特徴 で 、 日 本 の クラ フト ジン で は ユズ や 山 板 な ど 、 
和 の 素材 を 使っ た ちの も ある 。= 


植物 (ボタ ニカ ル ) を 加え て 再 蒸留 する の が 
ベリ ー が 必須 な 以外 は 、 ベ ペー ス 
共 留 方 法 に る 制 限 は 


文 = 成田 美 友 写 


提供 = 月 山 ワイ ン 山 ぶどう 研究 所 


gs へ 斗 meg 


SSvmn 稚 習 


甲州 マス カッ ト ・ ペ ー リ ーA 


内 。 7 イン の 味わい を 特徴 づけ る チロ ワー ル (ブドウ 栽培 に お ける あら ゆ 
る 環境 の 義 称 ) と いう 用 語 が 示す よう に 、 ワ イン は 土地 の 個性 を 映す 
も の 。 そ し て 人 々 同じ その 土地 の 料理 と 合わ せ て ワイ ン し ん 
きた 。 日 本 ワイ ン と 和食 も し か り 。 中 で も 甲州 は 、 約 1000 年 の 歴史 を も 
つ 日 本 の 固有 種 。 相 橘 系 の 香り は 白身 魚や 鶏肉 な ど と 好 相性 。 同じ 固有 竹 
の マス カッ ト ・ ベ ー リ ーA は 果実 味 豊 か で 、 タ レ を 使っ た 料理 な ど と 合う 


さと 


@ ヴァ ン ・ ナ チュ ー ル と ビオ ワイ ン の 違い は ? 

典 。 ヴァ ン ・ ナ チュ ー ル は フラ ンス 語 : 味 し 、 プ ドウ の 
栽培 や ワイ ン の 醸造 に お いて 、 自 然 に 寄り 添う 方 法 で 造る っ ウイ ン の こ 

オウ ワ イン は 日 本 有機 栽 培 の アプ ド ウ を 使っ て 

味 す る こと が 多い 。 た だ 日 本 で は 、 酒 類 に 「 有 機 」 や 「 オ ー 

る 場合 は 、 国 税 庁 の 表示 基準 要 が ある が 、「 ビ 

オ 」 や 「 ビ ピオ ワイ ン 」 と いう 表示 に は 基準 や 明確 な 定義 は な い 。 


ー 山 平吉 史 、 野 中 弥 真 人 tex Miyu Naria phoro: Atsushi Yamahira、 Yamaro Nonaka 


128 


年 明け に 備え て カレ ンダ ー を 準備 し よう ! 


DiscoverJapan 


= ッ ポ > の 美 太 カ レン ター 2021 


いよ いよ 年 末 が 近づい て きま し た 。2021 年 を 迎え る 準備 は お 済み で すか ? 
で は 、 心 打つ 景色 や 景観 レン ダー シリ ー ズ を 発売 中 。 
ニッ ポン の 知ら れ ぎ ざる 眺め を 愉し みな が ら 、 自 宅 で 旅 気分 を 味わっ て みて は いか が で し ょ うか 。 


Calendar_02 Calendar_01 


マ マ 


「『 い つか 会 い に 行 きた い ニ ッ ポ ン の 絶景 2021」 「 ア ー ト と し て の 日 本 庭園 2021」 


カレ ンダ ー は 芸術 作品 
に な り 得 る 可能 性 を 秘 
め て いま す 。 自 宅 に ア 


日 本 に は 、 ま だ まだ 知 
られ ざる 美景 が 姿 を 奄 
し て いま す 。 部 屋 に 飾 


れる 絶景 を 、 写 真 家 の ー ト を 置く よう に 、 額 
荒木 則 行 が 切り 取り ま 縁 越し の 日 本 

世 飾っ て みて くだ 

定価 定価 

1650 円 1650 円 

タイ ブ タイ プ ブ 

代 掛 け ・ 月 めく リ 代 拝 け ・ 月 めく リ 

本 体 サイ ズ 本 体 サ イズ 

天地 297 左右 380mm 天地 297 x 諾 右 380m 


お 問い 合わ せ は 下記 と な り ま す 。 
〒108-0073 東 京都 港 区 三田 3-4-18 二 葉 ビル 11F 3 購入 は コチ ラ ! 


株 式 会 社 デ ィ ス カバ ー・ ジ ャ パン TEL: 03-6804-3028 FAX : 03-6732-3231 
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10 月 16 日 JR 九州 か ら 新 


足し た 39 (サン キュ ー) 列車 


JR 九州 か ら 新しい 観光 列車 が 運行 開始 ! 
wwwJjrkyushu-36plus3.jp 


の 


ル 

| 

ト 

と 

【 

了 化 

豊 て 

か 

なき 
5 。 計 " 

の 

出 


き ら 火 コ 
た 福 由 本 計 呈 帆 。 沿 
海 岡 の の 線 
とう 議 に o 奄 魅 の 
感 博 吹 自 
じ 多 を 釣 
か る 体 能 届 や 
本 生 。、 感 歴 
、 青 歴 す 捕 褒 て 思 
海 呈 喝 る 当 放 往き 
の 月 ポ 昌 拉 化 
の し 赤 胡 2 
文 曜 化 仙 間 
化 は を の 載 人 
を 、 理 ル 幅 縛 半 バ 
受 博 ん | 5E 
け ~ 多 で ト 曜 ノ 


te へ 和 


人 G 半 名 守 齋 菩 革 


内 較 2 

き を すすま 放 用 み 
を 更 は マ 重 の て ぶ 

描 35 呈 旧家 り 
の 県 久司 行 の 

と EAA 。 と 

と 了 馬 一 

邊 還 た うっ 、 周 

時 フ 

る 

列 


SS で や 交 R 明 配 めで 
康 つ の っ 宙 人 つつ ysS 科 の OxG 下 舞 


た 際 に 緑 の 路線 に 乗っ て みよ う 


いよ いよ 出発 
集合 は 宮崎 空港 か ら 徒 
歩 すぐ の 宮崎 空港 駅 。 
黒い 車体 に 歓声 が ! 


九州 が 詰まっ た 料理 に 
舌鼓 を 打つ 


個室 の 座席 で は お 重 の 
昼食 を 。 宮 崎 「 季 節 料 
理 か わ の 」 の 味 を 増 能 


ーー 


車 悪 か ら 九州 を 晃 め る 
高鍋 駅 一 川南 駅 に か け 
て は 、 小 丸川 の 河口 や 
日 向 瀧 を 眺め よう 


中 岡 の 特産 品 を 物色 
地元 の 複合 施設 「 エ ン 
クロ ス 」 が 、 延岡 駅 ホ 
ー ム で 特産 品 を 販売 


車内 で 緑色 を 発見! 

5 色 の ルー ト を 表し た 
手拭 いや 、 宮 崎 産 へ ペ 
す ド リン ク を チェ ッ ク 


な ん と 車内 で 梅酒 づく り 1 日 1 往復 の 秘境 駅 に 到着 
My 梅酒 を つく っ て 持 山越 え 区 間 に あ る 秘境 
ち 帰 れる イベ ント も 。 の 駅 ・ 宗 太郎 駅 に 10 


大 分 ・ 日 田 産 梅 を 使用 


分 間 、 特 別 停車 ! 


別府 駅 へ 到着 。 温 泉 へ ! 


また し て も 買い 物 タ イム 
乗車 時 間 5 時 間 も あ っ 重岡 駅 で は 大 分 ・ 佐 伯 
と いう 間 。 別 府 駅 で 降 市 の 名 物 を 試食 や 試飲 
り た ら 温 泉 め ぐり へ ! し な が ら 購 入 で きる 


立 革 区 み て 溢 の 回 9W 光 選 愛 合 


NSHhNNh 


溢 き 


で 講 


4 いぶ 計 玉 テ マユ 


主 さ E 


叶 「 畠 当 ゅ 混 」[ 


じ 
さき 
せ 
る 
新 
列 
還 
還 
3 
れ 
変 
わ 
っ 


AO 融 ら ゃ 藻 rr 交 「 避 ミ ツタ ミツ | 局 ヾ 


プラ イベ ー ト 
た っ ぷり 0 の 個室 
2 号車 は 4 一 6 人 で 利用 で 
きる 個室 タイ プ の 座席 。 ソ 
ファ ー に 座っ て ゆっ た り 寛 
げ る 雰囲気 が うれ し い | 


マル チカ ー で は 

多 和 彩 な が イベ ント が 
光 天 井 や 藍 色 の 柄 を 配 し 、 
明る く 華 や か な 印象 の マル 
チカ ー。 体験 メニ ュー や 車 
内 イベ ント を 開催 し 、 随 時 、 
沿線 の 紹介 動画 も 放映 


JR 九州 初 ! 
辿 敷 き の 車両 


1・6 号 車 (写真 ) の 座席 
に は 、JR 九 州 初 の 試み で あ 
る 畳 を 採用 。 熊 本 ・ 八 代 産 
の い草 の 香り に 癒さ れる , 
靴 を 脱い で くつ ろ ご うぅ 


メタ リッ 
黒い 森 を イメ ー ジ 


車体 は 黒い 森 を イメ ー ジ し 
た 重厚 な メタ リッ ク 塗 装 


所 に 、 電 鐘 (で ん ちゅ う ) 
で 製造 し た 金色 の ロゴ マー 
ク を 見 つけ られ る 
モ け | た 特 
ダ び 列 一 急 
ン 走 車 36ー 
な る を ぶつ 
デ ホ 牽 5 ば 
ザ テ 引 す め 年 
イル みす 3 生 
ンー る で を ま 
窟 補 米 雪 塗 : 各 
` コ 戸 つ 面 の 
国 ン 岡 は リ 
際 セ 鋭 め ニ 
的 プ 治 一 = 
ト 氏 は | 系 
デ に が 「 ア 車 
テレ し 手 D ん 再 
イィ た 掛 し: 


JR 九州 XDiscover Japan 特別 座談 会 企画 


136 ぷ ら す 3」 は どう 楽し む ? 


JR 九州 の 「36 ポ 5 す 3」 プロ ジェ クト メン バー と Discover Japan 編 集 部 の 
特別 座談 会 が 実現 。 誕 生 秘話 や 新 列車 へ の 熱い 思い を 語り 合い まし た 


Discover Japan Discover Japan JR 九州 JR 九州 JR 九州 
中 野 和香 奈 高橋 俊宏 石井 理恵 浦 佑 希 堀 篤 史 ツン 
担当 編集 。 出 張 中 の 酒 統括 編集 長 。 今 回 の 旅 客室 乗務 員 の 経験 を 生 地域 の お も て な し や 食 新 列車 構想 を 具体 化し 
と 食事 が 何より 楽し み で 別府 温泉 を 再発 見 ! か し サー ビス を 担当 事 施設 を 担当 た プロ ジェ クト 責任 者 
浦 域 域 色 る 中 も 編 さ 西 が 高 け と ィ 4 の 見 つる デ 堀 ) を 上 中 つ 導 
の は で と 野 ら ん 九 と に い ス キ 列 〈 機 ィ 発 げ 野 色 遂 
5 方 ` あ い い を な うみ ヵ | 車 5 会 ス を 計 て ー 遇 
ル の 九 れ うぅ う あ ま 方 を り 表 バ ツウ で た が カ うぅ すき ] 
| 反 州 だ た の し 合 問 3 れ ま 現 」 | す らい あべ で る た R で 余 
ト 応 な け 1 会 た 和 宿 し は し に トド ね も と より 5 1 す 之 つ っ 刀 九 合 
を は ら ス マッ マ 議 ね と ょ の も で お 、・ ね 載 36 放 州 中 
れい で ポ が で "いち SR な ィ な と っ 話 九 ジ ? es を 
を か は ッ 決 九 。 う ルム も *" も が 5 いた し 州 ャ 5 2 多大 
れ が と ト ま 州 名 」 ら 5 こ 兆 る と まう 一 し を パ 州 す 再 條 
の で 感 の り ) を の ) い の 栄 いつ し 言 九 た ー ン は 3 発し 
色 し じ 候 ょ ー 会 欠 富 出 で 大 36 た 葉 州 上 周 編 色 ニ る 
が た ま 補 人 人 色 議 九 久 合 す きこ が の こす 和 集 年 で 治 閉 見 欧 
決 か し が だ 一 を 州 手 い 1 な られ ゎ れ 。 魅 ろ る 部 の 旅 林 に 1 
ま ? た 出 下 で ささ 代 を きす 閣 新 力 い 列 を 豆 す の っ つ 車 
っ "る ら 旅 せん 酒 機 あ っ 3 列 再 高 車 訪 に る * 灯 〈 旅 
て 。 地 地 3 す て と 遣 5 に り か ご デ 車 発 橋 を れ ^ ニカ 5 
堀 か ッ て か きた 土 ま | 駅 握 ん し 色 て の ホ 
選 ト ` で っ ん に こ 地 し ム 長 で ょ に も ゃ 方 | 
5 ぶ を 特 は た と と ご た で も 青 〈《 う 合 喜 に ム 
つの 教 に "で 共 が と 笑 を 青 の だ と わん お で 
の は を ぇ 好 実 す 有 大 の 交 出 い ル さ いせ で 伝 お 
* ル 上 難 て き 際 で き カ > 迎 マ | い 皆 た も えも 
を | し も な に き か ラ 色 え スト ま も ら す て 
9 トト いら ル 36 た っ | を し ク に し の える な 
は え | とこ た だ が テ て や あ た 人 寺 も 
ます 妨 。 ま トド ら と で あ |, 青 る “ EE の ` し 
【 べ いす や す が す る て マ れ い 大 衝 が 歓 て 
て ま か お 3 と ね こ に る 靴 分 を 印 声 〈 
5 必 す ? す に 人 3 : 選 妥 お 象 が だ 
ず が ま 還 も を に る う 買 中 も 的 上 き 
海 " な め っ う れ 気 こ に つ 知 て で が る 
が か ス て れ を づ と な て 駅 な し 5 地 
見 な ポム み し 皆 け で り ホ の し た と 培 
※※5 鉄輪 むし 湯 ※4 スコ ー ル ※3 日 向灘 玖 2 富久 千代 酒造 ※1 連載 「 九 州 は 色 で 旅 する 
緑 の ル ー ト で 紹介 し た 大 宮崎 生ま れ の 乳 性 炭酸 飲料 。 宮崎 県 東方 に 広がる 海域 。 佐賀 ・ 鹿 島 に ある 酒蔵 で 、 2020 年 7・8 月 合併 号 か ら 、 
分 ・ 別 府 の 公衆 浴場 。 薬 草 緑 の デ ザイ ン ボ トル と 移 や 安定 し た 濾 が 寄せ る サー フ 名 酒 ・ 鍋 島 が 有名 。 全 の ル ルー ト ご 線 の 魅力 を 
の 蒸気 で 燕 す 温泉 か な 味わい が マッ チ スポ ッ ト と し て も 知ら れる ー ト で 紹介 紹介 する 連載 が スタ ー ト 


時 

人 

人 

レヒ ーーー た そる $S す 車 石見 マ 
" 表 | N が 内 井 リ ぇ え カ 
当 現 一 S ヽ 放 ジ で 労 
0 まり で で きま し き ) 

べ 時 て 

前 き を ッッ ュ ル スス た 海 
記 ププ を っ ュ ヨ な 丘 の 
あぁ っ き 」 開 1 1 と 選 色 
る たれ と い ぃ い ル ル # し が 
も ん た 語 た の が み ア だ 
の だ り 舎 エ 紹 印 じ | ん 
に な し 寺 介 象 み ト だ 
` と て 円 客 が 深 感 と ん 
ぁ 感 ` 放 ぉ さあ ぁ あぁ いじ 色 同 
え を じ こ 送 ょ る で ま が じ 
て まれ さき 放 の すし う 色 
着 し これ ヽ で ね た ま に 
0 


車内 で は 、 各 ルー ト の 魅力 が 丸 わ か り の 司 子 を 用 意 。 沿 線 の スト ー そ 
リー や 、 移 り 変わ る 車 窓 の 景色 を 案内 し て くれ る ! う 
色 
9 
た 切 伝 自 堀 頁 〈 際 リ 《 た 高い 見 % 出 
地 に を ぇ 分 上 机 な の テ た 美 だ 橋 ま に る 
元 し る た 私 は 5 り 店 イ 味 い す な 四 
の て と ち た 大 ま 舗 は 車 し た 緑 “る 1 
方 きい で ち きす に す 内 〈 お ぉ の ル ス 
に 肖 う ああ は い 立 ご で て 弁 ル ん | に 
協 し こ 客 ーー で 地 ち いあ ぁ 感 当 1 ト な 
カカ た とき 自 す 元 寄 ! の 動 が ト だ っ 
じ うさ 密 事 "分 よ まで べり の ク し す で た 
補記 内 た ね の た 実 オ ま ご い しい 思 と 
ポ ん と 旅 質 を 中 な が 高 い 
ら で 思 を も し 野 る 地 橋 た 
す も っ つの: グ で 、 域 だ 
3 ら て も レ ほ 皆 を の 自 い 
に い も の 1 し きれ 方 分 て 
回 た ら 5 の ド いん が だ い 
る いえ 楽 アァ 4 ま ウラ : 柏 : る 
に で る し 巡 す 乗 れ で 才 と 
こ 9 の デ みか 和 客 し 込 っ つっ こ 
れ * 祭 ` し ? の い く ろ 
ま 韻 鉄 で の ろ 』 が 
で ゃ 道 い ル す 天 う た 
見 余 つ E き に よ と 2 〈 
え 自 て だ ど ね なす き 
E な を い ん る ん 
か 楽 い な 者 あ 
っ し ね す 旅 間 る 
Train Plan 3 号車 (グリ ー ン 個室 ・ ビ ピュッ フェ ) 2 号車 (グリーン 個室 ) 1 号車 (グリ ー ン 個室 ) 
HEHITeH TE 
TA 
6 号車 (グリ ー ン 席 ) 5 号車 (グリ ー ン 


4 号車 (マル チカ ー) 
[ HHGEFDGC 加 T_ 者 | 1 本 一 f 


BS る 


Train Data 


名 称 : 36 ぶ ら す 3 車両 数 :6 両 編成 席 数 :105 席 (全席 グリ ー ン ) 施設 : _- 

ュ ッ フェ 、 マ ル チ カ ー、 売 店 な ど 商品 棒 要 : 人 付き の 「 ラ ンチ ブラン と ま Ra Data 

っ ぷ の み で 気軽 に 乗れ る 「 グ リー ン 席 プテラン] の 2 種類 料金 : ラン チ プ ラン 大 ロ 木 曜 ( 赤 ) "博多 し 熊本 鹿児島 中 央 G 〇 金曜 ( 黒 ) 鹿児島 中 央 P 宮崎 

人 1 名 1 万 2000 円 (座席 ) 一 、1 万 7000 円 (個室 ) 一 曜 ( 緑 ) ご 宮崎 空港 ・ 宮 崎 * 大 分 ・ 別 府 G 日 曜 ( 青 ) 大 分 ・ 別 府 ヶ 小倉 博多 
※ そ の 他 料 金 詳細 は 一 www.jrkyushu-36plus3.jp/guidance 月 改 ( 全 ) 博多 佐賀 長崎 b 佐賀 博多 


三井 総領 家 紗 か り の 地 
京都 一 条 城 前 に 


| 
| 


ず 1703 (元禄 16) 年 られ 
井 宮 門 に 迎え 現代 の 名 工 の 手 
ル の 象徴 的 な 存在 だ 


くり 出し て いる サー マル コ 
で 、 湯 は ぬる め 。 時 間 


な し の 基本 を 「 茶 の 湯 ] に 
は の 空間 「 四 季 の 間 」。 総 檜 造り で 新た 
て な し の 空間 は 、 茶 事 ほか さま ざま な 用 途 で 使用 で き 


庭園 を 眺め つつ ガス トロ ノミ ー 鉄 板 を 愉し む 


HOTELTHE MITSUI 
kyvomo 


HOTEL THE MITSUI KYOTO 
住所 府 京都 市 中 京 区 油小路 条 油小路 町 284 
1 室 8 万 2000 
JCB、UC 
チェ ッ ク イン : 15:00 チェ ッ ク アウ ト :12:00 夕食 : 
ーー 鉄板 、 イ タリ ア 料 理 (ヒス ト 朝食 : 洋食 、 
和食 (レストラン) アク セ . 名 神 高速 道路 京都 南 IC か ら 
約 25 分 電車 地下 鉄 東西 
駅 か ら 昌 
タリ ア 料 理 、 
スパ トリ ー ト > 
www.hotelthemitsui.com 


振 は 
い う 料 理 長 ・ 浅 野 哲也 氏 。 
新しい 世界 観 が ある 美食 を 堪能 て 


伝統 的 工芸 品 産業 功労 者 等 表彰 式 が 「 伝 統 工 芸 青山 スク エア 」 で 開催 ! 


未来 に つなが る 伝統 工芸 と は 


小 誌 編集 長 の 高橋 俊宏 (写真 左 ) が 2020 年 度 伝統 的 工芸 品 産業 功労 者 等 表彰 式 を 
を うか が っ た 。 伝統 を 受け 継ぎ 未来 へ 進む 、 産 地 の “いま " と は 。 


文 = 大 礎 菜央 写 


# 木 規 仁 texc Nao Ohmori phoro: Norihiro Suzuki 


二 風 谷 民芸 組合 代表 理事 西陣 織 工 業 組合 理事 長 江戸 指物 伝統 工芸 士 
具 澤 守 さ ん 舞鶴 一 雄 さ ん 渡邊 彰 さ ん 
アイ ヌ 伝 統 工芸 の 伝承 者 で ある 父 、 毎年 開催 され る 「 西 陣 織 展 (| 旧 : 西 祖父 、 父 と 続く 事業 を 継 承 し 、 江 戸 
貝 澤 守 幸 さん の 技術 ・ 技 法 の 継承 に 陣 織 大 会 ) で 中 心 的 存在 と し て 企画 指物 師 と し て 活躍 。 後 継 者 を 独立 さ 
努め 、 二 風谷 イタ の 製作 工程 を 記録 や 展示 な ど を 実施 し 、 西 陣 織 の 技術 せる な どの 有望 人 材 の 輩出 も 実施 。 
する 冊子 と 動画 を 制作 。「 平 取 町 ア 向上 、 関 連 業 界 の 仕事 づく り を 行う 工房 の 1 階 に 「 江 戸 指物 処 渡邊 ] と 
イヌ 工芸 伝承 館 ] の 開設 に も 尽 カ 販路 拡大 や 業界 の 安定 化 に も 貢献 いう 江戸 指物 ショ ー ル ー ム を 開設 


た い 来 
い き 永 
選 た 勃 
を 
ーー 乏 
っ で 
上 貝 き 
名 る 
き 環 
ん 境 6 
て を に < 
コ 創 高 務 
西 出 め め 
庫 し い - る 
k 織 て 未 押 
未 課 と 抱 し = ニ 反 し で 東寺 ム テ イ て 製 S 行 工 と ら 目 
ま 来 題 い えた 3 て = ュ 喘 `30 京 守 の イン ゎぁ 作 で っ 機 し が 指 
た を 解っ る 名 い 1 し お 年 都 定 割 シ テ ら 工 の て で て 技 し 
前 決 た 後に る ア て 客 ほ 和 谷 証 作 ョ リ ぅ 程 発 ぃ 彫 ^ 術 て 
例 向 継 共 一 ル い さ ど 中 物 を ン ァ た に 信 ぁ る 刻 ア を い 
年 き 向 題 者 通 和 を る ま 前 の 陽 は や に ゅ ゎぉ や し イ 身 る 
は に 不 す 簿 行 * の 同じ 額 取 の け 展 つた ヌ に < 
伝 と 足る 和 い ホ 声 粗 め 装 り 即 る 示 具 製 文 つ 若 
ら や の | を 合 た と 入力 こ 会 澤 品 様 け 手 
的 え 原 は と 5 ム も の いれ 光 だ で き づ を る を 
: で 材 ",N べ の 2 無 つ らし も わ の ん 〈 く レ ま 育 
若 い 5i 料 各 寺 5S1 づ ン 維 た れ て り 説 ご り 1 で 成 左上 か ら 時 計 回 り に 功労 賞 を 受賞 し た 貝 澤 
品 る ら の 産 ら も ジ バ パ ミ ア る に を 明 一 な ず の し さん 、 無 内 さん 、 渡 邊 さん と 、 経 済 産業 省 
の [ 調 地 - 旬 の り を 1 ん イ パ ぁ る 知 な S ど 1 挑 ・ 製造 産業 局長 の 藤木 俊光 さん 、 伝 統 的 工芸 
展 直 ヽ 達 が s 強 り に と テ 1 や つど と N も 加 戦 彼 品 産 業 振 尋 協 会 代表 理事 の 宮川 才 昭 さん 
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日 本 の 暮らし に 溶け 込む 伝統 的 工芸 品 、 知 っ て いま すか ? 


豊か な 自然 と 文化 を 誇る 日 本 で は 、 地 域 の 風土 に 根 ざ 
し た さま ざま な 生活 用 品 が 現代 まで 脈々 と 受け 継が れ 
て きた 。 その 中 で も 国 が 定め た 要件 を 満た し た 品々 が 
「 伝 統 的 工芸 品 ] と 呼ば れ て いる 。 具体 的 に は 、「100 
年 以上 の 歴史 を 有する こと ]」、「 伝 統 的 な 技術 ・ 技 法 で 


製造 され る も の 」、「 製 造 過程 の 主要 部 分 が 手工 業 的 で 
ある こと | な ど 、 伝 統 的 工芸 品 産業 の 振興 に 関す る 法 
律 「 伝 産 法 ] に 基づく 経済 産業 大 臣 の 指定 を 受け た 工 
芸 品 の こと を 指す 。1974 年 の 施行 か ら 2020 年 10 月 
現在 まで に 235 品 目 が 指定 を 受け て いる 。 


デザ イナ ー・ 但 倉 
雄策 さん が デザ イ 
ン し た 経済 産業 大 
臣 指定 伝統 的 工芸 
品 の シン ボル マー 
ク 。 伝統 の 「 伝 ] 
の 字 と 、 日 本 の 心 
を 表す 赤丸 を 組み 
合わ せ て いる 


2020 年 度 は 46 名 十 2 組 (団体 ) が 受賞 、 内 3 名 の 作品 を 紹介 ! 


アイ ヌ 工 芸 二 風 谷 イタ ( 右 ) 、 二 風谷 アッ トゥ シ ( 左 ) 
・ 二 風谷 の 工芸 品 。 二 風谷 イタ と は アイ ヌ 文 様 を 
製 の 婦 の こと 。 左 写真 は 着物 な ど に 使用 され 
る 二 風 谷 アッ トゥ シ ( 樹 度 か ら つ くっ た 糸 を 用 いた 織物 ) 


参考 価格 : 5 万 2800 円 ( 右 )、 要 問合せ ( 左 ) 
間 : 二 風谷 工芸 館 Tel:01457-2-3299 


2020 年 度 伝統 的 工 革 品 産業 功労 者 等 表 昌 受 賞 者 リス ト 


江戸 指物 回 転 鏡 


金 釘 を 用 い ず 、 板 材 を 組み 立 

て 製作 する 江戸 指物 は 、 高 度 

な 技術 を 要する 。 この 回 転 鏡 

は 移動 式 の 鏡 が 鏡台 前 面 の 医 

と な る 仕様 。 国 産 無垢 材 を 使 
い 、 漆 で 仕上 げ て いる 

参考 価格 :14 万 8500 円 

問 : 江 戸 指物 渡邊 

Tel: 03-3873-3050 

http://w-sashimonoJjp 


西陣 織 ゴブ ラン 紹 紀 
中 世 ヨ ー ロ ッ パ 伝来 の ゴ プ ラ 
ン 織 と 、 桃 山 時 代 の 連 吉 師 ・ 
里村 紹 紀 が 愛好 し た 裂 地 に 由 
来 する 紹 紀 織 を 融合 。5 色 の 
経 系 を 駆使 し て 織 リ 上 げ 、 圧 
倒 的 な 存在 感 を 実現 
参考 価格 : 33 万 円 

間 : 西陣織 工業 組合 

Tel : 075-432-6131 
http:/nishijin.orjp 


の 功労賞 (組合 役員 等 ) 杉 多 公 一 大阪 蘭 工業 協同 組合 理事 長 十 田 弘 寺 九谷 伝統 工 芸 二 〇 功労 賞 (学識 経験 者 等) 
有 潜 守 二 販 人 民芸 組合 代表 理事 名 田 充 史 記 作 人骨 人 理事 胡 寺田 当 子 加 下 宅 到 士 数 次 洒 革 家 
試 伸也 潤 間 焼 協同 組合 理事 長 人 木 泰久 広島 索 吉 用 具 商 工 協同 組合 理事 林 利 一 全 沢 似 寺 工芸 士 
近藤 良治 東京 者 色 工 業 協同 組 人 理事 長 富田 沿 二 大 内 漆器 振興 億 同 組合 理事 長 岩橋 折 価 常滑 和 伝 工 士 
意 川 一 夫 白根 似 協同 組合 会計 理事 山下 清 。 香川 県 うち わ 協 賠 組 合 連合 会 会 胡 理 藤 正 療 三河 人 夫人 工芸 十 ロ 表 励 賞 
上 海 徳 飯山 人 吉 業 9 組合 理事 和 川 県 団 届 生協 同 組合 代表 理事 | 邊 村 務 京 人 上 低 二 西山 哲 内 石川 上 人生 計 前 会 
松 氷 琴 。 伝 工 芸人 元 証 理事 長 | 和泊 久 包 人 前 理 表 時 元 補 美 古伝 工 芋 訂正 西 全 拉 年 会 
吉田 素 仙 宙 昌 同相 人 事 長 池田 美和 坦 打 人 計 工 革 二 4 人骨 
日 南 尚之 坦 島 商工 業 協同 人 理事 胡 〇 功労賞 (伝統 工芸 士 ) 上 人 隆則 大阪 工 芸 士 人 ンー ロー 
山口 衝 幼 。 山中 深 連 人 骨 人 前 事 長 野村 去 。 結 虹 人工 和 二 人 吉弘 本 場 大鳥 和 協 人 理事 
竹鼻 進 。 京 友 神 協 同 組 合 連合 人 理事 長 坂 和則 明 結 尋 伝 工 革 士 還 財 設 土 人 和 交 代 基 二 
京都 工芸 区 協同 組合 理事 長 泉 太郎 本 生 弧 伝 工芸 圭 春 若 月 。 情 多 人 形 倒 工 革 士 
間 和 一 座 陸 工 業 組 人 理 事 長 間 齋 江戸 指物 伝 工 二 連 本 電 大 鳥 公 工 寺 土 優良 団体 
山本 昌弘 京都 際 憎 同 組 合 連合 会長 石川 一郎 箱根 寄 栖 祭 工 革 十 大 抜 一 選 川辺 僧 伝統 工 寺 十 京都 人工 芸人 
一同 組合 代表 理事 池田 伯 彦 全 沢 人 工芸 二 宇和 議 。 球 束 び ん が た 伝 工 寺 士 | 本 揚 美 大寺 士 会 1 
全国 の 伝統 的 工 革 品 に 出合 い に 行こ う ! る いき 美 数 り 中 工 で 魅 で 如 工 に は 3 グ 示 
の で 品 E ロ < ラ 且 
国 が 指定 し た 伝 統 的 工芸 品 の うち 、 和 時 100 以 上 の 品目 を 揃え る ギ ェ ここ る し 々 る 手 で 高 作 力 は 年 ご 芸 世 ご みろ 販 
ャ ラリ ー& シ ョ ッ プ 。 隔 周 ご と に 特定 産地 を フォ ー カ ス す る 特別 革 間 の を 3 月 光る る 作 委 
展 や 、 伝 統 工 芸 士 に 焦点 を 当て た 企画 展 「 碧 コー ナー| も 注目 上 想 ァ を と が 
1 る し 手 ま 時 で 維 物 陵 え 。 ま 紹 に の 全 組 投 
伝統 工芸 青山 スク エア う を の と 代 旋 が 入 な 品 で っ 介 代 情 わ ま 作 
住所 : 東 京都 区 赤坂 8-1-22 1F "魚や むつ を 込 れ 金 が が 日 屋 ジ オォ わ 勢 れ れ 体 
03-5785-1301 や に て 問 語 て 工 可 ら の 開 己 る 95 を て た 験 
き か もち もい わ や き 品 能 ! 伝 し ジー ` 踏 きつ ヵ 
営業 時 間 : 11:00 一 19:00 人 叶 坦 レ アー た デ よ 
(特別 展開 始 日 及び 最終 日 に そる すず す 計 た な 「 オ 統 て 円 只 全 また のど 
開館 時 間 を 変更 ) 定休 日: 年末 年 始 2 技 と 陶 ン 的 いじ 一 〇 O 国 え が 選 多 
https://kougeihinjp っ と 現に た 術 ` 磁 ラ エ る を 己 の て 彩 
て 知代 新作 と 歴 器 イ 芸 " 伝 見 今 碧 な 
KOUGEI EXPO 2020 ONLINE は こち ら くり を 鮮 品 つ 史 ` ン 品 こ 由 統 送 年 コ プ 
wwwrcreema.jp/event/kougei-expo れ 添 生 な の 〈 く の 木 上 の こ ロ 的 5 度 思 ロ 


経済 産業 省 の Facebook で 、 
伝統 的 工芸 品 の 最新 ニュ ー ス を チェ ッ ク ! 


ピ 」 経済 業 谷 wwwfacebookcom/nichiyo.densan.meti 


Diseover 


RESTNLURANT 


東京 都 ・ 調 布 市 


思い が 1 
思っ て も みな か っ た いい 店 が ある 


ょ に 筐 深い 


日 本 の レヒ スト ラン 文化 


と 感激 する 店 を 探し 


Maruta 


いぬ か い ・ ゆ みこ 
東京 を 中 心 に 世界 の レス トラ ン 、 食 文化 を 取材 。 最 近 は 日 
本 の 地方 に 注目 。 卿 土 料 理 を 守る だ け で な く 、 そ の 土地 の 


生産 者 と と も に 新しい レス トラ ン 様 式 に 挑戦 する シェ フ を 
取材 。 農 林 水 産 省 表彰 制度 「 料 理 マ スタ ー ズ ] 審査 員 


|: 


深大寺 北町 1-20-1 


文 = 犬養 裕 美子 写真 = 前 田 宗 晃 
texcYumiko Inukai phoro: Muneaki Macda www.maruta.green 


140 


気持 ちの いい 空気 に 満ち 
た 空間 。 衰 に は ソー ラー 
バネ ル で 電気 を 貯蓄 し 、 
新 で 調理 する な ど 現 代 的 
方 法論 と 原始 的 方 法論 を 
駆使 し て 理想 の 状態 を つ 
くる 


ュ 月 の な ん た た 1 8 つ ea | 

ロ に ユ ど だ 新 素 " レ カ 年 一 新 
ナ 取 = な 客 で スル オ 軒 ロ 
間 材 | ど 同 き ト フ 1 家 し ナ 

題 に ク \ 士 る ラ ァ ブ が ) 
が な (で だ ン 1 ン F に と 
お 塊 け と ス 当 マ 時 
き の こし ト 時 ル ん 代 戦 
ま 内 の タ 際 
る を 注 を 6 一 ュ 
所 シ 域 晶 テー だ の な 
配 ェ で き | 東 レ が 
も アァ 手 れ マ 京 2 3 
な す に て に の ら 
く が る 入 き し pg 記 人 
2 
ン し 

さ 下 選 党 

い プ た 取 の ず 
さ kXf 在 つ っ 
と 変 6 り で 

も わ 月 2 ゴー 
3 ら か 用 方 も 
つ ずら トー 和則 
| ) ょ 関 、 了 
! 門 
柱 和 る 5 し 店 く 
気 も 間 と た そ を ア ち お た は どら 
の に こう ラ 客 “ 閉 東 
目 案 ロ オ 天 で カ さ っ コ め ig 
s 内 ン 1| 井 あん ル ま ン て レ 4 


天川 優子 』 
ユビ ヌ # 
圭佑 


上 ) 「 グ リー ン ワ イズ ] 本 社 スタ オー ナー は この 地域 で 緑 と の 共生 を 目指 す 環 


ッ フ ・ 木 村 正 典 さ ん は 、 月 に 2 度 境 デ ザイ ン 会 社 の 代表 取締 役 。1851m の 敷 
庭 の 手入れ に くる 。 左 ) 新 は 店 の 地 に 店 と オー ナー の 自宅 棟 、 賃 貸 棟 が 点 在 す 
スタ ッ フ が 割る 。 何 事 も 自力 で ! る 「 深 大 寺 ガ ー デ ン ] 
か レン 注 ン 標 ダ 標 配 新 て と レ 
? スキ 日 一 は | と 慮 た ` - る も ス 
ト の さき は し し が ア f コ k 
ラニ れ P た ゴ 取 ラ 1 に ラ 
ン ノ る と ロ R の ミ 年 り カ ス ン 
は ラフ 吉 ・ 担 だ を 12 組 ル の が 
日 一 ィ 遇 み 当 * モ 月 み ト ー を ト み ュ 
本 で ン ミ ェ ゥ プロ 31 に を 万 昼 だ で ロ 
で す ラ な イィ イ 年 ロ に 日 挑 充 円 項 っ い ナ 
ささ ンド スエ ジ す ま 戦 実 ] か た テ 人 
. ド 店 ト 証 ェ る で し き 本 ら が 1 ど 
/ ネ E ・ レビ マク こ に は せ の 日 パプ 1 ん 
ーー ー へ と ス ん ト と 環 じ る み 没 6 ん な 
ル し トー リ を 境 め な ま 月 影 
シ で て で ラ 提 | 目 に た ど し 下 か が と 才 


1+1 


ある 日 の ラン チコ ー ス 


ガス トロ ノミ ッ ク な コー ス も 、 気 軽 な が 日常 の アラ カル ト も ある 。 


つい 、 立 ち 寄 り た く な る 店 を 目指 す 。 


都心 の レス トラ ン で は お 任せ コー ス の み 、 飲 み 物 の ペア リ 
な 素材 を 極小 サイ 


ンダ で 一 人 3 万 円 前 後 が 相場 。 種 類 豊 1 


ズ に カッ ト し て ピン モット で アー ト の ご と (盛り 込む 。 そ 
の 時 間 と 手間 を 考 れ ば 妥当 な 対価 か も し れ な い が 、 も う 少 茎 、 花 や 葉 な ど 


し 気軽 な コー ス 設定 な らい い の に 、 と 思う こ 


こ で も 以前 は 昼 7000 円 、 夜 1 万 2000 円 の み だ っ た 。 そ れ 


と は 多い 。 こ ゼロ を 目指 す 意 


が リニュ ー ア ル 後 、 コ ー ス は 1 万 円 の み に 
も 対応 する な ど 、 グ ッ と 利用 し や す 《 な っ た 。 コー ス 全 9 
品 の 一 皿 ひ と 中 は それ ぞ れ 旬 の 素 
その 野菜 の 知ら な か っ た 部 分 も 使う 。 ゴ 
味 で も 、 野 菜 の 


つなが る 大 き な 進 


アラ カル ト に 


こ に フォ カー ス し 、 皮 や 


し さ を 見 直す こと に も 


ご と 思う 


あり 
新島 の 金目 魚 


いま 石松 シェ フ が 気に入っ て いる の が 新島 の 
金目 鯛 。 新 島 も 東京 都 で す ! し か も 朝 、 新 
島 を 出荷 され た 魚 は 午後 に は 調布 空港 に 到着 
店 まで 車 で 15 分 で 届く 。「 深 海 魚 な の で 脂 が 
乗っ て 美味 し いで すね 」。 骨 を 焼い て 引い た 
出汁 、 カ プ の すり 流し と と も に 黒文字 、 馬 告 
(台湾 の 胡 概 ) を プラ ス し た エキ ゾ チ ッ ク な 
藻 し 物 。 何 料理 と も いえ な い 自由 な 構成 


2. 
人 参 


皿 が 運ば れ て き て ビッ クリ ! 真っ 黒 な 人 参 
(写真 右 ) は 失敗 作 で は あり ませ ん 。 し っ か 
り と 焼い た 結果 、 周 り は 炭化 し て 、 同 時 に 中 
まで し っ か り 火 が 入り 、 半 分 に 割る と ほっ く 
り 、 と ろり と 軟らか く な っ て いる (写真 左 )。 
皿 の 上 に は カリ カリ に な る まで 焼い た 人 参 の 
葉 、 ス パイ ス 入 り 発酵 バタ ー、 シ ー ク ワー サ 
ー の 実 、 生 の クル ミ な ど と 混ぜ て 味わう 


| 問 
穫 鏡 


虹 秋 は 、 静 岡 県 富士 宮 市 か ら 取り 寄せ 。 一 番 
下 に 虹 鐘 の 皮 を 乾燥 させ 、 油 で 揚げ た チッ プ 
ス 。 続 いて 若 の 香り を つけ た クリ ー ム を 絞り 
虹 鯛 の 切り 身 を 乗せ する 。 そ の 上 に フェ ン ネ ル 
の 花 、 ビ クル ス 、 粒 マス ター ド 、 パ クチ ー の 
花 を 飾る 。 小 さく 絞っ た 生 ク リー ム は ほのか 
に 煙 製 香 を 感じ る の が ポイ ント 。 新 は 焼く だ 
け で は な く 、 香 り づ け に も よく 使う 


火 を 操る の が 料理 。 
その バリ エー ショ ン で 


素材 を 丸ごと いた だ く 


アオ リ イ カ の リゾ ソ ッ ト 


熱々 に 起こ し た 炭 が 運ば れ て くる 。 ス ライ ス 
し た アオ リ イ カ を 一 枚 つま ん で 、 そ の 炭 で 軽 
く 衣 る 。 イ カ の 肝 を 加え た トマ ト ソ ー ス で て 炊 
いた 黒米 、 押 し 妻 リ り ゾ ッ ト と 合わ せ て 楽し む 。 
味 に 変化 を 出す た め に 、 漆 えて ある スー プ を 
少し 加え る と いい 。 レ モン グラ ス や 夏みかん 
な ど 相 橋 系 の 香り を プラ ス し た スー プ (アサ 
リ 、 ハ マグ リ の 出汁 ) は すっ きり 爽やか 
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フォ カッ チャ と 発酵 バタ ー も 自家 製 
うれ し いこ と に 本 格 的 な 味わい ! 


AM 
く 〆 ) 


門 崎 邊 の 芋 焼 き 


岩手 県 で 育て られ た 門 崎 邊 は 黒毛 和牛 だ が 、 
「 黒 毛 和 和牛 特有 の 細か いさ し が な く 、 す っ まき 
り し た 味 。 そ れ で いて 焼い て も 硬く な ら ず 軟 
ら か い ] と シェ フ も 驚く 。 東京 の 卸 業 者 
介さ れ て 取り 入れ る こと に な っ た 。 そ の 時 に 
よっ て 部 位 は 違う が この 日 は ラン プ 。 コ ー ス 
で は 一 人 分 100g9。 ア ラ カ ル ト で も 100g(3000 
) か ら 用 意 し て いる 


了 較 記 


菊芋 の 寒天 和 梨 の マリ ネ 


デザ ー ト と いっ て も フレ ンチ 風 
で は な く 、 素 材 を テー マ に し た 
和風 、 あ る い は アジ アン エ 
ッ ク な も の が 多い 。 寒天 に 閉じ 
込め られ た 菊 茶 、 梨 を シロ ッ プ 


食後 の 飲み 物 


コー ヒー、 紅 茶 、 ハ ー プ ティ ー 
が ある が 、 コ ー ス の 流れ を 考慮 
し た 、 そ の 日 の お すす め 茶 を 用 
意 。 お 茶 は 茎 の 葉 、 ハ ス の 葉 、 
ハト ムギ 、 よ も ぎ 、 黒 文字 、 花 
は ぶ 、 グ ァ バ の 全 7 種 。 そ れ ぞ 漬け に し た 和 梨 の マリ ネ な 
れ 美 味 し い だ け で な く 身 体 に も オリ ジ ナ リティ あふ れる デザ ー 
いい ト が 登場 


シェ フ 石松 一 樹 ( い し まつ ・ か ず き ) さ ん 


1988 年 、 東 京都 生ま れ 。 都 内 の 有名 フレ ンチ 
リア へ 。 メ ル ボ ルン > る 名 店 「Brae] 
さ に 感動 。 食 材 の 最高 の 状態 を 提 る 店 を 目指 す 


修 
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還 焼 き イ チ ヂ ク と フレ ッシュ チー ズ 


イチ ジ ク を 茜 火 で 焼く と 、 表 面 
は 硬く な る が 、 内 側 は ジャ ム の 
よう に ね っ と りす る 。 合 わせ る 
チー ズ は モッ ツァ レラ チー ズ 」 
八王子 の 畜産 農家 か ら 新鮮 な 和牛 
乳 を 仕入れ て 店 で つく る 。「 ス 
タッ フ で 試行 錯誤 し な が ら つ く 
っ て いま す 」 


6. 
親 鶏 と 湧 水 の コン ソ メ 


深大寺 は 美味 し い 水 に 恵まれ た 
と ころ 。 そ の 湧き 水 で つく る コ 
ン ソ メス ー プ 。 週 一 で コン ソ メ 
の 仕込 み を する と き 、 湧 き 水 を 
流 み に 行く 。 丸 鶏 の ガラ で 出汁 
を 取り 、 肉 で ミン チ を つく る 。 
左 の 皿 が ハー プ (レモ ンタ イ 
ム )、 奥 が 新 の 香り の オイ ル 


気軽 に 楽し め る アラ カル ト も ! 


camery を SeprDo> 


町 工場 の 廃寺 を 改装 し た 店 舗 。「 燕 木 」 人 
の 小さ な 看板 が 目印 ら 
燕 木 

京都 台東 区 三 筋 1-12-12. 東 e 二 家 Se 己 
03-5809-3918 回 11:00 一 20:00 羽 刻 三 
回 火曜 (祝日 の 場合 は 営業 ) ノバ 本 記 


ー ニ ーー | 


燕 木 祐介 さん 

盛岡 で の 学生 時 代 に 珈琲 
文化 に 前 れ 、 千 煎 の 仕事 
を は じ め る 。 卒業 後 チョ 
コレ ー ト メー カー 勤務 。 
その 後 独立 し 、「 燕 木 」 
を 立ち 上 げ 、 現 在 に 至る 


http:/kabukiyusuke.com 


上 ) 一 枚 板 の カウ ンタ ー 越 し に 薫 木 さ 
ん が コー ヒー を 滝 れ る さま を 眺め る 
下 ) 柔らか い 自然 光 が 心 地 い い テ ー プ 


扱っ て いる コー ヒー 豆 は 8 種類 ほど 。 選 ぶ 豆 は コー ヒー の 原産 地 で ある エチ オ ピ ア が 半数 
以上 。 プ レン ド は 奥 行き の ある 滋味 深い 味わい だ 。「 ネ ルド リッ プ は コー ヒー に わずか な 
と ろ み が つき 、 油 脂 分 に 含ま れる 香り も カッ プ に 落と し て くれ ます 」 と 燕 木 さ ん 。 チ ョ コ 
レー ト は 繊細 な フレ ー バ ー が 心地 よく 、 カ カオ その も の を 楽し め る 


ル 席 で ゆっ た リ 】 


し た い 


只 寺 


岡 い 盛 る 


E 
大 ら が の " 旧 
る 丈 れ お 和夫 コ 上 
夫 夫 る も 囲 | が に 
と AR か し 気 と ひで 
こ 大 と ろ が | と も 
き ぅ い 好 が つ お 
な か み 美 や 気 
知 と 好 で 味 ふ に 
前 い き 落 し た 入 
機 う な ちい つり 
と こ 理 着 ' あ の 
ス と 由 〈 内 る 喫 
タ 茶 
ツ 店 


い 。 に 1 か に り 

大 隊 健 認 し 1 を 
て て の 1 る 当 伝 

ああ いい ココ が が だ た だ わ 
「CLASKA Gallery& る 〈 役 や ネ り / 
Shop "Do"] ディ レ 思 こ 割 つ うん の て 
クタ ー。 国 内 外 、 有 き いと ビー ば ド 薄 〈 
名 無名 問わ ず の も の ん で リ さ る 
好き 、 店 好き 、 買 い あ 四 が あ ッ 『 を 
物好き 。 イ ン テ リ ア る 和洋 9 叫 る ま ジグ を そ 
ショ ッ プ 「 イ デー] 茶 に 議 で し こ 
の バイ ヤー 8 商品 企 店 ん そい 浴 て に 
画 、「 夏 の 王国 ] 編集 か が 考 れ 手 は 
部 を 経て 現職 ら 大 を た 間 革 
wwwr.claska.com 与 症例 六合 柱 怒 


Phoro: Atsushi Yamahira 


14+ 


AOTJ や S 和 を つ 


ヾ hKーー 芯 衝 舞 


介 ン 民 型 べ 党 1 て ES 思 韻 ( き ー ミ 


中 堤 訳 つ らい 坦 m ヘ キミ 先 
に で こよ: キミ トー こと 
「l 映 m@ (Il く m@) 基 」 つっ 
必 柚 党 SS 癌 じゃ 全 拍 ” 下 議 " 
や つい 日 昌 弄 SI 揚 公 虹 容 や さり 
つや 据 %mP ら が 

つつ りさ で PS 放 翌 S 
「 細 つっ い 症 曲 や や " 男 @ 時 中 
つ 症 時 G 媒 る 守 部 で 呈 応 民 や 7 
半生 員 S 滞 っ 和輝 加 や ” 鑑 志 の 
Qp っ we 圭 7 ト 選 (人 S 書 S 音 
補 次 es 


まつ いる っ 抽 ト 
完 で 叶い 装 全 り m8 り 織っ 
ポ 和 や 7 りり で り 思 っ せつ teGS 
晶 mS 恥 " BRI 陸 全 衝 
っ 0 つろ いり つ ロ 補 で や 

計 足 や 創 忌 GS つ 因 つ きっ” KK 


つい 合っ る 誤 絆 克 さ で や” 憎 公 党 


回 
og デ 


部 で や 束 お や る xmtwin ーー 
り 守 人 上 映 恥 @ 鞭 っ S ト ー ト や セ ? 
WS 鹿 か や パン 要 っ つの 昌 
入 ーーー ヘー ーー へ …… つつ か 
で り 計 構 さ ぶつ 中 り 六 お る 移 


-G 戦 和 宮 ちり 
やら の ね や 半 り 鶏 人 る や ポ 生 けり 
で が で / 素 尿 員 閑 つ お ね で” 細 和 
ポ ら お や” 婁 椅 や 和 を で お で / 翌 芋 
S 夫 要 冥 疾 つ い 報 征 品 思 つ お や 
ーー 8 午 定 浮 め へ 潮 下 
ヾ K つ お 遍 wUSTP っ SS や や " 
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気 な 蔵 同 で み 


橘 ケ ンチ 
(た ちば な ・ け ん ち ) 


EXILE の パフ ォ ー マ ー で 、 


EXILE THE SECOND の 


リー ダー 兼 パ フォ ー マ ー。 


アジ ア を 含む 世界 へ 向け 
た LDH の エン タテ イン 
メン ト 構 築 も 担う 
https:/exilejp 
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いと いや い 


寺 」 計 


ww | 
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し は せ 橘 りか ち お 分 
て 普 て … ま ら 酒 の 
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6 広 上 き 
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ド デブ 楽 か ォ オ る 
か りや ラ し ら ヽ イ 試 き 


に 
IN 


ip こじ 


こ 夏 


お 語 びび 肝 沈 


田中 克典 さん 

白糸 酒造 8 代目 蔵元 。 東 京 
農業 大 学卒 業 後 、 広 島 の 研 
究 所 を 経て 佐賀 「 東 一 | で 
修業 。 現 「 松 本 酒造 ] 特別 


リリ ー ス し て 2020 年 で 12 
年 目 。 日本酒 業 界 の 未来 を 
担う 、 若 き 30 代 の 造り 手 


KWc3wY4 


ご 史 で 帯 


さぶ き 書 


上 


~ 吉 


橋 6513 
福岡 ・ 系 島 の 清らか な 空 
気 を 胸 い っ ぱい い 込 


ん だ 心地 よさ を イメ ー ジ 
し た 低 ア ルコ ー ル 原酒 
「 田 中 大 五 6513] と 橘 ケ 
ンチ さん が コラ ボレー シ 
ョ ン 。「 上 品 な 甘み と ほ 
の か な 苦み が 魅力 で す 」 
と ケン チ さ ん 


価格 : 未定 720m2 

原料 米 : 系 島 産 
山田 錦 100% 

輔 米 歩合 :6596 
アル コー ル 度 数 : 13 度 

問 : 白 糸 酒 千 

Tel : 092-322-2901 
wwwrshiraito.com 

※※ 価 格 な ど 詳 細 は 
変更 に な る 可能 性 が あり ます 


橘 6513 が 買え る 店 は こち ら 


販売 店 : 住吉 酒販 系 列 各店 
(https:/sumiyoshi-sake.jp) 、 
IMADEYA 系 列 各店 
(wwwimadeya_coJjp) 

販売 開始 : 2020 年 
12 月 24 日 ( 木 ) 予定 


本 電 仁 tex RyosukeFujitani phoro: Nonhito Suzuki 
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2 て 次 た 一 は い ヽ い を え 入 を 先 呼 わ お さ だ け 加 
を 便 れ め 人 そい ぃ は る つと に ぷれ い は と れ 折 
覚 利 る の 生ん の じ 立 の て 一 で お わ お 思 . ど 敷 
を で と 道 活 な 一 め っ で 工 か う 「 と 
た あき 具 を 思 番 る の 格 る 物 ら * を い 
- る の と すい に だ 式 を な 使 れ う 
そ こ 道 し ぅ ろ が ょ 高 kt い つっ は と 
ん と て 上 ある 曲 い て 思 3 
な * 交 だ 地 つ も み で ま 
こ そ の な 考 し 


wetrr 


っ 


カ ん 

谷 な 

し 風 

い に 

ー ン き 

2: ま 

注 ツ ぎ 

文 ト ま 赤木 明 登 さん の 「 丸 陽 折敷 (価格 : 3 万 3000 円 、 

さき の 回 サイ ズ : 約 W320 x D320 x H9mm) 。 木 地 に 下地 漆 

れ よ を 施し た 後 、 和 紙 を 貼っ て いる の で 、 日 常に 馴染 む 

た うぅ え 質感 。 直接 二葉 子 を 置い て も 、 井 を 置い て も 、 の せ 

ら 3 に 内 る も の に よっ て さま ざま に 表情 を 変化 させ る 。 ど ん 

と 合 の な シチュ エー ショ ン で も 活躍 し て くれ る 

9 深 1 

か る な 
し だ ど 柄 は 上 っ う し < 
二 に こ は じ ば げ て 1 "し 
すず 送 。 尺 か ` め と も め 薄 て 
うつ: 正 沈 赤 て し 気 に ( 生 
2 い ぃ い 木 自 た に カ 置 し ま 
使 私 る ざき 分 と な ッ い て れ 
い だ を ら ん の いら ト た 両 た 

高橋 みどり 続け うぅ し の 湊 うな さる と 面 
け れ だ の こめ “" い れき 和 

スタ イリ スト 。1957 年 、 群 馬 県 だ だ また 木 の り に を よ て 手紙 

仁和 衝 、 旧 ちず い ^ ま 理 綿 質 探 う ぅ ぃ 掛 貼 

学 短期 大 学部 で 陶芸 を 学ぶ 。 そ と: 出 きい 由 に 感 し い に る が か 

の 後 テ キス タイ ル を 学び 、 大 橋 四 た に ず で 通 の 来 ま そ C 柱 0 半 に の 

歩 事務 所 、 ケ ー タ リン グ 活動 を 有 な 人 千 だ 3 で 通 の 求 え マ 和合 

問 て フリ ー に 。 数 多く の 料理 本 うつ いこ うだつ もじ 和 め ば ッ 塗 が 仕 

に 携わる 。 近著 に 「 お いし い 時 て に の と に 《 あ る だ た ` ト ) あ 上 

間 j」( ア ノニ マ ・ ス タ ジ オ ) な い ぃ い 感 思 つ た り 》) っ 親 っ 漆 私 な 方 る げ 】 

由 る 謝 い 《 《 が た し た の が 仕 は よ た 
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第 75 夜 @ 
し る と 人 は 本 斉 を 苦み 。 
隊 明 2 


丸の内 発 ⑤ 


ノ C。 


ro (marunouchi) HOUSE AM 2:00 


音楽 が つく る 夢 空 間 。 


今月 の ゲス ト は 、DJ NORI さ ん 。 
1980 年 代 の ディ スコ クラ ブシ ー ン を 素 引 し た 
東京 ・ 芝 浦 「GOLD] で 活躍 し た 
生ま れ 故 郷 ・ 北 海道 の 野球 狂 時 代 、 
DJ へ の 熱き 思い を 語っ て いた だ きま し た 。 


DJ、 プ ロ デ ュ ー サ ー 
DJ NORI で ぃ ー・ じ ぇ い ・ の り 


北海 道 ・ 登 別 市 生ま れ 。1979 年 に 札幌 の ディ スコ で DJ デビ 
ュー。 "86 年 に 渡米 。N.Y. の PARADISE GARAGE で LARRY 
LEVAN と 出会い 、 一 緒 に プレ イ 。"99 年 、 芝 浦 の GOLD オ ー 
プン に 伴っ て 帰国 し 、 レ ジ デン ト DJ と し て 活躍 する 。2009 
年 、 集 大 成 の 「DJ NORI 30TH ANNIVERSARY」 を 開催 、 い 
ま も 青 山 ZERO で レギ ュ ラ ー バ パー ティ 「GALLERY」 と 「TREE」 
を 精力 的 に 続け て いる 


(CHost ) 
丸の内 ハウ ス 三菱 地 所 時 代 は 、 大 手 町 ビル 1 階 の 大 
統括 マネ ー ジ ャ ー 手 町 カフ ェ を 担当 。 そ の 後 、 丸 の 内 ハ 
玉田 泉 ウス 統括 マネ ー ジ ャ ー に 就任 。 現在 は 
た まだ ・ い ずみ 同 職 を 丸の内 ハウ ス 事 務 局 で 、 執 行 中 
テー ブル ピー ト か つて は ツバ キハ ウス や GOLD を プ 
代表 取締 役 ロ デ ュ ー ス 。 現在 は 丸の内 ハウ ス で 蒸 
し 料理 レス トラ ン 「MUS MUS]、「 来 
迷 此 本 夢 来 人 ]、「 祭 BAR] を 経営 する 
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営業 時 間 : 11:00 一 翌 4:00 (日 曜 、 祝 日 、 連 休 最 終日 は ー 23:00) 


住所 : 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-5-1 新 丸 ビ ル 7F 
※ 店 舗 に 


間 プ ロ デ ュ ー ス 能力 を 
立ち 向かい まし ょ う ! 


ほか の 野手 と 反対 の 方 向 を 見 て 
ゲー ム と 向き 合っ て いる 野球 の 
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固 壮 品 き 表 銀 4m 聞 中 必 三 紀 つ > 埋 he 最 編 G 昌 細っ で 大 お つい る 

WS 避 G や セ "「 園 美 宮守 き 氷 回 和 玉 

志 世 茸 科 和 ぐせ 二 突 G 品 性 選 選 り 串 塞 民 理 衝 』 つ つい 中 や S 御 守 全 下 
: さ AE うこ 波 壮 つ い 弄 穫 辿り 思 さ ポ つ ね" 了 作 。「 っ ポ 員 器 宗 S 仙 SGS 
「 上 時 党 つ RS ( 李 き や o) E 6 つや つい 監 究 散 や つね 」 つづ つ 全角 で りら ポ 和 p で " 有事 四 op7 
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つ で で りら が [上 六 移 思 】 Ep ポ つ っ] っ 昭 則 や 較 ち お " りう 揚 つ 全訳 で 季 人 や 突い 
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う の り ょ うぶ ん ) さん 
(奈良 市 な ら ま ち セ ンタ ー 1F) 
Tel : 0742-22-6922 
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野良 文 


画 
coto coto (コト コト ) 
wwwr.cotocoto.nara.jp 


教え て くれ た の は …… 
住所 


2002 年 より 現職 


勤務 。1983 年 、 


帰国 後 、 


原 


滴 高 ) 


河 
( 
奈良 市 の 観光 の 中 心 
併設 の ギャ ラリ ー ス ペー ス で 展示 や イベ ント 


は 7 体 の 天平 仏 が ある 。 


る 初期 の 密教 仏 だ 。 中 央 6 
不 空 負 案 観 音 ( 重 要 文 化 財 


宝物 殿 ( 
奈良 の 「 い ま 」 を 知る な ら 、coto coto へ 
奈 
部 を 活用 し て 誕生 し た coto coto 


人 と 人 の 出会い を 生む 場所 


ま ざ ま な チー マ で トー クシ ョ ー な 


小 誌 プ ロ デ ュ ー ス の 下 、 


施設 の 一 


even7 normgojjon 
使っ た 料理 や 地酒 、 


5: 


Place 


新潟 県 弥彦 公園 も み じ 谷 


@marcy0108 


「 見 頃 を 迎え た 弥彦 公園 も み じ 谷 の 
紅葉 ライ ト ア ッ プ 。 明 か り に 照ら さ 
れ た 紅葉 が 水面 に も 映り 込み 、 幻 想 
的 な 景色 が 広がっ て いま し た 」 


さき 上 き の ぶ 緒 証 団 器 き 注 幅 きせ 邊 


Place 


栃木 県 明智 平 ロー プ ウ ェ イ 


@neroli_917 


「 カ ラフ ル な ポン ポン を 飾り つけ た 
よう な 、 紅 葉 真っ 盛り の 山々 に 囲ま 
れ た いろ は 坂 。 総 妙 な 彩り の バ 
ス と 美 し さ に 目 を 奪わ れ ま し た ] 


ぬ たき 

に ON 

人 0 た 

7 

ン ォ 日 て 

の ト 本 は 
絶 コ の ご 変 
を チ 景 8 る 
mo 訂 科 2 一 
め ッ 
長野 県 楊 池 高原 ま を 条 を ボ 
すず 青 シ 
 @y.shibuya1122 1 月 た の 
真 9 

[気温 0 で と いう 寒さ に 耐え な が ら を 

の トレ ッ キ ング 。 突然 目 の 前 の 景色 ま 投 ロ 
が 開け て 、 素 晴らし い 光 景 が 広がり 、 だ 稿 の 
思わ ず 胸 が 熱く な り まし た ] 見 い 


place 


山梨 県 南 伊奈 ヶ 湖 れる と 有名 に な っ た 場所 。 白鳥 が 


9-TakataU9U- 映る 紅葉 は まさ に 総 景 で す ] 


「 紅 葉 と 白島 が 同じ 画 角 に 収め ら 


撮れ な く て も 、 鏡 の よう に 潮 面 に 


「 毎 年 楽し み に し て いる 紅葉 し た 
コキ ア で す 。「 み は らし の 丘 」 に 
誰 も いな い 一 枚 を 撮る た め に 、 開 
門 と 同時 に 猛 ダッ シュ し まし た 」 


place 


破 阜 県 飛騨 美濃 せせらぎ 街道 と ー に 名 角 や か な 穫 華 が 芋 や 交 城 県 科学 万 博 記 念 公園 


pace 


「 人 々 に 忘れ 去ら れ 、 苔 むし た 階 


か な 彩り を 添え て いる 光景 に は 不 


「 自 宅 付近 に ある イチ ョ ウ 並 木 の 
散歩 道 。 こ の 道 が 美しい 黄金 色 に 
業 ま る と 、 い よい よ 迎 える 一 年 の 


@yasu.mo_1967 思 議 な 引 カ が あり まし た ] @forestgreen1510 フィ ナー レ を 実感 し ます ] 
応 
募 毎月 テー マ に 沿っ た 写真 を Instagram で 投稿 いた だ き 、 編 集 部 が 選定 。 
に Instagram と 誌面 に て 発表 及び 掲載 させ て いた だ きま す 。 E ? 話 


軌 季節 の 絶景 写真 (過去 に 撮影 し た 写真 で も OK) 
団 ハッ シュ タグ 「#DJ ピ ト 」 を 付け て 、 下 記 項 目 と と も に 投稿 し て くだ さい 
・ キ ャ プシ ョ ン (その 写真 を 選ん だ 理由 、 場 所 の 感想 等)60 字 程度 


・ 撮 影 場所 EPC 


影 月 
・ 可能 な 場合 は 、 デ ー タ サイ ズ (2.3MB な ど ) 


2020 年 12 月 18 日 ( 金 ) 21:00 
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山梨 県 の ブラ ンド 養殖 魚 「 富 主 の 分 を 食べ に 行こ う 


最高 級 の マス 類 魚 ・ キ ング サー モン と 山梨 県 で 生産 量 の 多い ニ ジ 

ス を 交配 し て 誕生 し た 「 富 士 の 介 」。 山 梨 県 水産 技術 セン ター が 生 
産 し た 卵 を 、 加 然 加工 され た 安全 な 餌 を 与え て 養殖 し 、 出 荷 時 の 身 
の 色 や 鮮度 保持 方 法 な ど 厳 し い 基準 を 満た し た も の だ けが 出荷 され 
る 。 き め 細 か な 身 に ほど よく 脂 が の っ た 、 豊 か な 旨み の 魚 だ 


がい 3 
mr い の 計 


レー で 


ジ 
フェ ア が 開催 され る 宿 の ひと つ 「 木 食 り の 宿 きこ り 竹 吉 マ 
林 府 再 季 」 で 提供 され る コー ス の 一 部 。 造り や 未 付 け 、 ンス ! 
焼物 な ど 富士 の 介 尽 くし の 料理 が 並 サ 持 
1 け 
モ 合 能 
ン ゎ で た 
詳 る フ た と 設 
富士 の 介 フェ ア H た 革 た に 
期間 : 一 2021 年 3 月 末 予 定 ” | は / に 提 2 業 
( 設 に より 病人 e 時 期 が 具 な る ) | ヨコ / 好 チ に すま 味 加 
場所 :「 や まな し グリ ー シ ・ ソ ー ン | / 好 を 治さ も ゎ 主 の 
認証 制度 ] で 認証 され て いる / が を 潮 
山梨 県 内 31 た 」 * 
わ が 使 語 
せ で 用 
て 人 し 
訪 る た 
れ 多 
回 レ Z 
ほ な 
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着 な く な っ た 服 に 包 堪 恋 命 光 欧 きき 処 補 プ ロジ ェクト 


繊維 と 染料 を 結合 し や すく す 
る アル カリ 剤 と 黒色 委 料 を 専 
用 機械 に 加え 、 約 3 時 間 か け 
て 表 服 を 回 すこ と に より 、 ム 
ラ な く 和 染め られ る 。 染 色 後 は 
仕上 が り を 確認 し な が ら 人 の 
手 で 天 日 重 し 、 さ ら に 1』 
ずつ 職人 の 手 作 業 で 京都 紋付 
独自 の 「 深 黒 加工 」 が 行わ れ 
る こと に よっ て 、 よ り 深 い 黒 
色 に 仕上 が る の が 特徴 だ 。 こ 
の 黒 は 洗濯 を し て も 色 落 ち す 
る こと は な く 、 長 年 愛用 し た 
衣類 が 新品 の よう な 風合い に 
な る 。 ま た 、 搬 水 効果 も 加わ 
る た め 、 水 分 汚れ に も 強い 


sm ] 


3 


た きい 計 5 
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H コ を 
ん O 提 
で に 供 
み ビ し 
GE O で 
は 只 い 
8 2 い 
か 回 
が F き 
な は と 
ぅ P 
か 1 衣 
バ 類 
詳 
TO BLACKWEAR て 
1 
価格 :T シ ャ ツ 2500 円 、 まき / 
ジャ ケッ ト 6000 円 -、 | / 
ン ツ 5000 円 ほか う / 
染め 替え が 可能 な 素材 は 、 綿 や 羊 (製品 に よっ て 価格 変動 あり ) ! 
毛 な どの 天然 織 維 と 、 レ ー ヨ ン や 受付 場所 : TO BLACKWEAR 公 式 
キュ プラ な どの 再生 繊維 。 縫製 系 ウェ ブサ イト 、 ア ー バ ン ・ フ ァ ミ マ ! 
は ポリ エス テル が 使用 され て いる 虎ノ門 ヒル ズ ビ ジネス タワ ー 店 、 


、 そ の 部 分 は 元 の 色 が アー バン リサ ー チ KYOTO 
ド 印 銀 的 な 新た wwwrurban-research.Co.jp/ 
special/toblackwear 


部 ex Discover Japan 
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ニッ ポ シ の 先 回 を 江戸 時 代 ま で さか の ぼる 


哀 チ ま 多 の す き 
導 は (中 み 3 日 
3 漫 登 に だ の 
4 画 場 は 登 北 か 漫 本 
屋 ケ 的 し 音 ? 画 を 
者 ゴ そ 刺 『 日 い 表 
相 の の を 館 点 本 か す 
タ 呈 は 自 込 に 漫 に る 
を じ 由 め て 画 し カ 
る まで た 展 詩 の て ル 
HH ちり 消 戯 “ 世 侯 示 が 代 変 発 チ 
国 ほ と 稽 画 肖 惹 北 さ 記 を 須 展 ャ 
太 も な も 世 師 斎 れ 査 超 を し 
いさ 数 絵 が や る 叶え た て ・ 
年 
8 。 UI 国選 よし づ 久 | 
月 イギリス の 漫画 家 、 チ ャ ー ル ズ ・ 大 了 マ ンカ 究 セ シー ノ 齋 央 マン ガミ ュー ジア ム 雪 人) し 
7 ” ワー グマ ン 創 刊 の 風刺 漫画 雑誌 
最 幕末 か ら 明治 の 社会 問題 や 横浜 赤ちゃん の 「 き げん が よし 」 勉強 熟 心 な 人 の 「 心 が け よし 」、 r よ 
沿 居 必 置 が 中 心 事 件 を 題材 と し 、 ほほ 笑 む 美 女 に 局 を ポン と た た か れる 男性 の 「 ゆ めで も よ り 
ー 時 局 風刺 画 を 指す 「 ポ ンチ ] と し 」 な ど 、 老 若 男女 の あら ゆる “よい こと "が 集合 。 名 前 に 広 
いう 言葉 の きっ か け と な る の 一 部 に 「 よ し ] の 入っ た 作者 本 人 も 描か れ て いる 6 
衆 
GIGA・MANGA 江戸 虐 画 か ら 近代 漫画 へ 抽 I 
会 期 : 前 期 12 月 13 日 (日)、 中 期 12 月 15 日 ( 火 ) 2021 年 1 月 3 日 (日 )、 後 期 1 月 5 日 ( 火 ) 一 24 日 (日) し 4 
※ 会 期中 一 部 展示 替え あり 会 場 : す み だ 北 斎 美術 館 住所 : 東 京都 墨田 区 亀 沢 2-7-2 ま 
時 間 : 9:30 一 17:30 (入館 17:00) 休館 日 : 月 曜 、12 月 29 日 一 2021 年 1 月 1 日 、1 月 12 日 れ 急 
(1 月 11 日 は 開館 ) 料金 : 一 般 1200 円 、 大 高生 900 円 、 中 学生 400 円 る 


Tel : 03-6658-8936 https:/hokusai-museum.jp/gigamanga/ 


文 = 編集 部 tcxe DiscoverJapan 


DJ Weetimg Table = 4 


任 錠 下 窒 で 若返る 富山 立山 町 


次 回 予告 


「 大 コメ 風 動 」 の 本 木 克 英 監 督 が 語る 


エン タメ 映画 の 真 表 


大 正 時 代 に 米 の 安売り を 求 
め た 運動 「 米 騒動 ] を 題材 
に し た 映画 映画 「 大 コメ 騒 
動 」 が 2021 年 1 月 に 公開 
され る 。 本 作 は 、 史 実 を ベ べ 
ー ス に し な が ら 、 家 族 の た 
め に 立ち 上 が っ た 漁師 町 の 
お か か (女房 ) た ちの 姿 を 、 


本 木 突 さん た 和紙 。 娠 に は 例 洒 が 湾 き 込ま れる 


右 ) 蜂 谷 和 紙 職人 の 川原 隆 孝 さん 。 左 ) 「 越 
中 利賀 村 清 流 素麺 | の 包装 用 に 制作 され 


生き 生き と 描き 出し た 痛快 エン ター テイ ン メ 


ント だ 。 ゲ スト に 監督 の 本 木 克 英 さん を お 招 
き し 、 作 品 の 裏側 を た っ ぷり 語っ て いた だ く 。 


クリ エイ ター ズ ト ー ク Vol.48 


開催 日 : 12 月 22 日 ( 火 ) 時 間 : 19:30 一 21:00 


会 場 : 日 本 橋 と や ま 館 
住所 : 東京 都 中 央 区 日 本 橋 室町 1-2-6 
日 本 橋 大 栄 ビル 1F 


料金 :1500 円 (定員 20 名 。 富山 の お 土産 付き ) 


※ 日 本 橋 と や ま 館 

SNS で の ライ ブ 配 信 も 実施 予定 
申し 込み : 下 記 ウ ェ ブ サイ ト よ り 
http:/eventregist.com/e/toyama48 


本 と て ま Fm 均 世 3 る 料 川 ま 
\ ま を 思い し 今年 益 と と 原 た を 
裕 う て た 年 人 が こ な 際 る を 
宣 の が 増 ろ る 邦 和 来 え 衣 m 
ぇ 22 と が 必 20 若 え か 模 さ 紙 い の る の あ 
ト 日 川本 要 年 返 て ら や ん の る き 図 超 よ た 
J) 和 ま 原 当 と ポラ っ 子 を ト だ 技 “分 案 巨 ぅ 5 
ょ の さ の さき ど ー ロ ーー* 術 け を 大 な 
り 日 ん れ も 人 ロ 畑 を る 再 な 素 ! 
骨 を を は 味 て が で ア を 唯 職 現 一 材 
と 話 自 生 こ オ 開 一 年 人 し 枚 か 5g 
ゃ す の 然 ま な イ 毅 継 の が た 紙 ら と 
着 。 “ れ し を し 承 歴 富 護 " ` い 
9 育 " す 喝 山 待 は 横 ぅ 
平 完 て 原 る あお 県 また 10 羽 


文 = 中 礎 葉月 rcxt: Hazuki Nakamori 


次 号 予告 
続々 開業 ! いち は や く チ ェ ッ ク し て お きた い 
あの ホテ ル の 魅力 を 徹底 解剖 ! 


いま 行き た い 


新しい 旅 の スタ イル が 根付 き は じ め 、 宿 に ゆっ くり 滞在 する か た ちの 旅 の 楽し み を 
あら た め て 発見 し た 人 も 多い の で は な いで し ょ うか 。 

そん な ホテ ル ラ バー に と っ て 、 い ま は と て も 刺激 的 な 時 代 で す 。 

海外 プラ ンド の ラグ ジュ アリ ー・ ホ テル の 新た な 上 陸 は まだ まだ 続き 、 目 が 離せ ませ ん 。 
そし て いま 注目 し た い の が 、 日 本 発 の ラグ ジュ アリ ー な ホテ ル ・ ブ ラン ド 。 

メイ ド ・ イ ン ・ ジ ャ パン な ら で は の も て な し や 美意識 が ちり ば め ら れ て いま す 。 

また ロー カル に も 地域 の 個性 を 生か し た 魅力 的 な 宿 も 続々 登場 。 

ワー ケー ショ ン 、 ス テイ ケー ショ ン と いっ た 和 宿 の 使い 方 に も 注目 で す 。 

そん な 新しい ホテ ル ぶ 旅館 づ か い の ス タイ ル や 選び 方 に つい て も 取り 上 げ て いき ます 。 
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福田 里香 (3 
葉子 研究 家 。 書 籍 や 雑誌 を 中 
心 に 活躍 。9 年 間 に わた り 統 
いて いる 本 連載 を まとめ た 書 
籍 民芸 お 菓子 」 が 小 社 よ り 
発売 中 


上 ) 国内 で は リー チ が 直伝 し 
た 湯 町 察 の スリ ッ プ ウ 
有名 。 下 )「 ロ ンド ン ー・ 
オプ ・ ジ ャ ム ] の 「 プ ラッ ク 
ベリ ー& ベ イリ ー フ の ジャ 
ム ]。 1944 円 https:/london 
boroughofjamJp/ 


人 避 い へ ひき no 


> よさ %S ペ ーー エ 


『 剛 @ 
さん m 一 エル ん SSwNSme[ 
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菓子 研究 家 福田 里香 の 
レネ ネネ ネズ ネネ ネネ ネズ ネネ ミズ ネネ ニニ 】 
二 に ャ 、-ーE に ヽ 
民芸 お 菓子 巡礼 
連載 第 96 回 
London Borough of Jam の プラ ッ ク ベ リー& べ ベイ リー フジ ャ ム 
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ス 日 な 17 に 溶 ウ ッ 
リ 用 り 世 し い ェ アプ 
ッ 品 ま 紀 て た アウ 
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ァ 使 11 ギ を リ で で 
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2 で 入 ス スプ ブリ “3 
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皿 た 盛 紀 を ムリ 
に ん 5 伏 ッ 
美 に 所 2 グ 
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